


医学部保健衛生学科

《医学部保健衛生学科》

●教育理念

本学科は、看護学、検査技術学の２つの専門領域における知識・技術を教授することにと

どまらず、豊かな教養と高い倫理観に裏づけされた医療人としての感性を有し、学際的視野

にたち、自ら問題を提起し、これを解決できる能力を備えた医療人を養成します。

●教育目標

〈看護学専攻〉

高度先進化する科学技術の基礎理解力を持ち、高齢化社会における保健医療・福祉等のさ

まざまな職種と連携して、専門職としての役割を果たす人間性豊かな人材を育成する。

〈検査技術学専攻〉

先端医療技術の進展に対応しうる学際的視野と研究能力を有する資質の高い人材および医

学、保健医療における検査技術の発展とその教育・指導に従事する人材を育成する。

●求める学生像

〈看護学専攻〉

1. 看護学・保健医療福祉に深い関心がある

2. 豊かな感性と優れたコミュニケーション能力を有する

3. 論理的思考力、問題解決能力を備えている

4. 倫理的感受性と探究心に富む

〈検査技術学専攻〉

1. 医学・保健医療に深い関心を有し、患者・要介護者や社会に対する奉仕的精神、責任

感、倫理観を有する

2. 豊かな人間性をもち、観察力、論理的思考力、問題解決力、総合判断力を備えている

3. 継続的に自己啓発し、探求心が旺盛である

◆ディプロマ・ポリシー

医学部保健衛生学科では、全学共通科目、専門科目における講義・演習・実習を通して、

学年ごとに設定された進級要件（東京医科歯科大学全学共通科目履修規則及び東京医科歯科

大学専門科目履修規則）を満たし、卒業までに、所定の単位を修得し、以下の要件を満たし

ている者に、それぞれ学士(看護学)、学士（保健学)の学位を授与する。 

１．幅広い教養と高い専門知識・技術の修得

物事を多面的に捉えられる幅広い教養を身に付け、看護学または検査技術学の基礎から

応用に至る高い専門知識と技術を修得している。



２．医療人としての豊かな感性と人間性の形成

多様な背景を持つ人々の主体性や価値観を理解し、豊かな感性を持って個々を尊重した

関係を築くことができる医療人としての人間性が形成されている。

３．問題提起・解決能力の修得

社会情勢の影響あるいは業務の特性によって時々刻々と変化する臨床現場の中で、問題

を的確に見出し解決に向かわせる柔軟な理解力・洞察力・行動力が養われている。

４．自己学習能力・創造性の形成

看護または臨床検査の分野におけるスペシャリストを目指して学習を継続する自己学習

能力を身に付け、大学院あるいは職場において診療・教育・研究・開発活動を進展させて

いくことができる創造性が形成されている。

５．国際性の形成

国際情勢に関心を示し、看護または臨床検査の分野におけるスペシャリストとして国際

貢献に関与できる基礎学力が養われている。

卒業時到達目標は、他の医療専門職等とのチームワーク、保健医療に関わる倫理観、広く

社会を捉える国際性、基盤となる高い専門性およびそれを追求する研究的姿勢を併せて養う

ことが重要と考える。保健衛生学科の学習を通して、保健医療の実践の場のみならず、教育・

研究の場においても、人々の健康的生活に貢献し、看護学・検査技術学の発展に寄与できる

医療人に成長することが期待される。

◆カリキュラム・ポリシー

〈看護学専攻〉

東京医科歯科大学の教育理念、および医学部保健衛生学科の教育理念に基づき、全学共通

科目、専門科目を系統的、段階的に学習できるように配し、ディプロマ・ポリシーを実現す

るためのカリキュラムの策定方針を以下の通り定める。

１．幅広い教養と豊かな人間性と倫理観を涵養するために、一般教育とリベラルアーツを融

合した共通教育には、学科・専攻横断的な自由選択科目を配置し、価値観の多様化する現

代において看護と関連づけながら学びを深められるよう、看護に関する専門教育科目、医

療と人間について学ぶ教養科目を有機的に配置する。

２．自ら問題を提起し、解決する能力を備えた、看護学の実践、教育、研究者としての基礎を培

い、自己の知識や技術の向上を常に目指す研究的姿勢を身につけるために、討論、グループワ

ーク、多職種連携教育、ラーニングマネジメントシステムやシミュレーション・ラボを活用

して科目を展開するとともに、論理的思考能力、リテラシー能力、批判的思考、統合的思考、

論理的思考の向上を目指して、少人数制の卒業研究ならびに統合的実践科目を配置する。 

３．看護師および保健師としての知識・技術・態度を修得し、将来リーダーを担いうる資質

を培うために、看護の科学的根拠となる知識からより専門性の高い各看護学の分野の科目

へ、看護の対象を個人、家族、集団、地域、組織へと広げ、看護研究、看護管理へと学習

を拡大していけるよう科目を配置する。



４．多職種との連携を図りながら看護の専門性を発揮できる基礎的能力の獲得を目指して、

学習段階に応じた臨地実習科目をすべての学年に配置する。

５．国際的に活躍でき、医療の国際化に対応できる人材を育成することを目指して、４年間

を通じて学習できるよう語学と国際的な看護に関する科目を配置する。

６．学習成果の評価は、各授業科目のシラバスにおいて、到達目標、授業計画、成績評価基

準・方法を明示し、定期試験、レポート提出、講義への参加状況などに基づき、医療人と

して要求される専門的能力について、多面的に評価する。

〈検査技術学専攻〉

東京医科歯科大学の教育理念、および医学部保健衛生学科の教育理念に基づき、検査技術

学専攻の教育目的を踏まえた教育目標の達成を見据え、ディプロマ・ポリシーを実現するた

めのカリキュラムの策定方針を以下の通り定める。

１．臨床検査技師国家試験に必要な科目を含めて、全学共通科目および専門科目を４年間で

系統的、段階的に学習できるよう配置する。

２．臨地実習、インターンシップ、他学科・他専攻との共通科目等により、チーム医療の一

翼として活躍できる臨床検査技師に必要な実践的知識、技術、態度、コミュニケーション

能力を修得させる。

３．国際化、情報化に対応して、英語と情報リテラシー科目は４年間に渡って継続的に学習

できるように配置する。

４．本学大学院医歯学総合研究科、生体材料工学研究所、難治疾患研究所、大学病院、医歯

学研究支援センター等の全学的協力および四大学連合複合領域コースの活用により、広い

分野にわたる選択科目を開講するとともに、卒業研究等により大学院教育との連携を図る。 

５．学習成果の評価は、各授業科目のシラバスにおいて、到達目標、授業計画、成績評価基

準・方法を明示し、定期試験、レポート提出、講義への参加状況などに基づき、医療人とし

て要求される専門的能力について、多面的に評価する。



お知らせ 

授業日程は、適宜変更と

なります。 

最新のものは、WebClass、

及びキャンパス教育支援シ

ステムより、ご確認ください。





























































































































































































































































































② 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

7/24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

① 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

② 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

③ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

9/25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

④ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/2 月

3 火

4 水 卒業論文Ⅰ（1）
登校(面接授
業) 情報検索室 卒業論文Ⅰ（2）

登校(面接授
業) 情報検索室

5 木

6 金

⑤ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/9 月

10 火

11 水

12 木

13 金
〔
自

〕

イ
ン

デ
ィ
ペ

ン
デ
ン

ト
ス
タ

デ
ィ
B

⑥ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/16 月

17 火

18 水 卒業論文Ⅰ（3） 同期型(zoom) 卒業論文Ⅰ（4） 同期型(zoom)

19 木

20 金

⑦ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/23 月

24 火

25 水 卒業論文Ⅰ（5） 同期型(zoom) 卒業論文Ⅰ（6） 同期型(zoom)

26 木

27 金

⑧ 8：50～10：20 授業形態 講義室 10：30～12：00 授業形態 講義室 13：00～14：30 授業形態 講義室 14：40～16：10 授業形態 講義室 16：20～17：50 授業形態 講義室

10/30 月

31 火

11/1 水

2 木

3 金

〔
自

〕
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト

ス
タ
デ
ィ
B

臨地実習
※詳細については教員の指示に従ってください

文化の日

創立記念行事

臨地実習
※詳細については教員の指示に従ってください

〔
自

〕
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
ス
タ

デ
ィ
B

臨地実習
※詳細については教員の指示に従ってください

臨地実習
※詳細については教員の指示に従ってください

〔
自

〕
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
ス

タ
デ
ィ
B

臨地実習
※詳細については教員の指示に従ってください

臨地実習
※詳細については教員の指示に従ってください

〔
自

〕
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
ス

タ
デ
ィ
B

臨地実習
※詳細については教員の指示に従ってください

臨地実習
※詳細については教員の指示に従ってください

スポーツの日

〔
自

〕
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン

ト
ス
タ
デ
ィ
B

臨地実習
※詳細については教員の指示に従ってください

敬老の日

〔
自

〕
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト

ス
タ
デ
ィ
B

臨地実習
※詳細については教員の指示に従ってください

〔
自

〕
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
ス

タ
デ
ィ
B

臨地実習
※詳細については教員の指示に従ってください

臨地実習
※詳細については教員の指示に従ってください

保育園実習

保育園実習

夏季休業　7/31(月)～

〔
自

〕
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
ス
タ

デ
ィ
B

臨地実習
※詳細については教員の指示に従ってください

保育園実習

保育園実習
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時間割番号 012031 

科目名 疫学 科目 ID MN-330100-L 

担当教員 柏木 聖代, 横山 徹爾, 森岡 典子, 大河原 啓文[KASHIWAGI Masayo, Tetsuji Yokoyama, MORIOKA Noriko, 

OOGAWARA Hirofumi] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Epidemiology 

【科目責任者】柏木 聖代 

授業の目的、概要等 

疫学は，人間集団を対象にして，疾病，異常，障害，さらに，健康の頻度（率）の分布を記述し，これらの状態を規定している因子を研究

する学問である。一言でいうと，集団レベルで，原因不明の疾病の原因を追求する学問である。 

授業の到達目標 

1.疫学の概要と、有病率・罹患率・死亡率等の疾病頻度の指標を説明できる。（総論1） 

2.記述疫学の方法と長所・短所、用いる指標、証拠能力について説明できる。（総論2） 

3.症例・対照研究、コホート研究、介入研究の方法と長所・短所、用いる指標、証拠能力について説明できる。（総論3） 

4.観察研究における交絡の意味と、因果関係に関する Hill の判断基準を説明できる。（総論4） 

5.循環器疾患の動向とリスク因子について説明できる。（各論1） 

6.がんの動向とリスク因子について説明できる。（各論2） 

7.環境が健康に与える影響を疫学的に考察できる。（各論3） 

8.健康課題解決のための疫学研究を提案できる。 （演習） 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題

目

授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 6/6 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

総論1 疫学の概要、疾病頻

度の測定

柏木 聖代, 

横山 徹爾, 

森岡 典子, 

大河原 啓文

疫学の概要と、有病率・罹患率・死亡率等の疾

病頻度の指標を説明できる。（講義）

2 6/6 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

総論2 記述疫学、横断研究、

生態学的研究

横山 徹爾 記述疫学の方法と長所・短所、用いる指標、証

拠能力について説明できる。（講義）

3 6/15 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

総論3 症例・対照研究、コホ

ート研究、介入研究

横山 徹爾 症例・対照研究、コホート研究、介入研究の方法

と長所・短所、用いる指標、証拠能力について

説明できる。（講義）

4 6/15 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

総論4 因果関係の推理、交

絡変数の調整

横山 徹爾 観察研究における交絡の意味と、因果関係に関

する Hill の判断基準を説明できる。（講義）

5 6/20 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

各論1 循環器疾患の疫学 横山 徹爾 循環器疾患の動向とリスク因子について説明で

きる。（講義）

6 6/20 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

各論2 がんの疫学 横山 徹爾 がんの動向とリスク因子について説明できる。

（講義）

7 6/23 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

各論3 環境問題と疫学 横山 徹爾 環境が健康に与える影響を疫学的に考察でき

る。（講義）

8 6/23 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

演習 健康問題の解決 横山 徹爾 健康課題解決のための疫学研究を提案できる。 

（演習）

授業方法 

同期型の遠隔講義とする。講義とグループワーク演習。zoom のブレイクアウトセッションを用いて、講義時は学生間でのディスカッショ

ンを随時行い、グループワーク演習時は各グループで疫学研究計画を立案する。 

授業内容 

総論では，疫学の原理と方法に関する基礎的知識を学習する。各論では，わが国における生活習慣病対策や疫学研究等を材料にし

て，疫学方法論の知識を深める。演習では，具体的な事例を題材にして，健康問題の発見，当該健康問題の原因追及，予防対策の樹
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立，予防対策の実施，予防対策の評価をシミュレーションし，疫学の応用あるいは公衆衛生活動のあり方を学習する。 

成績評価の方法 

筆記試験８割（80 点満点），グループワーク演習の課題レポート２割（20 点満点）により評価する。 

成績評価の基準 

筆記試験，グループワーク演習の課題レポートで採点し，60 点以上（C:60-69 点, B:70-79 点, A:80-89 点, A+:90 点以上）を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

循環器疾患，がん，感染症，その他一般的な疾患の定義，症状，診断，治療，予防の概要を知っておくことが大切である。統計学の入

門レベル，例えば，平均値，標準偏差，平均値の差の検定，率の差の検定，相関係数の算出とその意義ぐらいを習得しておくことは必

須である。 

試験の受験資格 

本学試験規則に準じ、授業に 2/3 以上以上出席していること。 

zoom での出席は、講義を最初から最後まで参加しているログが確認出来た場合とする。 

教科書 

疫学入門演習 : 原理と方法／田中平三著,田中, 平三,：南山堂，1998 

参考書 

はじめて学ぶやさしい疫学 : 日本疫学会標準テキスト／日本疫学会監修,日本疫学会,：南江堂，2018 

空間疫学への招待 : 疾病地図と疾病集積性を中心として／丹後俊郎, 横山徹爾, 高橋邦彦著,丹後, 俊郎,横山, 徹爾,高橋, 邦彦 ,：朝

倉書店，2007 

他科目との関連 

衛生学・公衆衛生学の基礎的学問である。保健統計学は，疫学的研究の手段として利用される。疫学の考え方，疫学で使われる手法

は卒業論文，学位論文などの研究にも密接に結びついている。 

履修上の注意事項 

教科書は必携 

備考 

2022 年度の授業評価では特に改善が必要な点はなかったが、例年の通り、例題を用いて理解を深められるよう工夫した講義を行い、

最後に各グループで疫学研究計画を立案して知識の定着を図る。 

連絡先（メールアドレス） 

柏木 聖代:kashiwagi.fnls@tmd.ac.jp 3 号館18 階看護ケア技術開発学教授室 

森岡 典子:morioka.gh@tmd.ac.jp 

大河原 啓文:ogawara.fnls@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柏木 聖代:オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 

森岡 典子:森岡 典子:3 号館 18 階看護ケア技術開発学研究室 3 オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪

問すること。 

大河原 啓文:3 号館18 階看護ケア技術開発学研究室2 
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s 時間割番号 012032A 

科目名 Global Nursing CommunicationⅡ 科目 ID MN-310300-L 

担当教員 近藤 暁子, ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ[KONDO AKIKO, JANELLE RENEE MOROSS] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Global Nursing CommunicationⅡ 

【科目責任者】近藤暁子、Janelle Moross 

クラスは英語で行なう 

主な講義場所 

遠隔授業（同期型）, Zoom ID/Passcode はクラスによって違います。（WebClass 参照） 

授業の目的、概要等 

医療ケアや患者とのコミュニケーションに関連する英語を学ぶ。さらに、患者-看護師のロールプレイを行い、レッスン 15 では、口頭試験

のロールプレイ（インストラクター：患者/学生：看護師）を行う。 

前年度のTOEFLスコアとGNCIの成績に基づいて、3つのクラスレベルに分ける。 ネイティブレベルの英語講師がクラス全体で概念を紹

介し、その後Zoom Breakout Roomsで学生は小グループディスカッションを行う。日本とは違う文化を持つ英語教員による英語の授業を学

ぶことで英語力のみならず異文化間感受性能力を向上させることを目標とする。 

授業の到達目標 

英語で病院の部署や専門分野について説明し、患者から病状について情報収集し、治療や処置について説明できる（3 つのクラスにより

レベルが異なる）。レベルを変更したい場合は、jmoross.isc@tmd.ac.jp までご連絡ください。 

異文化間感受性能力が向上する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/5 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

病院部門/

専門医

グループ討

論、 宿題の復

習、ロールプ

レイ

近藤 暁子, 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスは WebClass で

行う）; (WebClass に資料がある)

2 4/12 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

病院で指示

を与える

グループ討

論、 宿題の復

習、ロールプ

レイ

近藤 暁子, 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスは WebClass で

行う）; (WebClass に資料がある)

3 4/12 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

症状 グループ討

論、 宿題の復

習、ロールプ

レイ

近藤 暁子, 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスは WebClass で

行う）; (WebClass に資料がある)

4 4/19 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

怪我 グループ討

論、 宿題の復

習、ロールプ

レイ

近藤 暁子, 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスは WebClass で

行う）; (WebClass に資料がある)

5 4/26 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

入院/医療

面接

グループ討

論、 宿題の復

習、ロールプ

レイ

近藤 暁子, 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスは WebClass で

行う）; (WebClass に資料がある)

6 5/10 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

バイタルサ

イン

グループ討

論、 宿題の復

習、ロールプ

レイ

近藤 暁子, 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスは WebClass で

行う）; (WebClass に資料がある)

7 5/17 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

検査：血液/

画像

グループ討

論、 宿題の復

近藤 暁子,  

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び
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習、ロールプ

レイ

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

ます。 （小テスは WebClass で

行う）; (WebClass に資料がある)

8 5/17 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

術前の指示

/ケア

グループ討

論、 宿題の復

習、ロールプ

レイ

近藤 暁子, 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスは WebClass で

行う）; (WebClass に資料がある)

9 5/24 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

痛みのスケ

ール/痛み

の種類

グループ討

論、 宿題の復

習、ロールプ

レイ

近藤 暁子, 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスは WebClass で

行う）; (WebClass に資料がある)

10 5/31 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

術後の指示

/ケア

グループ討

論、 宿題の復

習、ロールプ

レイ

近藤 暁子, Ｊ 

ＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスは WebClass で

行う）; (WebClass に資料がある)

11 6/7 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

歩行・移動 グループ討

論、 宿題の復

習、ロールプ

レイ

近藤 暁子, 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスは WebClass で

行う）; (WebClass に資料がある)

12 6/14 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

薬 グループ討

論、 宿題の復

習、ロールプ

レイ

近藤 暁子, 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスは WebClass で

行う）; (WebClass に資料がある)

13 6/21 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

日常生活動

作

グループ討

論、 宿題の復

習、ロールプ

レイ

近藤 暁子, 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。 （小テスは WebClass で

行う）; (WebClass に資料がある)

14 6/21 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

退院指示 グループ討

論、 宿題の復

習、ロールプ

レイ

近藤 暁子, 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

コミュニケーションスキルを向

上させます。新しい語彙を学び

ます。  (WebClass に資料があ

る)

15 6/28 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

期末テスト 口頭試問と作

文 

近藤 暁子, 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, 

ＷＡＲＲＥＮ ＡＳＨＬＥＹ ＲＯＢＥＲＴ, 

ＳＡＴＯＨ ＨＥＡＴＨＥＲ Ｊ．

インストラクターとの看護師と

患者のロールプレイ。 コース

のトピックから選択したトピック

に関するエッセイ。

授業方法 

小テスト(WebClass)、クラス全体のトピック概要、少人数グループディスカッション、ロールプレイ 

授業内容 

授業スケジュール参照 

成績評価の方法 

Vocabulary test: 20% 

Class participation: 30% 

Final exam: oral and essay 35% 

7 月の TOEFL: 15% 

成績評価の基準 

Multiple-choice vocabulary test: Will be given each at the beginning of class on WebClass. 

Class participation: Given a weekly score from 5-10 based on active participation in class-wide and group discussions. 

Final exam: Students must have a one-on-one discussion with the instructor on one of the topics given. 

7 月の TOEFL: Each student’s TOEFL score will be reflected in the course’s final score. 
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準備学習等についての具体的な指示 

毎回課題の事前学習をして質問に対する答えを考え、その内容及び講義資料を持参すること。単語テストのための予習、ロールプレイの

準備もしてくること。 

試験の受験資格 

口頭試問と作文、最後のレッスンに行います。 

教科書 

WebClass 参照 

他科目との関連 

事前学習は必ず実施してくること。指定された記事を読んでディスカッションの準備をして授業に参加する。WebClass の授業開始時に行

われる 10 分間の語彙クイズに備えること。受験は 1 回のみであり、遅刻厳禁。5 分前には ZOOM にログインすること。    このコースの

最初と最後に異文化間感受性に関する調査を実施し、このコースが異文化間感受性に与える影響を評価する。 学生の回答内容は成績

には関係なく、学生の知識がコースを通してどのように変化したかについて考えることができる。 

備考 

授業の最終日には、WebClass でアンケートを実施する。 回答は成績に影響しないが、アンケートに回答しない場合、定期試験の合格/不

合格を含む成績は WebClass に表示されない。 

連絡先（メールアドレス） 

近藤 暁子:akondo.ind@tmd.ac.jp 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:jmoross.isc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

近藤 暁子:オフィスアワーは特に定めないが、事前連絡してから訪問すること。 

国際看護開発学教授室（3 号館18 階） 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:予約をしたい方は電子メールを送ってください。 
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時間割番号 012033 

科目名 卒業論文Ⅰ 科目 ID MN-330400-L 

担当教員 近藤 暁子, 澁川 穂積, 小笹 由香[KONDO AKIKO, SHIBUKAWA HOZUMI, Yuka Ozasa] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Thesis I 

【科目責任者】近藤暁子 

主な講義場所 

ZOOM/情報検索室 

授業の目的、概要等 

研究の基礎知識、文献の読み方・まとめ方、研究計画書の書き方の基本について学ぶ。データベースを使用して実際文献検索を行い、4

年次の卒業論文 II に向けた準備を行う。文献のクリティークを通して論文の内容をうのみにするのではなく、批判的に読む訓練を行う。英

語の論文を読むことで英語論文に慣れ、日本国内のことのみならず、世界的に視野を広げることを目指す。4 年生の卒業論文発表会に参

加することで、1 年後の目標を明確にする。 

授業の到達目標 

1. 幅広い教養と高い専門知識・技術の修得 

日本語の論文のみならず、英語の論文を読むことで視野を広げ、英語論文に慣れる（7、8、13-16 回）。 

2. 医療人としての豊かな感性と人間性の形成 

看護・保健専門職における研究の意義と必要性を理解する。看護の質の向上のためにはどのような研究が必要か考えることができる

（1-5,9-12 回）。 

論文のクリティークのグループワークを通して、自分の意見を述べ、他の学生の意見を取り入れ協力することで、全体としてより完成度の

高いアウトカム（クリティークのまとめ）を導くことができる（8 回）。 

3. 問題提起・解決能力の修得 

看護実践としてルチンで行われていることに対し、その意義やエビデンスに基づく看護実践であるか考え、先行研究からの情報も踏ま

え、看護研究テーマとして取り上げることができる。 

原著論文のクリティークを行うことができる（6-8 回）。 

4. 自己学習能力・創造性の形成 

他の課題や実習期間なども考慮して時間管理し、授業に臨むことができる（1-16 回）。 

4 年次の卒業論文の進め方を理解し、研究テーマを絞り、テーマに沿った方法を検討するプロセスを理解することができる。 

研究計画書の書き方を理解する（13 回）。 

研究を行いたい分野を決め、関連する文献のまとめができる（14-16 回）。 

5. 国際性の形成 

日本国内のことのみならず、英語論文も読んで世界的にどのような先行研究が行われ、どのような看護研究が必要かを考えることができ

る（1－16 回）。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 10/4 08:50-10:20 情報検索室 看護研究の

基礎知識

看護研究とは何か  

看護研究の種類、

方法の特徴

近藤 暁子 看護・保健専門職における研究の意義と必要

性を理解する・講義

2 10/4 10:30-12:00 情報検索室 看護研究の

基礎知識

文献検索の意義と

方法  PubMed 

CINAHAL での検索

方法

近藤 暁子, 

澁川 穂積

データベースを使用して文献検索が行える・

講義及び演習

3 10/18 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型）

看護研究の

基礎知識

質的研究 近藤 暁子 質的研究の手法について概要を理解できる・

講義

4 10/18 10:30-12:00 遠隔授業（同

期型）

看護研究の

基礎知識

臨床での研究の意

義/研究の倫理

小笹 由香 臨床での研究の意義/研究の倫理を理解す

る・講義

5 10/25 08:50-10:20 遠隔授業（同 看護研究の 量的研究 近藤 暁子 量的研究の手法について概要を理解できる・
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期型） 基礎知識 講義

6 10/25 10:30-12:00 遠隔授業（同

期型）

文献の読み

方

クリティークの方法 近藤 暁子 クリティークの意義と方法について理解でき

る・講義

7 11/15 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型）

論文講読 英語原著論文クリ

ティーク

近藤 暁子 論文のクリティークのグループワークを通し

て、自分の意見を述べ、他の学生の意見を取

り入れ協力することで、全体としてより完成度

の高いアウトカム（クリティークのまとめ）を導

くことができる・グループワーク

8 11/15 10:30-12:00 遠隔授業（同

期型）

論文講読 英語原著論文クリ

ティークの発表

近藤 暁子 論文のクリティークのグループワークを通し

て、自分の意見を述べ、他の学生の意見を取

り入れ協力することで、全体としてより完成度

の高いアウトカム（クリティークのまとめ）を導

くことができる・発表

9-1

2

12/6 08:50-16:10 遠隔授業（同

期型）

卒論発表会

聴講

卒論発表会聴講 近藤 暁子 4 年次の卒業論文の進め方を理解し、研究テ

ーマを絞り、テーマに沿った方法を検討する

プロセスを理解することができる。・聴講

13-

14

12/13 08:50-12:00 遠隔授業（同

期型）

卒業論文Ⅱ

のオリエン

テーション

卒業論文Ⅱのオリ

エンテーション

近藤 暁子 自分の興味のある内容から、卒論IIの分野選

択について考えることができる・聴講

15 1/4 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型）

研究計画書 研究計画書の書き

方

近藤 暁子 研究計画書の書き方について学ぶ。講義及

び演習

16 1/4 10:30-12:00 遠隔授業（同

期型）

文献研究の

例

文献研究の例 近藤 暁子 文献研究の基本について学ぶ・講義

17 1/10 10:30-12:00 遠隔授業（非

同期型）

文献検索 図書館で各自行う 近藤 暁子 研究を行いたい分野を決め、関連する文献の

まとめができる・自己学習

18 1/17 10:30-12:00 遠隔授業（非

同期型）

文献検索 図書館で各自行う 近藤 暁子 研究を行いたい分野を決め、関連する文献の

まとめができる・自己学習

授業方法 

講義、原著論文講読、グループワーク、文献検索演習、4 年生の卒論発表会への参加も含む。 

講義は教員が一方的に話すのではなく、適宜学生に質問する。この回答内容により評価は行わないので、積極的に自分の意見を述べる

ようにすること。自発的な発言者がない場合は名簿からランダムに指名する。 

講義の際、卒業生が卒業論文をもとに雑誌に発表した論文（日本語・英語）を例として取り上げながら、論文の読解方法、研究テーマの絞

り方、研究計画書の書き方、論文の書き方を学ぶ。 

12 月6 日は 4 年生の卒業論文発表会に出席し、1 年後に自分が発表することを想定し、目標を明確にする。 

その日に学んだこと、印象に残ったことを記述し、WebClassに翌日24時までに入力する。授業開始時の出欠確認と感想の提出を持ってそ

の日の出席とする。 

12 月13 日は 4 年生の卒業論文Ⅱの分野を決める方法についてのオリエンテーションを行う。卒論 I の出席としてカウントする。必ず出席

すること。 

同期授業（対面または ZOOM）と非同期型の日時を確認すること。 

授業内容 

看護研究の基本、文献の読み方、研究計画書の書き方、文献検索 

成績評価の方法 

参加度・学習態度 30％、文献クリティーク 30％ 、最終課題 40％ 

１） 参加度・学習態度 30％：出席状況、授業中に積極的に発言する態度などを評価する。遅刻・早退は2回で1回の欠席とする。ネット環

境により ZOOM のカメラをオフにすることはある程度認めるが、講義中に問いかけた際返答がない場合は減点する。 

２） 文献クリティーク（英語 1 文献） 30％：7、8 回で行った英語論文のクリティークについて、グループワークおよび講義内での解説を聞

いた上で理解したことを各自まとめて提出する。（提出期限 1 月5 日24 時 課題提出遅れ（1 日につき-1 点）） 

３）最終課題40％：「自分の興味のあるテーマに関する研究領域で明らかになっていることと明らかになっていないことをまとめ、研究テー

マを絞る」指定の書式に記入する。（提出期限：2 月9 日24 時 課題提出遅れ（1 日につき-1 点）） 
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成績評価の基準 

出席日数が 3 分の 2 以上あることを前提とした上で、上記合計点が 60 点以上の場合合格とする。 

出席については、ZOOM の場合は、ZOOM の履歴及び点呼時返答も確認する。ネット環境などやむを得ず、ZOOM の接続や返答ができ

なかった場合には原則翌日までに教員にメールで連絡すること。 

合計点が 90 点以上で A+,80～89 点で A,70～79 点で B,60～69 点で C とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

実習中の講義であるが、時間管理を行い、事前学習・事後学習を行うこと。 

試験の受験資格 

試験は行わないが、単位認定には 2/3 の出席を要件とする。 

参考書 

看護研究サポートブック : ワークシートで研究計画書がラクラク完成! = Nursing research support book／足立はるゑ著,足立, はるゑ,：メデ

ィカ出版，2022 

よくわかる質的研究の進め方・まとめ方 : 看護研究のエキスパートをめざして／グレッグ美鈴, 麻原きよみ, 横山美江編著,グレッグ, 美

鈴,麻原, きよみ,横山, 美江,大森, 純子,萱間, 真美,大久保, 功子,吉岡, 京子,河井, 伸子,岡本, 玲子,：医歯薬出版，2016 

よくわかる看護研究の進め方・まとめ方／横山美江編 ; 大木秀一 [ほか] 著,横山, 美江,大木, 秀一,岡本, 悦司,亀井, 智子,長島, 俊輔,樋

口, 京子,彦, 聖美,深井, 喜代子,若村, 智子,：医歯薬出版，2017 

黒田裕子の看護研究Step by Step／黒田裕子 著,黒田, 裕子, 1954-,：医学書院，2017 

黒田裕子の看護研究Step by Step 第5 版 医学書院 2017 ISBN：9784260015967 

看護研究サポートブック第5 版 足立はるゑ著 MC メディカ出版 2022  ISBN：978-4840481366 

よくわかる質的研究の進め方・まとめ方第 2 版 : 看護研究のエキスパートをめざして／グレッグ美鈴, 麻原きよみ, 横山美江 編著：医歯

薬出版，2016 ISBN：4263236769 

よくわかる看護研究の進め方・まとめ方 第3 版／横山美江 編,：医歯薬出版，2017  ISBN：978-4-263-23690-1 

履修上の注意事項 

ZOOM での接続は時間がかかる場合があるので、5 分前には行うこと。  やむを得ず欠席する場合は教員に連絡すること。 

備考 

「卒業論文の分野が発表される前に、興味のある研究領域についてあらかじめ文献を読んでまとめる課題を出すのはやめてほしいと思

う」というコメントがありました。最終課題の内容は卒論 II にそのままつなげられるのが理想的ですが、希望の分野に行った場合でも内容

へ変更される可能性があります。また、卒論 I の課題は研究計画書の書き方の基本を学ぶことが目的であり、卒論 II で内容が変更された

としても学んだことは生かしていただけると思いますので、頑張ってください。 

連絡先（メールアドレス） 

近藤 暁子:akondo.ind@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

近藤 暁子:オフィスアワーは特に定めないが、事前連絡してから訪問すること。 

国際看護開発学教授室（3 号館18 階） 
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時間割番号 012081 

科目名 Learning Medical English 科目 ID MN-492500-L 

担当教員 大川 龍之介[OKAWA RYUNOSUKE] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

Learning Medical English 

【科目責任者】大川 龍之介 

主な講義場所 

別途シラバスに記載。 

授業の目的、概要等 

 現在、多くの人々が海外旅行し、多くの物資が世界中に運ばれ、多量の情報がインターネットで流れ、国際化が進んでいる。また明日を

担う本学の看護学生、臨床検査学生は、世界を舞台にして活躍することが期待されている。そのためには、単なる日常英会話能力だけで

なく、臨床の現場で用いる用語や患者との接遇に用いる用語など、医療における英語の知識を学ばなければならない。さらに、英語の文

献を読む力、国際学会での英語のプレゼンテーション能力も身に着ける必要である。 

 本科目では前半では採血、検体検査、生理機能検査に関連した英語、患者への接遇について、後半では、国際誌の読み方、国際学会

でのプレゼンテーションの仕方について学ぶ。募集の上限は看護、検査合わせて 12 名である。応募者が多い場合には書類、面接などに

より選抜する。 

授業の到達目標 

本科目の到達目標は臨床の現場、国際誌、国際学会でのプレゼンテーションで用いる様々な医学英語を学び活用できることにある。学生

は教科書にある基本的な英単語や語句を理解し記憶する事が求められる。 

１）採血に関する英単語，必要な会話ができる 

２）血液検査に関する英単語，必要な会話ができる 

３）尿・糞便検査に関する英単語，必要な会話ができる 

４）生理機能検査に関する英単語，必要な会話ができる 

５）検体採取に関する英単語，必要な会話ができる 

６）文献の読み方について説明できる 

７）国際学会での発表の仕方を説明できる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 11/28 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

第１，２章 やさしい英語，役立

つ英語，血液検査

大川 龍之介 【到達目標】１），２）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書

2 12/4 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

第３，４章 尿検査，便検査  

採血に関するプレゼンテーショ

ン（アクティブラーニング）

大川 龍之介 【到達目標】２），３）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書

3 12/18 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

第５～７章 生理機能検査① 赤座 実穂 【到達目標】４）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書

4 12/18 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

第８～１１章 生理機能検査② 赤座 実穂 【到達目標】５）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書

5 12/20 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型）

第 II編 論文の読み方① 太田 悠介 【到達目標】６）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書

6 12/20 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

第 II編 論文の読み方② 太田 悠介 【到達目標】６）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書
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7 12/22 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

第II編 国際学会でのプレゼン

テーション①

副島 友莉恵 【到達目標】７）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書

8 12/22 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

第II編 国際学会でのプレゼン

テーション②

副島 友莉恵 【到達目標】７）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書

授業方法 

zoom による講義形式（同期型）。 

授業内容 

4 名の教員によるオムニバス形式 

成績評価の方法 

講義参加状況、小試験またはプレゼンテーションの成績、講義時の積極性により評価する。 

１）講義の参加状況 10 点 

２）小試験の成績 80 点 

３）講義時の積極性 10 点 

成績評価の基準 

１），２），３）の合計が 60 点に達した場合に合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

毎回、授業前に、教科書の章を予習すること。また各担当教員の二回目の授業の最初に前回学習分の理解度を知るための小試験を行う

ので、復習をしておくこと。 

試験の受験資格 

授業に３分の２以上出席した者。 

教科書 

臨床検査技師のための医学英語 : 実用会話・文献の読み方／奈良信雄, 西元慶治著,奈良, 信雄,西元, 慶治,Petersen, Mark,：医歯薬出

版，2019 

参考書 

特に指定しない。 

履修上の注意事項 

3 回以上欠席の場合は不可とするので出席に注意すること。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022 年度の授業評価結果を踏まえ、2023 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

大川 龍之介:ohkawa.alc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

大川 龍之介:特定の日時を確保できないためメールでアポイントメントを取ってください． 
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時間割番号 012087 

科目名 実践看護英語Ⅱ 科目 ID MN-392900-L 

担当教員 近藤 暁子, Jonathan Corliss, 高野 歩, ＬＩＵ Ｙａｔ Ｗａ Ｊｕｓｔｉｎａ[KONDO AKIKO, Corliss Jonathan, TAKANO 

Ayumi, LIU Yat Wa Justina] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名:Practicum of English for NursingⅠ 

【科目責任者】近藤暁子 

主な講義場所 

ZOOM 

授業の目的、概要等 

異文化や看護、健康に関連する概念について英語で学ぶ。様々な文化についての記事を読み、海外の学生、留学生やクラスメートと英語

でディスカッションを行う。オンライン学習システムを使用して米国やインドネシアの学生と交流する。日本の文化を理解し、日本文化以外

を持つ対象に説明したり、ディスカッションする。これらの学習を通して異文化の理解とともにコミュニケーション能力を向上させ、国際性を

高めることを目的とする。 

授業の到達目標 

1. 幅広い教養と高い専門知識・技術の修得 

異文化を理解し、看護への応用について考察できる。日本文化について理解を深め、説明できる。 

2. 医療人としての豊かな感性と人間性の形成 

文化の異なる海外の大学の学生、外国人講師、留学生とのディスカッションを通して様々な文化、社会的視点について類似点や相違点を

理解し、英語で理解したことを述べることができる。 

3. 問題提起・解決能力の修得 

ディスカッションを通して他者との意見の違いを理解し、自分の意見を述べ建設的な議論ができる。 

4. 自己学習能力・創造性の形成 

ディスカッションを通して新たな視点を自身のアイデンティティーに取り入れて表現できる。レジリエンスの概念を看護実践にどのように取

り入れるか自分の意見を述べることができる。 

5. 国際性の形成 

ネイティブの教員、米国、インドネシアの学生及び留学生と建設的なディスカッションを行うことで、英語でのコミュニケーションに慣れ、躊

躇なく行えるようなコミュニケーション能力を身に付ける。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/14 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

異文化理解 Introduction and discussion 

with zindonesian students 

and International students

近藤 暁子 様々な文化、社会的視点について類

似点や相違点を理解し、英語で理解し

たことを述べることができる・講義及び

ディスカッション

2 5/10 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

異文化理解 Discussion about a specific 

topic

Jonathan Corliss 文化の異なる外国人講師、留学生との

ディスカッションを通して様々な文化、

社会的視点について類似点や相違点

を理解し、英語で理解したことを述べ

ることができる・ディスカッション

3 5/12 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

異文化理解 Discussion about culture 

and customs

高野 歩, 

近藤 暁子

文化の異なる海外の大学の学生、外

国人講師、留学生とのディスカッション

を通して様々な文化、社会的視点につ

いて類似点や相違点を理解し、英語で

理解したことを述べることができる・プ

レゼン

4 5/26 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

異文化理解 Discussion about a specific 

topic

Jonathan Corliss ディスカッションを通して他者との意見

の違いを理解し、自分の意見を述べ建
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設的な議論ができる。・ディスカッショ

ン

5 5/31 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

異文化理解 Globalization and Nursing 

Education

ＬＩＵ Ｙａｔ Ｗａ 

Ｊｕｓｔｉｎａ, 

近藤 暁子

ディスカッションを通して他者との意見

の違いを理解し、自分の意見を述べ建

設的な議論ができる・講義及びディス

カッション

6 6/1 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

異文化理解 Presentation from 

international students and 

discussion

近藤 暁子 文化の異なる海外の大学の学生、外

国人講師、留学生とのディスカッション

を通して様々な文化、社会的視点につ

いて類似点や相違点を理解し、英語で

理解したことを述べることができる・デ

ィスカッション

7 6/9 17:00-18:30 遠隔授業

（同期型）

自文化理解 Presentation about 

Japanese culture from 

Japanese students and 

discussion

近藤 暁子 ディスカッションを通して新たな視点を

自身のアイデンティティーに取り入れ

て表現できる・プレゼンテーションとデ

ィカッション

8 6/16 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

異文化理解 Presentation about 

Indonesian culture from 

Indonesian students

近藤 暁子 ネイティブの教員、米国、インドネシア

の学生及び留学生と建設的なディスカ

ッションを行うことで、英語でのコミュ

ニケーションに慣れ、躊躇なく行える

ようなコミュニケーション能力を身に付

ける・ディスカッション

授業方法 

1） 講義と演習すべて英語で実施する。すべて ZOOM 同期型で行う。

2） 4 コマはインドネシアのパジャジャラン大学と共同で行う（１、3，5、9 回目）。

3） 留学生の異文化のプレゼンテーションを聞いてディスカッションする（2 回目）

4） ワシントン大学の教員の米国体験記について講義およびディスカッションを行う（4 回目）

5） ネイティブの英語教員、留学生、クラスメートと指定したトピックについてディスカッションする（6-7 回目）。

6） 香港の教員の講義およびディスカッションを行う（8 回目）

7） インドネシアの学生とディスカッションしたこと、異文化について学んだことや気づいたことについてプレゼンテーションする（10 回目）

授業内容 

スケジュール参照 

成績評価の方法 

全体的参加度：40％、自文化プレゼンテーション：30％、Nursing ethics presentation: 30％ 

１） 参加度：授業中に積極的に発言する態度などを評価する。遅刻・早退は2回で1回の欠席とする。45分以上遅れた場合はその授業へ

出席とは認められない（40％）。 

２） 日本の医療現場における Nursing ethics に関する内容を調べて米国の学生に対して発表する（30％）

3) 自文化プレゼンテーション：日本の文化の 1 つを取り上げ、英語でプレゼンテーションし、インドネシアの学生及び留学生とディスカッシ

ョンを行う。（30％）。 

成績評価の基準 

出席日数が 3 分の 2 以上あることを前提とした上で、上記合計点が 60 点以上の場合合格とする。 

合計点が 90 点以上で A+,80～89 点で A,70～79 点で B,60～69 点で C とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

原則として TOEFL450 点以上を受講要件とする。 

試験の受験資格 

試験は行わないが、単位認定には 2/3 の出席を要件とする。 

教科書 

Transcultural Concepts in Nursing Care 7th ed／Margaret M. Andrews & Joyceen S. Boyle：LWW，2015 

WebClass にて配布 
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参考書 

Margaret M. Andrews, Joyceen S. Boyle Transcultural Concepts in Nursing Care 7th ed 2016 Wolters Kluwer 

他科目との関連 

国際保健看護学 I,国際保健福祉 

履修上の注意事項 

指定された記事を読んで分からない単語を調べてくること。 

備考 

講義よりももっとディスカッションの時間があった方が良かったという意見がありましたので、講義は最小限にしてディスカッションをメイン

にしたいと思います。 

連絡先（メールアドレス） 

近藤 暁子:akondo.ind@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

近藤 暁子:オフィスアワーは特に定めないが、事前連絡してから訪問すること。 

国際看護開発学教授室（3 号館18 階） 
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時間割番号 012083 

科目名 国際保健福祉C 科目 ID MN-392800-Z 

担当教員 近藤 暁子, 津田 紫緒, 高野 歩, 川上 明希[KONDO AKIKO, TSUDA SHIO, TAKANO Ayumi, KAWAKAMI Aki] 

開講時期 2023 年度通年 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Global Health and welfare B 

【科目責任者】国際看護開発学 近藤暁子 

主な講義場所 

海外短期研修プログラム 研修機関先 

・ セイナヨキ応用科学大（フィンランド共和国)

・ ラオス保健科学大学（ラオス人民民主共和国）

・ ワシントン州（米国）

・ チュラロンコン大学（タイ）

・ ガーナ大学（ガーナ）

・ 台北医科大学（台湾）  等 

授業の目的、概要等 

諸外国の医療施設、教育施設の見学・講義・実習等を通して、異文化社会での健康問題や、異なる保健医療システムを知ると共に 日本

との相違を認識・体感し、グローバルな視点で看護の対象となる人々や、提供する看護の実際と課題を捉え、看護職としての専門性およ

び国際感覚を養う。 

授業の到達目標 

１）研修国の保健医療福祉制度や事情および看護職の役割・活動状況について理解する。 

２）１）で理解した内容について言語化し、研修報告書を作成する。 

２）海外研修報告会において、１）で理解した内容および研修国での経験等について、第三者に適切に説明することができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方

法・その他

1 4/12 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

国際保健福祉 合同オリエンテーション（希望する国

の医療施設，保健福祉施設，教育機

関における見学・講義・実習等）

近藤 暁子, 高野 歩,  

津田 紫緒, 川上 明希

日時は未定であ

る。

2 10/18 16:20-17:50 その他 国際保健福祉 海外研修報告会 近藤 暁子, 高野 歩, 

津田 紫緒, 川上 明希

日時は未定であ

る。海外研修を通じ

た体験学習を行う。

授業方法 

事前研修への参加、海外研修を通じた体験学習、海外研修報告会への参加（プレゼンテーションの実施等） 

オリエンテーションは Zoom で行う。 

今年度の詳細は未定である。10 月以降に海外渡航の許可がおり次第、プログラムを調整する。 

授業内容 

諸外国の教育機関、医療施設、保健福祉施設、老健施設における見学・講義・実習・保健活動・ボランティア活動への参加や、グループワ

ーク・プレゼンテーション・ディスカッション等 

成績評価の方法 

・ 研修前の準備、事前学修への参加・活動状況 

・ 研修期間中の見学・講義・実習・他活動等への参加状況 

・ 研修報告会における発表状況 

・ 研修報告書 

成績評価の基準 

事前学習、英語によるコミュニケーション、英語によるプレゼンテーション、異文化理解、研修国の保健医療制度・サービスの理解、保健医

療福祉に関する実践的知識の習得、保健医療福祉に関する研究知識の習得、事後報告について、5 段階評価とする。 

上記合計点が 60 点以上の場合合格とする。合計点が 90 点以上で A+,80～89 点で A,70～79 点で B,60～69 点で C とする。 
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準備学習等についての具体的な指示 

・ 渡航国や自国の政情や社会情勢、文化、保健医療福祉事情、教育制度等の情報を事前に十分得て、事前に研修計画をすること 

・ グローバル人材育成プログラムにおける海外派遣前教育プログラム(Academic English Summer Course)に必ず参加し、TOEFL を受験

すること 

・ 学内における英語運用力向上のための講義やイベント等に積極的に参加し、研修で困らないように、語学力の向上に努めること

・ 派遣前オリエンテーションへ参加し、危機管理など情報収集すること

試験の受験資格 

試験は行わない 

構成ユニット 

主に、海外短期研修プログラムへの参加となる。 コロナウイルス感染状況により、オンライン交流となった場合も単位認定する。 

参加プログラムごとに数回実施される事前研修に必ず参加する。 

海外研修へ参加し積極的に活動に取り組む。帰国後に開催予定の海外研修報告会に参加し、発表を行う。 

今年度の詳細は未定である。詳細についてはオリエンテーションで説明する。 

他科目との関連 

国際保健福祉A, 国際保健福祉C, 国際保健福祉D, 国際保健看護学 

履修上の注意事項 

・ 4 月（または 5 月）に開催される合同オリエンテーションに参加すること  ・ 海外短期研修プログラムへの参加には、成績・語学力、及

び面接評価による選考があることを理解し、十分準備をしておくこと  ・ Global Communication Workshop （GCW）へ参加していることが必

須である  ・ 渡航前準備として、危機管理の観点から、所定の手続きを速やかに行うこと  ・ 集団行動を伴う海外研修のため、担当教

員により定められたスケジュールに則って行動すること 

備考 

本科目履修後のお願い 

・ 研修参加後は、大学説明会等への参加や、下級生・後輩学生への情報提供等、積極的に大学の教育に協力すること

保健衛生学科 海外研修ガイダンスでの発表、オープンキャンパス 他 

・ 本学の海外協定校等からの交換留学生のサポート、また海外からの研究者・教育者・実践者等との国際交流を推進するボランティアと

して積極的に活動すること 

・ 実践看護英語 I～III とは内容が異なります。

オンライン交流を行う場合は、各大学が使用しているコミュニケーションツールを活用する。 

連絡先（メールアドレス） 

近藤 暁子:akondo.ind@tmd.ac.jp 

高野 歩:ayumi-takano.pn@tmd.ac.jp 

川上 明希:akikawakami.cc@tmd.ac.jp 3 号館17F  

津田 紫緒:3 号館19 階地域保健看護学研究室2 03-5803-4573 tsuda.phn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

近藤 暁子:オフィスアワーは特に定めないが、事前連絡してから訪問すること。 

国際看護開発学教授室（3 号館18 階） 

高野 歩:事前にメールでアポイントを取り、研究室を訪ねてきてください（3 号館18 階精神保健看護学分野研究室2）。 

津田 紫緒:アポイントをとった上で随時実施 
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時間割番号 012101 

科目名 インディペンデントスタディ B 科目 ID MN-393000-S 

担当教員 田中 真琴[TANAKA Makoto] 

開講時期 2023 年度通年 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名:Independent study B 

【科目責任者】田中 真琴 

【担当教員】専攻主任、学年担任 

授業の目的、概要等 

人口の高齢化、自然災害、新型感染症パンデミック等、変化し続ける医療や看護を取り巻く状況に応じて、看護実践や研究を発展させ続け

ていくために、適切な方法で情報を探求しそれらを分析・統合して新たな知見を得ることは、看護職者に求められる重要や役割の一つで

ある。学生自らが、受け入れ先組織・企業等を探し、受け入れ先と授業内容を作り上げ、得られた情報を分析・統合して、将来の状況変化

に対応しながら、クリエイティブで柔軟な思考力に基づいて看護実践や研究を発展させていくために必要な知識やスキルの習得や向上を

目指す。 

授業の到達目標 

１．学生が興味・関心を寄せる課題について適切な情報が得られる組織や企業等を探し、適切な学習計画を立てることができる。 

２．学生が興味・関心を寄せる課題に関する新たな知見を得たり課題を解決したりしていくために、受け入れ先における学習経験を通じて

得られた情報を分析・統合するための知識・スキルを獲得する。 

3．学生が興味・関心を寄せる課題に関する新たな知見を得たり課題を解決したりしていくために、受け入れ先における学習経験を通じて

得られた情報を分析・統合した結果を説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/5 14:40-16:10 未定 学生が興味・関心を

寄せる課題1 
適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加1 
田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
2 5/10 14:40-16:10 未定 学生が興味・関心を

寄せる課題２ 
適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加1 
田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
3 6/7 14:40-16:10 未定 学生が興味・関心を

寄せる課題３ 
適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加1 
田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
4 7/5 14:40-16:10 未定 学生が興味・関心を

寄せる課題４ 
適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加1 
田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
5 9/6 14:40-16:10 未定 学生が興味・関心を

寄せる課題5 
適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加1 
田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
6 10/4 14:40-16:10 未定 学生が興味・関心を

寄せる課題6 
適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加1 
田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
7 11/1 14:40-16:10 未定 学生が興味・関心を

寄せる課題7 
適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加にも

とづく情報の分析・統合 

田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
8 12/6 14:40-16:10 未定 学生が興味・関心を

寄せる課題8 
適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加にも

とづく情報の分析・統合・まとめ 

田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
 

授業方法 

各学生が興味・関心を寄せる課題に基づいて、学生自らが担当教員と相談の上、個別に具体的な学習目標・学習計画を作成し、主体的に 
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学習する。 

１．履修登録後は、以下のように行う。 

 ①履修を希望する学生は、インデペンデントスタディとして取り組みたい課題について、科目担当教員（学年担任、専攻主任） 

   と相談し、その課題の指導に適する指導教員を決める。（指導教員は原則、看護学専攻の専任教員とする。） 

 ②当該学生は、インデペンデントスタディ学習計画書（様式）（学習目標・学習内容・学習スケジュール等を含む）を作成し、その内容につ

いて、受け入れ先機関および指導教員の助言・指導を受ける。学習計画書の内容・期間は、1 単位に相当するものであること。 

 ③作成されたインデペンデントスタディ学習計画書について、科目担当教員（学年担任）が内容等を確認し当該科目として十分であると 

   認められた場合に受講開始となる。 

２．授業方法 

 ①インデペンデントスタディ学習計画書にしたがって、受け入れ先組織・企業等において、学生が興味・関心を寄せる課題に関する学習 

   を進める。 

 ②学習終了後、学んだ内容について情報を分析・統合し、報告書を作成し、科目担当教員（学年担任、専攻主任）へ提出する。 

   ※本科目では、受け入れ先組織・企業等を探す際に、ベンチャー・スタートアップを利用することも可能である。 

ベンチャー・スタートアップにリストアップされた会社に関するエントリーシートを学生が閲覧し、自らの関心と合致する企業があれば、ベ

ンチャー・スタートアップ担当教員、科目担当教員（学年担任、専攻主任）等と相談の上、ベンチャー・スタートアップのルールに則って当該

企業に連絡する。受入れ先組織・企業等候補の担当者と面談などを行った後、両者の合意が得られた場合マッチング成立となる。 

授業内容 

学生が興味・関心を寄せる課題について適切な情報が得られる組織や企業等における活動への参加、得られた情報の分析・統合 

（例：医療・介護施設、企業、ベンチャー企業、ボランティア活動など） 

成績評価の方法 

以下の点について成績評価を行う。 

１）受入れ先組織・企業等での活動状況：受入れ先担当者からのフィードバック 

２）活動報告書の提出状況・内容：学習目標の到達状況 

成績評価の基準 

・受入れ先組織・企業等での活動状況に関する受入れ先担当者からのフィードバック（30％） 

・活動報告書の提出状況・内容にもとづく、学習目標の到達状況（70％） 

準備学習等についての具体的な指示 

・各学生が興味・関心を寄せる課題について適切な情報が得られる組織・企業等について、各自で情報を探索しておくこと。 

・学習計画書の作成と計画内容の実現に必要な受入れ先等に関する情報収集を適切に行う。 

・各学生が興味・関心を寄せる課題に関する知識やスキルの習得に努める。 

・学外組織において学習を行うことから、本学学生および看護を学ぶ者として適確な行動をとれるよう、コミュニケーション力、社会人とし

ての行動や態度等に関する知識やスキルを身に着けておくこと。 

・学外組織で学習を行うことから、学習計画に則って学習が進んでいることを、適宜、指導教員に報告する行動を身に着けておくこと。 

試験の受験資格 

試験は実施しない。 

教科書  なし 

参考書  なし 

他科目との関連 

学生が興味・関心を寄せる課題によって関連の深い科目は異なる。 

履修上の注意事項 

１）学生が興味・関心を寄せる課題にもとづく科目であるため、他の科目とは異なり、内容も受入れ先も受講者ごとに異なる。  ２）受入れ

先組織・企業等から重要な情報（個人情報を含む）の持ち出しをしないこと。  ３）学習は、学生自らが指導教員と共に立てた学習計画に則

って進めること。  ４）受入れ先での学習期間中は、指導教員に進捗状況や学習上の困難等を、適宜報告・相談すること。  ５）受入れ先

担当者、指導教員や科目担当教員の指示に従って、学習を進めること。授業日時・内容（順序等）は変更することがある。 

連絡先（メールアドレス） 

田中 真琴: ： tanaka.cc@tmd.ac.jp 3 号館19Ｆ 

オフィスアワー 

田中 真琴: ：月曜～金曜 AM9:00-PM18:00 

不在時間、対応出来ない時間もあるため、質問や相談時は、事前連絡をすることが望ましい 
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時間割番号 012034 

科目名 成人看護学Ⅲ 科目 ID MN-330500-L 

担当教員 田中 真琴, 川上 明希, 川本 祐子, 鈴木 美穂, 荒井 知子, 藤原 紀子, 古厩 智美, 杉野 祐子, 山中 源治

[TANAKA Makoto, KAWAKAMI Aki, KAWAMOTO YUKO, Miho Suzuki, ARAI TOMOKO, Noriko Fujiwara, Tomomi 

Furumaya, SUGINO YUKO, Motoharu Yamanaka] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Adult Health NursingⅢ 

【科目責任者】田中 真琴 

主な講義場所 

対面講義，zoom による同期型授業または非同期型授業 

授業の目的、概要等 

成人看護学を取り巻く最近注目されている話題についての概要を講義やグループ討論等を通して学ぶ。これにより国内外での社会の動

きに目を向ける意識をより高めることと，社会的ニーズの変化に対応すべく看護の役割を果たしている第一線の看護の専門家の努力や

開拓の困難さを学ぶ。 

授業の到達目標 

・各話題について，注目される社会的背景や概要を理解する。 

・各話題についての開拓者としての努力や困難さを理解し、質疑ができる。 

1 回目：専門職としての看護の発展について理解する。 

2 回目：NP、看護管理者の活動の実際を理解する。 

3 回目：CNS の活動の実際を理解する。 

4 回目：臨床研究を支えるリサーチナースの役割（国内外の動向）を理解する。 

5 回目：チーム医療における看護の役割を理解する。 

6 回目：看護過程の発表・討論の準備ができる。 

7 回目：エイズ治療の現状を踏まえ、コーディネータや看護の役割を理解する。 

8 回目：高度先進・先端医療における看護の役割を理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/21 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室4 

専門職として

の発展 
専門職集団としての発展、専門

職者としての成長について 
田中 真琴 【到達目標】1 回目   

【学習方法】講義，グループ討論   

【事前学習】 
2 5/11 08:50-10:20 遠隔授業

（非同期

型） 

NP および看

護管理者とし

ての活動 

アメリカでの Advanced nurse お

よび本邦での看護管理者として

の取り組み 

鈴木 美穂 【到達目標】2 回目   

【学習方法】WebClass による非

同期動画視聴   

【事前学習】事後レポート 
3 5/11 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
CNS の活動 CNS(Clinical Nurse Specialist)の

役割と活動内容 
荒井 知子 【到達目標】3 回目   

【学習方法】講義，グループ討論  

【事前学習】事後レポート 
4 5/25 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
リサーチナー

スの役割 
臨床研究を支えるリサーチナ

ースの役割（国内外の動向） 
藤原 紀子 【到達目標】4 回目   

【学習方法】講義，グループ討論  

【事前学習】事後レポート 
5 6/1 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室4 

チーム医療 クリティカルケア看護における

チーム医療 
古厩 智美 【到達目標】5 回目   

【学習方法】講義，グループ討論  

【事前学習】事後レポート 
6 6/6 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
事例発表準備 事例の関連図・問題リストの完

成、発表資料の提出 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】6 回目   

【学習方法】グループ討論  【事

前学習】事後レポート 
7 6/20 13:00-14:30 遠隔授業 HIV/AIDS コ めざましく発展するエイズ治療 杉野 祐子 【到達目標】7 回目   
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（同期型） ーディネータ

ーナースの役

割 

の現状をふまえたHIV/AIDS患

者の看護ケア 
【学習方法】講義，グループ論  

【事前学習】事後レポート 

8 6/22 14:40-16:10 遠隔授業

（非同期

型） 

先端医療にお

ける看護の役

割 

先端医療における課題や看護

師の幅広い活躍 
山中 源治 【到達目標】8 回目   

【学習方法】WebClass による非

同期動画視聴   

【事前学習】事後レポート 
 

授業内容 

各講義は，５～１０分間の質疑応答時間を設けることがあるので，積極的な質疑を行うこと。 

授業日程、内容は変更することがある。 

成績評価の方法 

筆記試験は行わない。最終レポート提出資格は、授業への出席が 3 分の 2 以上である。 

１．最終レポート 

２．授業中および前後の課題への取り組み（グループワーク、授業後小レポートの提出および内容など） 

３．授業への出席状況、参加態度 

で評価する。 

・授業に欠席したものは原則として欠席回の該当課題の提出を認めない 

成績評価の基準 

総合得点が 60 点以上の者を合格とする。 

１．最終レポート（70%） 

２．授業中および前後の課題への取り組み(30%) 

３．授業への出席状況、参加態度（減点方式） 

詳細は初回授業で説明する。 

準備学習等についての具体的な指示 

事前に各話題についての知識をまとめておく。 

事前課題がある場合は提出すること。 

教科書 

各担当者の指定による。 

他科目との関連 

成人看護学Ⅰ，Ⅱを習得しておくこと。 

履修上の注意事項 

医療関係の時事的話題をとりあげた新聞やテレビ番組からも情報を得ることも心がけること。 

連絡先（メールアドレス） 

田中 真琴:tanaka.cc@tmd.ac.jp 3 号館19Ｆ 

オフィスアワー 

田中 真琴:月曜～金曜 AM9:00-PM18:00 

不在時間、対応出来ない時間もあるため、質問や相談時は、事前連絡をすることが望ましい 
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時間割番号 012035 

科目名 成人看護学演習 科目 ID MN-350600-S 

担当教員 田中 真琴, 川上 明希, 川本 祐子, 青木 春恵[TANAKA Makoto, KAWAKAMI Aki, KAWAMOTO YUKO, AOKI 

Harue] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Seminar of Adult Health Nursing 

【科目責任者】田中 真琴 

主な講義場所 

看護学実習室（３号館１７階）、講義室1 での対面授業、zoom による同期型授業、非同期型授業のいずれかで行う 

授業の目的、概要等 

成人看護学の一部として３年次に，既習の病態および成人看護学の講義内容と関連づけて，成人期にあり，急性，慢性に経過する健康障

害を有する人々に適用される看護の問題解決の思考過程および手技的技術を，患者体験を含めて段階的に修得する。 

授業の到達目標 

2 年次での学習を基礎に、下記内容を習得し、臨地実習が円滑に展開できるようにする。 

1 回目：成人患者の看護過程の展開方法やその他実習で必要な記録方法について理解することができる。 

2 回目：授業の進め方、Medi-EYE 操作方法について理解することができる。 

3 回目：看護過程の事例についてグループ討論ができる。 

4～5 回目：体液管理の基礎と血糖管理の方法を理解し、実践できる。看護過程のグループ討論ができる。 

6～7 回目：術後観察・術後離床方法を理解し、基礎的な技術を実践できる。看護過程のグループ討論ができる。 

8～9 回目：看護過程前半部分を発表し討論できる。看護過程についてグループ討論ができる。 

10～11 回目：回復促進・悪化予防のケアである吸引と心電図装着について理解し、基礎的な技術を実践できる。看護計画を完成させ、事

例発表の準備を完了できる。 

12～14 回目：技術試験で看護技術を適切に行うことができる。 

15～16 回目：創傷ケアと基本的な術後援助について理解し、基礎的な技術を実践できる。看護過程後半部分を発表し討論できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1-2 4/4 10:30-14:30 保健衛生学科

講義室1 
オリエンテ

ーション・看

護過程演習 

授業の説明  看護

過程：事例説明・様

式1 の作成 

田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】2,3 回目   

【学習方法】授業，グループ討論 

3 4/4 14:40-16:10 遠隔授業 

（非同期型） 
看護過程お

よび看護記

録 

看護過程の進め方

よび実習で用いる

看護記録 

田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】1 回目   

【学習方法】非同期による講義   

【事前，事後学習】WebClass 事後課題 
4-5 4/25 08:50-12:00 看護学実習室1,  

看護学実習室2 
技術演習・看

護過程演習 
技術演習：輸液管

理・血糖管理  看護

過程：様式2 まで完

成 

田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】4～5 回目   

【学習方法】技術演習，グループ討論   

【事前，事後学習】WebClass事前課題，事後

レポート 
6-7 5/23 14:40-17:50 看護学実習室1,  

看護学実習室2 
技術演習・看

護過程演習 
技術演習：術後観

察・術後離床・車い

す移乗  看護過

程：関連図・問題リ

ストの作成 

田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】6～7 回目   

【学習方法】技術演習，グループ討論  【事

前，事後学習】WebClass 事前課題，事後レ

ポート 

8-9 6/8 14:40-17:50 遠隔授業 

（同期型） 
看護過程発

表・演習 
看護過程：前半部分

の成果発表、教員

からの総評、看護

問題１つに対し看

護計画を作成 

田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】8～9 回目   

【学習方法】発表，教員からのフィードバッ

ク   

【事前，事後学習】WebClass 事後レポート 

10-11 6/13 13:00-16:10 看護学実習室1,  技術演習・看 技術演習：吸引・心 田中 真琴,  【到達目標】10～11 回目   
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看護学実習室2 護過程演習 電図管理  看護過

程：看護計画の完

成，発表準備 

川上 明希,  

川本 祐子,  

青木 春恵 

【学習方法】技術演習，グループ討論  【事

前，事後学習】WebClass 事前課題，事後レ

ポート 
12-14 6/19 13:00-17:50 看護学実習室1,  

看護学実習室2 
技術試験  田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子,  

青木 春恵 

【到達目標】12～14 回目   

【学習方法】技術試験，評価者からのフィー

ドバック   

【事前，事後学習】WebClass 事前課題 
15 7/4 13:00-14:30 看護学実習室1,  

看護学実習室2 
技術演習 技術演習：創傷管

理・技術試験説明 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子,  

侭田 悦子 

【到達目標】15～16 回目   

【学習方法】技術演習   

【事前，事後学習】WebClass 事後レポート 

16 7/4 14:40-16:10 看護学実習室1,  

看護学実習室2 
看護過程発

表 
看護過程：後半部分

の成果発表会、教

員からの総評 

田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】15～16 回目   

【学習方法】発表，教員からのフィードバッ

ク   

【事前，事後学習】WebClass 事後レポート 
 

授業方法 

講義、グループワーク、課題発表、技術演習、授業前後の課題 

授業内容 

授業日程、内容は変更することがある。 

成績評価の方法 

１．学期末筆記試験 

２．事例および行動計画表の内容 

３．技術試験 

４．授業への出席状況、演習に臨む身だしなみや態度、小テスト、小レポートの提出状況など 

で評価する。 

・筆記試験の受験資格は、授業への出席が 3 分の 2 以上である。 

・筆記試験の一部に英語の問題を出題する。 

・授業に欠席したものは原則として欠席回の該当課題の提出を認めない 

成績評価の基準 

総合得点が 60 点以上の者を合格とする。 

１．学期末筆記試験(50%) 

２．事例の内容(12%) 

３．技術試験(20%) 

４．授業後小レポート（18%） 

５．授業への出席状況、演習に臨む身だしなみや態度、課題の提出状況など（減点方式） 

で評価する。 

詳細は初回授業で説明する。 

準備学習等についての具体的な指示 

事前学習の資料については WebClass にアップするので目を通し，学習して演習に臨むこと。 

参考書 

術中/術後の生体反応と急性期看護／竹内登美子編著,竹内, 登美子,：医歯薬出版，2019 

周術期の臨床判断を磨く : 手術侵襲と生体反応から導く看護／鎌倉やよい, 深田順子 著,：医学書院，2008 

臨床病態学 : 看護のための／浅野嘉延, 吉山直樹編,浅野, 嘉延,吉山, 直樹,：南山堂，2020 

周手術期看護論（第3 版）／雄西智恵美, 秋元典子 編集,：ヌーヴェルヒロカワ，2014 

臨床外科看護総論（第11 版）／矢永勝彦, 髙橋則子 編,：医学書院，2017 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学総論（第16 版）／小松浩子他：医学書院，2022 

疾患別看護過程の展開（第６版）／石川ふみよ, 高谷真由美監修,石川, ふみよ,高谷, 真由美,：学研メディカル秀潤社，2020 

看護がみえる = VISUAL GUIDE to NURSING／医療情報科学研究所 編集,医療情報科学研究所,：メディックメディア，2020 

テーマによる参考図書の紹介 

163





時間割番号 012036 

科目名 成人看護学実習 科目 ID MN-370700-E 

担当教員 田中 真琴, 川上 明希, 川本 祐子[TANAKA Makoto, KAWAKAMI Aki, KAWAMOTO YUKO] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 3 単位数 3 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Clinical Practice of Adult Health NursingⅠ 

【科目責任者】田中 真琴 

授業の目的、概要等 

さまざまな健康段階にある成人・老年期の入院患者を１名以上受け持ち，その疾病・治療経過を踏まえながら患者の全人的理解に努め，

既習の知識・技術の統合あるいは新たな学習により，必要な看護を指導者とともに実践し，評価することを学ぶ。 

授業の到達目標 

１）患者の健康・機能障害を理解し，援助する。 

（１）健康・機能障害の原因・誘因を理解する。 

（２）患者の自覚症状・他覚症状を把握する。 

（３）健康状態を系統的に観察する。 

（４）患者の望む療養生活や治療法の選択を理解し，適切な援助をする。 

（５）行われる検査・治療・処置の目的と内容を理解する。 

（６）患者が検査・治療・処置を適切に受けられるように援助する。 

２）生命が脅かされている場合には，生命維持・回復のための看護活動ができる。 

３） 異常の予防・早期発見・機能回復のための援助をする。 

（１）予測される悪化因子を指摘する。 

（２）悪化の徴候を早期に発見し，予防的な看護活動を行う。 

（３）機能回復のための適切な看護活動を行う。 

４）健康・機能障害に伴う日常生活上の制限に対し，援助を行う。 

（１）患者・家族が機能障害をどのように受けとめているかを把握する。 

（２）日常生活上の制限を身体的・心理的・社会的側面に沿って理解する。 

（３）日常生活上の制限をできるだけ軽減するように援助する。 

（４）患者の症状，苦痛を和らげるような援助を行う。 

（５）患者の心理的・社会的問題を把握する。 

（６）患者の心理的・社会的問題の解決への援助をする。 

（７）自己管理を阻害する因子を指摘する。 

（８）自己管理ができるように援助する。 

（９）患者に必要な社会的資源を列挙する。 

（１０）日常生活の制約上の家族の心理的・社会的問題を把握する。 

（１１）家族の心理的・社会的問題の解決への援助をする。 

５）リハビリテーション期における援助を行う。 

（１）リハビリテーション訓練が円滑に受けられるように援助する。 

（２）病棟内の日常生活でリハビリテーション訓練内容や成果を活用した援助をする。 

６）在宅療養・社会復帰に向けての援助を行う。 

（１）患者に適した退院後の日常生活目標を設定する。 

（２）退院後の生活目標に向けて，適切な援助を行う。 

７）医療チームにおける看護師の役割を理解する。 

（１）医師，その他の関係職種の役割を理解する。 

（２）チームにおける看護師の役割を理解する。 

８）以上に関して患者個別の問題を看護過程を用いて実践する。 

（１）情報収集する。 

（２）収集した情報を分析，統合し，看護診断する。 

（３）具体的な目標を設定する。 
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（４）目標達成のための看護活動を計画する。 

（５）計画した看護活動を実践する。 

（６）展開した看護過程を評価する。 

９）看護専門職としてふさわしい態度を身につける。 

（１）看護技術の一般的手順と原則をふまえ，患者の個別性を加味し，実施においては十分な復習と準備を行う。 

（２）患者の援助においては常に安全と安楽を考慮する。 

（３）患者の持てる力を生かした援助方法を考える。 

（４）情報収集を看護援助に生かすとともに，看護援助をしながら情報収集をする。 

（５）援助を提供する側・される側の視点から，のぞましい手順や方法を考え，実践する。 

（６）グループメンバー間で互いに協調しながら実習に臨む。 

（７）看護とは何かを考え，学究的態度（文献活用・事例検討）で実習する。 

（８）丁寧で親切な接遇を心がける。 

（９）連絡・報告には責任をもつ。 

（１０）受け持ち看護師や指導者に相談し，助言やコメントを積極的に得ようと努める。 

（１１）看護援助の実践に先立ち，患者の了解ならびに受け持ち看護師との連絡・調整を行う。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 9/25 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
2 9/26 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
3 9/28 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴, 

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
4 9/29 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
5 10/2 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
6 10/3 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
7 10/5 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
8 10/6 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業  

【その他】詳細については実習要項参照 
9 10/10 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
10 10/12 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
11 10/13 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   
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ア看護学分野） 川本 祐子 【その他】詳細については実習要項参照 
12 10/30 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
13 10/31 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
14 11/3 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
15 11/6 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
16 11/7 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
17 11/9 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
18 11/10 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）  

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
19 11/13 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
20 11/14 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
21 11/16 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
22 11/17 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
23 12/4 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
24 12/5 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴, 

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
25 12/7 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
26 12/8 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
27 12/11 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
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28 12/12 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
29 12/14 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
30 12/15 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
31 12/18 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
32 12/19 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
33 12/21 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
34 12/22 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
35 1/9 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
36 1/11 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
37 1/12 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
38 1/15 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
39 1/16 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
40 1/18 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 

41 1/19 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
42 1/22 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
43 1/23 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
44 1/25 08:00-17:00 その他（保・先 成人看護 詳細については 田中 真琴,  【到達目標】１）～９）   
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端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 
学実習 実習要項参照 川上 明希,  

川本 祐子 
【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
45 1/26 08:00-17:00 その他（保・先

端侵襲緩和ケ

ア看護学分野） 

成人看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
田中 真琴,  

川上 明希,  

川本 祐子 

【到達目標】１）～９）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
 

授業内容 

（詳細については実習要項参照） 

成績評価の方法 

実習への参加状況、実習に臨む態度、身だしなみおよび記録物により評価する。 

健康管理含め、医療専門職として適切な姿勢、行動がとれることを重視する。 

成績評価の基準 

以下の視点より総合的に評価し、総合得点が 60 点以上の者を合格とする。なお、4 分の 3 以上の出席がない場合には、単位認定できな

い。 

１．病棟実習内容・記録 

２．手術室見学レポート 

３．実習への出席状況 

４．実習に臨む態度，身だしなみ 

準備学習等についての具体的な指示 

看護実践に必要な基礎技術を復習すること（実習室での練習日を設ける）。 

看護過程や実習病棟の疾患と看護については特に復習してのぞむこと。 

参考書 

看護がみえる = VISUAL GUIDE to NURSING／医療情報科学研究所 編集,医療情報科学研究所,：メディックメディア，2020 

備考 

・ツイッター等への投稿に対する注意事項について 

実習で知り得た患者や住民の情報を、無断で外部に持ち出したり、不用意に公の場で話したり、ソーシャルメディア（ツイッター、ブログ、

ソーシャルネットワーキングサービス、動画共有サイトなど）に発信してはならない。諸君の軽率な行動が、個人情報の漏洩や、個人の尊

厳・感情を傷つけることにつながり、受け入れ先をはじめ多くの人に迷惑をかけることになる。いったん拡散した情報は取り消すことがで

きないので、情報の取り扱いに注意すること。 

・健康管理を含め、医療専門職して適切な姿勢、行動がとれることを重視する。 

・実習要項を精読したうえで実習に臨むこと。 

連絡先（メールアドレス） 

田中 真琴:tanaka.cc@tmd.ac.jp 3 号館19Ｆ 

川上 明希:akikawakami.cc@tmd.ac.jp 3 号館17F  

川本 祐子:kawamoto.cc@tmd.ac.jp 3 号館19Ｆ 

オフィスアワー 

田中 真琴:月曜～金曜 AM9:00-PM18:00 

不在時間、対応出来ない時間もあるため、質問や相談時は、事前連絡をすることが望ましい 
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実際と役割 
5 4/21 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室4 

社会復帰支援 社会資源、精神科デ

イケアの理念と活動、

就労支援 

高野 歩,  

松長 麻美, 

金子 慈史 

【到達目標】  5)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 
6 4/21 16:20-17:50 保健衛生

学科講義

室4 

精神疾患とスティ

グマ 
スティグマの定義、ス

ティグマの構造およ

びその影響、アンチ

スティグマ 

高野 歩,  

松長 麻美, 

山口 創生 

【到達目標】  6)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 

7 4/28 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1 

災害時のメンタル

ヘルス 
災害時のメンタルヘ

ルス支援、

Psychological First Aid 

高野 歩,  

松長 麻美, 

宮本 有紀 

【到達目標】  7)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 
8 5/19 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室4 

アディクションの理

解と支援 
アディクションの要

因、支援の実際（治療

プログラム、自助グル

ープなど） 

高野 歩,  

松長 麻美, 

松本 俊彦 

【到達目標】  8)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 

 

授業方法 

授業は以下の方法で行う。 

1. 講義：講義は、Webclass 上での動画講義（非同期型）、および対面授業とする。様々な精神的健康問題に関する内容をオムニバス形式

で取り上げる。講義資料は、講義前に Webclass にて配布するので、各自手元に用意すること。 

2. 授業中のグループワーク：実践的な内容について、グループワークを行うことがある。 

3. 確認テスト：Webclass 上での動画講義受講後、Webclass 上で確認テストを実施する。 

4.     リフレクティブレポート：各回の授業終了後、授業で学んだことや感想、質問等を WebClass の指定の場所に提出すること。質問に

対しては、次回の授業で説明するか、WebClass にて回答を掲示する。 

授業中、教員と学生との間でのディスカッション、グループワークにより、アクティブラーニングを実施する。 

授業内容 

別表参照 

成績評価の方法 

次の 3 つの方法により評価する。 

1. 筆記試験（60％）：授業で学習した重要な事項について選択式問題形式で出題する。授業で取り上げた内容に関する過去の看護師国家

試験問題についても、出題範囲に含まれる。筆記試験の成績は、例えば筆記試験（100 点満点）の結果が 70 点である場合、その得点の

60%である、60%×70 点= 42 点が成績となる。 

2. 授業への参加状況（20％）：出席、授業中の質問等により総合的に評価する。地域精神看護学の成績の 20％を授業への参加状況によ

り評価する。 

3. リフレクティブレポートおよび確認テスト（20％）：レポート提出状況、レポートの内容、非同期授業時の確認テストにより評価する。地域

精神看護学の成績の 20％をリフレクティブレポートにより評価する。 

成績評価の基準 

上記の成績評価の方法に示す各項目の成績の合計により評価を行い、100点満点中60点以上を合格とする。なお、授業中およびリフレク

ティブレポートでの、重要な質問や、誤りの指摘などがあった場合には、最終評価において加点されることがある。 

準備学習等についての具体的な指示 

教科書の該当箇所について予習をして臨むこと。既習の関連する他科目（主に精神看護学）の授業を復習しておくこと。精神障害を有する

人の理解を深めるために、体験記を読んでおくことを奨励する。 

試験の受験資格 

授業の出席（2/3 以上とする。WebClass 上での動画講義受講状況および確認テスト、対面授業の出席状況から、講義を最初から最後まで

参加していることを確認する）及び、リフレクティブレポートの提出（2/3 以上）を必要とする。 

教科書 

精神看護の基礎／武井麻子著者代表,武井, 麻子,：医学書院，2021 

精神看護の展開／武井麻子著者代表,武井, 麻子,：医学書院，2021 

武井麻子他著「系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学[1][2]」医学書院、2021 
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参考書 

授業内で適宜提示する。 

他科目との関連 

精神看護学で学習した精神疾患の症状や治療方法に関する知識を基に、地域で生活する精神障害者の支援のあり方について学ぶ。ま

た、実際の支援計画の立案や実践については、精神看護学演習、精神看護学実習と関連する。 

履修上の注意事項 

WebClass の地域精神看護学のコースに適宜資料をアップするので参照すること。  講義中にスクリーンの撮影をするのを禁止する。講

義動画、講義資料、参考資料などは著作権の問題があるので、受講登録者以外に公開することを禁ずる。 

備考 

学生の予習・復習の時間を考慮し、講義資料を Webclass 上にアップする。 

連絡先（メールアドレス） 

松長 麻美:asamim.pn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

松長 麻美:事前にメールでアポイントを取り、研究室を訪ねてきてください（3 号館15 階精神保健看護学分野研究室）。 
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精時間割番号 012038 

科目名 精神看護学演習 科目 ID MN-350900-S 

担当教員 高野 歩, 松長 麻美, 浦尾 悠子[TAKANO Ayumi, MATSUNAGA Asami, URAO Yuuko] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Psychiatric Nursing Seminar 

【科目責任者】 高野 歩 

主な講義場所 

対面授業の場合は、保健衛生学講義室１（3 号館18 階）・4（3 号館7 階）、実習室3・4（3 号館17 階） 

非同期型講義の場合は WebClass 上での動画講義 

※新型コロナウイルス感染症拡大時は、大学の感染対策レベルに応じて、対面から Zoom に変更することがある。 

授業の目的、概要等 

演習を通じて精神看護の実践に必要な援助の理論と方法を習得する。精神障害を有する人における精神疾患と生活障害との関連につい

て、セルフケアモデルやストレングスモデルによりアセスメントし、必要な看護援助を考案する。援助的な対人関係を構築する技術を身に

つけ、精神障害を有する人の回復、成長、自立を支援するための知識と技術を身につける。グループワークを通して、他者と協働して学

習する能力を養う。 

授業の到達目標 

・セルフケアモデル・ストレングスモデルに基づき、精神疾患を有する患者の状態をアセスメントできる。 

・精神疾患を有する人に対する看護援助の方法を理解し、看護計画を立案できる。 

・援助的対人関係とは何か理解し、患者・看護師関係を評価する方法を説明できる。 

・認知行動療法の理論を理解し、基本的な技法の一部を実践できる。 

1) 精神看護の目的と機能について理解を深め、生物・心理・社会モデルに基づくアセスメント方法を説明することができる。 

2) 精神障害を有する人の体験談を聞き、精神障害を抱えて生きることについて理解を深め、リカバリー指向の支援のあり方について説

明することができる。 

3) 精神障害の病態や症状（幻覚・妄想、抑うつ・躁状態、不安、心的外傷、物質依存・行動嗜癖、自傷・自殺）に応じた看護について理解を

深め、必要な看護援助方法について説明できる。 

4) 精神看護における援助関係構築やコミュニケーション技法に関する理論を理解し、自分自身のコミュニケーションスタイルについて振り

返り、コミュニケーションを看護実践に活かす方法を説明することができる。 

5) セルフケアモデルに基づくアセスメントや支援について理解し、実践できる。援助的な対人関係について理解し、患者・看護師関係や

援助プロセスの評価ができる。 

6) 模擬事例（統合失調症、うつ病、アルコール使用障害）を用いて、看護援助に必要な情報を収集できる。生物・心理・社会モデルやセル

フケアモデルに基づき患者の状態をアセスメントし、看護計画を立案できる。 

7) 認知行動療法の理論を理解し、基本的な技法の一部を実践できる。 

8) 精神看護における看護過程展開について理解を深め、精神看護学実習に必要な知識と技術を整理することができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/10 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室1 

精神看護の目的

と機能 
精神的健康の維持と増

進、精神看護の役割と

機能、生物・心理・社会

モデル、精神保健医療

福祉の現状と課題 

高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト   

【備考】  リフレクティブレポートの提出 

2 4/10 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室1 

精神障害と共に

生きる 
リカバリー指向の支援、

ピアサポート 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  2)   

【学習方法】ディスカッション、グループワ

ーク   

【備考】  リフレクティブレポートの提出 
3 4/17 13:00-14:30 遠隔授業

（非同期

型） 

病態や症状に応

じた看護（１） 
幻覚・妄想状態の理解と

看護、自閉・意欲低下・

認知機能障害の理解と

高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  3)   

【学習方法】WebClass での講義動画視

聴、確認テスト   
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看護 【備考】  リフレクティブレポートの提出" 
4 4/17 14:40-16:10 遠隔授業

（非同期

型） 

病態や症状に応

じた看護（２） 
抑うつ・躁状態の理解と

看護、不安や心的外傷

の理解と看護 

高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  3)   

【学習方法】WebClass での講義動画視

聴、確認テスト   

【備考】  リフレクティブレポートの提出" 
5 4/17 16:20-17:50 遠隔授業

（非同期

型） 

病態や症状に応

じた看護（３） 
物質依存・行動嗜癖の

理解と看護、自傷・自殺

に対する看護 

高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  3)   

【学習方法】WebClass での講義動画視

聴、確認テスト   

【備考】  リフレクティブレポートの提出" 
6 4/24 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室1 

援助的な対人関

係の構築 
患者・看護師関係とコミ

ュニケーション、異和感

の対自化、プロセスレコ

ードの活用 

高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  4)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 

7 5/22 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室1 

セルフケアモデ

ルに基づく看護 
セルフケアモデルに基

づくアセスメント、ストレ

ングスモデルの理解と

活用 

高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  5)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 

8 5/22 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室1 

模擬事例を用い

た看護過程の演

習（１） 

ペーパーペイシェントを

用いた看護展開演習の

オリエンテーション 

高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 
9 5/22 16:20-17:50 保健衛生

学科講義

室1 

模擬事例を用い

た看護過程の演

習（２） 

精神看護における情報

収集とアセスメント  （自

己学習、質問受付） 

高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  6)  

 【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 
10 5/29 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室1 

模擬事例を用い

た看護過程の演

習（３） 

看護計画の立案  （自

己学習、質問受付） 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  6)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 
11 6/5 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室1 

模擬事例を用い

た看護過程の演

習（４） 

事例演習の情報共有、

相互レクチャーの準備 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  6)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 
12 6/12 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室4 

認知行動療法の

基礎と実践（１） 
認知行動療法の理論 高野 歩,  

松長 麻美, 

浦尾 悠子 

【到達目標】  7)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 
13 6/12 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室4 

認知行動療法の

基礎と実践（２） 
認知行動療法の基本的

手法の理解と実践 
高野 歩,  

松長 麻美, 

浦尾 悠子 

【到達目標】  7)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 
14 6/26 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室1 

模擬事例を用い

た看護過程の演

習（５） 

事例演習相互レクチャ

ー、質疑応答 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  6)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 
15 6/26 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室1 

模擬事例を用い

た看護過程の演

習（６） 

事例演習相互レクチャ

ー、質疑応答 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  6)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 
16 7/3 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室1 

演習のまとめ、

実習オリエンテ

ーション 

事例演習のまとめ、精

神看護学実習のオリエ

ンテーション 

高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  8)   

【学習方法】ディスカッション、小テスト  

【備考】  リフレクティブレポートの提出 
 

授業方法 

授業は以下の方法で行う。 

1. 講義：対面での講義・演習、動画や資料を用いた非同期型講義により実施する。講義は、各回の中で重要なこと、発展的なことを中心に

行う。教科書に記載してある基本的な内容は自己学習とする。講義資料は、講義前に Webclass にて配布するので、各自ダウンロードして

準備しておくこと。 
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2. グループワーク：実践的な内容について、グループワークを行う。グループワークを実施する前に個人で課題に取り組み、グループワ

ークでは課題の共有、ディスカッション、発表、質疑応答を行う。 

3. 授業後の確認テスト：講義内容に関連した知識の確認を WebClass 上で行う。 

4. リフレクティブレポート：各回の授業終了後、授業で学んだことや感想、質問等を WebClass の指定の場所に提出すること。質問に対して

は、次回の授業で説明するか、WebClass にて回答を掲示する。 

授業中、教員と学生との間でのディスカッション、グループワーク、小テストにより、アクティブラーニングを実施する。 

授業内容 

授業計画参照 

成績評価の方法 

次の 3 つの方法により評価する。 

1. グループワーク参加状況・発表内容（60％）：グループワークでの貢献、発表内容、質疑応答の内容により総合的に評価する。精神看護

学演習の成績の 60％をグループワーク参加状況・発表内容により評価する。 

2. 授業への参加状況（20％）：出席、授業中の質問等により総合的に評価する。精神看護学演習の成績の 20％を授業への参加状況によ

り評価する。 

3. リフレクティブレポートおよび確認テスト（20％）：レポート提出状況、レポートの内容、非同期授業時の確認テストにより評価する。精神

看護学演習の成績の 20％をリフレクティブレポートおよび確認テストにより評価する。 

成績評価の基準 

上記の成績評価の方法に示す各項目の成績の合計により評価を行い、100点満点中60点以上を合格とする。なお、授業中およびリフレク

ティブレポートでの、重要な質問や、誤りの指摘などがあった場合には、最終評価において加点されることがある。 

準備学習等についての具体的な指示 

教科書の該当箇所について予習をして臨むこと。関連する他科目（主に精神看護学、地域精神看護学）の授業を復習しておくこと。 

試験の受験資格 

授業の出席（2/3以上とする。対面授業の出席状況、WebClass上での動画講義受講状況および確認テストから講義を最初から最後まで参

加していることを確認する）、リフレクティブレポートの提出（2/3 以上）を必要とする。 

教科書 

精神看護の基礎／武井麻子著者代表,武井, 麻子,：医学書院，2021 

精神看護の展開／武井麻子著者代表,武井, 麻子,：医学書院，2021 

武井麻子他著「系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学[1][2]」医学書院、2021 

参考書 

リカバリー・退院支援・地域連携のためのストレングスモデル実践活用術／萱間真美著,萱間, 真美,：医学書院，2016 

援助技法としてのプロセスレコード : 自己一致からエンパワメントへ／宮本真巳編著,宮本, 真巳,：精神看護出版，2003 

自己理解・対象理解を深めるプロセスレコード : プロセスレコードが書ける、読める、評価できる本／長谷川雅美編著,長谷川, 雅美,：日総

研出版，2020 

オレムのセルフケアモデル事例を用いた看護過程の展開／宇佐美しおり, 鈴木啓子, Patricia Underwood 共著,宇佐美, しおり,鈴木, 啓

子,Underwood, Patricia R.,：ヌーヴェルヒロカワ，2007 

萱間真美「リカバリー・退院支援・地域連携のためのストレングスモデル実践活用術」医学書院、2016 

宮本真巳「援助技法としてのプロセスレコード」精神看護出版、2003 

長谷川 雅美「自己理解・対象理解を深めるプロセスレコード 第3 版」日総研出版、2020 

宇佐美しおり「オレムのセルフケアモデル―事例を用いた看護過程の展開 第2 版」ヌーヴェルヒロカワ、2007 

他科目との関連 

精神看護学で学習した精神疾患の症状や治療方法に関する知識を基に、精神症状のアセスメント、看護計画の立案方法について学ぶ。 

履修上の注意事項 

WebClass の精神看護学演習のコースに適宜資料をアップするので参照すること。 

備考 

学生の進行・理解状況に応じてグループワークの時間を設定し、学生間で十分なディスカッションができるようにする。 

連絡先（メールアドレス） 

高野 歩:ayumi-takano.pn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

高野 歩:事前にメールでアポイントを取り、研究室を訪ねてきてください（3 号館18 階精神保健看護学分野研究室2）。 
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時間割番号 012039 

科目名 精神看護学実習 科目 ID MN-371000-E 

担当教員 高野 歩, 松長 麻美[TAKANO Ayumi, MATSUNAGA Asami] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Practice of Psychiatric and Mental Health Nursing 

【科目責任者】高野 歩 

授業の目的、概要等 

精神障害者に対する理解を深め、自己理解および対人関係を構築、発展させるプロセスを通して、精神看護実践の基本的能力を修得す

る。地域施設において、地域で生活する精神障害者の社会参加の実態にふれることを通じて、精神障害と生活状況との関連についての

理解を深めながら、精神障害者の地域生活支援の方法について学ぶ。また、精神障害者の地域生活の質の向上と社会参加の支援に向

けて看護師が担うべき役割について学修する。 

授業の到達目標 

1) 患者の発病までの経過や現在の状態について、生物学的・心理学的・社会学的側面から理解し、精神状態がセルフケア行動に及ぼす

影響をアセスメントすることができる。 

2) 患者のリカバリー（自己実現に向けた生き方）およびストレングスへの理解を深め、患者の地域における自立と社会参加についての視

点を看護計画に反映することができる。 

3) 患者－看護師（学生）関係の構築を図り、看護計画を立案、必要な看護援助の実施・評価・修正を行うことができる。 

4) 患者との間で体験した対人関係についてプロセスレコードで振り返りを行い、自己の対人関係の特徴を知り、自分自身の言動が患者

に及ぼす影響について認識を深め、自己の持味を生かしながら援助的な対人関係の構築を図ることができる。 

5) 患者への病棟での支援と地域での支援を関連させて考え、様々な社会資源や、支援者の役割について理解を深めることができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 10/10 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
2 10/12 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
3 10/13 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
4 10/16 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
5 10/17 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】社会復帰施設実習 
6 10/19 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
7 10/20 08:30-16:00 保健衛生学科講

義室2 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】グループワーク、プレゼンテーシ

ョン 
8 10/23 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
9 10/24 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
10 10/26 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
11 10/27 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
12 10/30 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
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13 10/31 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)  

【学習方法】社会復帰施設実習 
14 11/2 08:30-16:00 保健衛生学科講

義室2 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】グループワーク、プレゼンテーシ

ョン 
15 11/20 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
16 11/21 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
17 11/22 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
18 11/24 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 

19 11/29 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】社会復帰施設実習 
20 11/30 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
21 12/1 08:30-16:00 保健衛生学科講

義室2 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】グループワーク、プレゼンテーシ

ョン 
22 1/22 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
23 1/23 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
24 1/25 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
25 1/26 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
26 1/29 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
27 1/30 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】社会復帰施設実習 
28 2/1 08:30-16:00 その他（保・精神

保健看護学分野） 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】病棟実習 
29 2/2 08:30-16:00 保健衛生学科講

義室2 
精神看護

学実習 
詳細については

実習要項参照 
高野 歩,  

松長 麻美 
【到達目標】  1)-5)   

【学習方法】グループワーク、プレゼンテーシ

ョン 
 

授業方法 

実習は以下の方法で行う。 

1. 精神科病棟において入院されている患者1 名を受け持ち、関わりを発展させるとともに、患者の状態のアセスメント、看護計画の立案、

実施、評価、修正を行う。 

2. 患者との体験を振り返り、自己理解、患者理解を深めるため、「プロセスレコード」を用い、看護場面の再構成を行う。 

3. 地域施設において、地域で生活する精神障害者やスタッフと関わり、地域生活や社会参加の実態にふれる。 

4. 毎日、実習指導者、教員、学生が参加するカンファレンスを行い、実習で学んだこと、疑問などについて他者と討論、共有、検討し、理解

を深める。 

5. 各クールの実習最終日は、学内にて、実習全体の振り返り、学びの共有を行う。 

実習中、カンファレンスにおいて、学びの共有、ディスカッションを行い、学生間の相互作用、実習指導者及び教員・学生間でのアクティブ

ラーニングを実施する。 
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授業内容 

（詳細については実習要項参照） 

成績評価の方法 

次の 3 つの方法により評価する。 

1. 実習への出席状況・参加態度（20％）：出席、日々の具体的な活動状況、カンファレンスへの参加状況等により評価する。精神看護学実

習の成績の 20％を実習への出席状況・参加態度により評価する。 

2. 実習への取り組み（60％）：患者との関係性の構築、患者理解及び患者の状態のアセスメント、看護計画の立案・実施・評価、プロセス

レコードを用いての自己理解、実習目標への到達度、学生の自己評価により評価する。精神看護学実習の成績の 60％を実習への取り組

みにより評価する。 

3. 記録物・レポート（20％）：記録提出状況、記録の内容により評価する。精神看護学実習の成績の 20％を記録物・レポートにより評価す

る。 

成績評価の基準 

上記の成績評価の方法に示す各項目の成績の合計により評価を行い、100 点満点中 60 点以上を合格とする。なお、実習中、受け持ち患

者の疾患等に関して事前課題（レポート）への追記などがあった場合には、最終評価において加点されることがある。 

準備学習等についての具体的な指示 

事前課題（レポート）を課す。課題の内容、提出方法は教員の指示に従うこと。 

試験の受験資格 

単位認定に必要な出席時間は、実習時間（祝日は含まない）の３/４以上とする。 

教科書 

精神看護の基礎／武井麻子著者代表,武井, 麻子,：医学書院，2021 

精神看護の展開／武井麻子著者代表,武井, 麻子,：医学書院，2021 

武井麻子他著「系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学[1][2]」医学書院、2021 

参考書 

自己理解・対象理解を深めるプロセスレコード : プロセスレコードが書ける、読める、評価できる本／長谷川雅美：日総研出版，2020 

リカバリー・退院支援・地域連携のためのストレングスモデル実践活用術／萱間真美著,萱間, 真美,：医学書院，2016 

長谷川雅美著「自己理解・対象理解を深めるプロセスレコード プロセスレコードが書ける、読める、評価できる本」日総研出版、2020 

萱間 真美著「リカバリー・退院支援・地域連携のための ストレングスモデル実践活用術」医学書院、2016 

他科目との関連 

精神看護学、地域精神看護学、精神看護学演習と関連する。 

履修上の注意事項 

1) 個人情報の管理に留意し、実習で知り得た患者の情報を無断で外部に持ち出したり、不用意に公の場で話したり、ソーシャルメディア

に発信してはならない。個人を特定されうる個人情報は、記録やメモ帳に記載しないこと。メモ帳は紛失しないように注意、工夫すること。  

2) やむを得ず遅刻や欠席をしなくてはならないことが予めわかっている場合は、前日までに連絡すること。遅刻・欠席の連絡が当日の朝

になる場合は、担当教員の携帯電話およびメールアドレスに連絡すること。 

備考 

1) 実習指導者と連携を取りつつ、学生の学習状況に応じてさらに効果的な実習が行えるよう実施していく。 

2) 祝日や学内行事に伴い実習日程が変更になることがある。実習オリエンテーションで正式な日程を伝える。 

連絡先（メールアドレス） 

高野 歩:ayumi-takano.pn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

高野 歩:事前にメールでアポイントを取り、研究室を訪ねてきてください（3 号館18 階精神保健看護学分野研究室2）。 
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時間割番号 012040 

科目名 小児看護学Ⅱ 科目 ID MN-331100-L 

担当教員 岡光 基子, 矢郷 哲志[OKAMITSU MOTOKO, YAGOU Satoshi] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Pediatric NursingⅡ 

【科目責任者】 岡光 基子 

主な講義場所 

保健衛生学講義室４（３号館７階）又は Zoom 

授業の目的、概要等 

小児看護学の実践に必要な基礎的知識，アセスメント技術，さらには，小児を取り巻く保健・医療・福祉の最新の動向に触れながら，様々

な健康問題や障害をもつ小児と，きょうだい児を含めたその家族を理解し，求められる看護支援について考察する。 

なお，この授業は小児看護学演習Ⅱと組み合わせて行う。 

授業の到達目標 

到達目標は、以下のとおりである。 

１）小児及び家族のアセスメントの方法，ツール，留意点について説明できる 

２）アタッチメント、ボンディング、親子の発達課題について理解し、親子の関係性をアセスメントする方法を説明できる 

３）小児の発達アセスメントの方法を理解し，シュミレートすることができる 

４）障害をもつ小児と家族の生活と看護の要点について説明できる 

５）疾患をもつ小児の家族およびきょうだい児への看護の要点について説明できる 

６）退院支援、小児科外来における看護師の役割と看護の要点について説明できる 

７）虐待の予防と発見における看護師の役割と看護の要点について説明できる 

８）心疾患をもつ小児と家族への看護の要点について説明できる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/7 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
小児のアセ

スメント(1) 
小児の観察技術，ア

セスメントツールの活

用 

岡光 基子 【到達目標】１）   

【学習方法】アクティブラーニング：討論、リアク

ションペーパー 
2 4/20 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
小児のアセ

スメント(3) 
親子の関係性のアセ

スメント：アタッチメン

ト、ボンディング、親

子の相互作用のスキ

ル、親子の発達課題 

矢郷 哲志 【到達目標】２）   

【学習方法】アクティブラーニング：討論、リアク

ションペーパー   

【事前・事後学習】アタッチメント理論の概要 

3 4/20 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
小児のアセ

スメント(2) 
子どもの発達のアセ

スメント 
藤本 昌樹 【到達目標】３）   

【学習方法】アクティブラーニング：討論、リアク

ションペーパー   

【事前・事後学習】教科書の熟読：小児の発達と

看護 第2章 子どもの成長・発達と看護 第6節 
4 4/27 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
健康障害を

もつ子ども・

家族への看

護(1) 

障がいをもつ小児の

在宅における看護 
鈴木 征吾 【到達目標】４）   

【学習方法】アクティブラーニング：討論、リアク

ションペーパー   

【事前・事後学習】別途指示する 
5 4/27 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
健康障害を

もつ子ども・

家族への看

護(3) 

健康障害をもつ子ど

もの家族およびきょう

だい児への支援 

熊谷 祐美 【到達目標】５）   

【学習方法】アクティブラーニング：討論、リアク

ションペーパー 

6 5/12 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
健康障害を

もつ子ども・

退院支援及び小児科

外来における子どもと

矢郷 哲志 【到達目標】６）   

【学習方法】アクティブラーニング：討論、リアク
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家族への看

護(4) 
家族への看護 ションペーパー   

【事前・事後学習】教科書の熟読：小児の発達と

看護 第3 章 健康障害をもつ子ども・家族への

看護 第7 節 
7 6/1 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室4 

健康障害を

もつ子ども・

家族への看

護(5) 

子どもの虐待：虐待の

予防と発見 
岡光 基子 【到達目標】７）   

【学習方法】アクティブラーニング：討論、リアク

ションペーパー   

【事前・事後学習】教科書の熟読：小児の発達と

看護 第3 章 健康障害をもつ子ども・家族への

看護 第10 節 
8 6/1 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室4 

健康障害を

もつ子ども・

家族への看

護(2) 

先天性心疾患をもつ

小児と家族の看護 
権守 礼美 【到達目標】８）   

【学習方法】アクティブラーニング：討論、リアク

ションペーパー   

【事前・事後学習】教科書の熟読：小児臨床看護

各論 第8 章 
 

授業方法 

「小児看護学Ⅰ」，「小児看護学演習Ⅰ」において学習した小児看護の実践に必要な基本的知識，技術の上に積み重ねる構成で，小児看

護実践に必要な知識及び最新の小児看護学の動向を学習する事を目的としている。演習，グル－プ・ワ－クを中心とした小児看護学演習

Ⅱと組み合わせて，自ら学び，実践に活用できる技能を習得する。講義の他，グループディスカッションや演習などアクティブラーニング

を行う。講義毎に，講義内容に関する質問や疑問，学び，感想などをリアクションペーパーに記載してもらい，講義終了後に回収する（オ

ンライン講義の場合には、Zoom のチャット機能を用いる）。リアクションペーパーに記載された質問に関しては、講義中または WebClass

において、個別またはクラス全体に対して回答する。 

授業内容   

授業スケジュールに各回の授業内容を示してある。 

成績評価の方法 

小児看護学Ⅱの評価は，以下の４項目によって総合的に行う。 

１）定期試験（70％）：全体で６割以上の得点を必須とする 

２）課題レポート（10%） 

３）リアクションペーパー（10%） 

４）授業への参加状況（10%） 

原則として，2/3 以上出席した場合に成績評価の対象とする。指示に従わない場合は，受験資格を失うので注意すること。尚，試験の一部

に英語の問題を出題する。 

成績評価の基準 

上記の成績評価に示す各項目の成績の合計により評価する。試験問題は，授業の到達目標に達しているかを評価し，そのことが確認さ

れたところで合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

本科目の到達目標，授業内容を理解し，事前学習を行った上で講義に臨むことが求められる。講義資料，事前課題，学習に必要な情報を

WebClass に掲載するので，各自ダウンロード等をして準備し，事前に目を通しておくこと。事前課題がある場合にはそれに従うこと。 

試験の受験資格 

次のすべてが、前期の定期試験ならびに追・再試験を受験する資格となる。 

・授業日程の 3 分の 2 以上の出席が認められたもの 

・講義への参加状況は、リアクションペーパーで記載された内容で確認する 

・遠隔講義（同期型）の場合の出席は、講義開始時から終了時まで参加しているログが確認でき、講義中のグループワークへの参加が確

認できたもの 

特別に勘案すべき事情があるために指示が達成できない場合や、講義に参加できない場合には、その事情とともに、締め切り期日が過

ぎる前、ならびに講義の始まる前までに科目責任者または医学教務係にメールのように日時の記録が残る形で連絡することを必須とす

る。なお、緊急の場合には電話でも良いが、その後、メールにて改めて連絡すること。連絡ができないような特別な事情があったと後で判

断された場合には、その限りではない。 

これらの十分な対応が行われていたと判断された場合には、事情などに応じてレポート等での対応を行うこととする。 
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教科書 

≪系統看護学講座 専門分野Ⅱ≫ 小児看護学[2] 小児臨床看護各論 (第14 版)／奈良間 美保他：医学書院，2020 

ナーシング・グラフィカ 小児看護学(1)：小児の発達と看護 第7 版／中野 綾美他：メディカ出版，2023 

ナーシング・グラフィカ 小児看護学(2)：小児看護技術 第5 版／中野 綾美他：メディカ出版，2023 

２年時に購入済みのものを使用する。 

参考書 

廣瀬たい子 編著：看護のための乳幼児精神保健（金剛出版） 

他科目との関連 

「小児看護学Ⅱ」は，「小児間看護学Ⅰ」，「小児看護学演習Ⅰ」，「小児看護学演習Ⅱ」，「在宅看護学Ⅰ」などの他の専門科目と密接な関

連がある。 

履修上の注意事項 

WebClass の該当コースに適宜資料をアップするので参照すること。 

備考 

2022 年度の授業評価を踏まえ，アクティブラーニングのさらなる活用，リアクションペーパーを記載する時間の確保，質問への丁寧な対

応などを継続する。 

連絡先（メールアドレス） 

岡光 基子:motoko.cfn@tmd.ac.jp 3 号館19Ｆ 

矢郷 哲志:sycfn@tmd.ac.jp 3 号館18Ｆ 

オフィスアワー 

岡光 基子:随時（必ず事前に連絡を入れること） 
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時間割番号 012041 

科目名 小児看護学演習Ⅱ 科目 ID MN-351200-S 

担当教員 岡光 基子[OKAMITSU MOTOKO] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Seminar of Pediatric NursingⅡ 

【科目責任者】 岡光 基子 

主な講義場所 

保健衛生学講義室１（３号館１８階），講義室２（３号館８階），講義室４（３号館７階），看護学実習室２・３（３号館１７階）又は Zoom 

授業の目的、概要等 

基本的な小児看護学技術の習得を図る。また、小児の成長発達を踏まえて，日常生活援助の要点や遊びの意義などについて理解を深め

る。さらに，グループワークを通して，主な小児疾患の病態生理を理解し，健康障害を持つ小児とその家族の身体的・精神的・社会的変化

を多用な視点から捉えながら，求められる看護を考察することで，小児看護学領域における看護の思考過程を学習する。 

なお，この授業は小児看護学Ⅱと組み合わせて行う。 

授業の到達目標 

到達目標は、以下のとおりである。 

１）子どもの生活と医療の環境を考え，、子どもの安全と療養環境について説明できる。 

２）日常生活における子どもと家族への支援（抱っこ，食事，更衣，排泄，清潔等）に関する知識を理解し，基本的手技を正しく行うことがで

きる。 

３）検査や処置に関する看護技術とケア（身体計測，バイタルサイン測定など）に関する知識を理解し，基本的手技を正しく行うことができ

る。 

４）事例に基づいて，疾患の病態生理，治療，検査，処置，成長発達，看護技術及び留意点を理解し，看護過程を展開することができる。 

５）：事例について、グループワークを通して学習した内容を適切な方法で発表し，質疑応答・ディスカッションを通して理解を深めることが

できる。 

６）：検査や処置に関する看護技術とケア（一次救命処置など）に関する知識を理解し，基本的手技を正しく行うことができる。 

７）：保育園実習の目的，目標，スケジュール，注意事項について説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/7 10:30-12:00 遠隔授業（同期

型） 
子どもの安全

と療養環境 
子どもの視点に立ったリ

スクアセスメント，子ども

にとって安心・安全な生

活環境を調整するため

の技術 

矢郷 哲志 【到達目標】１）   

【学習方法】アクティブラーニング：

討論，グループワーク，リアクション

ペーパー   

【事前・事後学習】教科書の熟読：小

児看護技術 第2 章 安心・安全な環

境を調整する技術 
2-4 4/13 13:00-17:50 看護学実習室2, 

看護学実習室3, 

保健衛生学科

講義室1 

日常生活にお

ける子どもと家

族への支援 

抱っこ，食事，更衣，排

泄，清潔など 
岡光 基子, 

矢郷 哲志 
【到達目標】２）   

【学習方法】事前・事後課題，アクテ

ィブラーニング：討論，グループワ

ーク，リアクションペーパー   

【事前・事後学習】別途指示する 
5-7 5/18 13:00-17:50 看護学実習室2, 

看護学実習室3, 

保健衛生学科

講義室1 

検査や処置に

関する看護技

術とケア(1) 

身体計測，バイタルサイ

ン測定，輸液管理など 
岡光 基子, 

矢郷 哲志 
【到達目標】３）   

【学習方法】事前・事後課題，アクテ

ィブラーニング：討論，グループワ

ーク，リアクションペーパー   

【事前・事後学習】別途指示する 
8 6/1 16:20-17:50 保健衛生学科

講義室4 
ペーパーペー

シェント 
オリエンテーション 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
【到達目標】４）   

【学習方法】事前・事後課題，アクテ

ィブラーニング：TBL   
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教科書 

≪系統看護学講座 専門分野Ⅱ≫ 小児看護学[2] 小児臨床看護各論 (第14 版)／奈良間 美保他：医学書院，2020 

ナーシング・グラフィカ 小児看護学(1)：小児の発達と看護 第7 版／中野 綾美他：メディカ出版，2023 

ナーシング・グラフィカ 小児看護学(2)：小児看護技術 第5 版／中野 綾美他：メディカ出版，2023 

演習に必要な資料は開講時に配布する。 

教科書は，２年時に購入済みのものを継続して使用する。 

参考書 

開講時に参考文献リストを配布する。 

他科目との関連 

「小児看護学演習Ⅱ」は，これまでの小児看護学の学習を統合して，実技および看護過程を展開して小児看護学実習で活用できる知識と

技術を整理する科目であるため，「小児看護学Ⅰ」，「小児看護学演習Ⅰ」，「小児看護学Ⅱ」で学んだ知識の応用と実践が必要となる。 

履修上の注意事項 

技術演習に関しては，臨地実習と同じ心構えで臨み，服装，態度には充分留意すること。演習、グル－プワ－クを基本とした授業なので，

自己学習・出席・演習に臨む態度を重視する。WebClass の該当コースに適宜資料をアップするので参照すること。 

備考 

2022 年度の授業評価を踏まえ，対面で安全かつ効果的は技術演習・グループワークを実践できるように，指導方法の検討，環境整備を

継続して行っていく。 

連絡先（メールアドレス） 

岡光 基子:motoko.cfn@tmd.ac.jp 3 号館19Ｆ 

オフィスアワー 

岡光 基子:随時（必ず事前に連絡を入れること） 
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時間割番号 012042 

科目名 小児看護学実習 科目 ID MN-371300-E 

担当教員 岡光 基子, 矢郷 哲志[OKAMITSU MOTOKO, YAGOU Satoshi] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Practice of Pediatric Nursing 

【科目責任者】 岡光 基子 

主な講義場所 

指定された実習施設，講義室１（３号館１８階），実習室２（３号館１７階） 

授業の目的、概要等 

小児と家族に対する実際のケアを通して，発達する小児の特徴を理解する。また，健康障害をもつ小児を全人的に理解する。さらに，対

象とその家族の必要としている援助は何かを理解し，小児看護を実践するための基礎的能力と技術・態度を養う。 

授業の到達目標 

本実習は，小児看護学学内実習と保育園実習，および病棟での臨床実習から構成される。 

（１） 小児看護学学内実習 

目的：小児看護に必要なスキルを習得する。 

目標： 

１）小児看護に必要な技術を習得する。 

２）小児，特に言葉を持たない発達段階における子どもとのコミュニケ-ション方法を理解し，習得する。 

（２）臨地実習（保育園実習） 

目的：健康な小児の日常生活行動を実際の保育活動を通して学び，成長・発達の特徴を把握する。 

目標： 

１）子どもの成長・発達，および生活を理解する。 

２）子どもと家族の支援に必要な基本的な観察技術を習得する。 

３）小児の生活における保健行動，健康管理の概要を知る。 

（３）臨床実習（病棟実習） 

目的：疾病あるいは障害を持つ小児に接する体験を通して，小児の特徴を理解し，小児とその家族の必要としている援助を考え，実施す

る。 

目標： 

１）疾病、あるいは健康障害をもつ小児およびその家族との治療的関係のあり方を学ぶ。 

２）健康障害が，小児およびその家族に及ぼす影響を理解する。 

３）健康障害をもつ小児と家族への看護のために，対象を理解し，必要な援助を行う能力を養う。 

４）小児をとりまく医療，保健，福祉の連携の中で小児看護の役割を理解する。 

（４）学生に期待するもの 

１）既習の学習を統合して，実際の場面で遭遇する問題・課題に積極的に取り組む。 

２）実習期間中，各自の学習目標を明確にし，それに向かって意欲的に取り組む。 

３）小児のケアに際しては特に安全に対する配慮を行う。 

４）実習期間中は自己の健康管理に注意する。 

５）感染源とならないために，抗体価検査を必ず受けること。また必要に応じて予防接種 

を受ける等の対策が推奨される。 

６）スタッフの一員であり，かつ学習する者としての自覚と責任をもって行動する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・

その他 
1 7/24 08:30-17:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
保育園実習 詳細については実習

要項参照 
岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
2 7/25 08:30-17:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
保育園実習 詳細については実習

要項参照 
岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
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3 7/26 08:30-17:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
保育園実習 詳細については実習

要項参照 
岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
4 7/27 08:30-17:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
保育園実習 詳細については実習

要項参照 
岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
5 9/14 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
6 9/15 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
7 9/19 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
8 9/20 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
9 9/21 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
10 9/22 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
11 9/25 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
12 9/26 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
13 9/28 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
14 9/29 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
15 10/2 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
16 10/3 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
17 10/5 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
18 10/6 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
19 11/6 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
20 11/7 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
21 11/8 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
22 11/9 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
23 11/10 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
24 11/13 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
25 11/14 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
26 11/16 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 

 

詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
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27 11/17 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
28 12/4 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
29 12/5 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
30 12/7 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
31 12/8 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
32 12/11 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
33 12/12 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
34 12/14 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
35 12/15 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
36 1/9 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
37 1/11 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
38 1/12 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
39 1/15 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
40 1/16 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
41 1/18 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
42 1/19 08:00-16:00 その他（保・小児・家

族発達看護学分野） 
小児看護学

実習 
詳細については実習要項参照 岡光 基子, 

矢郷 哲志 
詳細については実習

要項参照 
 

授業内容 

詳細については実習要項を参照 

成績評価の方法 

病棟実習及び保育園実習において、以下の項目について総合的に評価する。 

１）出席状況・実習に臨む態度（20%）：出席、日々の取り組み・態度・積極性、カンファレンスへの参加状況等により評価する。 

２）実習の内容（60％）：患児・家族の理解、関係性の構築、状態のアセスメント、看護過程の展開、看護実践等により評価する。 

３）記録物・課題レポート（20%）：記録の提出状況、記録・レポートの内容により評価する。 

成績評価の基準 

成績評価の方法に示す各項目について総合的に評価する（60 点未満：不合格、60-69 点：C、70-79 点：B、80-89 点：Ａ、90 点以上：Ａ＋）。

実習の達成目標に達しているかを評価し、そのことが確認された場合に合格とする。なお、4 分の 3 以上の出席がない場合には、単位認

定ができない。遅刻・欠席は減点の対象になることがある。 

準備学習等についての具体的な指示 

小児看護学Ⅰ，小児看護学演習Ⅰ，小児看護学Ⅱ，小児看護学演習Ⅱの学習で用いた資料を見直し，小児の発達，小児疾患の病態生理

と看護，小児看護技術について復習をした上で実習に臨むことが求められる。WebClass 上に，実習で用いる資料，実習記録などを掲載す

るため，事前に必ず目を通すこと。 

備考 

ツイッター等への投稿に対する注意事項について 
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時間割番号 012043 

科目名 母性看護学Ⅰ 科目 ID MN-331400-L 

担当教員 松﨑 政代, 廣山 奈津子[MATSUZAKI Masayo, HIROYAMA NATSUKO] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Maternal and Infant NursingⅠ 

【科目責任者】松崎 政代 

主な講義場所 

３号館 保健衛生学講義室１、４ 

ZOOM の場合はこの限りではない。 

授業の目的、概要等 

母性の特性を理解した上で、母性看護の概念、機能と役割、女性を取り巻く現況と動向を理解する。母性看護の対象のライフサイクルの

各期の発達段階と課題を理解し、健康維持・増進、疾病予防を図ることを目標に看護の必要性を考える。 

授業の到達目標 

1）母性看護学の対象を述べることができる。(①) 

2）日本及び海外の母子保健の現状と課題、政策について理解し、現状から政策を検討できる。（②） 

3）女性を取り巻く政策・法律・社会資源の概要を述べられる。（③） 

4）ライフサイクル・発達段階の特徴と健康問題の関連を述べられる。(④) 

5) LGBTQ+の基礎知識や医学的な問題について説明することができる。(⑤、⑥） 

6) 出生前診断を取り巻く状況を理解し、求められるケアを述べられる。(⑦) 

7) 性暴力によって起こりうる健康問題や急性期医療について理解することができる。(⑧) 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/4 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室1 
母性看護学Ⅰ 母性看護学の概要 （ガイ

ダンス）、  母性の概念、

母性看護の特性 

松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
【到達目標】1)   

【学習方法】講義   

【その他】リフレクションペーパー 
2 4/6 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室4 
母性看護学Ⅰ 日本及び海外の母子保健

の現状、社会のニーズと

母性看護の役割 

松﨑 政代 【到達目標】2)   

【学習方法】講義   

【その他】リフレクションペーパー 
3 4/20 13:00-14:30 遠隔授業（同

期型） 
母性看護学Ⅰ 母性看護に関連する組織

と法律、働く女性の母子保

健 

松﨑 政代 【到達目標】3)   

【学習方法】講義   

【その他】リフレクションペーパー 
4 5/16 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室1 
母性看護学Ⅰ 人間の性（セクシャリティ）

を中心とした発達段階の

特徴と課題 

松﨑 政代 【到達目標】4)   

【学習方法】講義・グループ討論   

【その他】リフレクションペーパー 
5-6 5/23 08:50-12:00 保健衛生学

科講義室4 
母性看護学Ⅰ セクシュアル・マイノリティ

ーと医療 
笠原 士織 【到達目標】5)   

【学習方法】講義・グループ討論   

【その他】リフレクションペーパー 
7 5/30 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室1 
母性看護学Ⅰ 性感染症＆性暴力被害者

の看護 
廣山 奈津子 【到達目標】7)   

【学習方法】講義・グループ討論   

【その他】リフレクションペーパー 
8 6/8 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型） 
母性看護学Ⅰ 出生前診断の現状と課題

と看護ケア 
小笹 由香 【到達目標】6)   

【学習方法】講義・グループ討論   

【その他】リフレクションペーパー 
 

 

授業方法 

講義、 

グループワークやリフレクションペーパーを用いたアクティブラーニング 
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ない限り１回につき３点減点する。 

９０点以上で A＋、８０点以上で A,７０点以上で B、６０点以上で C とする。 

成績評価の基準 

60 点以上を合格とする。 

90 点以上で A＋，80 点以上A，70 点以上B，60 点以上C とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

周産期の看護に関する各講義の基礎的な内容についてはをテキストで予習をしておくこと。また、この科目の基盤として、基礎看護学や 

成人看護学で学んだ看護過程の展開や関連図についての知識が必要である。再度、その点について復習をしておくこと。また、関連する

臨床のガイドラインなどにも目を通しておくことが望ましい。 

試験の受験資格 

2／3 の出席をしていること。 

ZOOM 講義でも同様であるが、ネットにアクセスし、画面に顔を出していることが条件となる。 

教科書 

母性看護学概論／ウィメンズヘルスと看護 第 7 版／渡邊浩子, 板倉敦夫, 松﨑政代編集,渡邊, 浩子,板倉, 敦夫,松﨑, 政代,：メヂカルフ

レンド社，2022 

マタニティサイクルにおける母子の健康と看護 第7 版／渡邊, 浩子,板倉, 敦夫,松﨑, 政代,：メヂカルフレンド社，2022 

：南江堂，2019 

：社 

参考書 

今日の助産 : マタニティサイクルの助産診断・実践過程／北川眞理子, 内山和美編集,北川, 真理子,内山, 和美,生田, 克夫,：南江堂，2019 

ウエルネスからみた母性看護過程+病態関連図／佐世正勝, 石村由利子編,佐世, 正勝,石村, 由利子,：医学書院，2021 

その他，講義の進行の伴い，参考文献を提示する。 

他科目との関連 

この科目は．母性看護学演習と同時受講することを前提として計画され，後期の母性看證看護学実習上で必須の基礎知識を学ぶ科目で

ある。他の看護専門科目て学習した看護理論看護過程の考え方などを十分理解した上で参加していただぎたい。 

履修上の注意事項 

この科目は、学生に問題を投げかけ，学生がそれについて意見を出し合う時間を多く持つ予定である。コミュニケーション能力と意見を積

極的で述べる能力が必要な科目である。 

備考 

個人情報の保護については、自身のみならず、患者情報、講義で用いた写真、資料などは、SNS 等で拡散しないなど使用や保管は十分

に配慮すること。 

参照ホームページ 

WebClass の母性看護学のコースに適宜資料をアップする。授業前に確認し、DL して授業に臨むこと。 

連絡先（メールアドレス） 

廣山 奈津子:nhiro.rhn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

廣山 奈津子:平日 AM10:00 -PM5:00 3 号館15 階 リプロダクティブヘルス看護学分野 研究室２ 
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時間割番号 012045 

科目名 母性看護学Ⅲ 科目 ID MN-331600-L 

担当教員 松﨑 政代, 廣山 奈津子[MATSUZAKI Masayo, HIROYAMA NATSUKO] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Maternal and Infant NursingⅢ 

【科目責任者】松﨑 政代 

主な講義場所 

保健衛生学講義室１、４（３号館１８階、７階） 

授業の目的、概要等 

妊娠・分娩・産褥・新生児の周産期を中心とした母性機能の理解とその看護に焦点を置き、各期の観察と看護、保健指導等について理解

する。 

授業の到達目標 

1）妊娠・分娩・産褥・新生児の特徴と観察の視点を述べられる。(①、③、④) 

2）妊娠・分娩・産褥・新生児の保健指導内容を述べられる。(②、⑧) 

3）看護の展開に必要な妊娠・分娩・産褥・新生児の看護を記述できる。（⑤、⑥、⑦） 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/11 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室1 
母性看護学Ⅲ 妊婦の観察と看護

アセスメント 
松﨑 政代 【到達目標】1)    

【学習方法】講義・グループワーク    

【その他】リフレクションペーパー 
2 4/18 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室4 
母性看護学Ⅲ 妊婦の看護・保健

指導、妊娠・出産と

家族支援 

松﨑 政代 【到達目標】2)    

【学習方法】講義・グループワーク    

【その他】リフレクションペーパー 
3 4/20 14:40-16:10 遠隔授業 

（同期型） 
母性看護学Ⅲ 異常妊婦の看護 松﨑 政代 【到達目標】1)    

【学習方法】講義・グループワーク    

【その他】リフレクションペーパー 
4 5/8 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室1 
母性看護学Ⅲ 産婦の看護  (分娩

第１～４期の看護） 
松﨑 政代 【到達目標】1)    

【学習方法】講義・グループワーク    

【その他】リフレクションペーパー 
5 5/11 13:00-14:30 遠隔授業 

（同期型） 
母性看護学Ⅲ 褥婦の看護ケア 松﨑 政代 【到達目標】3)    

【学習方法】講義・グループワーク    

【その他】リフレクションペーパー 
6 5/11 14:40-16:10 遠隔授業 

（同期型） 
母性看護学Ⅲ 異常褥婦の看護ケ

ア 
小笹 由香 【到達目標】3)    

【学習方法】講義・グループワーク    

【その他】リフレクションペーパー 
7 5/11 16:20-17:50 遠隔授業 

（同期型） 
母性看護学Ⅲ 産褥期の看護計画 松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
【到達目標】3)    

【学習方法】講義・グループワーク    

【その他】リフレクションペーパー 
8 6/8 13:00-14:30 遠隔授業 

（同期型） 
母性看護学Ⅲ 産後の女性への退

院支援 
廣山 奈津子,  

松﨑 政代 
【到達目標】2)    

【学習方法】講義・グループワーク    

【その他】リフレクションペーパー 
 

授業方法 

講義 

グループワークやリフレクションペーパーを用いたアクティブラーニング 

授業内容 

妊娠・分娩・産褥・新生児の周産期を中心とした母性機能の理解とその看護に焦点を置き、各期の観察と看護、保健指導等について講義

する。 
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成績評価の方法 

成績評価方法 毎回の授業でのレスポンスシート、学期末試験で評価する。また、欠席１回につき５点減点、遅刻早退（１５分）は、交通機

関などの遅延がない限り１回につき３点減点する。 

９０点以上で A＋、８０点以上で A,７０点以上で B、６０点以上で C とする。 

成績評価の基準 

60 点以上を合格とする。 

90 点以上で A＋，80 点以上A，70 点以上B，60 点以上C とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

周産期の看護に関する各講義の基礎的な内容についてはをテキストで予習をしておくこと。また、この科目の基盤として、基礎看護学や

成人看護学で学んだ看護過程の展開や関連図についての知識が必要である。再度、その点について復習をしておくこと。また、関連する

臨床のガイドラインなどにも目を通しておくことが望ましい。 

試験の受験資格 

2／3 の出席をしていること。 

教科書 

母性看護学概論／ウィメンズヘルスと看護 第 7 版／渡邊浩子, 板倉敦夫, 松﨑政代編集,渡邊, 浩子,板倉, 敦夫,松﨑, 政代,：メヂカルフ

レンド社，2022 

マタニティサイクルにおける母子の健康と看護 第7 版／渡邊, 浩子,板倉, 敦夫,松﨑, 政代,：メヂカルフレンド社，2022 

参考書 

エビデンスをもとに答える妊産婦・授乳婦の疑問 92／堀内成子総編集 ; 飯田真理子 [ほか] 分担編集,堀内, 成子,飯田, 真理子,中村, 幸

代,永森, 久美子,八重, ゆかり,：南江堂，2015 

今日の助産 : マタニティサイクルの助産診断・実践過程／北川眞理子, 内山和美編集,北川, 真理子,内山, 和美,生田, 克夫,：南江堂，2019 

その他，講義の進行の伴い，参考文献を提示する。 

他科目との関連 

この科目は，母性看護学演習と同時に受講することを前提として計画され，後期の母性看護学実習を行う上で必須の基礎知識を学ぶ科目

である。他の看護専門科目で学習した看護理論，看護過程の考え方などを十分理解した上で参加していただきたい。 

履修上の注意事項 

講義では，学生に問題を投げかけ，学生がそれについて意見を出し合う時間を多く持つ予定である。自分の意見を積極的に述べ，他者に

論理的に説明する能力を高める努力をしてほしい。 

備考 

個人情報の保護については、自分自身のみならず、患者情報、講義で用いた写真などに関して十分配慮すること。 

参照ホームページ 

WebClass の母性看護学のコースに適宜資料をアップする。授業前に確認し、DL して授業に臨むこと。 

連絡先（メールアドレス） 

廣山 奈津子:nhiro.rhn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

廣山 奈津子:平日 AM10:00 -PM5:00 3 号館15 階 リプロダクティブヘルス看護学分野 研究室２ 
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時間割番号 012046 

科目名 母性看護学演習 科目 ID MN-351700-S 

担当教員 松﨑 政代, 廣山 奈津子[MATSUZAKI Masayo, HIROYAMA NATSUKO] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Seminar of Maternal and Infant Nursing 

【科目責任者】松﨑 政代 

主な講義場所 

保健衛生学講義室１（３号館１８階）、看護学実習室２（３号館１７階）ほか 

対面不可の状況の場合は ZOOM で同期とする。 

ただし、対面でないと出来ない演習も含まれているため，その場合は延期となる可能性もある。 

授業の目的、概要等 

この科目では，母性看護学で学んだ基礎知識を，実際の看護展開に活用できるよう，複数の周産期の女性事例に関する看護計画立案を

通して母性看護学領域に特有の看護の思考過程を習得する。また、母性看護学領域に特有の援助技術を実習室における技術演習、ロー

ルプレイを通して習得する。 

授業の到達目標 

母性看護学で学習した知識を基礎として，母子の健康をアセスメントし看護援助の計画・立案が行え，母性看護学の対象と看護援助の特

徴をふまえた看護技術を習得し，母性看護学実習を行う上で必要な看護実践能力を養うことを目標とする。 

1) 母性看護学ⅠⅡⅢで学んだことを活かし、ペーパークライエントのアセスメントができる。（③、⑦） 

2) 母性看護学ⅠⅡⅢで学んだことを活かし、ペーパークライエントに対する看護計画ができる。（３、⑦） 

3) ケアの手技の理解、実演ができる。（①、②、④、⑤、⑥、⑩） 

4)  模擬クライエントに対する退院支援（保健指導）の実演ができる。（⑧、⑨） 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/26 14:40-16:10 遠隔授業 

（同期型） 
母性看護学

演習 
授乳に関する援助 井村 真澄 【到達目標】3)   

【学習方法】Zoom による講義・演習   

【その他】リフレクションペーパー, 

服装：私服 
2 5/8 14:40-16:10 看護学実習室2,  

看護学実習室3 
母性看護学

演習 
模擬分娩 中根 直子,  

河合 蘭,  

大島 愛理 

【到達目標】3)   

【学習方法】見学   

【その他】レポート, 服装：私服 
3 5/16 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室1 
母性看護学

演習 
産褥事例の看護計画

GW① 
廣山 奈津子 【到達目標】1), 2)   

【学習方法】グループワーク   

【その他】課題提出, 服装：私服 
4-6 5/25 14:00-18:50 看護学実習室1, 

看護学実習室2, 

看護学実習室5 

母性看護学

演習 
褥婦・新生児の看護・沐

浴 ビデオ･モデル学習 
廣山 奈津子,  

松﨑 政代 
【到達目標】3)   

【学習方法】ビデオ・実技練習   

【その他】服装：ユニフォーム 
7 5/30 10:30-12:00 保健衛生学科

講義室1 
母性看護学

演習 
産褥事例の看護計画

GW② 
廣山 奈津子 【到達目標】1), 2)   

【学習方法】グループワーク   

【その他】服装：私服 
8-9 6/29 13:00-16:10 看護学実習室2,  

看護学実習室3,  

看護学実習室4,  

看護学実習室5 

母性看護学

演習 
産後の生活及び育児に

関わる看護(ロールプレ

イ) 

三隅 順子,  

廣山 奈津子,  

松﨑 政代,  

人見 綾 

【到達目標】4)   

【学習方法】グループワーク   

【その他】事前課題あり, 服装：ユニ

フォーム 
10 7/3 16:20-17:50 保健衛生学科

講義室1 
母性看護学

演習 
実習オリエンテーション 松﨑 政代,  

廣山 奈津子,  

瀬戸 愛 

【到達目標】1), 2)   

【学習方法】講義   

【その他】服装：私服 
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授業方法 

グループワーク、グループ発表、技術テスト、ロールプレイなど 

授業内容 

実習に出て用いる思考および技術の基礎の練習。テストに向けての練習は WebClass にアップした技術デモの視聴や実習室での実演で

準備すること。 

成績評価の方法 

レポート，技術テスト,ロールプレイから総合的に評価する。出席を重視する。全出席の場合は加点、欠席は減点対象となる。 

・レポート点【10％】：表紙がついているか、見出しが適切か、段落ごとに 1 マス下げてあるか、適切な文献で根拠を押さえているか、自分

の意見・考察が述べられているか、それらの区別がつくように書いているか、指定文字数にほぼ達しているか、文献を複数用いている

か、文献リストの書き方が正しいかなどで評価する。 

・技術演習テスト【45％(妊産婦15 褥婦15 新生児15)】：各項目とも合否どちらかとする。 Web Class に up する映像を視聴し、事前練習して

テストに臨むこと。特別な事情がない限り、視聴履歴がないことも減点対象とする。 

・看護過程＆ロールプレイ【40％】：準備/発表内容/態度、看護過程記録の期限内提出と内容で評価する。 

成績評価の基準 

総合で 60 点以上であること。 

90 点以上で A＋，80 点以上A，70 点以上B，60 点以上C とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

周産期の看護に関する各講義の基礎的な内容についてはをテキストで予習をしておくこと。 

基礎看護学や成人看護学で学ぶ看護過程や関連図については習得されていることが前提ルので復習をしておくこと。臨床の状況につい

て引きつけて考えるためには、母性衛生、助産学会誌などの学術誌、およびペリネイタルケアや助産雑誌などの専門職のための月刊誌

などの内容に日常的にアクセスしておくことが望ましい。 

教科書 

母性看護技術 = Practice to maternal nursing／荒木奈緒, 中込さと子, 小林康江編,荒木, 奈緒,中込, さと子,小林, 康江,：メディカ出版，2019 

母性看護学Ⅱ：マタニティサイクル : 母と子そして家族へのよりよい看護実践／大平光子 [ほか] 編集,大平, 光子,井上, 尚美,大月, 恵理

子,佐々木, くみ子,林, ひろみ,：南江堂，2018 

参考書 

ＷＨＯの５９カ条お産のケア実践ガイド／ＷＨＯ／〔編〕,戸田律子／訳,：農山漁村文化協会，1999 

出産革命のヒロインたち : アメリカのお産が変わったとき／マーゴット・エドワーズ, メアリー・ウォルドルフ 著,河合蘭 訳,：メディカ出版，

1997 

母乳育児支援スタンダード／日本ラクテーション・コンサルタント協会編,日本ラクテーション・コンサルタント協会,：医学書院，2015 

今日の助産 : マタニティサイクルの助産診断・実践過程／北川眞理子, 内山和美編集,北川, 真理子,内山, 和美,生田, 克夫,：南江堂，2019 

マタニティアセスメントガイド／吉沢豊予子, 鈴木幸子編著,吉沢, 豊予子,鈴木, 幸子,：真興交易医書出版部，2019 

写真でわかる助産技術 : 妊産婦の主体性を大切にしたケア、安全で母子に優しい助産のわざ／平澤美惠子, 村上睦子 監修,：インターメ

ディカ，2012 

マタニティ診断ガイドブック／日本助産診断実践学会編集 ; 齋藤益子 [ほか] 執筆,日本助産診断実践学会,齋藤, 益子,：医学書院，2020 

母性Ⅰ／前原澄子 編,前原, 澄子, 1936-2019,：中央法規出版，2011 

母性Ⅱ／前原澄子 編,前原, 澄子, 1936-2019,：中央法規出版，2011 

佐世正勝、石村由利子：ウェルネスからみた母性看護過程＋病態関連図､医学書院､2016. 

・ナーシンググラフィカ 母性看護実践の基本 母性看護学①，メディカ出版，2012. 

・前原澄子：新看護観察のキーポイントシリーズ 母性Ⅰ，中央法規，2011． 

・前原澄子：新看護観察のキーポイントシリーズ 母性Ⅱ，中央法規，2011． 

・横尾京子，中込さと子：ナーシング・グラフィカ 31 母性看護学－母性看護技術，メディカ出版，2007． 

・ＷＨＯ，（戸田律子訳）：ＷＨＯの５９カ条 お産のケア実践ガイド，農文協，1997． 

・Doenges,M.E.&Moorhouse,M.F.（柴山森二郎監訳）：看護診断にもとづく母性・新生児看護ケアプラン，医学書院，1998. 

・ Karen M Stolte,（小西恵美子・太田勝正訳）：健康増進のためのウェルネス看護診断，南江堂 

・ 松原まなみ，山西みな子：母乳育児の看護学 考え方とケアの実際，メディカ出版，2003． 

・ 鈴木幸子，吉沢豊予子：新版 マタニティアセスメントガイド，新興交易医書出版部，2003． 

・ 末原紀美代：正常産のケア指針，ＭＣメディカ出版，2002． 

・ 進 純郎：周産期の臨床手技１０６，ＭＣメディカ出版，2002． 

・ 堀内成子：産褥・退院支援ガイドブック，ＭＣメディカ出版，2003． 
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時間割番号 012047 

科目名 母性看護学実習 科目 ID MN-371800-E 

担当教員 松﨑 政代, 廣山 奈津子[MATSUZAKI Masayo, HIROYAMA NATSUKO] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Practice of Maternal and Infant Nursing 

【科目責任者】松﨑 政代 

主な講義場所 

看護学実習室２（３号館１７階）、附属病院、賛育会病院ほか 

授業の目的、概要等 

この科目では，母性看護学で学んだ基礎知識を，実際の看護展開に活用できるよう，周産期の女性に関する看護計画立案と実践を通して

母性看護学領域に特有の看護の思考過程および基礎技術を習得する。 

授業の到達目標 

母性看護学で学習した知識を基礎として，母子の健康をアセスメントし看護援助の計画・立案が行え，母性看護学の対象と看護援助の特

徴をふまえた看護技術を習得し，母性看護学実習を行う上で必要な看護実践能力を養うことを目標とする。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方

法・その他 
1 9/25 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 技術テスト・オリ

エンテーション 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
2 9/26 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
3 9/28 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
4 9/29 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
5 10/2 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
6 10/3 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
7 10/5 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
8 10/6 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
9 10/10 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 技術テスト・オリ

エンテーション 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
10 10/11 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
11 10/12 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
12 10/13 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
13 10/16 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
14 10/17 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
15 10/19 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
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16 10/20 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
17 10/23 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 技術テスト・オリ

エンテーション 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
18 10/24 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
19 10/26 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
20 10/27 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
21 10/30 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
22 10/31 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
23 11/3 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
24 11/6 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 技術テスト・オリ

エンテーション 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
25 11/7 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
26 11/9 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
27 11/10 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
28 11/13 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
29 11/14 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
30 11/16 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
31 11/17 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
32 11/20 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 技術テスト・オリ

エンテーション 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
33 11/21 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
34 11/23 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
35 11/24 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
36 11/27 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
37 11/28 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
38 11/30 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
39 12/1 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
40 12/4 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ 母性看護学実習 技術テスト・オリ 松﨑 政代,  詳細については実
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ルス看護学分野）, 外部病院等 エンテーション 廣山 奈津子 習要項参照 
41 12/5 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
42 12/7 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
43 12/8 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
44 12/11 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
45 12/12 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
46 12/14 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
47 12/15 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
48 1/9 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 技術テスト/オリ

エンテーション 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
49 1/10 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
50 1/11 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
51 1/12 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
52 1/15 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
53 1/16 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
54 1/18 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
55 1/19 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
56 1/22 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 技術テスト/オリ

エンテーション 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
57 1/23 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
58 1/25 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
59 1/26 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
60 1/29 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
61 1/30 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
62 2/1 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
63 2/2 08:00-17:00 その他（保・リプロダクティブヘ

ルス看護学分野）, 外部病院等 
母性看護学実習 産科領域での看

護実習 
松﨑 政代,  

廣山 奈津子 
詳細については実

習要項参照 
 

授業方法 

病院での受持に対する看護過程の展開実習および見学実習。 
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授業内容 

受持への看護過程を展開し、指導者とともに看護を提供する。 

成績評価の方法 

実習初日技術テスト 4 種目中3 種目不合格であった場合は、患者の安全が担保できないため、その時点で落第とする。 

病棟に出てからの評価は以下の通りである。 

臨床での思考，態度，技術の側面から総合的に評価する。 

 Ａ．看護の思考過程  ４０％  

     情報収集、アセスメント、看護問題・課題の抽出、目標、具体策の設定、看護計画の評価などを実習記録と実習内容からそれぞれ 5

段階で評価する。  

Ｂ．看護技術     ２５％ 

    観察技術、援助技術などを実習内容からそれぞれ 5 段階で評価する。 

 Ｃ．実習態度・意欲    ３５％ 

    積極性、責任感、チームワーク、社会性など専門職としての態度、行動をそれぞれ 5 段階で評価し、ABC の合計をもって総合評価

する。  

出席を重視する。技術テストをクリアしていた場合でも､3/4 以上の出席がなければ落第とする。 

成績評価の基準 

90 点以上で A＋，80 点以上A，70 点以上B，60 点以上C とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

周産期の看護に関する各講義の基礎的な内容についてはをテキストで予習をしておくこと。 

基礎看護学や成人看護学で学ぶ看護過程や関連図については習得されていることが前提ルので復習をしておくこと。臨床の状況につい

て引きつけて考えるためには、母性衛生、助産学会誌などの学術誌、およびペリネイタルケアや助産雑誌などの専門職のための月刊誌

などの内容に日常的にアクセスしておくことが望ましい。 

試験の受験資格 

母性看護学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、演習を修了していること。 

モジュールの単位判定 

3／4 の出席があること。 

教科書 

母性看護技術 = Practice to maternal nursing／荒木奈緒, 中込さと子, 小林康江編,荒木, 奈緒,中込, さと子,小林, 康江,：メディカ出版，2019 

母性／前原澄子 編,前原, 澄子, 1936-2019,：中央法規出版，2011 

母性Ⅱ／前原澄子 編,：中央法規出版，2011 

エビデンスをもとに答える妊産婦・授乳婦の疑問 92／堀内成子 総編集,飯田真理子, 中村幸代, 永森久美子, 八重ゆかり 分担編集,堀内, 

成子, 1955-,飯田, 真理子,中村, 幸代,永森, 久美子,：南江堂，2015 

マタニティアセスメントガイド／吉沢豊予子, 鈴木幸子編著,吉沢, 豊予子,鈴木, 幸子,：真興交易医書出版部，2019 

・ナーシンググラフィカ 母性看護実践の基本 母性看護学①，メディカ出版，2019. 

・前原澄子：新看護観察のキーポイントシリーズ 母性Ⅰ，中央法規，2011． 

・前原澄子：新看護観察のキーポイントシリーズ 母性Ⅱ，中央法規，2011． 

・横尾京子，中込さと子：ナーシング・グラフィカ 31 母性看護学－母性看護技術，メディカ出版，2007． 

・ＷＨＯ，（戸田律子訳）：ＷＨＯの５９カ条 お産のケア実践ガイド，農文協，1997． 

・北山眞理子ら：今日の助産，南江堂，2013. 

・Doenges,M.E.&Moorhouse,M.F.（柴山森二郎監訳）：看護診断にもとづく母性・新生児看護ケアプラン，医学書院，1998. 

・ Karen M Stolte,（小西恵美子・太田勝正訳）：健康増進のためのウェルネス看護診断，南江堂 

・ 松原まなみ，山西みな子：母乳育児の看護学 考え方とケアの実際，メディカ出版，2003． 

・ 鈴木幸子，吉沢豊予子：新版 マタニティアセスメントガイド，新興交易医書出版部，2016． 

・ 末原紀美代：正常産のケア指針，ＭＣメディカ出版，2002． 

・ 進 純郎：周産期の臨床手技１０６，ＭＣメディカ出版，2002． 

・ 堀内成子：産褥・退院支援ガイドブック，ＭＣメディカ出版，2003． 

・ 長谷川充子：周産期の保健指導とケアＱ＆Ａ，ＭＣメディカ出版，2003． 

参考書 

ＷＨＯの５９カ条お産のケア実践ガイド／ＷＨＯ／〔編〕,戸田律子／訳,：農山漁村文化協会，1999 

ウエルネスからみた母性看護過程+病態関連図／佐世正勝, 石村由利子編,佐世, 正勝,石村, 由利子,：医学書院，2016 
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母乳育児の看護学 : 考え方とケアの実際／松原まなみ, 山西みな子 著,：メディカ出版，2003 

母乳育児支援スタンダード 2 版／日本ラクテーション・コンサルタント協会編,日本ラクテーション・コンサルタント協会,：医学書院，2015 

マタニティアセスメントガイド／吉沢豊予子, 鈴木幸子編著,吉沢, 豊予子,鈴木, 幸子,：真興交易医書出版部，2019 

写真でわかる助産技術 : 妊産婦の主体性を大切にしたケア、安全で母子に優しい助産のわざ／平澤美惠子, 村上睦子 監修,：インターメ

ディカ，2012 

その他，演習の進行に伴い参考文献を提示する。 

他科目との関連 

この科目は，母性看護学と同時に受講することを前提として計画され，後期の母性看護学実習を行う上で必須の基礎知識と基礎技術を習

得するための科目である。他の看護専門科目で習得した看護技術を母性看護学のケアの特徴に沿って活用していくため，既習の知識・技

術を十分理解した上で参加していただきたい。また，この科目は，母性看護学実習に参加するための取得必須科目である。 

履修上の注意事項 

演習が主体であるため，欠席すると補習はできないので注意してほしい。 

備考 

個人情報の保護については、患者情報の記録への取り扱いに注意し病棟外での会話を慎むこと、また患者のみならず自分自身の情報に

ついても安全のために注意して扱うこと。 

参照ホームページ 

赤ちゃんの沐浴(1 か月まで)：https://www.youtube.com/watch?v=T2P9cS1M9ds 

赤ちゃんのおむつ換え：https://www.youtube.com/watch?v=Nham8QzkuXY 

赤ちゃんの全身観察：https://www.youtube.com/watch?v=IworWl6_gFo&t=2s 

連絡先（メールアドレス） 

廣山 奈津子:nhiro.rhn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

廣山 奈津子:平日 AM10:00 -PM5:00 3 号館15 階 リプロダクティブヘルス看護学分野 研究室２ 
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時間割番号 012048 

科目名 老年看護学 科目 ID MN-331900-L 

担当教員 緒方 泰子, 佐々木 美樹, 湯本 淑江[OGATA YASUKO, SASAKI Miki, YUMOTO YOSHIE] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 3 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Gerontological Nursing 

【科目責任者】緒方泰子 

主な講義場所 

・遠隔授業（同期型または非同期型)または対面で行う 

・対面の場合は、保健衛生学講義室1（３号館1８階）ほか 

授業の目的、概要等 

高齢者の心身・社会経済的な変化に関する理解を基盤として、老年期に発症しやすい健康障害・機能障害とそれらに対する基本的な支援

技術を習得する。老年看護学の背景となる日本社会における保健・医療・福祉の動向を知り，医療チームの一員として多角的な視野をも

って看護を提供するための基本的な態度を養う。グループワーク等を活用したアクティブラーニングとして行う。 

授業の到達目標 

１）高齢者の健康障害とそれに伴う諸問題、およびそれらに対する基本的な支援について理解し説明できる。 

２）高齢者と家族に対する看護援助の基本を理解し説明できる。 

３）高齢者の健康状態を維持するための保健・福祉・医療の活動、看護の役割について理解し説明できる。 

４）多くの人生経験を有する高齢者を尊重する態度を示すことができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/10 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1 

老年看護学 高齢者を理解するための基本

的概念について学ぶ。  高齢

者の視点を理解し、看護の基本

姿勢を養う。 

緒方 泰子,  

湯本 淑江,  

佐々木 美樹 

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】対面講義   

【その他】Webclass の資料予習  

2 4/10 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1 

老年看護学 老年期に特有な身体的特徴や

変化について理解する（１）。 
緒方 泰子,  

湯本 淑江,  

佐々木 美樹 

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】グループワーク   

【その他】Webclass の資料予習 
3 4/17 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1 

老年看護学 高齢患者の急性期、慢性疾患

の事例をもとに看護過程を展開

する（１）。 

緒方 泰子,  

湯本 淑江,  

佐々木 美樹 

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】対面講義、グルー

プワーク   

【その他】Webclass の資料予習 
4 4/17 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1 

老年看護学 高齢者をケアする介護職と看

護職の連携のあり方を学ぶ。 
緒方 泰子,  

佐々木 美樹,  

湯本 淑江,  

望月 太敦 

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】対面講義   

【その他】Webclass の資料予習 

5 4/18 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室1 

老年看護学 高齢者ケアにおけるリスク管理 緒方 泰子,  

湯本 淑江,  

佐々木 美樹 

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】対面講義   

【その他】Webclass の資料予習 
6 4/18 16:20-17:50 遠隔授業

（非同期

型） 

老年看護学 薬物動態・静態の加齢変化と高

齢者に与薬する薬物の特徴、

薬剤管理の基本的知識につい

て学ぶ。 

緒方 泰子,  

佐々木 美樹,  

湯本 淑江 

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】非同期ビデオ   

【その他】Webclass の資料予

習、講義後の小テストあり 
7 4/24 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1 

老年看護学 老年期に特有な身体的特徴や

変化について理解する（２）。 
緒方 泰子,  

湯本 淑江,  

佐々木 美樹 

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】課題発表   

【その他】Webclass の資料予習 
8 4/24 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

老年看護学 老年期に特有な身体的特徴や

変化について理解する（３）。 
緒方 泰子,  

湯本 淑江,  

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】課題発表   
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室1 佐々木 美樹 【その他】Webclass の資料予習

9 5/8 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 老年期に特有な身体的特徴や

変化について理解する（４）。

緒方 泰子, 

湯本 淑江, 

佐々木 美樹

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】課題発表   

【その他】Webclass の資料予習

10 5/8 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 特別養護老人ホームなど、医

療機関以外での看護師の役割

について学ぶ。

緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江, 

川崎 千鶴子

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】対面講義   

【その他】Webclass の資料確認

11 5/15 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 老年期に特有な身体的特徴や

変化について理解する（５）。

緒方 泰子, 

湯本 淑江, 

佐々木 美樹

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】課題発表   

【その他】Webclass の資料予習

12 5/15 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 老年症候群・高齢者の転倒や

せん妄の実際と予防ケア、身

体抑制の方法や身体抑制回

避・解除に向けた取り組みにつ

いて学ぶ。

緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江, 

和田 奈美子

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】対面講義   

【その他】Webclass の資料確認

13 5/22 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 高齢者・ケアに関連する課題と

ケアの基本を学ぶ（１）。

緒方 泰子, 

湯本 淑江, 

佐々木 美樹

【到達目標】1）～4）  【学習方

法】課題発表  【その他】

Webclass の資料予習

14 5/22 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 退院支援、地域と病院の連携、

看護の継続などの 実態及びこ

れらに関する高齢者における

課題について学ぶ。

緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江, 

落合 祐子

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】対面講義   

【その他】Webclass の資料確認

15 5/29 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 高齢者・ケアに関連する課題と

ケアの基本を学ぶ（２）。

緒方 泰子, 

湯本 淑江, 

佐々木 美樹

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】課題発表   

【その他】Webclass の資料予習

16 5/29 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 高齢患者の急性期、慢性疾患

の事例をもとに看護過程を展開

する（２）。

緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】グループワーク   

【その他】Webclass の資料予習

17 6/5 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 高齢者・ケアに関連する課題と

ケアの基本を学ぶ（３）。

緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】課題発表   

【その他】Webclass の資料予習

18 6/5 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 高齢者看護における倫理的ジ

レンマとそれに対する意思決

定プロセスを学ぶ。

緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江, 

長尾 祥子

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】対面講義   

【その他】Webclass の資料確認

19 6/12 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 高齢者・ケアに関連する課題と

ケアの基本を学ぶ（４）。

緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】課題発表   

【その他】Webclass の資料予習

20 6/12 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 認知症の病態および症状とそ

の基本的支援方法を学ぶ。

緒方 泰子, 

湯本 淑江, 

佐々木 美樹, 

村山 紀子

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】対面講義   

【その他】Webclass の資料確認

21 6/26 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 高齢者と終末期について学ぶ。 緒方 泰子, 

湯本 淑江, 

佐々木 美樹

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】対面講義   

【その他】Webclass の資料確認

22 6/26 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 高齢患者の急性期、慢性疾患

の事例をもとに看護過程を展開

する（３）。

緒方 泰子, 

湯本 淑江, 

佐々木 美樹

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】グループワーク   

【その他】Webclass の資料予習
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23 7/3 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 高齢患者の急性期、慢性疾患

の事例をもとに看護過程を展開

する（４）。

緒方 泰子, 

湯本 淑江, 

佐々木 美樹

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】課題発表   

【その他】Webclass の資料予習

24 7/3 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室1

老年看護学 高齢患者の急性期、慢性疾患

の事例をもとに看護過程を展開

する（５）。

緒方 泰子, 

湯本 淑江, 

佐々木 美樹

【到達目標】1）～4）   

【学習方法】課題発表   

【その他】Webclass の資料予習

授業方法 

講義形式の授業に加え、学生間でのグループワークやプレゼンテーション、モデルケースを使用しての看護展開を学生自らが行う。 

成績評価の方法 

以下の項目について総合的に評価を行う。 

１）出席状況 

・ 出席とは、対面授業への参加や、遠隔授業への参加を指す。

２）課題への取り組み姿勢・授業への参加態度 

・ 同期型授業では、原則、Zoom のカメラはオンとし、顔が映るように設定する。

・ 授業中の発言状況、グループワーク・資料の作成・プレゼンテーションへの責任ある参加度合いを評価する。

３）期末テスト 

・ テキストや配布資料等に記載された英語（単語や文章）を試験に引用するため、よく理解しておく必要がある。

成績評価の基準 

１）出席状況（15％） 

･ Zoom での出席：講義を最初から最後まで参加しているログが確認出来た場合。 

・ 非同期型の場合：webclass での確認テストが提出された場合を出席とする。

２）課題への取り組み姿勢・授業への参加態度（15％） 

３）期末テスト（70％） 

※上記１）〜３）の配分を基本に総合的に評価する。提出期限を守らない場合、減点の対象となる。繰り返し提出期限を過ぎる場合は、成

績評価の対象としない。総合得点が 60 点以上の者を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

・授業中に提示された課題について、グループ毎に取り組み（グループワーク）、学習成果を発表する機会を設けている。

・課題についての事前準備学習（情報収集、資料作成など）が必要となる。課題には、老年医学等の英文の専門書を用いて行うものも含ま

れる。 

・学習の資料には、下記参考書、授業を通じて配布した資料などを用いるとよい。

試験の受験資格 

本学試験規則に準じ、授業に 2／3 以上出席していること。 

・出席とは、対面授業あるいは遠隔授業（同期型）に、授業の最初から最後まで参加している場合をいう。非同期型の場合は、webclass で

の確認テストが提出された場合を出席とする。 

教科書 

最新老年看護学第4 版 2022 年版／水野敏子 [ほか] 編,水野, 敏子,高山, 成子,三重野, 英子,會田, 信子,水谷, 信子,：日本看護協会出版

会，2022 

参考書 

実践!高齢者のフィジカルアセスメント : 手技と事例で学ぶ : 老化を理解して、異常を見逃さない! : オールカラー : 病院・在宅・訪問で使

える／角濱春美 著,大西基喜 医学監修,：メディカ出版，2017 

Ham's primary care geriatrics : a case-based approach Seventh Edition／[edited by] Richard J. Ham ... [et al.],Ham, Richard J.,Sloane, Philip 

D.,Warshaw, Gregg A.,Potter, Jane F.,Flaherty, Ellen,：Elsevier/Saunders，2021 

生活機能からみた老年看護過程+病態・生活機能関連図／山田律子, 萩野悦子, 内ケ島伸也, 井出訓 編集,：医学書院，2016 

根拠と事故防止からみた老年看護技術／亀井智子 編集,：医学書院，2016 

認知症ケアガイドブック = GUIDEBOOK FOR DEMENTIA CARE／日本看護協会 編集,日本看護協会,：照林社，2016 

老年看護学技術 : 最後までその人らしく生きることを支援する／真田弘美, 正木治恵編集,真田, 弘美,正木, 治恵,：南江堂，2020 

他科目との関連 

 対象別看護として高齢者を対象としているため，病態学，生理学などの基礎的な医学知識や基礎・成人看護学における内容をふまえな

がら，高齢者の特徴等にもとづく看護学の授業を展開する。 
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履修上の注意事項 

１）原則として、授業中の入退室は認めない。    ２）授業中にスクリーン、Zoom 等の画面を撮影することを禁止する。    ３）講義資料等

を、受講登録者以外に配布・公開することを禁止する。    ４）WebClass やメールを通じた資料配布・連絡を行う場合があるので、担当教

員の指示に従い確認すること。    ５）授業日時・内容（順序等）・方法は変更することがある。 

備考 

・授業内では，グループワークを実施し，その実施結果のプレゼンテーションを行う。積極的に参加すること。 

・オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 

 2022 年度の授業評価を踏まえ、授業のスケジュールを工夫した。（例：課題2 の発表を同日最大2 グループまでとした。） 

連絡先（メールアドレス） 

緒方 泰子:yogata.gh＠tmd.ac.jp  3 号館19 階 

オフィスアワー 

緒方 泰子:オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 
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時間割番号 012049 

科目名 老年看護学演習 科目 ID MN-352000-S 

担当教員 緒方 泰子, 佐々木 美樹, 湯本 淑江[OGATA YASUKO, SASAKI Miki, YUMOTO YOSHIE] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Seminar of Gerontological Nursing 

【科目責任者】緒方 泰子 

主な講義場所 

・対面または遠隔授業（同期型または非同期型） 

・対面の場合は，保健衛生学講義室２（３号館８階）、看護学実習室１（３号館17 階）ほか 

授業の目的、概要等 

高齢社会を迎え、老年看護における独自の看護の役割と機能を果たすため、身体的・精神的・社会的な看護ケアの専門的な知識や技術

が求められている。特に、老年期の特徴を踏まえて高齢者の心身の健康状態を適切にアセスメントし、必要な看護やケアを提供すること

は、看護職者の役割として重要である。老年看護学の実践に必要な基礎的なアセスメントの知識・技術について、演習を通じて習得する。

また、患者の立場を経験することを通じて、対象の立場に立った看護やケアを提供していく重要な視点について学ぶ。演習、グループワ

ーク等を活用したアクティブラーニングとして行う。 

授業の到達目標 

１）老年期にある対象の健康障害・機能障害をアセスメントするための基本技術を習得する。 

２）老年期にある対象の身体的・精神的・社会的側面の知識に基づき、１）の基本技術を実施できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/11 13:00-14:30 看護学実習室1, 

看護学実習室2, 

保健衛生学科

講義室1 

老年看護

学演習 
ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄとは何

か 査定の基本技術・

生活状況・精神状態

（認知機能・うつ） 

緒方 泰子, 佐々木 美樹,  

湯本 淑江 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】プレゼンテーショ

ン、演習 

2 4/11 14:40-16:10 看護学実習室1, 

看護学実習室2 
老年看護

学演習 
腹部のアセスメント 湯本 淑江, 緒方 泰子,  

佐々木 美樹 

【到達目標】１）２）  

 【学習方法】演習 
3 4/11 16:20-17:50 看護学実習室1, 

看護学実習室2 
老年看護

学演習 
頭頸部（頭髪・頭蓋・

目・耳・鼻・口）のアセ

スメント 

佐々木 美樹, 緒方 泰子,  

湯本 淑江 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】演習 

4 4/18 13:00-14:30 看護学実習室1, 

看護学実習室2, 

保健衛生学科

講義室1 

老年看護

学演習 
皮膚のアセスメント 松下 真由子, 緒方 泰子,  

佐々木 美樹, 湯本 淑江 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】演習 

5 4/25 13:00-14:30 看護学実習室1, 

看護学実習室2, 

保健衛生学科

講義室1 

老年看護

学演習 
筋骨格系のアセスメ

ント 
湯本 淑江, 緒方 泰子,  

佐々木 美樹 

【到達目標】１）２）   

【学習方法】演習 

6 4/25 14:40-16:10 看護学実習室1, 

看護学実習室2, 

保健衛生学科

講義室1 

老年看護

学演習 
摂食・嚥下機能のアセ

スメント 
雨宮 輝美, 緒方 泰子,  

佐々木 美樹, 湯本 淑江 

【到達目標】１）２）   

【学習方法】演習 

7 4/25 16:20-17:50 看護学実習室1, 

看護学実習室2, 

保健衛生学科

講義室1 

老年看護

学演習 
呼吸器のアセスメント  佐々木 美樹, 緒方 泰子,  

湯本 淑江 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】演習 

8 5/9 13:00-14:30 看護学実習室1, 

看護学実習室2, 

老年看護

学演習 
胸部（心臓）のアセス

メント 
緒方 泰子, 佐々木 美樹,  

湯本 淑江 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】演習 
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保健衛生学科

講義室1 
9 5/9 14:40-16:10 保健衛生学科

講義室1 
老年看護

学演習 
高齢者の感染のアセ

スメント 
網中 眞由美, 緒方 泰子,  

佐々木 美樹, 湯本 淑江 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】演習 
10 5/9 16:20-17:50 保健衛生学科

講義室1 
老年看護

学演習 
高齢者のニーズのア

セスメント 
落合 祐子, 緒方 泰子,  

佐々木 美樹, 湯本 淑江 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】グループワー

ク、演習 
11 5/16 13:00-14:30 看護学実習室1, 

看護学実習室2, 

保健衛生学科

講義室1 

老年看護

学演習 
高齢者の健康・生活

に関するアセスメント 
緒方 泰子, 佐々木 美樹,  

湯本 淑江 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】演習 

12 5/16 14:40-16:10 看護学実習室1, 

看護学実習室2, 

保健衛生学科

講義室1 

老年看護

学演習 
神経系のアセスメント

（１） 
緒方 泰子, 佐々木 美樹,  

湯本 淑江 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】演習 

13 5/16 16:20-17:50 看護学実習室1, 

看護学実習室2, 

保健衛生学科

講義室1 

老年看護

学演習 
神経系のアセスメント

（２）  フィジカルアセ

スメント総括オリエン

テーション 

緒方 泰子, 佐々木 美樹,  

湯本 淑江 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】演習 

14-15 6/19 10:30-12:00 看護学実習室1, 

看護学実習室2 
老年看護

学演習 
フィジカルアセスメン

ト総括 
緒方 泰子, 佐々木 美樹,  

湯本 淑江 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】演習、実技テスト 
16-17 6/19 8:50-10:20 看護学実習室1, 

看護学実習室2 
老年看護

学演習 
フィジカルアセスメン

ト総括 
緒方 泰子, 佐々木 美樹,  

湯本 淑江 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】演習、実技テスト 
 

授業方法 

講義、演習、グループワーク等 

（老年期にある対象を理解した上で、看護援助の知識に基づいた技術を講義、演習、グループワーク等を通じて養う。） 

成績評価の方法 

以下の項目により評価を行う。 

１）出席状況・授業への参加態度 

  ※出席とは対面授業または遠隔授業への参加をさす。 

   Zoom での出席は、最初から最後までのログが確認できた場合とする。 

  ※原則、Zoom のカメラはオンとし、顔が映るように設定する。 

２）課題の提出・内容 

   ※期限内の提出、内容の完成度 

３）技術テスト 

   ※的確に実施できた場合  

４）期末テスト（筆記試験） 

成績評価の基準 

１）出席状況・授業への参加態度（20％） 

  ※全出席で積極的な授業参加   

２）課題の提出・内容（10%） 

  ※期限内の提出、内容の完成度 

３）技術テスト（20％） 

  ※的確に実施できた場合  

４）期末テスト（筆記試験）（５0％） 

準備学習等についての具体的な指示 

１）講義・演習内容について、テキストの当該個所を事前学習しておくこと。テキストに掲載されていない講義内容は授業中に資料として配

布するが、関連する内容について他の書籍等で確認しておくとなおよい。 

２）WebClass やメールを通じた資料配布・連絡を行う場合があるので、担当教員の指示に従い確認すること。 
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３）演習着については、随時指定する。 

４）技術テストに関しては、事前にオリエンテーションを行う。期限までに必要な課題を提出し、テストに臨むこと。 

 

試験の受験資格 

本学試験規則に準じ、授業に 2／3 以上出席していること。 

教科書 

フィジカルアセスメント完全ガイド = Physical Assessment Ultimate Guide／藤崎郁 執筆,伴信太郎 医学監修・実技指導,：学研メディカル秀

潤社，2017 

参考書 

実践!高齢者のフィジカルアセスメント : 手技と事例で学ぶ : 老化を理解して、異常を見逃さない! : オールカラー : 病院・在宅・訪問で使

える／角濱春美 著,大西基喜 医学監修,：メディカ出版，2017 

根拠と事故防止からみた老年看護技術／亀井智子編集,亀井, 智子,：医学書院，2020 

生活機能からみた老年看護過程+病態・生活機能関連図／山田律子, 内ケ島伸也編集,山田, 律子,内ヶ島, 伸也,秋下, 雅弘,：医学書院，

2020 

他科目との関連 

老年看護学をふまえて、演習を行う。学習内容、看護技術は基礎看護学からの積み上げとなる。また他科目と連動する内容もあるため指

定教科書・参考書に限らず、広く学習されたい。 

履修上の注意事項 

１）原則として、授業中の入退室は認めない。  ２）授業中にスクリーン、Zoom 等の画面を撮影することを禁止する。  ３）原則として欠席

は認めない  ４）講義資料等を、受講登録者以外に配布・公開することを禁止する。  ５）授業日時・内容（順序等）・方法は変更することが

ある。 

備考 

・授業内では、グループワークを実施し、その結果のプレゼンテーションを行うこともある。積極的に参加すること。 

・オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 

・2022年度の授業評価では改善が必要な点はなかったが、対面での演習を行えなくなった場合には、自宅でも実技演習が行えるよう工夫

する（物品の事前配布等）。 

連絡先（メールアドレス） 

緒方 泰子:yogata.gh＠tmd.ac.jp  3 号館19 階 

オフィスアワー 

緒方 泰子:オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 
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業療法訓練 
8 6/5 16:20-17:50 看護学実

習室1 
リハビリテーシ

ョンにおける多

職種連携と看護

の役割 

高齢者へのリハビリテー

ション看護・多職種連携 
佐々木 美樹, 緒方 泰子,  

湯本 淑江 
【到達目標】1）２）３）   

【学習方法】グループワ

ーク、プレゼンテーショ

ン 
 

授業方法 

対面にて授業を実施 

講義、演習、グループワーク、プレゼンテーションなど 

成績評価の方法 

以下の項目により評価を行う。 

１）出席状況・授業への参加態度 

  ※出席とは、対面への授業または同期型授業への参加をさす。 

   zoom での出席は、講義を最初から最後まで参加しているログが確認出来た場合とする。 

   非同期型の場合は、課されたレポート等の提出が確認された場合とする。 

  ※原則、Zoom のカメラはオンとし，顔が映るように設定する。 

２）リフレクションレポート 

３）授業に関連した課題レポート 

  ※課題レポートは、講義内容に関連した分野の研究論文（英文）をもとに作成する。研究論文（英文）は後日提示する。 

成績評価の基準 

１）出席状況・授業への参加態度（20％） 

  ※全出席で積極的な授業参加 満点（20 点） 

２）リフレクションレポート（10％） 

  ※全授業に対して提出 満点（10 点） 

２）授業に関連した課題レポート（70％） 

  ※課題レポートの内容 満点（70 点＝100 点×70％） 

準備学習等についての具体的な指示 

講義内容について予習をしておくこと。テーマごとに専門の講師が講義を行う予定なので、基礎知識があると質問がしやすいという利点

がある。 

また後期の老年看護学実習においてリハビリテーションが必要な患者を受け持つ機会もあるため、実習の前にリハビリテーションの知識

を深めておくことでより良い実習に向けた準備となる。 

試験の受験資格 

本学試験規則に準じ、授業に 2／3 以上出席していること。 

参考書 

リハビリテーション看護（改訂第 3 版） : 障害のある人の可能性とともに歩む／酒井 郁子 編集,金城 利雄 編集,深堀 浩樹 編集,酒井 

郁子,金城 利雄,深堀 浩樹,：南江堂，2021-01-19 

他科目との関連 

解剖学、生理学、疾病論などの医学知識、基礎看護学、ライフサイクル別看護学、在宅看護学、地域看護学の教科目のみならず、社会福

祉学、保健医療制度論などの分野と関係づけていくことが必要である。 後期の臨地実習でリハビリテーション病院を希望する者は、この

科目を履修すること。病院の受け入れ人数には上限がある。ただし、今年度は、感染拡大の影響を受け、病院の受け入れ中止の可能性

もある。 

履修上の注意事項 

１）原則として、授業中の入退室は認めない。  ２）授業中にスクリーン、Zoom 等の画面を撮影することを禁止する。  ３）講義資料等を、

受講登録者以外に配布・公開することを禁止する。  ４）実技を学ぶ際の服装、準備物品については随時指示する。  ５）授業日時・内容

（順序等）・方法は変更することがある。 

備考 

・授業内では，グループワークを実施し、その結果のプレゼンテーションを行う。積極的に参加すること。 

・オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 

・2022 年度の授業評価では改善が必要な点はなかったが、グループワーク等のアクティブラーニングに加え、疑問点等への丁寧な対応

を継続する。 
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老時間割番号 012051 

科目名 老年看護学実習 科目 ID MN-372200-E 

担当教員 緒方 泰子, 佐々木 美樹, 湯本 淑江[OGATA YASUKO, SASAKI Miki, YUMOTO YOSHIE] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 3 単位数 3 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Gerontological Nursing Practicum 

【科目責任者】緒方泰子 

授業の目的、概要等 

老年期にある人と家族の特徴を理解し，対象の個別性や状況に応じた看護の必要性を十分に考慮した上で，看護実践を展開する。 

各学生は患者1 名を担当し、看護計画を立て看護過程を展開する、実践をリフレクションしながら学習する（アクティブラーニング）。 

授業の到達目標 

（１）老年期にある人とその家族（以下，対象者とする）の身体的・心理的・社会的側面を統合し，全体像をとらえ，看護過程を展開する。 

１）情報収集 

①対象者の身体的側面の情報を収集する。（健康障害の経過，治療，予後など） 

②対象者の心理的側面の情報を収集する。（生きがいなど対象者が大切にしていることも含める） 

③家族的背景およびソーシャルサポートなどの社会的側面の情報を収集する。 

２）アセスメント 

①対象者の日常生活全般における動作や活動の障害および精神機能のレベルを分析する。 

②対象者の自立と依存のバランスを考え，自己決定やセルフケア能力のレベルを明らかにする。 

③対象者の潜在している能力や機能を的確に判断する。 

④対象者の特徴を統合し，全体像を図示し，説明する。 

⑤看護問題について，個別性を反映した適切な表現で記述する。 

３）計画立案 

①看護問題に対し，長期的・短期的目標を設定する。 

②状況に合わせて，看護上の問題の優先順位をつける。 

③対象者の個別性を考慮し，実施可能な看護援助を記述する。 

④スタッフとの連携を図るため，計画を説明し共有する。 

４）計画の実施 

①対象者の安全・安楽を考慮し，的確な技術で実施する。 

②看護援助に対する対象者の反応に応じて，計画を修正する。 

③実施した看護援助の状況を，スタッフに説明することができる。 

５）評価 

①目標への達成度の評価を記述する。 

②評価に基づき，看護計画を修正する。 

（２）保健・医療・福祉のスタッフの役割・活動内容を理解し，看護の役割，活動内容について考える。 

１）対象者に関わる保健・医療・福祉職の活動内容を把握する。 

２）看護と介護を比較し，共通点，相違点を考える。 

３）看護の役割・活動の課題と展望を考える。 

（３）高齢者の専門医療機関（老人病院）や施設の特徴を理解する。 

一般病院と高齢者の専門医療機関や施設について，基本的なシステムの違いを知るとともに，ケアに関連してどのような課題があるのか

を整理する。 

*各実習期間を通じて上記目標が達成される。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1-5 9/25 08:50-17:50 看護学実習室1 老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】演習   

【その他】実習要項参照 
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6-10 9/26 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
11-15 9/28 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
16-20 9/29 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
21-25 10/2 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
26-30 10/3 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
31-35 10/5 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
36-40 10/6 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
41-45 10/10 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
46-50 10/13 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
51-55 10/16 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
56-60 10/17 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
61-65 10/19 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
66-70 10/20 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
71-75 10/23 08:50-17:50 看護学実習室1 老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】演習   

【その他】実習要項参照 
76-80 10/24 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
81-85 10/26 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
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86-90 10/27 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 

91-95 10/30 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
96-10

0 
10/31 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
101-1

05 
11/2 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
106-1

10 
11/6 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
111-1

15 
11/7 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
116-1

20 
11/9 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
121-1

25 
11/10 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
126-1

30 
11/13 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
131-1

35 
11/14 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
136-1

40 
11/16 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
141-1

45 
11/17 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
146-1

50 
11/20 08:50-17:50 看護学実習室1 老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】演習   

【その他】実習要項参照 
151-1

55 
11/21 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
156-1

60 
11/24 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
161-1

65 
11/27 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
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166-1

69 
11/28 08:50-16:10 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 

170-1

74 
11/30 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
175-1

78 
12/1 08:50-16:10 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
179-1

83 
12/4 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
184-1

88 
12/5 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
189-1

93 
12/7 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
194-1

98 
12/8 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
199-2

03 
12/11 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
204-2

08 
12/12 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
209-2

13 
12/14 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
214-2

18 
12/15 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
219-2

23 
12/18 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
224-2

28 
12/19 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
229-2

33 
12/21 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
234-2

38 
12/22 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
239-2

43 
1/9 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】演習   

【その他】実習要項参照 
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244-2

48 
1/11 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
249-2

53 
1/12 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
254-2

58 
1/15 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
259-2

63 
1/16 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
264-2

68 
1/18 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
269-2

73 
1/19 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
274-2

78 
1/22 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
279-2

83 
1/23 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 

284-2

88 
1/25 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
289-2

93 
1/26 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
294-2

98 
1/29 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
299-3

03 
1/30 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
304-3

08 
2/1 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】実習  

 【その他】実習要項参照 
309-3

13 
2/2 08:50-17:50 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照  

【学習方法】実習   

【その他】実習要項参照 
314-3

15 
2/5 08:50-12:00 その他（保・高

齢社会看護ケ

ア開発学分野） 

老年看護学実習 詳細については

実習要項参照 
緒方 泰子, 

佐々木 美樹, 

湯本 淑江 

【到達目標】実習要項参照   

【学習方法】グループワーク/課題

発表  【その他】実習要項参照 
 

授業内容 

（詳細については実習要項参照） 

成績評価の方法 

１）出席状況 
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２）実習への取組態度、中間カンファレンス・最終カンファレンスへの出席 

３）看護計画等の記録物の内容 

４）課題レポート 

成績評価の基準 

１）出席状況・実習への取組態度 ３０% 

  *必要出席日数は本学試験規則に準じ、全実習日数の３/４以上。 

２）看護計画等の記録物の内容・提出期限の順守 ５０％ 

  *日々の記録・実施、看護計画の立案・評価、老人保健施設実習のレポートほか 

３）課題レポートの内容・提出期限の順守 ２０％ 

・上記１）〜４）の配分を基本に総合的に評価する。 

・提出期限を守らない場合、減点の対象となる。繰り返し提出期限を過ぎる場合は、成績評価の対象としない。 

・総合得点が 60 点以上の者を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

実習初日の学内演習で、受け持ち患者が概ね決定するため、関連する疾患などを自己学習する必要がある。老年期の患者は疾患が多

いため、前期の講義などで疾病、薬剤、検査、アセスメントなどの基礎知識を復習しておくことで実習が順調に進む。学習の資料には、下

記の参考書や前期の「老年看護学」授業資料などを用いるとよい。 

参考書 

ユマニチュード入門／本田美和子, イヴ・ジネスト, ロゼット・マレスコッティ 著,：医学書院，2014 

図解・症状からみる老いと病気とからだ／高橋龍太郎 著,：中央法規出版，2002 

高齢者の看護技術 : カラー写真で学ぶ／大塚眞理子 編著,：医歯薬出版，2012 

エビデンスに基づく症状別看護ケア関連図／阿部俊子 監修,小板橋喜久代, 山本則子 編集,：中央法規出版，2013 

高齢者排尿障害マニュアル : より適切な対応をめざして／老人泌尿器科学会 編,：メディカルレビュー社，2002 

高齢者介護施設の褥瘡ケアガイドライン／高齢者施設における褥瘡ケアガイドライン作成委員会 編,：中央法規出版 

整形外科／加藤光宝 編,：中央法規出版，2011 

高次脳機能障害学／石合純夫 著,：医歯薬出版，2012 

備考 

ツイッター等のソーシャルメディアへの投稿に対する注意事項について 

 実習で知り得た患者や住民の情報を、無断で外部に持ち出したり、不用意に公の場で話したり、ソーシャルメディア（ツイッター、ブログ、

ソーシャルネットワーキングサービス、動画共有サイトなど）に発信してはならない。諸君の軽率な行動が、個人情報の漏洩や、個人の尊

厳・感情を傷つけることにつながり、受け入れ先をはじめ多くの人に迷惑をかけることになる。いったん拡散した情報は取り消すことがで

きないので、情報の取り扱いに注意すること。 

 2022 年度の授業評価結果を踏まえ、2023 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

 実習期間中は、上記時間割日程に含まれていない日程であっても実習を行う可能性がある。 

 （例：水曜日など） 

連絡先（メールアドレス） 

緒方 泰子:yogata.gh＠tmd.ac.jp  3 号館19 階 

佐々木 美樹:m-sasaki.gh@tmd.ac.jp 

湯本 淑江:yumoto.gh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

緒方 泰子:オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 

佐々木 美樹:オフィスアワーは特に定めないが，事前にアポイントをとったうえで訪問してください。 

連絡先メール：m-sasaki.gh@tmd.ac.jp 
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地域保健看護学Ⅱ 

時間割番号 012053 

科目名 地域保健看護学Ⅱ 科目 ID MN-332400-L 

担当教員 月野木 ルミ, 津田 紫緒[TSUKINOKI Rumi, TSUDA SHIO] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Community Health NursingⅡ 

【科目責任者】：月野木 ルミ 

主な講義場所 

・遠隔授業（Zoom 同期型） 

・保健衛生学講義室1（3 号館18 階）ほか 

別途指示する 

授業の目的、概要等 

地域看護・公衆衛生看護の対象を、個人、家族や集団、地区組織の枠組みで理解する。その基礎となる家族看護学等の理論と支援の実

際を講義およびグループワークなどを活用したアクティブラーニングを通して学ぶ。 

授業の到達目標 

1）「1～8 回」家族看護学等の理論体系と実際の家族支援、集団・地域支援について理解する。 

2）「3～4,8 回」乳幼児から高齢者までを対象とする地域看護・公衆衛生看護の場面においてみられる多様な家族像を理解し、その家族の

健康課題を把握し，看護の支援の方法を理解する。また、家族アセスメントの方法を理解する。 

3）「1,5～7 回」地区組織活動の考え方、地域における集団支援、地域づくりにおける実際について理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1-2 4/14 10:30-14:30 保健衛生学

科講義室1 
地域保健

看護学Ⅱ 
個人、家族に対する支

援概念と家庭訪問 
月野木 ルミ,  

津田 紫緒 
【到達目標】1）、2）、3）   

【学習方法】対面講義、グループワーク、

課題発表、   

【その他】課題レポート 
3-4 4/28 13:00-16:10 保健衛生学

科講義室1 
地域保健

看護学Ⅱ 
家族の健康課題に応じ

た家族支援 
津田 紫緒 【到達目標】1）、2）   

【学習方法】対面講義、事例検討、グルー

プ討論、課題発表   

【その他】小レポート 
5 5/12 13:00-14:30 遠隔授業 

（同期型） 
地域保健

看護学Ⅱ 
地区組織活動の実

際  ：文京区社会福祉協

議会 

榎本 涼子 【到達目標】1）、3）   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】小レポート 
6 5/12 14:40-16:10 遠隔授業 

（同期型） 
地域保健

看護学Ⅱ 
特別区保健師の行う母

子保健活動の実際：乳

幼児健康診査、家庭訪

問など 

天野 和恵 【到達目標】1）、3）   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】小レポート 

7 5/19 13:00-14:30 遠隔授業 

（同期型） 
地域保健

看護学Ⅱ 
都道府県保健師の行う

家族支援の実際：精神

保健 

菊池 宏幸 【到達目標】1）、3）   

【学習方法】遠隔講義   

【その他】小レポート 
8 5/19 14:40-16:10 遠隔授業 

（同期型） 
地域保健

看護学Ⅱ 
地域のおける集団・組織

支援の概論とまとめ 
月野木 ルミ 【到達目標】1）、2）   

【学習方法】遠隔講義、グループワーク   

【その他】課題レポート 
 

授業方法 

講義形式の授業に加え、グループワーク、グループ討論などのアクティブラーニングを取り入れるほか、事例や統計資料を活用した学習

展開を学生が主体的に行う。 

授業内容 

授業は以下の方法で行う。 
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1.講義：事前または講義開始時に示す資料を基づく講義（対面・遠隔同期型）を行う。 

2.グループワーク：グループに分かれ事前または授業中に示す課題について討議し、その結果を学生間で共有する。また学習成果をまと

めて、個人、グループ単位で提出する。 

3.課題レポート：事前に示す課題について、資料収集・整理の上、考察を加え提出する。 

成績評価の方法 

以下の項目について総合的に評価を行う。 

1）出席状況 

  ・対面授業への出欠、Zoom ログイン記録から確認する参加状況。 

2）課題への取り組み姿勢・授業への参加態度 

  ・授業中の取り組みや反応を評価するため、原則Zoom のカメラはオンとする。 

  ・授業中の発言状況、グループワーク・資料の作成・プレゼンテーションへの責任ある参加状況を評価する。 

3）課題レポート 

  ・レポートの期限内提出状況・内容により評価する。 

成績評価の基準 

1）出席状況（欠席、遅刻等を減点） 

2）課題への取り組み姿勢・授業への参加態度や（30％） 

3）課題レポート（70％） 

上記1）～3）の成績評価の方法に示す各項目の成績の合計により評価を行い、100 点満点中60 点以上を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

授業内容の理解を深めるため、次回の講義で取り扱う資料や教科書の該当箇所（参考書を含む）を事前に読んでおくこと。また、事後学習

として、授業で学んだことについて、資料を用いてふりかえる振り返ることが望ましい。 

試験の受験資格 

本科目では定期試験は実施しない。 

教科書 

公衆衛生看護学／上野昌江, 和泉京子編,上野, 昌江,和泉, 京子,：中央法規出版，2020 

(DVD)地域看護活動とヘルスプロモーション/続・地域看護活動とヘルスプロモーション(丸善出版株式会社） 

参考書 

家族看護学 : 理論と実践 第 5 版／鈴木和子, 渡辺裕子, 佐藤律子著,鈴木, 和子( 看護学),渡辺, 裕子,佐藤, 律子,：日本看護協会出版

会，2019 

家族生活力量モデル：アセスメントスケールの活用法／家族ケア研究会 編著：医学書院，2002 

家族看護学：理論とアセスメント／Marilyn M. Friedman 著、野嶋佐由美 監訳：へるす出版，1993 

地域看護学講座２ 家族ケア（第2 版）／島内節 編：医学書院，1999 

国民衛生の動向 2022/2023 (厚生の指標2021 年8 月増刊)／国民衛生の動向 2022/2023（第69 巻第9 号）：中央法規出版，2022-08 

保健師業務要覧／井伊久美子, 勝又浜子, 森永裕美子, 荒木田美香子, 坂本真理子, 村嶋幸代 編,井伊, 久美子,勝又, 浜子,森永, 裕美子,

荒木田, 美香子,坂本, 真理子, 看護学,村嶋, 幸代, 1951-,：日本看護協会出版会，2021 

他科目との関連 

本科目は地域保健看護学Ⅰのほかに母性看護、小児看護、成人看護、老年看護の発達段階別看護領域すべてに関連する。関連科目の

学習を振り返りつつ、家族看護、地域の視点で統合することが必要である。  

履修上の注意事項 

1）原則として、授業中の入退室は認めない。  2）授業中にスクリーン、Zoom 等の画面を撮影することを禁止する。  3）講義資料等を、受

講登録者以外に配布・公開することを禁止する。  4）WebClass やメールを通じた資料配布・連絡を行う場合があるので、担当教員の指示

に従い確認すること。  5）授業日時・内容（順序等）・方法は変更することがある。 

連絡先（メールアドレス） 

月野木 ルミ:r-tsukinoki.phn@tmd.ac.jp 

津田 紫緒:3 号館19 階地域保健看護学研究室2 03-5803-4573 tsuda.phn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

月野木 ルミ:メールにてアポイントを取ること。 3 号館19 階 

津田 紫緒:アポイントをとった上で随時実施 
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8-9 6/9 08:50-12:00 看護学実習室2, 

看護学実習室4, 

保健衛生学科

講義室1 

在宅看護

学演習 
在宅療養者の摂食嚥下の

援助：理論と実際 
福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介,  

戸原 玄 

【到達目標】④、⑤   

【学習方法】講義、グループ討

議、全体討論    

【事後学習】リフレクションシート 
10-11 6/9 13:00-16:10 保健衛生学科

講義室1 
在宅看護

学演習 
看護過程③④グループワ

ーク 
福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】①   

【学習方法】講義、グループ討

議、全体討論    

【事後学習】リフレクションシート 
12-13 6/16 08:50-12:00 保健衛生学科

講義室1 
在宅看護

学演習 
在宅看護に関する最新の

知見 
福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】①   

【学習方法】講義、全体討論   

【事後学習】リフレクションシート 
14-15 6/16 13:00-16:10 看護学実習室2, 

看護学実習室4, 

保健衛生学科

講義室1 

在宅看護

学演習 
看護過程⑤⑥ロールプレ

イ演習 
福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】①、②   

【学習方法】講義、グループ討

議、全体討論    

【事後学習】リフレクションシート 
 

授業方法 

 授業は以下のように行う。 

1)授業には、授業明細に示された範囲について事前に予習をしてから臨むことが必要である。 

2)講義：演習の前に講義を行う。講義は、各回の中で重要なこと、発展的なことを中心に行う。基本的なことで、教科書を見れば簡単にわ

かるようなことは自習に任せる。講義の資料については、講義前に PDF を Webclass にあげておくので授業前に必ず目を通しておく。 

3)演習：数人のグループに分かれて行う。グループメンバー個々が積極的に参加し、役割を遂行できるよう互いに協力し合う。 

4)リアクションペーパー：Webclass に提示する項目に、授業終了後回答、送信してもらう。講義への関心、講義内容の理解については、講

義内容の改善に役立てる。また、学んだことの概要や、講義への感想・意見を整理することは、復習や自己の課題を見出す助けとなる。 

授業内容 

授業内容な授業スケジュールに示してある。 

各回の授業では、授業内容の解説、討議、リアクションペーパーで示された内容についての質疑応答を行う。 

成績評価の方法 

 成績評価の方法 

在宅看護学演習は、以下の 2 つの項目で評価を行う。なお、重要項目のうち、専門分野では英単語を用いることが想定されるものについ

ては、英文による問題もありうる。 

1)定期試験：60％；全体で 6 割以上の得点を必須とする。授業全般のうち、重要事項について知識と応用を問う問題を出題する。試験は、

授業中に示した症例または同レベル程度のものを理解し、説明できることが必要となる。 

2)授業中の討議後に課される課題：20％；グループで討議した内容について、グループごとに課題を提出する。グループメンバー全員で

確認のうえで提出されたものとする。提示された締め切り日までに提出すること。締め切りを過ぎた場合には未提出の扱いとする。 

3)出席状況：20％ 

成績評価の基準 

 上記の成績評価の方法に示す各項目の成績の合計（60 点未満：不合格、60－69 点：可、70－79 点：良、80－89 点：優、90 点：秀）により

評価を行う。試験問題、課題は、授業の達成目標に達しているかを評価し、そのことが確認されたところで合格とする。 

 なお、リアクションペーパーにおいて、授業で提供した内容以上の深い学びや、重要な指摘などがあった場合には、最終評価において

加点されることがある。 

準備学習等についての具体的な指示 

 達成目標や授業内容の中に具体的に示されている項目について、準備してから授業に臨むことが求められる。WebClass にあらかじめ

授業資料や課題、学習に必要情報をアップロードするので、各自ダウンロード等し、講義までに目を通しておくこと。 

 授業前に習得が必要な課題については、事前課題として提示するため、WebClassの該当項目を定期的に確認すること。課題に取り組ん

でいる際に生じた疑問については、自身の見解を整理し、解決すべき点を明確にして授業に参加すること。 

試験の受験資格 

 次のすべてが、前期の定期試験ならびに追・再試験を受験する資格となる。 

 授業日程の３分の２以上の出席が認められた者に試験受験資格を与える。授業参加状況は、リアクションペーパーに記載された内容で

確認する。授業内容の計15 回の授業に参加し、課される課題を提示された期限までに提出すること。 
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6 10/3 08:00-17:00 その他（保・在宅

ケア看護学分野） 
在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
7 10/5 08:00-17:00 その他（保・在宅

ケア看護学分野） 
在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
8 10/6 08:00-17:00 その他（保・在宅

ケア看護学分野） 
在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
9 10/10 08:00-17:00 その他（保・在宅

ケア看護学分野） 
在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
10 10/12 08:00-17:00 看護学実習室3, 

その他（保・在宅

ケア看護学分野） 

在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
11 10/13 08:00-17:00 看護学実習室3, 

その他（保・在宅

ケア看護学分野） 

在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
12 10/16 08:00-17:00 看護学実習室3, 

その他（保・在宅

ケア看護学分野） 

在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
13 10/17 08:00-17:00 看護学実習室3, 

その他（保・在宅

ケア看護学分野） 

在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
14 10/19 08:00-17:00 その他（保・在宅

ケア看護学分野） 
在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
15 10/20 08:00-17:00 その他（保・在宅

ケア看護学分野） 
在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
16 10/23 08:00-17:00 その他（保・在宅

ケア看護学分野） 
在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
17 10/24 08:00-17:00 その他（保・在宅

ケア看護学分野） 
在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
18 10/26 08:00-17:00 看護学実習室3, 

その他（保・在宅

ケア看護学分野） 

在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
19 10/27 08:00-17:00 看護学実習室3, 

その他（保・在宅

ケア看護学分野） 

在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）  【学習方法】臨地実

習，非同期授業，対面授業   【その他】詳細

については実習要項参照 
20 10/30 08:00-17:00 看護学実習室3, 

その他（保・在宅

ケア看護学分野） 

在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
21 10/31 08:00-17:00 看護学実習室3, 

その他（保・在宅

ケア看護学分野） 

在宅看護学

実習 
詳細につい

ては実習要

項参照 

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介 

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照 
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54 1/23 08:00-17:00 その他（保・在宅

ケア看護学分野）

在宅看護学

実習

詳細につい

ては実習要

項参照

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照

55 1/25 08:00-17:00 その他（保・在宅

ケア看護学分野）

在宅看護学

実習

詳細につい

ては実習要

項参照

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照

56 1/26 08:00-17:00 その他（保・在宅

ケア看護学分野）

在宅看護学

実習

詳細につい

ては実習要

項参照

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照

57 1/29 08:00-17:00 その他（保・在宅

ケア看護学分野）

在宅看護学

実習

詳細につい

ては実習要

項参照

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照

58 1/30 08:00-17:00 看護学実習室3, 

その他（保・在宅

ケア看護学分野）

在宅看護学

実習

詳細につい

ては実習要

項参照

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照

59 2/1 08:00-17:00 看護学実習室3, 

その他（保・在宅

ケア看護学分野）

在宅看護学

実習

詳細につい

ては実習要

項参照

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照

60 2/2 08:00-17:00 看護学実習室3, 

その他（保・在宅

ケア看護学分野）

在宅看護学

実習

詳細につい

ては実習要

項参照

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照

61 2/5 08:00-17:00 看護学実習室3, 

その他（保・在宅

ケア看護学分野）

在宅看護学

実習

詳細につい

ては実習要

項参照

福井 小紀子, 

野口 麻衣子, 

菅野 雄介

【到達目標】１）、２）、３）   

【学習方法】臨地実習，非同期授業，対面授業   

【その他】詳細については実習要項参照

授業方法 

実習は以下のように行う。実習方法の詳細については、実習要項参照のこと。 

1) 訪問看護実習：訪問看護ステーションにて 4 日間の実習を行う。実習施設の事例を通して、訪問看護の実際を学ぶ。１例の訪問看護計

画を立案する。 

2) 地域包括支援実習：地域包括支援センターにて 2 日間の実習を行う。実習中は、担当者（主任ケアマネジャー、保健師・看護師、社会福

祉士等）の活動の見学を通して学ぶ。併設施設での活動についても積極的に見学し、実地指導者と相談の上事業等にも参加する。 

3) 入退院支援実習：実地指導者の業務に合わせて、入退院に関する活動を見学する。また、退院調整で難渋する事例を通して、退院に

向けた支援計画を立案する。 

4) カンファレンス等：実習施設で実施されるミーティングやカンファレンスには積極的に参加する。各実習の最終日には学生主体のカンフ

ァレンスを実地指導や、教員参加のもと開催し、自身の学びと意見と述べる。 

5) 実習記録：日々の実習目標や学びを記載する記録、看護過程展開に関する記録、レポート等、実習に必要な記録用紙は、あらかじめ

Webclass に提示する。実習記録は実習後の評価面接までを期日にすべて提出する。 

6) 評価面接：実習終了後、教員との評価面接にて実習全体の振り返りをする。それにより自身の今後の課題を見出す助けとなる。

授業内容 

＊ 詳細については実習要項参照 

成績評価の方法 

 在宅看護学実習は、以下の項目で評価を行う。 

1）出席：原則、全日程の出席が認められた者を評価対象とすることを前提に、出席日数が全実習日数の 3/4 に満たない場合は評価の対

象とならない。なお、体調不良等やむを得ない理由による欠席の扱いについては、事情に応じてレポート等での対応を行うこともある。 

2）実習への取り組みの姿勢と態度：20％；日々の実習目標や学びを記した日誌を毎日提出する。提出された内容と実地指導者より得られ

た情報から評価する。 

3）カンファレンスへの参加状況：20％；カンファレンス開催に向けての準備や当日の発言内容から評価する。 

4）実習記録内容：40％；実習目標に照らし合わせて評価する。 

5）評価面接：20％；自己評価表をもとに、実習全体の振り返りから実習目標の達成状況を評価する。 
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成績評価の基準 

 上記の成績評価の方法に示す各項目の成績の合計（60 点未満：不合格、60－69 点：可、70－79 点：良、80－89 点：優、90 点：秀）により

評価を行う。実習の達成目標に達しているかを評価し、そのことが確認されたところで合格とする。 

 なお、レポートにおいて、実習で学んだことを中心に、文献等を用いて考察を深め、提供した実習内容以上の学びがあった場合には、最

終評価において加点されることがある。欠席については、減点の対象になることがある。 

準備学習等についての具体的な指示 

 在宅看護学Ⅰ、Ⅱ、演習の学習で用いた資料を見直し、保健医療福祉の制度や様々な場で働く看護の役割、看護技術について復習し

て、実習に臨むことが求められる。看護過程の展開については、授業で用いた資料や教科書に示されていてる事例を用いて、自身で看

護過程の展開をし直し、理解が曖昧な部分について確認しておくことが望ましい。WebClass にあらかじめ実習で用いるアセスメント用紙を

アップロードするので、有効活用する。 

実習室を使用して看護技術の練習を希望する場合は、教員へ申し出ること。 

試験の受験資格 

教科書 

地域・在宅看護論[1] 地域・在宅看護の基盤 第6 版／河原 加代子 著・文・その他,河原 加代子,：医学書院，2022-02-28 

地域・在宅看護論[2] 地域・在宅看護の実践 第6 版／河原 加代子 著・文・その他,河原 加代子,：医学書院，2022-02-28 

参考書 

写真でわかる訪問看護アドバンス : 訪問看護の世界を写真と動画で学ぶ!／押川真喜子監修,押川, 真喜子,：インターメディカ，2020 

履修上の注意事項 

在宅看護学実習は実地での学びを中心とするため、出席が必要となる。 

備考 

ツイッター等への投稿に対する注意事項について 

実習で知り得た患者や住民の情報を、無断で外部に持ち出したり、不用意に公の場で話したり、ソーシャルメディア（ツイッター、ブログ、

ソーシャルネットワーキングサービス、動画共有サイトなど）に発信してはならない。諸君の軽率な行動が、個人情報の漏洩や、個人の尊

厳・感情を傷つけることにつながり、受け入れ先をはじめ多くの人に迷惑をかけることになる。いったん拡散した情報は取り消すことがで

きないので、情報の取り扱いに注意すること。 

連絡先（メールアドレス） 

福井 小紀子:fukuisakiko.chn@tmd.ac.jp 

野口 麻衣子:noguchimaiko.chn@tmd.ac.jp 

菅野 雄介:ykanno.chn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

福井 小紀子:毎週木曜日 PM13:00-16:10 3 号館19 階福井教授室 

野口 麻衣子:毎週月曜日 １２時～１３時 ３号館１８階在宅ケア看護学研究室 

菅野 雄介:毎週月曜日12-13 時、3 号館19 階在宅・緩和ケア看護学分野研究室 
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時間割番号 012059A 

科目名 国際保健看護学 科目 ID MN-430400-L 

担当教員 近藤 暁子, 岡田 卓也, 駒形 朋子, 中村 桂子, Ann L. Eckhardt, 野口 真貴子, 駒形 朋子[KONDO AKIKO, 

OKADA TAKUYA, KOMAGATA Tomoko, NAKAMURA KEIKO, Ann L. Eckhardt, NOGUCHI Makiko, KOMAGATA 

Tomoko] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 4 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：International Health Nursing 

【科目責任者】近藤暁子 

主な講義場所 

ZOOM・講義室1 

授業の目的、概要等 

諸外国の健康問題の状況と、医療制度や医療・保健・看護制度について講義する。学生同士のディスカッションや情報交換の機会持つこ

とで国内外の医療/健康問題について考えを深める。模擬患者を想定した留学生と英語でコミュニケーションをとる演習を通して国内の外

国人患者への対応方法について学ぶ。 

海外で活動経験のある講師や日本の病院で異文化を持つ患者の対応を行っている講師の話を聞き、異文化につて理解し、異文化を持つ

対象に対する対応方法や活動の意義について学ぶ。 

授業の到達目標 

1. 幅広い教養と高い専門知識・技術の修得 

諸外国の医療や看護の現状を理解し、各国・地域の歴史・社会システムの変遷との関連から、人々のかかえる健康問題や医療・保健・看

護問題の本質は何であるかを考えることができる（1-15 回）。 

2. 医療人としての豊かな感性と人間性の形成 

模擬患者を使用して日本語の話せない患者と英語等でコミュニケーションをとり、異文化を持つ対象のニーズを把握する感性を身に付け

る(13-14 回)。 

日本国内における外国人の医療/健康問題について考えることができる。異文化を持つ患者のアセスメントができる（5，13-14 回）。 

3. 問題提起・解決能力の修得 

様々な性的嗜好を持つ人々に対し、偏見をなくし、医療従事者の立場としての対応方法も身に付ける（10-11）。 

4. 自己学習能力・創造性の形成 

「国際保健看護学」の講義で学んだことを将来どのように生かしていきたいか、今後の自己課題と達成方法について述べることができる

（最終課題）。 

5. 国際性の形成 

異文化や違う価値観を持つ他者とコミュニケーションを取り、正しい・正しくないではなく、違いとして理解し、受け入れることができる（1－

15 回）。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/10 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

概論 国際保健看護学概

論

近藤 暁子 諸外国の医療や看護の現状を理解し、各国・

地域の歴史・社会システムの変遷との関連か

ら、人々のかかえる健康問題や医療・保健・

看護問題の本質は何であるかを考えることが

できる・講義及びディスカッション

2 4/13 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

国際活動 国際機関の活動と

国際保健医療協力

中村 桂子 諸外国の医療や看護の現状を理解し、各国・

地域の歴史・社会システムの変遷との関連か

ら、人々のかかえる健康問題や医療・保健・

看護問題の本質は何であるかを考えることが

できる・講義及びディスカッション

3 4/18 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1

開発途上国に

おける健康課

題とその背景

低所得国における

看護の現状と国際

医療協力活動①

駒形 朋子 諸外国の医療や看護の現状を理解し、各国・

地域の歴史・社会システムの変遷との関連か

ら、人々のかかえる健康問題や医療・保健・
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看護問題の本質は何であるかを考えることが

できる・講義及びディスカッション

4 4/18 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1

開発途上国に

おける健康課

題とその背景

低所得国における

看護の現状と国際

医療協力活動②

駒形 朋子 諸外国の医療や看護の現状を理解し、各国・

地域の歴史・社会システムの変遷との関連か

ら、人々のかかえる健康問題や医療・保健・

看護問題の本質は何であるかを考えることが

できる・講義及びディスカッション

5 4/25 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1

国内の国際化 本学附属病院の外

国人対応について  

外国人患者への対

応演習説明

近藤 暁子, 岡

田 卓也

日本国内における外国人の医療/健康問題に

ついて考えることができる・講義及びディスカ

ッション

6 5/2 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

先進国の医療 Nursing study in the 

United States

近藤 暁子 「国際保健看護学」の講義で学んだことを将

来どのように生かしていきたいか、今後の自

己課題と達成方法について述べることができ

る・講義及びディスカッション

7 5/2 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

先進国の医

療・看護

米国の教育・保険

制度

Ann L. 

Eckhardt, 近藤 

暁子

諸外国の医療や看護の現状を理解し、各国・

地域の歴史・社会システムの変遷との関連か

ら、人々のかかえる健康問題や医療・保健・

看護問題の本質は何であるかを考えることが

できる・講義及びディスカッション

8 5/9 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室4

国際協力 政府開発援助

（Official 

Development 

Assistance ;ODA）で

の国際協力

野口 真貴子 諸外国の医療や看護の現状を理解し、各国・

地域の歴史・社会システムの変遷との関連か

ら、人々のかかえる健康問題や医療・保健・

看護問題の本質は何であるかを考えることが

できる・講義及びディスカッション

9 5/9 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室4

国際協力 日本のＯＤＡプロジ

ェクトの実際（母子

保健プロジェクト）

野口 真貴子 諸外国の医療や看護の現状を理解し、各国・

地域の歴史・社会システムの変遷との関連か

ら、人々のかかえる健康問題や医療・保健・

看護問題の本質は何であるかを考えることが

できる・講義及びディスカッション

10 5/16 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室4

異文化理解 LGBT について 近藤 暁子 様々な性的嗜好を持つ人々に対し、偏見をな

くし、医療従事者の立場としての対応方法も

身に付ける・講義及びディスカッション

11 5/16 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室4

異文化理解 ＳＤＧｓと看護につ

いての学習・発表

準備

近藤 暁子 諸外国の医療や看護の現状を理解し、各国・

地域の歴史・社会システムの変遷との関連か

ら、人々のかかえる健康問題や医療・保健・

看護問題の本質は何であるかを考えることが

できる・グループワーク

12 5/30 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室4

国際活動 ＳＤＧｓと看護につ

いての発表（英語）

近藤 暁子 諸外国の医療や看護の現状を理解し、各国・

地域の歴史・社会システムの変遷との関連か

ら、人々のかかえる健康問題や医療・保健・

看護問題の本質は何であるかを考えることが

できる・英語によるプレゼンテーション

13 6/6 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型）

国内の国際化 外国人患者への対

応演習

近藤 暁子 模擬患者を使用して日本語の話せない患者

と英語等でコミュニケーションをとり、異文化

を持つ対象のニーズを把握する感性を身に

付ける、異文化を持つ患者のアセスメントが

できる・演習 
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14 6/6 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
国内の国際化 外国人患者への対

応演習 
近藤 暁子 異文化や違う価値観を持つ他者とコミュニケ

ーションを取り、正しい・正しくないではなく、

違いとして理解し、受け入れることができる・

プレゼンテーション及びディスカッション 
15 6/13 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
まとめ 国内外の健康課題

と看護 
近藤 暁子 「国際保健看護学」の講義で学んだことを将

来どのように生かしていきたいか、今後の自

己課題と達成方法について述べることができ

る・講義及びディスカッション 
 

授業方法 

1） 本科目は講義、グループディスカッション、演習を交えて行う。 

2） 本科目はアクティブラーニング方式で行い、講義でも教員が一方的に話すのではなく、学生の発言や意見交換を推奨する。回答内容

は評価影響しないので、積極的に自分の意見を述べるようにすること。なお、自発的な発言者がない場合はランダムに指名し、発言を求

める。 

3） 外国人患者への対応演習では、留学生が自身の患者体験事例を作成し、日本語が話せない患者を演じる。学生は英語もしくは留学生

の言語、筆談、ジェスチャーなどで工夫しながら、必要な看護援助を考える。 

4）   SDGｓの目標ごとに 5，6 名でグループ学習を行い、まとめたものを発表する。 

毎回授業の後に学生はその日に学んだこと、印象に残ったことや質問等（日々の感想）を記述してWebClassから提出する。授業開始時の

出欠確認と感想の提出を持って、その日の出席とする。 

授業内容 

授業スケジュール参照 

成績評価の方法 

参加度(30%)、WHO の役割の日本語訳（5％）、日々の感想 (15%)、 模擬患者のアセスメント(20%) 、グルーバルヘルスと看護の発表

（20％）、最終レポート(10%) 

１） 参加度(30%)：出席状況、授業中に積極的に発言する態度などを評価する。遅刻・早退は 2 回で 1 回の欠席とする。45 分以上遅れた場

合はその授業へ出席とは認められない。 

２） WHO の役割の日本語訳（5％）：内容を正確に理解しているか。翻訳された日本語の表現力も評価する。 

３） 日々の感想 (15%)：その回の目標が達成できているかどうか評価する。 

４） 模擬患者のアセスメント(20%)：グループごとに患者役の留学生の話を聞き、必要な情報を収集する。1.事前準備・対策、2．情報収集し

たこと、３．アセスメントと看護ケア、4．演習を通して感じたことや今後の対策についてまとめ、グループごとに提出する。 

５） グルーバルヘルスと看護の発表（20％）：世界的な健康課題についてグループで 1 つずつ取り上げ、英語でまとめて発表する。メンバ

ー全員が少なくとも一部は発表すること。グループごとに評価する。 

最終レポート(10%)：「国際保健看護学」の講義で学んだことを将来どのように生かしていきたいか、今後の自己課題と達成方法について

(A4 1 ページ以内にまとめる)。 

成績評価の基準 

出席日数が 3 分の 2 以上あることを前提とした上で、上記合計点が 60 点以上の場合合格とする。 

出席については、ZOOM の場合は、ZOOM の履歴及び点呼時返答も確認する。ネット環境などやむを得ず、ZOOM の接続や返答ができ

なかった場合には原則翌日までに教員にメールで連絡すること。 

合計点が 90 点以上で A+,80～89 点で A,70～79 点で B,60～69 点で C とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

WHO http://www.who.int/en/ と JICA https://www.jica.go.jp/ の役割について学習して来ること。 

試験の受験資格 

試験は行わないが、単位認定には 2/3 の出席を要件とする。 

参考書 

国際看護学入門第2 版／日本国際看護学会編集，医学書院，2020 

State of the World ’ s Nursing 2020 世 界 の 看 護 2020 ／ 国 立 国 際 医 療 研 究 セ ン タ ー 国 際 医 療 協 力 局 訳 ．

http://kyokuhp.ncgm.go.jp/library/other_doc/2020/Sekainokango2020_light_n.pdf 

国際看護学 : グローバル・ナーシングに向けての展開／南裕子 監修,新川加奈子, 大野夏代, 神原咲子 編集,：中山書店，2013 

ワークショップ版・世界がもし 100 人の村だったら 第4 版／100 人村教材編集委員会：開発教育協会，2014 

知って考えて実践する国際看護／近藤麻理 著,：医学書院，2011 
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他科目との関連 

国際保健福祉、実践看護英語 

履修上の注意事項 

本科目において異文化感受性能力を向上させることを目標とするため、授業の初回及び最終日に異文化感受性能力に関する調査を実施

する。また LGBT に関する意識調査も行う。しかし、その回答内容は成績とは無関係である。  やむを得ず欠席する場合は教員に連絡す

ること。  ZOOM での接続は時間がかかる場合があるので、5 分前には接続すること。 

備考 

グループでのディスカッションをもっと増やした方が良いという意見があったので、各講義で少しでもグループでのディスカッションの時間

を入れるようにしたいと思います。 

「感想やレポートが英語ならば、授業自体も英語で実施してはどうかと思いました。」という意見がありました。学生間で英語力に差がある

ことが推測されるため、英語と日本語を交えた授業を少しずつ増やしていきたいと思います。 

連絡先（メールアドレス） 

近藤 暁子:akondo.ind@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

近藤 暁子:オフィスアワーは特に定めないが、事前連絡してから訪問すること。 

国際看護開発学教授室（3 号館18 階） 
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（同期型） く衛生施策の立て方、人事労務管理の基本的な

考え方、人事労務問題への対応について学ぶ。 
長谷川 梢 【学習方法】同期型

（ZOOM） 
8 5/29 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
産業保健学 「人事労務管理２」  事例演習（判例検討） 森田 久美子,  

長谷川 梢 
【到達目標】  ６）     

【学習方法】同期型

（ZOOM） 
 

授業方法 

・同期授業 

ZOOM にて実施する。講義では、適宜ブレイクアウトルームに分かれてグループでディスカッション、アクティブラーニングを行う。ディス

カッションをもとに内容をまとめ、グループごとに発表をしてもらうので積極的に参加すること。 

授業内容 

公衆衛生学に裏付けられた個人および集団の健康保持・増進をメインテーマとして，働く人々が快適な職場環境で健康を損なうことなく，

仕事を自分に適合させて肉体的・精神的・社会的に良好な状態を維持増進させる上での基礎知識を系統的に付与する。 

そのためには，健康な人も健康に障害を持った人も，労働という営みの中で，保健指導を進める上での最重要課題を取り上げて事例を列

挙しながら，産業保健の理念・歴史・健康管理体制・労働者の実態・労働内容・労働環境・産業疲労・業務上疾病（職業性疾患）・産業災害と

その対策や予防方法などについて理解を深める。 

成績評価の方法 

学期末定期試験70％，討論課題10％、講義後レポート 20％などにより評価する。なお、定期試験の一部に英語の問題を出題する。 

成績評価の基準 

上記の成績評価の方法に示す各項目の成績の合計により評価を行う。試験問題は、授業の到達目標に達し 

ているかを評価し、そのことが確認されたところ（100 点満点で 60 点以上が目安）で合格とする。なお、リアクションペーパーでの、重要な

質問や、誤りの指摘などがあった場合には、最終評価において加点されることがある。 

準備学習等についての具体的な指示 

シラバスに書かれている内容について、事前に参考書等などで予習をしてくることが望ましい。 

試験の受験資格 

同期型の授業に 2/3 以上出席し、かつ講義に関連する課題を全て提出したものに定期試験の受験資格を与える。 

なお、特別に勘案すべき事情があり指示を達成できない場合には、その事情とともに締切期日が過ぎる前に科目責任者にメールで連絡

をすること。なお、緊急の場合には電話で連絡しても良いが、その後メールすること。連絡ができないような特別な事情がある場合にはそ

の限りではない。これらの十分な対応が行われたと判断された場合には、事情に応じてレポートなどで対応することとする。 

参考書 

眞野喜洋，遠藤立一（監著）：健康管理者のための公衆衛生学，圭文社，東京 

眞野喜洋（監著）：スタンダード公衆衛生学，文光堂，東京 

松田正巳他：対象別地域看護活動、医学書院 

平山朝子，宮地文子（編集）：産業保健指導論，公衆衛生看護大学体系＃６，日本看護協会出版会，東京 

(財)厚生統計協会：国民衛生の動向，厚生の指標臨時増刊，(財)厚生統計協会，東京 

森 晃爾（編集）：産業保健ハンドブック，労働調査会，東京 

中央労働災害防止協会：労働衛生のしおり，東京 

成人地域看護活動（地域看護学講座No７），医学書院 

など産業保健に関する書籍はすべて参考となるが，購入の折にはできるだけ新しい数値の乗った統計データを有するものから選ぶこと。 

他科目との関連 

地域保健看護学とは密接な関係にあり，クロス・オーバーする領域が多い。  母性，成人老人，精神の各保健学，看護学とも関連性が高

い。  基礎学力としての生理学，薬理学，病理学などの知識は講義の理解を深める上で重要である。 

履修上の注意事項 

産業保健学は他領域とそれぞれ深く係る学際性の高い分野なので，日頃からマスメディアの医療が関与する社会ニュースなどにも関心

を持つことが望ましい。 

備考   ・前年度からの改善点    講義資料は事前に配布し、講義前に予習するように周知する。 

連絡先（メールアドレス）    

森田 久美子:morita.phn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

森田 久美子:10:00-17:00 3 号館15 階地域健康増進看護学研究室 
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健時間割番号 012061 

科目名 健康教育学演習 科目 ID MN-450600-S 

担当教員 森田 久美子[MORITA KUMIKO] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Health Education 

【科目責任者】森田久美子 

主な講義場所 

保健衛生学科講義室１、４ 

遠隔授業（同期） 

授業の目的、概要等 

健康教育の実践に必要なさまざまな理論・技術について、演習を通じて習得する。 

授業の到達目標 

健康教育は、小児から高齢者まで、さまざまな対象に行われるものであり、その手法も教育する場や人数、対象者の理解度により柔軟に

対応していく必要がある。そのため、しっかり理論を学んだ上で、グループワーク・デモンストレーションを行い、健康教育の基本的な技術

を身につける。 

＜各回の到達目標＞ 

１）健康教育の目的、対象、手法を理解し説明できる。 

２）健康教育の理論について理解し、説明できる。 

３）健康教育において、テーマの選定から計画、実施、評価の一連の流れを理解し説明できる。 

４）健康教育の計画書の立案ができる。 

５）健康教育に必要な媒体の考案・作成ができる。 

６）設定したテーマにあった健康教育のデモ発表ができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・

その他 
1-2 4/11 13:00-16:10 保健衛生学

科講義室4 
健康教育学演習 健康教育 総論    構成的エンカウ

ンターの体験、講義  動機づけ面接

法 他 

森田 久美子 【到達目標】1）   

【学習方法】対面授業 

3-4 4/25 14:00-17:10 遠隔授業（同

期型） 
健康教育学演習 健康教育の理論と展開方法 森田 久美子,  

綾部 明江 
【到達目標】２）  

【学習方法】ZOOM 
5-6 5/9 13:00-16:10 保健衛生学

科講義室4 
健康教育学演習 個人を対象とした健康教育の実際  

ヘルスコミュニケーション、個別指導

場面のロールプレイ、自己課題シー

トに基づいた面接、ディスカッション 

森田 久美子 【到達目標】1）   

【学習方法】対面授業 

7-8 5/16 13:00-16:10 保健衛生学

科講義室4 
健康教育学演習 健康教育のテーマの決め方、計画書

の作成方法 
森田 久美子 【到達目標】３）４）  

【学習方法】対面授業 
9-10 5/23 13:00-16:10 保健衛生学

科講義室1 
健康教育学演習 集団を対象とした健康教育の実際 森田 久美子 【到達目標】1）   

【学習方法】対面授業 

11 5/23 16:20-17:50 保健衛生学

科講義室1 
健康教育学演習 グループワーク①      

健康教育実施のための情報収集、テ

ーマ設定、計画書の作成 

森田 久美子,  

津田 紫緒 
【到達目標】３）４）  

【学習方法】グループ

ワーク 
12-14 5/30 13:00-17:50 保健衛生学

科講義室4 
健康教育学演習 グループワーク②     

健康教育に必要な媒体の作成、発表

練習 

森田 久美子,  

津田 紫緒 
【到達目標】５）   

【学習方法】グループ

ワーク 
15-16 6/6 14:00-17:10 保健衛生学

科講義室1 
健康教育学演習 健康教育発表会、まとめ 森田 久美子,  

津田 紫緒 
【到達目標】６）   

【学習方法】対面授業 
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授業方法 

・同期授業 

ZOOM にて実施する。講義では、適宜ブレイクアウトルームに分かれてグループでディスカッション、アクティブラーニングを行う。ディス

カッションをもとに内容をまとめ、グループごとに発表をしてもらうので積極的に参加すること。 

授業内容 

授業スケジュールを参照 

成績評価の方法 

レポート 70％、プレゼンテーション 30％により評価する。 

成績評価の基準 

上記の成績評価の方法に示す各項目の成績の合計により評価を行う。なお、リアクションペーパーでの、重要な質問や、誤りの指摘など

があった場合には、最終評価において加点されることがある。 

準備学習等についての具体的な指示 

シラバスに書かれている内容について、事前に参考書等などで予習をしてくることが望ましい。 

試験の受験資格 

授業に 2/3 以上出席し、かつ演習に関連する課題を全て提出したものに試験（レポート）の受験資格を与える。 

なお、特別に勘案すべき事情があり指示を達成できない場合には、その事情とともに締切期日が過ぎる前に科目責任者にメールで連絡

をすること。なお、緊急の場合には電話で連絡しても良いが、その後メールすること。連絡ができないような特別な事情がある場合にはそ

の限りではない。これらの十分な対応が行われたと判断された場合には、事情に応じてレポートなどで対応することとする。 

教科書 

・Educational Video Online 地域看護活動とヘルスプロモーション/ 

 続・地域看護活動とヘルスプロモーション、佐々木明子他監修、丸善出版株式会社、 

 2007・2008/2013・2014 

・DVD 続・地域看護活動とヘルスプロモーション 第1 巻 公衆衛生看護活動に 

 おける健康教育、佐々木明子他監修、丸善出版株式会社、2013 

参考書 

・松本千明著：健康行動理論の基礎，医歯薬出版株式会社 

・畑 栄一、土井由利子編：行動科学 健康づくりのための理論と応用 

・国民衛生の動向  

・佐々木明子、井原一成編：新体系 看護学全書 健康支援と社会保障制度②公衆衛生学, 

 メヂカルフレンド社   

他科目との関連 

健康教育では、専門的知識を一般の人々にも理解できる内容・言葉に置き換えて教育するので、すでに履修してきた保健・看護の各専門

分野の知識をしっかり習得していることが必要である。また、病院内だけではなく地域で健康教育を行うことも多いので、地域保健看護学

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・演習との関連が強い。保健師コース選択者は健康教育学演習で学んだことを、地域保健看護学実習で実践することもある。 

履修上の注意事項 

演習の課題に主体的に取り組み、発表や討議を通して、学習を深めることを期待する。学生の積極的な参加を望む。 

備考 

・前年度からの改善点 

グループワークの時間が足りないという意見があったので、グループワークの時間を長めにとるようにする。 

連絡先（メールアドレス） 

森田 久美子:morita.phn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

森田 久美子:10:00-17:00 3 号館15 階地域健康増進看護学研究室 
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時間割番号 012062 

科目名 卒業論文Ⅱ 科目 ID MN-460700-S 

担当教員 田中 真琴[TANAKA Makoto] 

開講時期 2023 年度通年 対象年次 4 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：ThesisⅡ 

【科目責任者】看護学専攻主任 田中 真琴 

担当教員：看護先進科学専攻教授・准教授・講師・助教全員 

主な講義場所 

所属分野の研究室等（配置分野の教員の指示に従う） 

所属分野の決定を受けた後，所属分野の教員に研究指導場所等の確認を取ること。 

授業の目的、概要等 

選択したテーマに沿って、指導教員から個々に具体的な研究指導を受ける。 

指導教員のもとで研究を行い、論文にまとめる。 

別に定める『医学部保健衛生学科看護学専攻卒業論文実施要項』を参照のこと。 

授業の到達目標 

看護・保健に関する研究のプロセスを経験することを通じて、論文の読み方、研究の進め方、論文のまとめ方、発表の仕方等の基本的知

識・技術等を習得することを目的とする。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/5 10:30-12:00    田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
2 4/12 10:30-12:00 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
3 4/19 10:30-12:00 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
4 4/26 10:30-12:00 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
5 5/10 10:30-12:00 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
6 5/17 10:30-12:00 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
7 5/24 10:30-12:00 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
8 5/31 10:30-12:00 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
9 6/7 10:30-12:00 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
10 6/14 10:30-12:00 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過 田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加
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程をすすめる し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
11 9/13 08:50-10:20 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
12-15 9/13 10:30-17:50 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
16-19 9/20 08:50-16:10 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
20 9/20 16:20-17:50 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
21-24 9/27 08:50-16:10 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
25-27 10/4 08:50-14:30 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
28 10/4 16:20-17:50 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
29-33 10/11 08:50-17:50 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
34-38 10/18 08:50-17:50 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 

 
39-43 10/25 08:50-17:50 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
44-48 11/8 08:50-17:50 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
49-51 11/15 08:50-14:30 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
52-55 11/22 08:50-16:10 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
56 11/22 16:20-17:50 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
57 11/29 08:50-10:20 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
58 11/29 10:30-12:00 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過 田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加
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程をすすめる し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
59 11/29 13:00-14:30 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
60 11/29 14:40-16:10 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
61 11/29 16:20-17:50 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
62 12/6 08:50-10:20 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
63 12/6 10:30-12:00 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 

 
64 12/6 13:00-14:30 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
65 12/6 14:40-16:10 各研究室 卒業論文作成 卒業論文作成過

程をすすめる 
田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
66 12/6 16:20-17:50 医学科講

義室1, 

医学科講

義室2 

卒論発表会 卒論発表会 田中 真琴 本科目の到達目標・学生による発表会 

67 12/13 08:50-10:20 医学科講

義室1, 

医学科講

義室2 

卒論発表会 卒論発表会 田中 真琴 本科目の到達目標・学生による発表会 

68 12/13 10:30-12:00 医学科講

義室1, 

医学科講

義室2 

卒論発表会 卒論発表会 田中 真琴 本科目の到達目標・学生による発表会 

69 12/13 13:00-14:30 医学科講

義室1, 

医学科講

義室2 

卒論発表会 卒論発表会 田中 真琴 本科目の到達目標・学生による発表会 

70 12/13 14:40-16:10 未定 卒論まとめ 卒論まとめ 田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
71 12/13 16:20-17:50 未定 卒論まとめ 卒論まとめ 田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
72 12/20 08:50-10:20 未定 卒論まとめ 卒論まとめ 田中 真琴 本科目の到達目標・各研究室でのゼミに参加

し、学生によるプレゼンテーション、ゼミメンバ

ーでのディスカッション等により学習する 
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73 12/20 10:30-12:00      
74 12/20 13:00-14:30      

 

授業方法 

同期授業/非同期授業も含め、所属分野の方針にしたがって研究を行う。ゼミ形式など双方向型の授業形態とする。 

授業内容 

・所属分野の教員の指導のもと、学生が主体的に研究活動を行う。 

・日時：授業開始から卒論発表会までの間の原則水曜日2 時限。 

・所属分野毎に定めたスケジュールによる。 

成績評価の方法 

別に定める『医学部保健衛生学科看護学専攻卒業論文実施要項』の評価及び単位認定を参照のこと。 

研究指導を担当した各分野長が、研究発表までの過程を評価し、最終的に専攻主任が成績を認定する。 

卒業研究論文（本文および抄録）と卒業研究発表で評価する。 

１）研究活動への取り組み状況 

２）卒業研究論文 

・卒業研究論文本文と抄録を提出する。 

・形 式 ：別紙（卒業論文フォーム）の規定に従う。 

・期限までに提出のない者には単位を認定しない。 

３）卒業研究発表 

・１人につき発表５分，討論２分程度。 

・Power Point を使用した口頭発表を行う。 

成績評価の基準 

所属分野の指導教員（分野長）が研究発表までの過程（以下1）2）3））を、総合的に評価する。 

 1）研究活動への取り組み状況 

 2）卒業研究論文 

 3）卒業研究発表 

※別に定める『医学部保健衛生学科看護学専攻卒業論文実施要項』の評価基準を参照のこと。 

準備学習等についての具体的な指示 

卒業論文Ⅰで学習した研究概説、研究倫理、文献検索方法について復習をしておくこと。 

試験の受験資格   試験は実施しない 

教科書   特に指定しない。 

参考書 

APA 論文作成マニュアル／アメリカ心理学会 (APA) 著,前田樹海, 江藤裕之, 田中建彦 訳,：医学書院，2011 

看護研究 : 原理と方法／D.F.ポーリット, C.T.ベック 著,近藤潤子 監訳,後藤桂子, 新道幸恵, 松岡惠, 高木廣文, 羽山由美子 訳,：医学書

院，2010 

大学院のシラバス「看護学研究法特論」で挙げた書籍も参考にすることを推奨する。 

他科目との関連 

全ての科目で学んだことを応用するため、全ての科目と関連する。 

備考 

・保健衛生学科看護学の各分野に配属され、当該分野において、教授・准教授・講師・助教が指導教員（研究指導の責任者）となり、教員全

員が指導にあたる。 

・指導する学生数は原則として教授４名、准教授３名、講師２名、助教1 名とする。 

・2021年度の授業評価を踏まえ、状況が許す限り、対面でのゼミを取り入れる等、学生が相談しやすい体制をつくる。不明点等があれば、

適宜、配属分野の教員に相談すること。 

連絡先（メールアドレス） 

田中 真琴 ： tanaka.cc@tmd.ac.jp 3 号館19Ｆ 

オフィスアワー 

田中 真琴 ：月曜～金曜 AM9:00-PM18:00 

不在時間、対応出来ない時間もあるため、質問や相談時は、事前連絡をすることが望ましい 

 

252







時間割番号 012081 

科目名 Learning Medical English 科目 ID MN-492500-L 

担当教員 大川 龍之介[OKAWA RYUNOSUKE] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

Learning Medical English 

【科目責任者】大川 龍之介 

主な講義場所 

別途シラバスに記載。 

授業の目的、概要等 

 現在、多くの人々が海外旅行し、多くの物資が世界中に運ばれ、多量の情報がインターネットで流れ、国際化が進んでいる。また明日を

担う本学の看護学生、臨床検査学生は、世界を舞台にして活躍することが期待されている。そのためには、単なる日常英会話能力だけで

なく、臨床の現場で用いる用語や患者との接遇に用いる用語など、医療における英語の知識を学ばなければならない。さらに、英語の文

献を読む力、国際学会での英語のプレゼンテーション能力も身に着ける必要である。 

 本科目では前半では採血、検体検査、生理機能検査に関連した英語、患者への接遇について、後半では、国際誌の読み方、国際学会

でのプレゼンテーションの仕方について学ぶ。募集の上限は看護、検査合わせて 12 名である。応募者が多い場合には書類、面接などに

より選抜する。 

授業の到達目標 

本科目の到達目標は臨床の現場、国際誌、国際学会でのプレゼンテーションで用いる様々な医学英語を学び活用できることにある。学生

は教科書にある基本的な英単語や語句を理解し記憶する事が求められる。 

１）採血に関する英単語，必要な会話ができる 

２）血液検査に関する英単語，必要な会話ができる 

３）尿・糞便検査に関する英単語，必要な会話ができる 

４）生理機能検査に関する英単語，必要な会話ができる 

５）検体採取に関する英単語，必要な会話ができる 

６）文献の読み方について説明できる 

７）国際学会での発表の仕方を説明できる 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 11/28 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第１，２章 やさしい英語，役立つ

英語，血液検査 
大川 龍之介 【到達目標】１），２）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
2 12/4 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第３，４章 尿検査，便検査  採

血に関するプレゼンテーション

（アクティブラーニング） 

大川 龍之介 【到達目標】２），３）  

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
3 12/18 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
第５～７章 生理機能検査① 赤座 実穂 【到達目標】４）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
4 12/18 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第８～１１章 生理機能検査② 赤座 実穂 【到達目標】５）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
5 12/20 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 論文の読み方① 太田 悠介 【到達目標】６）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
6 12/20 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 論文の読み方② 太田 悠介 【到達目標】６）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
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7 12/22 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 国際学会でのプレゼンテ

ーション① 
副島 友莉恵 【到達目標】７）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
8 12/22 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 国際学会でのプレゼンテ

ーション② 
副島 友莉恵 【到達目標】７）   

【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
 

授業方法 

zoom による講義形式（同期型）。 

授業内容 

4 名の教員によるオムニバス形式 

成績評価の方法 

講義参加状況、小試験またはプレゼンテーションの成績、講義時の積極性により評価する。 

１）講義の参加状況 10 点 

２）小試験の成績 80 点 

３）講義時の積極性 10 点 

成績評価の基準 

１），２），３）の合計が 60 点に達した場合に合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

毎回、授業前に、教科書の章を予習すること。また各担当教員の二回目の授業の最初に前回学習分の理解度を知るための小試験を行う

ので、復習をしておくこと。 

試験の受験資格 

授業に３分の２以上出席した者。 

教科書 

臨床検査技師のための医学英語 : 実用会話・文献の読み方／奈良信雄, 西元慶治著,奈良, 信雄,西元, 慶治,Petersen, Mark,：医歯薬出

版，2019 

参考書 

特に指定しない。 

履修上の注意事項 

3 回以上欠席の場合は不可とするので出席に注意すること。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022 年度の授業評価結果を踏まえ、2023 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

大川 龍之介:ohkawa.alc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

大川 龍之介:特定の日時を確保できないためメールでアポイントメントを取ってください． 
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時間割番号 012088 

科目名 実践看護英語Ⅲ 科目 ID MN-492700-L 

担当教員 近藤 暁子, Jonathan Corliss, 高野 歩, ＬＩＵ Ｙａｔ Ｗａ Ｊｕｓｔｉｎａ[KONDO AKIKO, Corliss Jonathan, TAKANO 

Ayumi, LIU Yat Wa Justina] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名:Practicum of English for NursingⅠ 

【科目責任者】近藤暁子 

主な講義場所 

ZOOM 

授業の目的、概要等 

異文化や看護、健康に関連する概念について英語で学ぶ。様々な文化についての記事を読み、海外の学生、留学生やクラスメートと英語

でディスカッションを行う。オンライン学習システムを使用して米国やインドネシアの学生と交流する。日本の文化を理解し、日本文化以外

を持つ対象に説明したり、ディスカッションする。これらの学習を通して異文化の理解とともにコミュニケーション能力を向上させ、国際性を

高めることを目的とする。 

授業の到達目標 

1. 幅広い教養と高い専門知識・技術の修得 

異文化を理解し、看護への応用について考察できる。日本文化について理解を深め、説明できる。 

2. 医療人としての豊かな感性と人間性の形成 

文化の異なる海外の大学の学生、外国人講師、留学生とのディスカッションを通して様々な文化、社会的視点について類似点や相違点を

理解し、英語で理解したことを述べることができる。 

3. 問題提起・解決能力の修得 

ディスカッションを通して他者との意見の違いを理解し、自分の意見を述べ建設的な議論ができる。 

4. 自己学習能力・創造性の形成 

ディスカッションを通して新たな視点を自身のアイデンティティーに取り入れて表現できる。レジリエンスの概念を看護実践にどのように取

り入れるか自分の意見を述べることができる。 

5. 国際性の形成 

ネイティブの教員、米国、インドネシアの学生及び留学生と建設的なディスカッションを行うことで、英語でのコミュニケーションに慣れ、躊

躇なく行えるようなコミュニケーション能力を身に付ける。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/14 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
異文化理解 Introduction and 

discussion with 

zindonesian students 

and International 

students 

近藤 暁子 様々な文化、社会的視点について類似点

や相違点を理解し、英語で理解したことを

述べることができる・講義及びディスカッシ

ョン 

2 5/10 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
異文化理解 Discussion about a 

specific topic 
Jonathan 

Corliss 
文化の異なる外国人講師、留学生とのディ

スカッションを通して様々な文化、社会的視

点について類似点や相違点を理解し、英語

で理解したことを述べることができる・ディ

スカッション 
3 5/12 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
異文化理解 Discussion about 

culture and customs 
高野 歩,  

近藤 暁子 
文化の異なる海外の大学の学生、外国人

講師、留学生とのディスカッションを通して

様々な文化、社会的視点について類似点

や相違点を理解し、英語で理解したことを

述べることができる・プレゼン 
4 5/26 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
異文化理解 Discussion about a 

specific topic 
Jonathan 

Corliss 
ディスカッションを通して他者との意見の違

いを理解し、自分の意見を述べ建設的な議
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論ができる。・ディスカッション 
5 5/31 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
異文化理解 Globalization and 

Nursing Education 
ＬＩＵ Ｙａｔ Ｗａ 

Ｊｕｓｔｉｎａ,  

近藤 暁子 

ディスカッションを通して他者との意見の違

いを理解し、自分の意見を述べ建設的な議

論ができる・講義及びディスカッション 
6 6/1 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
異文化理解 Presentation from 

international students 

and discussion 

近藤 暁子 文化の異なる海外の大学の学生、外国人

講師、留学生とのディスカッションを通して

様々な文化、社会的視点について類似点

や相違点を理解し、英語で理解したことを

述べることができる・ディスカッション 
7 6/9 17:00-18:30 遠隔授業

（同期型） 
自文化理解 Presentation about 

Japanese culture from 

Japanese students and 

discussion 

近藤 暁子 ディスカッションを通して新たな視点を自身

のアイデンティティーに取り入れて表現で

きる・プレゼンテーションとディカッション 

8 6/16 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
異文化理解 Presentation about 

Indonesian culture 

from Indonesian 

students 

近藤 暁子 ネイティブの教員、米国、インドネシアの学

生及び留学生と建設的なディスカッションを

行うことで、英語でのコミュニケーションに

慣れ、躊躇なく行えるようなコミュニケーシ

ョン能力を身に付ける・ディスカッション 
 

授業方法 

1） 講義と演習すべて英語で実施する。すべて ZOOM 同期型で行う。 

2） 4 コマはインドネシアのパジャジャラン大学と共同で行う（１、3，5、9 回目）。 

3） 留学生の異文化のプレゼンテーションを聞いてディスカッションする（2 回目） 

4） ワシントン大学の教員の米国体験記について講義およびディスカッションを行う（4 回目） 

5） ネイティブの英語教員、留学生、クラスメートと指定したトピックについてディスカッションする（6-7 回目）。 

6） 香港の教員の講義およびディスカッションを行う（8 回目） 

7） インドネシアの学生とディスカッションしたこと、異文化について学んだことや気づいたことについてプレゼンテーションする（10 回目） 

授業内容 

スケジュール参照 

成績評価の方法 

全体的参加度：40％、自文化プレゼンテーション：30％、Nursing ethics presentation: 30％ 

１） 参加度：授業中に積極的に発言する態度などを評価する。遅刻・早退は2回で1回の欠席とする。45分以上遅れた場合はその授業へ

出席とは認められない（40％）。 

２）  日本の医療現場における Nursing ethics に関する内容を調べて米国の学生に対して発表する（30％） 

3) 自文化プレゼンテーション：日本の文化の 1 つを取り上げ、英語でプレゼンテーションし、インドネシアの学生及び留学生とディスカッシ

ョンを行う。（30％）。 

成績評価の基準 

出席日数が 3 分の 2 以上あることを前提とした上で、上記合計点が 60 点以上の場合合格とする。 

合計点が 90 点以上で A+,80～89 点で A,70～79 点で B,60～69 点で C とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

原則として TOEFL450 点以上を受講要件とする。 

試験の受験資格 

試験は行わないが、単位認定には 2/3 の出席を要件とする。 

教科書 

Transcultural Concepts in Nursing Care 7th ed／Margaret M. Andrews & Joyceen S. Boyle：LWW，2015 

WebClass にて配布 

参考書 

Margaret M. Andrews, Joyceen S. Boyle Transcultural Concepts in Nursing Care 7th ed 2016 Wolters Kluwer 

他科目との関連 

国際保健看護学 I,国際保健福祉 
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履修上の注意事項 

指定された記事を読んで分からない単語を調べてくること。 

備考 

講義よりももっとディスカッションの時間があった方が良かったという意見がありましたので、講義は最小限にしてディスカッションをメイン

にしたいと思います。 

連絡先（メールアドレス） 

近藤 暁子:akondo.ind@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

近藤 暁子:オフィスアワーは特に定めないが、事前連絡してから訪問すること。 

国際看護開発学教授室（3 号館18 階） 
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時間割番号 012084 

科目名 国際保健福祉D 科目 ID MN-492600-Z 

担当教員 近藤 暁子, 津田 紫緒, 高野 歩, 川上 明希[KONDO AKIKO, TSUDA SHIO, TAKANO Ayumi, KAWAKAMI Aki] 

開講時期 2023 年度通年 対象年次 4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Global Health and welfare B 

【科目責任者】国際看護開発学 近藤暁子 

主な講義場所 

海外短期研修プログラム 研修機関先 

 ・ セイナヨキ応用科学大（フィンランド共和国) 

 ・ ラオス保健科学大学（ラオス人民民主共和国） 

 ・ ワシントン州（米国） 

・ チュラロンコン大学（タイ） 

 ・ ガーナ大学（ガーナ） 

 ・ 台北医科大学（台湾） 

              等 

授業の目的、概要等 

諸外国の医療施設、教育施設の見学・講義・実習等を通して、異文化社会での健康問題や、異なる保健医療システムを知ると共に 日本

との相違を認識・体感し、グローバルな視点で看護の対象となる人々や、提供する看護の実際と課題を捉え、看護職としての専門性およ

び国際感覚を養う。 

授業の到達目標 

１）研修国の保健医療福祉制度や事情および看護職の役割・活動状況について理解する。 

２）１）で理解した内容について言語化し、研修報告書を作成する。 

２）海外研修報告会において、１）で理解した内容および研修国での経験等について、第三者に適切に説明することができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習

方法・その他 
1 4/12 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
国際保健福祉 合同オリエンテーション（希望する国

の医療施設，保健福祉施設，教育機

関における見学・講義・実習等） 

近藤 暁子, 高野 歩,  

津田 紫緒, 川上 明希 
日時は未定で

ある。 

2 10/18 16:20-17:50 その他 国際保健福祉 海外研修報告会 近藤 暁子, 高野 歩,  

津田 紫緒, 川上 明希 
日時は未定で

ある。海外研

修を通じた体

験学習を行う。 
 

授業方法 

事前研修への参加、海外研修を通じた体験学習、海外研修報告会への参加（プレゼンテーションの実施等） 

オリエンテーションは Zoom で行う。 

今年度の詳細は未定である。10 月以降に海外渡航の許可がおり次第、プログラムを調整する。 

授業内容 

諸外国の教育機関、医療施設、保健福祉施設、老健施設における見学・講義・実習・保健活動・ボランティア活動への参加や、グループワ

ーク・プレゼンテーション・ディスカッション等 

成績評価の方法 

・ 研修前の準備、事前学修への参加・活動状況 

・ 研修期間中の見学・講義・実習・他活動等への参加状況 

・ 研修報告会における発表状況 

・ 研修報告書 

成績評価の基準 

事前学習、英語によるコミュニケーション、英語によるプレゼンテーション、異文化理解、研修国の保健医療制度・サービスの理解、保健医
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療福祉に関する実践的知識の習得、保健医療福祉に関する研究知識の習得、事後報告について、5 段階評価とする。 

上記合計点が 60 点以上の場合合格とする。合計点が 90 点以上で A+,80～89 点で A,70～79 点で B,60～69 点で C とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

・ 渡航国や自国の政情や社会情勢、文化、保健医療福祉事情、教育制度等の情報を事前に十分得て、事前に研修計画をすること  

・ グローバル人材育成プログラムにおける海外派遣前教育プログラム(Academic English Summer Course)に必ず参加し、TOEFL を受験

すること 

・ 学内における英語運用力向上のための講義やイベント等に積極的に参加し、研修で困らないように、語学力の向上に努めること 

・ 派遣前オリエンテーションへ参加し、危機管理など情報収集すること 

試験の受験資格 

試験は行わない 

構成ユニット 

主に、海外短期研修プログラムへの参加となる。 コロナウイルス感染状況により、オンライン交流となった場合も単位認定する。 

参加プログラムごとに数回実施される事前研修に必ず参加する。 

海外研修へ参加し積極的に活動に取り組む。帰国後に開催予定の海外研修報告会に参加し、発表を行う。 

今年度の詳細は未定である。詳細についてはオリエンテーションで説明する。 

他科目との関連 

国際保健福祉A, 国際保健福祉C, 国際保健福祉D, 国際保健看護学 

履修上の注意事項 

・ 4 月（または 5 月）に開催される合同オリエンテーションに参加すること  ・ 海外短期研修プログラムへの参加には、成績・語学力、及

び面接評価による選考があることを理解し、十分準備をしておくこと  ・ Global Communication Workshop （GCW）へ参加していることが必

須である  ・ 渡航前準備として、危機管理の観点から、所定の手続きを速やかに行うこと  ・ 集団行動を伴う海外研修のため、担当教

員により定められたスケジュールに則って行動すること 

備考 

本科目履修後のお願い 

・ 研修参加後は、大学説明会等への参加や、下級生・後輩学生への情報提供等、積極的に大学の教育に協力すること 

  保健衛生学科 海外研修ガイダンスでの発表、オープンキャンパス 他 

・ 本学の海外協定校等からの交換留学生のサポート、また海外からの研究者・教育者・実践者等との国際交流を推進するボランティアと

して積極的に活動すること 

・ 実践看護英語 I～III とは内容が異なります。 

オンライン交流を行う場合は、各大学が使用しているコミュニケーションツールを活用する。 

連絡先（メールアドレス） 

近藤 暁子:akondo.ind@tmd.ac.jp 

高野 歩:ayumi-takano.pn@tmd.ac.jp 

川上 明希:akikawakami.cc@tmd.ac.jp 3 号館17F  

津田 紫緒:3 号館19 階地域保健看護学研究室2 03-5803-4573 tsuda.phn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

近藤 暁子:オフィスアワーは特に定めないが、事前連絡してから訪問すること。 

国際看護開発学教授室（3 号館18 階） 

高野 歩:事前にメールでアポイントを取り、研究室を訪ねてきてください（3 号館18 階精神保健看護学分野研究室2）。 

津田 紫緒:アポイントをとった上で随時実施 
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イ時間割番号 012102 

科目名 インディペンデントスタディ C 科目 ID MN-493000-S 

担当教員 田中 真琴[TANAKA Makoto] 

開講時期 2023 年度通年 対象年次 4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名:Independent study C 

【科目責任者】田中 真琴 

【担当教員】専攻主任、学年担任 

授業の目的、概要等 

人口の高齢化、自然災害、新型感染症パンデミック等、変化し続ける医療や看護を取り巻く状況に応じて、看護実践や研究を発展させ続け

ていくために、適切な方法で情報を探求しそれらを分析・統合して新たな知見を得ることは、看護職者に求められる重要や役割の一つで

ある。学生自らが、受け入れ先組織・企業等を探し、受け入れ先と授業内容を作り上げ、得られた情報を分析・統合して、将来の状況変化

に対応しながら、クリエイティブで柔軟な思考力に基づいて看護実践や研究を発展させていくために必要な知識やスキルの習得や向上を

目指す。 

授業の到達目標 

１．学生が興味・関心を寄せる課題について適切な情報が得られる組織や企業等を探し、適切な学習計画を立てることができる。 

２．学生が興味・関心を寄せる課題に関する新たな知見を得たり課題を解決したりしていくために、受け入れ先における学習経験を通じて

得られた情報を分析・統合するための知識・スキルを獲得する。 

3．学生が興味・関心を寄せる課題に関する新たな知見を得たり課題を解決したりしていくために、受け入れ先における学習経験を通じて

得られた情報を分析・統合した結果を説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/5 14:40-16:10 未定 学生が興味・関

心を寄せる課題1 
適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加1 
田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
2 5/10 14:40-16:10 未定 学生が興味・関

心を寄せる課題

２ 

適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加1 
田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
3 6/7 14:40-16:10 未定 学生が興味・関

心を寄せる課題

３ 

適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加1 
田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
4 7/5 14:40-16:10 未定 学生が興味・関

心を寄せる課題

４ 

適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加1 
田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
5 9/6 14:40-16:10 未定 学生が興味・関

心を寄せる課題5 
適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加1 
田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
6 10/4 14:40-16:10 未定 学生が興味・関

心を寄せる課題6 
適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加1 
田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
7 11/1 14:40-16:10 未定 学生が興味・関

心を寄せる課題7 
適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加にも

とづく情報の分析・統合 

田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
8 12/6 14:40-16:10 未定 学生が興味・関

心を寄せる課題8 
適切な情報が得られる組織や企

業等における活動への参加にも

とづく情報の分析・統合・まとめ 

田中 真琴 目標1.2.3・プロジェクトやインター

ン参加計画学生プレゼン、企業等

での参加活動、学内での報告等 
 

授業方法 

各学生が興味・関心を寄せる課題に基づいて、学生自らが担当教員と相談の上、個別に具体的な学習目標・学習計画を 
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作成し、主体的に学習する。 

１．履修登録後は、以下のように行う。 

  ①履修を希望する学生は、インデペンデントスタディとして取り組みたい課題について、科目担当教員（学年担任、専攻主任） 

     と相談し、その課題の指導に適する指導教員を決める。（指導教員は原則、看護学専攻の専任教員とする。） 

  ②当該学生は、インデペンデントスタディ学習計画書（様式）（学習目標・学習内容・学習スケジュール等を含む）を作成し、 

     その内容について、受け入れ先機関および指導教員の助言・指導を受ける。学習計画書の内容・期間は、1 単位に相当する 

     ものであること。 

  ③作成されたインデペンデントスタディ学習計画書について、科目担当教員（学年担任）が内容等を確認し当該科目として 

     十分であると認められた場合に受講開始となる。 

２．授業方法 

  ①インデペンデントスタディ学習計画書にしたがって、受け入れ先組織・企業等において、学生が興味・関心を寄せる課題に 

     関する学習を進める。 

  ②学習終了後、学んだ内容について情報を分析・統合し、報告書を作成し、科目担当教員（学年担任、専攻主任）へ提出する。 

※本科目では、受け入れ先組織・企業等を探す際に、ベンチャー・スタートアップを利用することも可能である。 

ベンチャー・スタートアップにリストアップされた会社に関するエントリーシートを学生が閲覧し、自らの関心と合致する企業があれば、ベ

ンチャー・スタートアップ担当教員、科目担当教員（学年担任、専攻主任）等と相談の上、ベンチャー・スタートアップのルールに則って当該

企業に連絡する。受入れ先組織・企業等候補の担当者と面談などを行った後、両者の合意が得られた場合マッチング成立となる。 

授業内容 

学生が興味・関心を寄せる課題について適切な情報が得られる組織や企業等における活動への参加、得られた情報の分析・統合 

（例：医療・介護施設、企業、ベンチャー企業、ボランティア活動など） 

成績評価の方法 

以下の点について成績評価を行う。 

１）受入れ先組織・企業等での活動状況：受入れ先担当者からのフィードバック 

２）活動報告書の提出状況・内容：学習目標の到達状況 

成績評価の基準 

・受入れ先組織・企業等での活動状況に関する受入れ先担当者からのフィードバック（30％） 

・活動報告書の提出状況・内容にもとづく、学習目標の到達状況（70％） 

準備学習等についての具体的な指示 

・各学生が興味・関心を寄せる課題について適切な情報が得られる組織・企業等について、各自で情報を探索しておくこと。 

・学習計画書の作成と計画内容の実現に必要な受入れ先等に関する情報収集を適切に行う。 

・各学生が興味・関心を寄せる課題に関する知識やスキルの習得に努める。 

・学外組織において学習を行うことから、本学学生および看護を学ぶ者として適確な行動をとれるよう、コミュニケーション力、社会人とし

ての行動や態度等に関する知識やスキルを身に着けておくこと。 

・学外組織で学習を行うことから、学習計画に則って学習が進んでいることを、適宜、指導教員に報告する行動を身に着けておくこと。 

試験の受験資格   試験は実施しない。 

教科書 なし 

参考書 なし 

他科目との関連 

学生が興味・関心を寄せる課題によって関連の深い科目は異なる。 

履修上の注意事項 

１）学生が興味・関心を寄せる課題にもとづく科目であるため、他の科目とは異なり、内容も受入れ先も受講者ごとに異なる。  ２）受入れ

先組織・企業等から重要な情報（個人情報を含む）の持ち出しをしないこと。  ３）学習は、学生自らが指導教員と共に立てた学習計画に則

って進めること。  ４）受入れ先での学習期間中は、指導教員に進捗状況や学習上の困難等を、適宜報告・相談すること。  ５）受入れ先

担当者、指導教員や科目担当教員の指示に従って、学習を進めること。授業日時・内容（順序等）は変更することがある。 

連絡先（メールアドレス） 

田中 真琴 ： tanaka.cc@tmd.ac.jp 3 号館19Ｆ 

オフィスアワー 

田中 真琴 ：月曜～金曜 AM9:00-PM18:00 

不在時間、対応出来ない時間もあるため、質問や相談時は、事前連絡をすることが望ましい 
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時間割番号 012077 

科目名 地域保健看護学Ⅲ 科目 ID MN-492100-L 

担当教員 月野木 ルミ, 津田 紫緒[TSUKINOKI Rumi, TSUDA SHIO] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 4 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Community Health NursingⅢ 

【科目責任者】：月野木 ルミ 

主な講義場所 

・遠隔授業（Zoom 同期型） 

・ハイフレックス 

・保健衛生学講義室4（3 号館7 階）ほか 

授業の目的、概要等 

地域で生活している人々に対する保健看護活動について学ぶ。成人高齢者と母子・心身障害児及び，感染症・災害・健康危機管理におけ

る，地域保健システムとヘルスニーズのアセスメント，保健看護活動の展開方法，評価の視点を講義およびグループワークなどを活用し

たアクティブラーニングを含む一連の講義から習得する。 

授業の到達目標 

1）「1～15 回」成人高齢者・母子・心身障害児及び，感染症・災害・健康危機管理における保健看護活動の目的と基盤になる地域保健シス

テムについて理解する。 

2）「1 回」地域における災害・健康危機管理時の保健看護活動の展開と評価ついて理解する。 

3）「3～4 回」地域における看護管理活動の展開方法と評価について理解する。 

4）「5～6 回」地区組織活動の目的、展開ついて理解する。 

5）「7～10 回」地域における母子の保健看護活動の展開方法と評価について理解する。 

6）「11,12,14 回」地域における成人、高齢者、難病者の保健看護活動の展開方法と評価について理解する。 

7）「13 回」地域における感染症に対する保健看護活動の展開方法と評価ついて理解する。 

8）「15 回」心身障害児の保健看護活動の展開方法と評価について理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・そ

の他 
1 4/7 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室4 

地域保健看護

学Ⅲ 
高齢者保健看護活動（介護予防、高

齢者への虐待予防活動） 
月野木 ルミ 【到達目標】1）、3）   

【学習方法】対面講義  

【その他】課題レポート 
2 4/7 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室4 

地域保健看護

学Ⅲ 
成人高齢者の保健福祉施策と保健

医療福祉システム 
新井 久美子 【到達目標】1）、3）   

【学習方法】対面講義、ハ

イフレックス 
3-4 4/10 13:00-16:10 遠隔授業

（同期型） 
地域保健看護

学Ⅲ 
地域における看護管理活動 菊池 宏幸 【到達目標】1）、4）   

【学習方法】遠隔講義  

【その他】感想レポート 
5-6 4/18 13:00-16:10 保健衛生

学科講義

室4 

地域保健看護

学Ⅲ 
地区組織活動の目的、展開 綾部 明江 【到達目標】1）、5）   

【学習方法】ハイフレック

ス、集合学習 
7-8 4/27 13:00-16:10 遠隔授業

（同期型） 
地域保健看護

学Ⅲ 
母子保健看護活動の目的と保健医

療福祉システム  母子保健活動の

展開（妊産婦への保健看護活動） 

清水 洋子 【到達目標】1）、6）   

【学習方法】遠隔講義  

【その他】感想レポート 
9-10 5/8 13:00-16:10 遠隔授業

（同期型） 
地域保健看護

学Ⅲ 
母子保健活動の展開（乳幼児健診，

相談，学級）  母子保健活動の展開

（ハイリスク母子への活動） 

清水 洋子 【到達目標】1）、6）   

【学習方法】遠隔講義  

【その他】感想レポート 
11 5/15 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
地域保健看護

学Ⅲ 
成人高齢者保健看護活動の展開

（健康診査、健康相談） 
山口 忍 【到達目標】1）、3）   

【学習方法】遠隔講義 
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12 5/15 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
地域保健看護

学Ⅲ 
難病者保健看護活動の展開 小倉 朗子 【到達目標】1）、3）   

【学習方法】遠隔講義 
13 5/22 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
地域保健看護

学Ⅲ 
災害時・健康危機管理時の保健活

動の展開 
津田 紫緒 【到達目標】1）、2）   

【学習方法】遠隔講義、グ

ループワーク   

【その他】小レポート 

14 5/22 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
地域保健看護

学Ⅲ 
感染症保健活動の展開（結核，感染

症，エイズに対する保健活動の展

開） 

高松 泉,  

津田 紫緒 
【到達目標】1）、7）   

【学習方法】遠隔講義、グ

ループワーク 
15 5/29 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
地域保健看護

学Ⅲ 
心身障害児療育と保健指導 野村 政子 【到達目標】1）、8）   

【学習方法】遠隔講義 
16 6/1 14:40-16:10      
17 6/9 08:50-10:20      
18 6/9 10:30-12:00      

 

授業方法 

講義形式の授業に加え、グループワーク、グループ討論などのアクティブラーニングを取り入れるほか、事例や統計資料を活用した学習

展開を学生が主体的に行う。 

成績評価の方法 

以下の項目について総合的に評価を行う。 

1）出席状況 

  ・対面授業への出欠、Zoom ログイン記録から確認する参加状況。 

2）課題への取り組み姿勢・授業への参加態度 

  ・授業中の取り組みや反応を評価するため、原則Zoom のカメラはオンとする。 

  ・授業中の発言状況、グループワーク・資料の作成・プレゼンテーションへの責任ある参加状況を評価する。 

4）課題レポート 

  ・レポートの期限内提出状況・内容により評価する。 

3）定期試験 

  ※教科書や配布資料等に記載された英語（単語や文章）、授業内容に関連する過去の国家試験問題も出題範囲とする。 

成績評価の基準 

1）出席状況（欠席、遅刻等を減点） 

2）課題への取り組み姿勢・授業への参加態度（15％） 

3）課題レポート（15％） 

4）期末テスト（70％） 

上記1）～4）の成績評価の方法に示す各項目の成績の合計により評価を行い、100 点満点中60 点以上を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

授業内容の理解を深めるため、次回の講義で取り扱う資料（教科書、参考書を含む）を事前に読んでおき、グループ討議時には、積極的

に参加すること。また、事後学習として、授業で学んだことについて、資料を用いてふりかえる振り返ることが望ましい。 

試験の受験資格 

本学試験規則に準じ、授業に 2／3 以上出席していること。 

教科書 

公衆衛生看護学 = Public Health Nursing／上野昌江, 和泉京子 編集,上野, 昌江,和泉, 京子,：中央法規出版，2016 

国民衛生の動向 2022/2023（第69 巻第9 号／一般財団法人 厚生労働統計 協会：厚生労働統計協会，2022-08 

Educational Video Online (DVD) 地域看護活動とヘルスプロモーション 第4 巻 新潟県中越沖地震にみる災害看護活動／佐々木明子他

監修：丸善出版株式会社，2007 

Educational Video Online (DVD) 続・地域看護活動とヘルスプロモーション 第1 巻 公衆衛生看護活動における健康教育／佐々木明子他

監修：丸善出版株式会社，2013 

Educational Video Online 地域看護活動とヘルスプロモーション/続・地域看護活動とヘルスプロモーション、佐々木明子他監修、丸善出版

株式会社、2007･2008/2013･1014 
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参考書 

最新保健学講座3 公衆衛生看護活動論1 ライフステージの特性と保健活動／金川克子 編：メヂカルフレンド社，2015 

最新保健学講座4 公衆衛生看護活動論2 心身の健康問題と保健活動／金川克子 編：メヂカルフレンド社，2015 

新体系看護学全書 健康支援と社会保障制度2 公衆衛生学／佐々木明子、井原一成 編集：メヂカルフレンド社，2016 

公衆衛生看護技術 第4 版 (標準保健師講座)／中村, 裕美子,：医学書院，2020 

新体系 看護学全書 統合分野 看護の統合と実践 災害看護学／辺見弘 監修、小井土雄一、山西文子 編：メヂカルフレンド社，2013 

最新 保健学講座7 保健医療福祉行政論／野村陽子 編：メヂカルフレンド社，2015 

新版 保健師業務要覧 第4 版 2021 年版／井伊久美子, 勝又浜子, 森永裕美子, 荒木田美香子, 坂本真理子, 村嶋幸代 編,井伊, 久美子,

勝又, 浜子,森永, 裕美子,荒木田, 美香子,坂本, 真理子, 看護学,村嶋, 幸代, 1951-,：日本看護協会出版会，2021 

最新公衆衛生看護学 第3 版 2019 年版／宮﨑美砂子, 北山三津子, 春山早苗, 田村須賀子 編,：日本看護協会出版会，2018 

公衆衛生看護学 第３版／上野 昌江 編集,和泉 京子 編集,上野 昌江,和泉 京子,：中央法規出版，2020 

他科目との関連 

成人看護学，老年看護学，母性看護学，小児看護学，疫学，保健統計学，保健医療福祉制度論などの科目の応用を必要とする。 

履修上の注意事項 

1）原則として、授業中の入退室は認めない。  2）授業中にスクリーン、Zoom 等の画面を撮影することを禁止する。  3）講義資料等を、受

講登録者以外に配布・公開することを禁止する。  4）WebClass やメールを通じた資料配布・連絡を行う場合があるので、担当教員の指示

に従い確認すること。  5）授業日時・内容（順序等）・方法は変更することがある。 

連絡先（メールアドレス） 

月野木 ルミ:r-tsukinoki.phn@tmd.ac.jp 

津田 紫緒:3 号館19 階地域保健看護学研究室2 03-5803-4573 tsuda.phn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

月野木 ルミ:メールにてアポイントを取ること。 3 号館19 階 

津田 紫緒:アポイントをとった上で随時実施 
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時間割番号 012078 

科目名 地域保健看護学演習 科目 ID MN-492200-S 

担当教員 月野木 ルミ, 津田 紫緒, 森田 久美子, 鹿島田 祐子[TSUKINOKI Rumi, TSUDA SHIO, MORITA KUMIKO, 

KASHIMADA Yuuko] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Seminar of Community Health Nursing 

【科目責任者】：月野木 ルミ 

主な講義場所 

・遠隔授業（Zoom 同期型） 

・保健衛生学講義室1（3 号館18 階） 

・保健衛生学講義室4（3 号館7 階） 

・実習室2～4（3 号館17 階） 

授業の目的、概要等 

地域保健看護活動の具体的な手法である地区診断と地域の保健福祉資源，家庭訪問・相談，地区組織活動等の活動方法について学ぶ。

実際の地域を想定し、学習者が主体となって統計資料等の収集、分析を行い、地域特性の把握，地域のヘルスニーズのアセスメント，計

画の立案，活動の展開方法や評価についてグループワークを通して学習する。地域保健看護活動の基礎的な実践についてロールプレイ

などの演習を通して必要な知識と技術を習得する。 

授業の到達目標 

1）「1～6, 9～16 回目」地域の人々の生活，地域保健システム，地域の社会資源など地域特性について理解する。 

2）「1～6, 9～16 回目」地域診断の目的と展開方法，評価方法を学ぶ。 

3）「1～6, 9～16 回目」特定の地域を設定し、グループで地域診断を展開する。 

4）「1～6, 9～16 回目」グループで展開した地域診断のプロセス、結果を発表し、討議を通して理解を深める。 

5）「7～８回目」家庭訪問、乳幼児健康診断における各種計測・問診などによる情報収集、アセスメント、相談対応・保健指導といった保健

師の支援方法を習得する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1-2 4/13 13:00-16:10 遠隔授業（同期型） 地域保健看

護学演習 
わが国の地域保

健看護活動，展

開の指針 

月野木 ルミ,  

津田 紫緒 
【到達目標】1）、2）、3）、4）   

【学習方法】遠隔講義、課題発表、

グループワーク,PBL 
3 4/20 14:40-16:10 保健衛生学科講義室4 地域保健看

護学演習 
地域保健看護学

実習オリエンテ

ーション  地域

診断演習 

月野木 ルミ,  

森田 久美子,  

津田 紫緒 

【到達目標】1）、2）、3）、4）   

【学習方法】対面講義、課題発表、

グループワーク,PBL 

4-5 4/24 13:00-16:10 保健衛生学科講義室4, 

看護学実習室3,  

看護学実習室4 

地域保健看

護学演習 
地域診断演習 月野木 ルミ,  

津田 紫緒 
【到達目標】1）、2）、3）、4）   

【学習方法】対面講義、課題発表、

グループワーク,PBL 
6-7 5/11 13:00-16:10 看護学実習室2,  

看護学実習室3,  

看護学実習室4,  

保健衛生学科講義室1 

地域保健看

護学演習 
地域診断演習  

家庭訪問演習  

乳幼児健診演習 

月野木 ルミ,  

津田 紫緒,  

森田 久美子 

【到達目標】5）   

【学習方法】対面講義、グループ

ワーク, 演習 

8 5/18 13:00-14:30 遠隔授業（同期型） 地域保健看

護学演習 
地域診断演習 津田 紫緒,  

月野木 ルミ,  

鹿島田 祐子 

【到達目標】1）、2）、3）、4）   

【学習方法】遠隔講義、課題発表、

グループワーク,PBL 
9 5/25 10:30-12:00 保健衛生学科講義室1 地域保健看

護学演習 
地域診断演習 月野木 ルミ,  

津田 紫緒,  

森田 久美子 

【到達目標】1）、2）、3）、4）   

【学習方法】対面講義、課題発表、

グループワーク,PBL 
10-11 5/25 13:00-16:10 保健衛生学科講義室4, 地域保健看 地域診断演習 月野木 ルミ,  【到達目標】1）、2）、3）、4）   
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看護学実習室3,  

看護学実習室4 
護学演習 津田 紫緒,  

森田 久美子 
【学習方法】対面講義、課題発表、

グループワーク,PBL 
12-13 6/8 13:00-16:10 保健衛生学科講義室4, 

看護学実習室2,  

看護学実習室3,  

看護学実習室4,  

遠隔授業（同期型） 

地域保健看

護学演習 
地域診断演習 月野木 ルミ,  

森田 久美子,  

津田 紫緒 

【到達目標】1）、2）、3）、4）   

【学習方法】対面講義、課題発表、

グループワーク,PBL 

14-15 6/13 13:00-16:10 保健衛生学科講義室4 地域保健看

護学演習 
地域診断演習発

表会 
月野木 ルミ,  

津田 紫緒,  

森田 久美子 

【到達目標】1）、2）、3）、4）   

【学習方法】対面講義、課題発表、

グループワーク,PBL, 成果共有 
 

授業方法 

講義形式の授業に加え、事前課題に基づくグループ討議、グループワークによる調査学習、学習成果のプレゼンテーションおよびロール

プレイ等アクティブラーニングを積極的に用いた演習を行う。 

成績評価の方法 

以下の項目について総合的に評価を行う。 

1）出席状況 

  ・対面授業への出欠、Zoom ログイン記録から確認する参加状況。 

2）課題への取り組み姿勢・授業への参加態度 

  ・授業中の取り組みや反応を評価するため、原則Zoom のカメラはオンとする。 

  ・授業中の発言状況、グループワーク・資料の作成・プレゼンテーションへの責任ある参加状況を評価する。 

3）課題レポート 

  ・レポートの期限内提出状況・内容により評価する。 

成績評価の基準 

1）出席状況（欠席、遅刻を減点する） 

2）課題への取り組み姿勢・授業への参加態度、発表（30％） 

3）課題レポート（70％） 

上記1）～3）の成績評価の方法に示す各項目の成績の合計により評価を行い、100 点満点中60 点以上を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

授業内容の理解を深めるため、次回の講義で取り扱う資料（教科書、参考書を含む）を事前に読んでおくこと。また、事後学習として、授業

で学んだことについて、資料を用いて振り返ることが望ましい。 

試験の受験資格 

本科目では定期試験は実施しない。 

教科書 

公衆衛生看護学 = Public Health Nursing／上野昌江, 和泉京子 編集,上野, 昌江,和泉, 京子,：中央法規出版，2016 

国民衛生の動向 2022/2023（第69 巻第9 号）／厚生統計協会 編：厚生労働統計協会，2022 

Educational Video Online (DVD) 地域看護活動とヘルスプロモーション 第2巻 家庭訪問の展開とコミュニケーション技術／錦織正子他監

修：丸善出版株式会社，2007 

Educational Video Online (DVD)続・地域看護活動とヘルスプロモーション 第2 巻 公衆衛生看護学活動における健康相談／佐々木明子

他監修：丸善出版株式会社，2013 

Educational Video Online (DVD)続・地域看護活動とヘルスプロモーション 第3 巻 公衆衛生看護学活動における地区組織活動・自主グル

ープ／佐々木明子他監修：丸善出版株式会社，2014 

教科書6 (DVD) 続・地域看護活動とヘルスプロモーション 第4巻 公衆衛生看護学活動における地域診断、佐々木明子他監修、丸善出

版株式会社、2014 

教科書 7  (DVD) 地域看護活動とヘルスプロモーション/続・地域看護活動とヘルスプロモーション、佐々木明子他監修、丸善出版株式会

社、2007 

教科書8 【教材用】母子健康手帳 はいはい(C) H31 年度版、株式会社母子保健事業団、2019 

教科書9 (DVD) 新・地域看護活動とヘルスプロモーション 第1 巻 地域ケアシステム、佐々木明子他監修、丸善出版株式会社、2019 

参考書 

コミュニティアズパートナー：地域看護学の理論と実際／エリザベス・T. アンダーソン、ジュディス・マクファーレイン 編、金川克子、早川
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和生 監訳：医学書院，2007 

最新 保健学講座5 公衆衛生看護管理論／平野かよ子 編：メヂカルフレンド社，2015 

地域看護診断／金川克子、田高悦子 編：東京大学出版会，2011 

新版 保健師業務要覧 第4 版 2021 年版／井伊久美子, 勝又浜子, 森永裕美子, 荒木田美香子, 坂本真理子, 村嶋幸代 編,井伊, 久美子,

勝又, 浜子,森永, 裕美子,荒木田, 美香子,坂本, 真理子, 看護学,村嶋, 幸代, 1951-,：日本看護協会出版会，2021 

Community As Partner: Theory And Practice in Nursing(8th Edition)／Elizabeth T. Anderson、Judith McFarlane  著：Wolters Kluwer，2018 

最新保健学講座 別巻1 健康教育論／宮坂忠夫 編：メヂカルフレンド社，2013 

地域保健福祉活動のための地域看護アセスメントガイド : 地区活動ならびに施策化のアセスメント・活動計画・評価計画の立案／佐伯和

子編著,佐伯, 和子,：医歯薬出版，2018 

公衆衛生看護学 第３版／上野 昌江 編集,和泉 京子 編集,上野 昌江,和泉 京子,：中央法規出版，2021-12-13 

五訂版 GIS と地理空間情報: ArcGIS 10.7 と ArcGIS Pro 2.3 の活用／橋本 雄一：古今書院，2019 

Arc GIS 10 で地域分析入門／大場 亨：成文堂，2019 

参考書10 河端瑞貴 経済・政策分析のための GIS 入門 2:空間統計ツールと応用: ArcGIS Pro 対応 古今書院 2018 年 

他科目との関連 

地域保健看護学で学んだ知識を学生各自が総合的に活用する必要がある。また，この科目は地域保健看護学実習を行う上で必須の知識

と技術を学ぶための科目である。 

履修上の注意事項 

1）原則として、授業中の入退室は認めない。  2）授業中にスクリーン、Zoom 等の画面を撮影することを禁止する。  3）講義資料等を、受

講登録者以外に配布・公開することを禁止する。  4）WebClass やメールを通じた資料配布・連絡を行う場合があるので、担当教員の指示

に従い確認すること。  5）授業日時・内容（順序等）・方法および場所は変更することがある。 

連絡先（メールアドレス） 

月野木 ルミ:r-tsukinoki.phn@tmd.ac.jp 

津田 紫緒:3 号館19 階地域保健看護学研究室2 03-5803-4573 tsuda.phn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

月野木 ルミ:メールにてアポイントを取ること。 3 号館19 階 

津田 紫緒:アポイントをとった上で随時実施 
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時間割番号 012079 

科目名 地域保健看護学実習 科目 ID MN-492300-E 

担当教員 月野木 ルミ, 津田 紫緒[TSUKINOKI Rumi, TSUDA SHIO] 

開講時期 2023 年度通年 対象年次 4 単位数 3 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Practice of Community Health Nursing 

【科目責任者】：月野木 ルミ 

主な講義場所 

・各実習施設 

・保健衛生学講義室1（3 号館18 階） 

・保健衛生学講義室4（3 号館7 階） 

・保健衛生学講義室5（3 号館7 階） 

・実習室3、4（3 号館17 階） 

授業の目的、概要等 

【保健所・保健センター】 

地域保健活動の第一線機関である保健所・保健センターの役割と機能を理解する。また，地域保健看護活動の意義と保健師の役割を理

解する。地域特性をふまえて健康問題をとらえることの必要性を理解し，家庭や地域社会で生活する人々に対する保健・医療・福祉活動

を学ぶ。また，地域保健における看護管理の機能について理解する。 

さらに，グループワークやフィールドワークなどのアクティブラーニングを用いて地域保健看護活動の計画・実践・評価の一連の過程を学

習し，地域保健看護活動の展開と方法と専門性を理解する。 

【学校】 

学校教育における保健活動の目的と保健教育，保健管理および養護教諭の活動について学ぶ。 

学校保健と地域保健の関係と，看護専門職としての役割について理解を深める。 

【産業】 

企業における産業保健の取り組みならびに保健師の役割と業務について学ぶ。 

産業保健と地域保健の連携と，看護専門職としての役割について理解を深める。 

授業の到達目標 

【保健所・保健センター】 

1）地域保健活動の実践機関としての保健所の機能と活動の展開法について理解する。 

2）保健所・保健センター等の保健師の役割を理解する。 

3）地域診断をもとに，地域特性を反映した地域保健看護活動の計画・実施・評価の方法を理解する。 

4）個人・家族・集団の健康課題に応じた地域保健看護活動の展開方法と技術を理解する。 

5）健康教育の実施の方法を理解する。 

6) 住民のニーズに応じた関係機関，他職種との連携・チームワークの方法を理解する。 

7) 地域保健看護活動の今日的動向と法的根拠を理解する。 

8) 地域保健における看護管理の機能について理解する。 

【学校】 

9）学校教育における保健活動の体系と活動の実際について，理解を深める。 

10）養護教諭の活動について，理解を深める。 

11）地域の関係機関との連携について学ぶ。 

【産業】 

12）企業における保健活動の体系と活動の実際について，理解を深める。 

13）産業保健師の活動について理解を深める。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1-3 4/17 13:00-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ,  

津田 紫緒,  

森田 久美子 

【到達目標】1）～13）   

【学習方法】臨地オリ、実習   

【その他】事前手続き、課題、実習記録作成 
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4 4/27 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ,  

津田 紫緒,  

森田 久美子 

【到達目標】1）～13）   

【学習方法】遠隔講義（オリ）、実習  【その他】

事前手続き、課題、実習記録作成 
5-9 9/15 08:50-17:50 保健衛生

学科講義

室1 

地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ,  

津田 紫緒,  

森田 久美子 

【到達目標】1）～13）   

【学習方法】対面講義、グループワーク、PBL   

【その他】事前課題、実習記録作成 
10-14 9/19 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習全体オリエンテ

ーション:詳細につ

いては実習要項参

照 

月野木 ルミ,  

津田 紫緒,  

森田 久美子 

【到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 

15-19 9/21 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ,  

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）  【学習方法】実習、グル

ープワーク、PBL、課題発表  【その他】事前

課題、実習記録作成 
20-24 9/22 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ,  

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
25-29 9/25 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ,  

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
30-34 9/26 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
35-39 9/28 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表  

 【その他】事前課題、実習記録作成 
40-44 9/29 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
45-49 10/2 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
50-54 10/3 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
55-59 10/5 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
60-64 10/6 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   
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【その他】事前課題、実習記録作成 
65-69 10/10 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
70-74 10/12 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
75-79 10/13 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
80-84 10/16 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
85-89 10/17 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
90-94 10/19 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
95-99 10/20 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
100-1

04 
10/23 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
105-1

09 
10/24 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表  

【その他】事前課題、実習記録作成 
110-1

14 
10/26 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
115-1

19 
10/27 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 

120-1

24 
10/30 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
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125-1

29 
10/31 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
130-1

34 
11/2 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
135-1

39 
11/6 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
140-1

44 
11/7 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
145-1

49 
11/9 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
150-1

54 
11/10 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
155-1

59 
11/13 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
160-1

64 
11/14 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
165-1

69 
11/16 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
170-1

74 
11/17 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
175-1

79 
11/20 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 

180-1

84 
11/21 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
185-1 11/24 08:50-17:50 その他 地域保健看 地域保健看護学実 月野木 ルミ, 到達目標】1）～13）   
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89 護学実習 習:詳細については

実習要項参照 
津田 紫緒,  

森田 久美子 
【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
190-1

94 
11/27 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
195-1

99 
11/28 08:50-17:50 その他 地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習:詳細については

実習要項参照 

月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

到達目標】1）～13）   

【学習方法】実習、グループワーク、PBL、課

題発表   

【その他】事前課題、実習記録作成 
200-2

04 
11/30 08:50-17:50 保健衛生

学科講義

室4, 保健

衛生学科

講義室5, 

保健衛生

学科講義

室2 

地域保健看

護学実習 
地域保健看護学実

習報告会 
月野木 ルミ, 

津田 紫緒,  

森田 久美子 

【到達目標】1）～13）   

【学習方法】対面講義、実習、グループワー

ク、課題発表、成果共有、討議   

【その他】事前課題、実習記録作成 

 

授業方法 

実習中は、グループワークによる調査学習、フィールドワーク（地域診断、地区踏査）およびロールプレイ・模擬実践などの実技演習など

のアクティブラーニングを行う。 

また、カンファレンスにおける学生間、臨地指導者及び教員・学生間でディスカッションにより理解を深めるとともに、学習成果のプレゼン

テーションを通して学びの共有を図る。 

授業内容 

詳細については実習要項参照 

成績評価の方法 

以下の項目について総合的に評価を行う。 

1）出席状況 

  ・臨地実習日程のみならず、学内外オリエンテーション、報告会、事前準備、記録作成・指導についての参加状況。 

2）実習への取り組み姿勢・参加態度 

  ・実習前後含む期間中の積極性、グループワークや・資料作成などのグループ共同作業、報告会での発表などの参加状況を評価す

る。 

3）実習記録物の内容 

  ・記録物の期限内提出状況・内容により評価する。 

成績評価の基準 

1）出席状況（欠席、遅刻の減点） 

2）実習への取り組み姿勢・参加態度（20％） 

3）実習記録物の内容（個人30％、グループ（40％） 

4) 報告会(10%) 

上記1）～4）の成績評価の方法に示す各項目の成績の合計により評価を行い、100 点満点中60 点以上を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

実習開始前に地域保健看護関連の本・資料等を熟読し、知識の整理・確認を行い、実習地でのプレゼンテーションやグループ討議に備え

ること。 

試験の受験資格 

本科目では定期試験は実施しない。 

教科書 

(DVD)新・地域看護活動とヘルスプロモーション 第1 巻 地域ケアシステム／佐々木明子他監修：丸善出版株式会社，2019 

(DVD)新・地域看護活動とヘルスプロモーション 第4 巻 学校保健／青栁千春監修：丸善出版株式会社，2019 
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参考書 

新版 保健師業務要覧 第4 版 2021 年版／井伊久美子, 勝又浜子, 森永裕美子, 荒木田美香子, 坂本真理子, 村嶋幸代 編,井伊, 久美子,

勝又, 浜子,森永, 裕美子,荒木田, 美香子,坂本, 真理子, 看護学,村嶋, 幸代, 1951-,：日本看護協会出版会，2021 

国民衛生の動向 2022/2023（第69 巻第9 号）：一般財団法人 厚生労働統計協会，2022-08 

公衆衛生看護学 第３版／上野 昌江 編集,和泉 京子 編集,上野 昌江,和泉 京子,：中央法規出版，2021-12-13 

備考 

ツイッター等への投稿に対する注意事項について 

実習で知り得た患者や住民の情報を、無断で外部に持ち出したり、不用意に公の場で話したり、ソーシャルメディア（ツイッター、ブログ、

ソーシャルネットワーキングサービス、動画共有サイトなど）に発信してはならない。諸君の軽率な行動が、個人情報の漏洩や、個人の尊

厳・感情を傷つけることにつながり、受け入れ先をはじめ多くの人に迷惑をかけることになる。いったん拡散した情報は取り消すことがで

きないので、情報の取り扱いに注意すること。 

連絡先（メールアドレス） 

月野木 ルミ:r-tsukinoki.phn@tmd.ac.jp 

津田 紫緒:3 号館19 階地域保健看護学研究室2 03-5803-4573 tsuda.phn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

月野木 ルミ:メールにてアポイントを取ること。 3 号館19 階 

津田 紫緒:アポイントをとった上で随時実施 

 

275



時間割番号 012067A 

科目名 緩和ケア看護学Ⅰ 科目 ID MN-431000-L 

担当教員 廣岡 佳代[HIROOKA Kayo] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

主な講義場所 

Zoom での同期授業、及び、対面による授業を実施する。 

授業の目的、概要等 

緩和ケア、終末期ケア（エンドオブライフケア）に関する諸概念・諸理論について学習し、緩和ケア、終末期ケアを必要とする人々への援

助方法論を深める。 

授業の到達目標 

１) 緩和ケアを必要とする人々とその家族の特徴を理解し、QOL の向上を目指した看護についてその理論と実際を理解する。 

２） がん、非がん疾患をもつ患者への症状コントロールや意思決定支援、療養の体制作りについて理解する。 

３） がん患者の家族・遺族への支援について理解する。 

４） チーム医療について理解し、看護師の役割について考察することができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/14 13:00-14:30 遠隔授業（同

期型） 
緩和ケア・終末期ケ

アの概論 
緩和ケア・終末期ケ

アの概論 
廣岡 佳代 【到達目標】１）２）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書

等を読む 
2 4/14 14:40-16:10 遠隔授業（同

期型） 
緩和ケアにおける

意思決定支援 
緩和ケアにおける

意思決定支援、意

思決定における看

護の役割 

廣岡 佳代,  

浅海 くるみ 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書

等を読む 
3 4/21 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室1 
緩和ケア、症状マ

ネジメント 
病院における緩和

ケアと症状マネジメ

ントの実際 

廣岡 佳代,  

野里 洵子 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書

等を読む 
4 4/21 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室1 
家族・遺族支援 訪問看護における

家族・遺族支援の

実際 

廣岡 佳代,  

福田 裕子 
【到達目標】１）３）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書

等を読む 
5 4/28 14:40-16:10 遠隔授業（同

期型） 
在宅ホスピスにお

ける医学的管理① 
在宅ホスピスにお

ける医学的管理の

実際 

廣岡 佳代,  

平原 佐斗司 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書

等を読む 
6 4/28 16:20-17:50 遠隔授業（同

期型） 
在宅ホスピスにお

ける医学的管理② 
在宅ホスピスにお

ける医学的管理の

実際 

廣岡 佳代,  

平原 佐斗司 
【到達目標】１）２）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書

等を読む 
7 5/12 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室1 
チーム医療、ケア

する人へのケア 
病院における緩和

ケア、チーム医療、

ケアする人のケア

の実際 

廣岡 佳代,  

岩倉 俊子 
【到達目標】１）４）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書

等を読む 
8 5/12 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室1 
在宅ホスピスの緩

和ケア 
在宅ホスピスの緩

和ケア、訪問看護

の実際 

廣岡 佳代 【到達目標】１）２）  

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書
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等を読む 
 

授業方法 

グループディスカッションを活用したアクティブラーニングを実施する。 

講義は、各回の中で重要なこと、発展的なことを中心に行う。必要に応じでグループディスカッションを取り入れ、理解を深める。講義の資

料については、講義前に PDF を Web Class にあげておくので授業前に必ず目を通しておく。 

リアクションペーパー：Web Class に提示する項目に、授業終了後回答、送信してもらう。講義への関心、講義内容の理解については、講

義内容の改善に役立てる。また、学んだことの概要や、講義への感想・意見を整理することは、復習や自己の課題を見出す助けとなる。 

授業内容 

１）がんを中心とした診断期からの緩和ケアについて理解する。 

２）在宅におけるがん患者、非がん患者の医学的管理について理解する。 

３）在宅ホスピスにおける訪問看護について理解する。 

４）家族・遺族への支援、医療者のグリーフへの支援を理解する。 

成績評価の方法 

以下の項目について、総合的に評価を行う。 

1）出席状況：30％ 

2）課題への取り組み姿勢：30％ 

※ 原則、Zoom のカメラはオンとし、顔が映るように設定する。 

※ 授業中の発言状況、グループディスカッション、プレゼンテーションへの責任ある参加度合い。 

3）レポート：40％ 

※ 提示された締め切り日までに提出すること。締め切りを過ぎた場合には未提出の扱いとする。 

成績評価の基準 

課題は、授業の到達目標に達しているかを評価し、そのことが確認されたところで合格とする。なお、リアクションペーパーにおいて、授

業で提供した内容以上の深い学びや、重要な指摘などがあった場合には、最終評価において加点されることがある。欠席については、減

点の対象になることがある。総合得点が 60 点以上のものを合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

がん看護、緩和ケア、終末期ケア・ターミナルケア・ホスピス・エンドオブライフケア等に関する書籍（手記・概説・実践報告等）を検索し、関

心のある本少なくとも 1 冊は熟読して置くこと。 

試験の受験資格 

授業内容の計8回の授業に参加し、課される課題を提示された期限までに提出すること。授業参加状況は、リアクションペーパーに記載さ

れた内容で確認する。 

なお、本授業は対面、および、Zoom で実施予定である。Zoom 講義の出席は講義の最初から最後まで参加しているログが確認できた場

合とする。 

特別に勘案すべき事情があるために指示が達成できない場合や、集合セッションに参加できない場合には、その事情とともに、締め切り

期日が過ぎる前、ならびに集合セッションの始まる前までに科目責任者または医学教務課にメールのように日時の記録が残る形で連絡

することを必須とする。なお、緊急の場合には電話でもよいが、その後メールはすること。連絡ができないような特別の事情があったと判

断された場合には、その限りではない。これらの十分な対応が行われていたと判断された場合には、事情などに応じてレポート等での対

応を行うこととする。 

教科書 

緩和ケア 第3 版 (ナーシング・グラフィカ 成人看護学 6)／宮下 光令 (編集), 森田 達也 (監修), 高橋 理智 (監修)：メディカ出版，2021 

参考書 

絵でみるターミナルケア : 人生の最期を豊かに生き抜く人へのかぎりない援助／佐藤 禮子 (監修), 浅野 美知恵 (編集)：学研メディカル

秀潤社，2015 

終末期看護:エンド・オブ・ライフ・ケア (新体系看護学全書)／田村恵子 (著)：メヂカルフレンド社，2021 

訪問看護が支える 在宅ターミナルケア／一般社団法人 全国訪問看護事業協会 (編集)：日本看護協会出版会，2021 

他科目との関連 

母性看護・小児看護・成人看護・高齢者看護の発達段階別看護領域全てに関連する。3 年次までの講義および実習で体験した終末期看護

の内容を統合させて学習する。 

履修上の注意事項 

積極的に講師や学生同士で疑問や考えについて話し合い、理解を深め、自身の課題を見出せるように取り組むこと。  1）授業中にスクリ
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ーン・Zoom 等の撮影をすることを禁止する。  2）講義資料等を、受講登録者以外に配布・公開することを禁止する。  3）授業日時・内容

（順序等）・方法は変更することがある。 

備考 

2022 年度の授業評価をもとに、2023 年度も授業目的等の達成に向け丁寧かつ実践に基づく講義を行う。 

連絡先（メールアドレス） 

廣岡 佳代:hirooka.kayo.chn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

廣岡 佳代:オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 

3 号館18 階 在宅・緩和ケア看護学分野 
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時間割番号 012067B 

科目名 緩和ケア看護学Ⅱ 科目 ID MN-491100-L 

担当教員 廣岡 佳代[HIROOKA Kayo] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Palliative Care Ⅱ 

【科目責任者】廣岡 佳代 

主な講義場所 

対面、及び、Zoom での同期授業を実施する。 

授業の目的、概要等 

診断から終末期まで、がんとともに生きる人々への支援や家族・遺族の支援の実際について学ぶ。 

エンドオブライフにおけるコミュニケーションについて学ぶ。 

授業の到達目標 

１）診断から終末期まで、がんとともに生きる人々の QOL の向上を目指した看護や社会的支援について理解し、説明できる。 

２）がんとともに生きる患者の家族の苦悩を理解し、看取り期、および、死別後の家族に対する看護を理解し、説明できる。 

３）がんと共に生きる人々と家族の全人的苦痛についての理解を深め、その支援について自らの意見を述べることができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 5/19 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室4 
緩和ケアの実

際 
緩和ケアの実際

について学ぶ 
廣岡 佳代 【到達目標】１）２）３）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書等を読む 
2 5/19 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室4 
緩和ケアの実

際 
緩和ケアの実際

について学ぶ    
廣岡 佳代 【到達目標】１）２）３）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書等を読む 
3 5/26 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室4 
エンドオブライ

フにある人と

のコミュニケー

ション 

エンドオブライフ

にある人とのコミ

ュニケーションや

支援のあり方を

学ぶ 

廣岡 佳代 【到達目標】１）２）３）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書等を読む 

4 5/26 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室4 
エンドオブライ

フにある人と

のコミュニケー

ション 

エンドオブライフ

にある人とのコミ

ュニケーションや

支援のあり方を

学ぶ 

廣岡 佳代 【到達目標】１）２）３）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書等を読む 

5 6/2 13:00-14:30 遠隔授業（同

期型） 
家族・遺族を支

える支援 
家族・遺族を支え

る支援について

学ぶ 

廣岡 佳代 【到達目標】１）２）３）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書等を読む 
6 6/2 14:40-16:10 遠隔授業（同

期型） 
家族・遺族を支

える支援 
家族・遺族を支え

る支援について

学ぶ 

廣岡 佳代 【到達目標】１）２）３）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書等を読む 
7 6/9 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室4 
がんと共に生

きる人を支え

る医療・看護 

がんと共に生き

る人を支える医

療・看護を学ぶ 

廣岡 佳代 【到達目標】１）２）３）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書等を読む 
8 6/9 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室4 
がんと共に生

きる人を支え

る医療・看護 

がんと共に生き

る人を支える医

療・看護を学ぶ 

廣岡 佳代 【到達目標】１）２）３）   

【学習方法】グループ討議   

【事前学習】講義該当箇所の教科書等を読む 
 

授業方法 

グループディスカッションを活用したアクティブラーニングを実施する。 
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講義は、各回の中で重要なこと、発展的なことを中心に行う。必要に応じでグループディスカッションを取り入れ、理解を深める。講義の資

料については、講義前に PDF を Webclass にあげておくので授業前に必ず目を通しておく。 

リアクションペーパー：Webclass に提示する項目に、授業終了後回答、送信してもらう。講義への関心、講義内容の理解については、講義

内容の改善に役立てる。また、学んだことの概要や、講義への感想・意見を整理することは、復習や自己の課題を見出す助けとなる。 

授業内容   授業内容は、授業スケジュールに示してある。 

成績評価の方法 

以下の項目について、総合的に評価を行う。 

1）出席状況：30％ 

2）課題への取り組み姿勢：30％ 

※原則、Zoom のカメラはオンとし、顔が映るように設定する。 

※授業中の発言状況、グループディスカッション、プレゼンテーションへの責任ある参加度合い。 

3）レポート：40％ 

※ 提示された締め切り日までに提出すること。締め切りを過ぎた場合には未提出の扱いとする。 

成績評価の基準 

課題は、授業の到達目標に達しているかを評価し、そのことが確認されたところで合格とする。なお、リアクションペーパーにおいて、授

業で提供した内容以上の深い学びや、重要な指摘などがあった場合には、最終評価において加点されることがある。欠席については、減

点の対象になることがある。総合得点が 60 点以上のものを合格とする 

準備学習等についての具体的な指示 

がん体験者やその家族の経験について手記や研究論文などを 1 冊（1 篇）以上読んでおくなど、達成目標や授業内容の中に具体的に

示されている項目について、準備してから授業に臨むことが求められる。 

WebClass にあらかじめ授業資料や課題、学習に必要情報をアップロードするので、各自ダウンロード等し、講義までに目を通しておくこ

と。 

試験の受験資格 

授業内容の計8回の授業に参加し、課される課題を提示された期限までに提出すること。授業参加状況は、リアクションペーパーに記載さ

れた内容で確認する。 

なお、本授業は Zoom、もしくは、対面での実施である。Zoom の場合には、出席は講義の最初から最後まで参加しているログが確認でき

た場合とする。 

特別に勘案すべき事情があるために指示が達成できない場合や、集合セッションに参加できない場合には、その事情とともに、締め切り

期日が過ぎる前、ならびに集合セッションの始まる前までに科目責任者または医学教務課にメールのように日時の記録が残る形で連絡

することを必須とする。なお、緊急の場合には電話でもよいが、その後メールはすること。連絡ができないような特別の事情があったと出

判断された場合には、その限りではない。これらの十分な対応が行われていたと判断された場合には、事情などに応じてレポート等での

対応を行うこととする。 

参考書 

絵でみるターミナルケア : 人生の最期を生き抜く人へのかぎりない援助／佐藤禮子 監修,浅野美知恵 編,：学習研究社，2006 

死を前にした人にあなたは何ができますか?／小澤竹俊著,小澤, 竹俊,：医学書院，2017 

緩和ケア／宮下光令編,宮下, 光令,：メディカ出版，2022 

他科目との関連 

母性看護・小児看護・成人看護・高齢者看護の発達段階別看護領域全てに関連する。3 年次までの講義および実習で体験した内容を統合

させて学習する。 

履修上の注意事項 

積極的に講師や学生同士で疑問や考えについて話し合い、理解を深め、自身の課題を見出せるように取り組むこと。  1）授業中にスクリ

ーン・Zoom 等の撮影をすることを禁止する。  2）講義資料等を、受講登録者以外に配布・公開することを禁止する。  3）授業日時・内容

（順序等）・方法は変更することがある。 

備考   2022 年度の授業評価をもとに、2023 年度も授業目的等の達成に向け丁寧かつ実践に基づく講義を行う。 

連絡先（メールアドレス） 

廣岡 佳代 ： hirooka.kayo.chn@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

廣岡 佳代 ： オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 

3 号館18 階 在宅・緩和ケア看護学分野 
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時間割番号 012068 

科目名 看護の統合と実践Ⅱ 科目 ID MN-431200-L 

担当教員 佐々木 吉子, 今津 陽子, 濱舘 陽子, 緒方 泰子, 柏木 聖代, 尾立 篤子, 佐藤 主光, 麻原 きよみ, 小野 和

代, 森脇 睦子, 淺香 えみ子[SASAKI YOSHIKO, IMAZU YOKO, HAMADATE Youko, OGATA YASUKO, 

KASHIWAGI Masayo, ORYUU Atsuko, SATO MOTOHIRO, ASAHARA Kiyomi, ONO KAZUYO, MORIWAKI MUTSUKO, 

ASAKA Emiko] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 4 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

Integration of acquaintances for nursing practice Ⅱ 

【科目責任者】佐々木吉子 

主な講義場所 

3 号館18 階保健衛生学科講義室１,Zoom による同期型授業 

（ネットワーク接続の問題のため、自宅からの参加ができない学生が接続するための講義室については必要に応じ連絡する） 

授業の目的、概要等 

本科目では、看護専門職に必要とされる知識・技術・態度について、これまでの学修内容に看護倫理やマネジメント、政策の視点を含めて

熟考・統合し、看護をより俯瞰的に捉えるとともに、必要なスキルを身に着けることを目的とする。そのため、看護倫理、看護マネジメント、

医療制度・経済について知識を深めるとともに、保健・医療の現場で遭遇する、個人、集団の心身の危機的状況や、医療事故、災害等に

対応するために必要な手技や多職種との連携の仕方について学修する。 

授業では、専門家から講義を受けて知識を深めるとともに、医療チームにおいて多職種と連携しながら看護が果たす役割を探究し、学生

自身のキャリアプランを発展させる。 

授業の到達目標 

1）看護倫理、看護マネジメント、医療制度・経済、政策について知識を深め、これらの視点を含めて看護観を発展させ、社会において看護

が果たす役割について、自身の考えを表現することができる。 

2)医療現場における多職種連携において看護職が担う役割やリーダーシップのあり方について理解することができる。 

3)看護専門職に必要とされる知識、技術、態度に関する学修内容を統合し、学生自身のキャリアプランを発展させる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/6 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
オリエンテーショ

ン  キャリアマ

ネジメント 

オリエンテーション

／看護職のキャリ

アマネジメント 

佐々木 吉子, 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

【到達目標】3)    

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事後学習】リフレクションシート 
2 4/13 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
看護組織とマネ

ジメント① 
看護組織における

マネジメントとマネ

ジャー育成 

緒方 泰子 【到達目標】1)    

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 
3 4/25 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1 

チーム医療① 災害時における保

健医療福祉の連携 
佐々木 吉子 【到達目標】2)    

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 
4 5/11 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1 

看護組織とマネ

ジメント② 
組織文化と職場環

境 
尾立 篤子 【到達目標】1)    

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 

5 5/11 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1 

看護倫理 看護倫理 麻原 きよみ 【到達目標】1)    

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 

6 5/18 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
看護に関する政

策① 
財政と医療：経済学

の視点 
佐藤 主光 【到達目標】1)    

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    
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【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 
7 5/23 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室1 

看護に関する政

策② 
看護政策の決定過

程 
柏木 聖代 【到達目標】1)    

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 
8 5/23 10:30-12:00 保健衛生

学科講義

室1 

チーム医療② 患者の栄養管理 今津 陽子 【到達目標】2)    

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 
9 6/1 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
医療・看護の質

保証① 
看護研究と看護実

践 
小笹 由香 【到達目標】1),3)   

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 
10 6/5 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
医療・看護の質

保証② 
病院における医療

安全 
小野 和代 【到達目標】1),3)   

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 
11 6/5 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
医療・看護の質

保証③ 
病院のクオリティ・

マネジメント 
森脇 睦子 【到達目標】1),3)   

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 
12 6/12 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
チーム医療③ 急性・重症患者ケア 佐々木 吉子, 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

【到達目標】2)    

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 
13 6/12 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
チーム医療④ チーム医療とコミュ

ニケーションスキ

ル 

今津 陽子 【到達目標】2)    

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 
14 6/19 13:00-14:30 保健衛生

学科講義

室1 

医療・看護の質

保証④ 
ミドルマネジメント

の実際（看護師長

の役割） 

西 奈緒 【到達目標】1),3)   

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 
15 6/19 14:40-16:10 保健衛生

学科講義

室1 

医療・看護の質

保証⑤ 
トップマネジメント

の実際（看護部長

の役割） 

淺香 えみ子 【到達目標】1),3)   

【学習方法】講義、全体討論、グループ討論    

【事前学習】アンケート   

【事後学習】リフレクションシート 
 

授業方法 

 講義形式の授業に加えて、各回のテーマに基づき、学生間でのグループワーク、プレゼンテーション、全体でのディスカッションを行う。 

 本科目では、指定する授業回においては、その学習効果を高めるため、事前課題と事後課題を設定する。事前課題は、講師から提示さ

れた事前課題や、当該授業に対する関心や講師への質問について、当該授業の前回授業の翌日の 13：00 までに WebClass より提出す

る。また、事後課題は、当該講義の内容から考察したことや自身の今後の課題について振り返り、授業を通して得た学びをまとめ、授業

の翌日の 13：00 までに WebClass より提出する。 

授業内容 

授業明細の通り 

成績評価の方法 

 本科目の評価は、出席状況、各回の事前課題と事後課題、授業への参加姿勢、最終レポ―トにより総合的に評価する。 

 最終レポートは、講義で学習した内容の中で自身が特に関心を持ったテーマを1つ選び、そのテーマにおける現場で問題・課題となって
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いることについて、自分の意見を述べた上で文献を用い論じる。さらに、自身が臨床現場で活動する上で求められる能力をどのように修

得するか、現時点での具体的なプランを考察する。2023 年6 月30 日(金)13：00 までに、WebClass より提出する。 

成績評価の基準 

1）出席状況10％（全出席で 10 点満点、1 回欠席するごとに 1 点減点する） 

2）事前課題20％（全回遅延なく提出で 20 点満点、遅延状況、記載内容＊に応じて減点する） 

3）事後課題20％（全回遅延なく提出で 20 点満点、遅延状況、記載内容＊に応じて減点する） 

4）授業への参加姿勢10％（授業中の態度、発言等の積極性、グループワークでの貢献などを、10 点満点で評価する） 

5）最終レポート 40％（遅延なく提出で 40 点満点、遅延状況、記載内容＊に応じて減点する） 

＊事前課題、事後課題、最終レポートの記載内容の評価は以下の基準に照らして行う。 

A（100％）：授業内容を発展させ、課題に対して期待を超える記述ができている。最終レポートについては、課題に応じたテーマが設定さ

れ、明瞭かつ一貫性・論理的が保たれており、文字数、文献の引用方法など規定に沿っている。 

B（80％）：授業内容を理解し、目標に相応する意見や考察が記載できている。 

C（60％）：課題に対して、容認可能な記述ができている。 

D（40％）：課題に対しての記述ができていない。授業内容と関係が薄いか、不適切な記述となっている。 

E（0％）：未提出 

以上の評価指標に基づき、合計点が 60 点以上の場合に合格とし、この科目の評価とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

前週の講義時に事前学習の内容について指示を行うため、確認すること。看護・医療に関する制度・政策に関するニュース等の情報収集

を積極的に行うこと。授業の進行と合わせて、3 年次までの履修科目の知識、技術、態度に関する既習内容について振り返り、本講義の

学習内容と結び付けて理解すること。 

試験の受験資格 

次のすべてが、最終レポートを受理する要件となる。 

全８回の授業のうち６回以上の授業に出席し、設定された事前課題および事後課題を期限までに提出していること。Zoom での出席は講

義を最初から最後まで参加しているログが確認出来た場合とする。 

グループワークやディスカッションが設定された授業では、自身の考えを述べたり、他の参加者の発表を傾聴して意見を述べたりするな

ど、参加の様子が認められること。 

特別に勘案すべき事情があって課題が提出できない場合や、授業への参加ができない場合は、課題の締切日もしくは授業が始まる前ま

でに、科目担当教員にメールで連絡すること。連絡ができないような特別な事情があったと判断された場合は、この限りではない。配慮さ

れるべき理由で欠席する場合に限り、別途課題を課すなどの対応をおこなうことがある。 

教科書 

授業資料の作成に用いた書籍・資料は参考資料として必要に応じて提示する。 

他科目との関連 

既習の看護の専門科目および看護の統合と実践実習・保健医療福祉制度論との関連が深い。 

履修上の注意事項 

内容・日時・場所については変更が生じうるので教務係や担当教員からの連絡を確認すること。     講義資料は WebClass「 N4 看護の

統合と実践Ⅱ 2022」にて講義日前日の正午までには公開するので、講義までに各自で準備しておくこと。 

連絡先（メールアドレス） 

佐々木 吉子:y-sasaki.dn@tmd.ac.jp 3 号館19 階 

今津 陽子:imazu.dn@tmd.ac.jp 3 号館18 階 

オフィスアワー 

佐々木 吉子:平日 AM.9:30-PM.5:30 3 号館19 階 災害・クリティカルケア看護学分野教授室 

今津 陽子:平日 AM.10：00-PM.5：00 3 号館18 階 災害・クリティカルケア看護学分野准教授室 
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健衛生学科講義

室3, 看護学実習

室1,  

看護学実習室2 

看護実習・課題学習

日のいずれか 
事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 

18-19 7/7 13:00-16:10 保健衛生学科講

義室2, 看護学実

習室1,  

看護学実習室2,  

看護学実習室3,  

看護学実習室4 

看護の統合

と実践実習 
看護管理実習・夜勤

実習・在宅療養支援

実習・クリティカル

看護実習・課題学習

日のいずれか 

佐々木 吉子 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：１・３・４、 

学習方法：見学、シミュレーション、グ

ループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 

20-24 7/10 08:00-17:00 看護学実習室1,  

看護学実習室2, 

 看護学実習室3,  

看護学実習室4 

看護の統合

と実践実習 
看護管理実習・夜勤

実習・在宅療養支援

実習・クリティカル

看護実習・課題学習

日のいずれか 

佐々木 吉子 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：１・３・４、 

学習方法：見学、シミュレーション、グ

ループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 
25-29 7/11 08:00-17:00 看護学実習室1,  

看護学実習室2, 

 看護学実習室3,  

看護学実習室4 

看護の統合

と実践実習 
看護管理実習・夜勤

実習・在宅療養支援

実習・クリティカル

看護実習・課題学習

日のいずれか 

佐々木 吉子 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：１・３・４、 

学習方法：見学、シミュレーション、グ

ループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 
30-34 7/12 08:00-17:00 看護学実習室1,  

看護学実習室2,  

看護学実習室3,  

看護学実習室4 

看護の統合

と実践実習 
看護管理実習・夜勤

実習・在宅療養支援

実習・クリティカル

看護実習・課題学習

日のいずれか 

佐々木 吉子,  

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：１・３・４、 

学習方法：見学、シミュレーション、グ

ループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 
35-39 7/13 08:00-17:00 看護学実習室1,  

看護学実習室2, 

看護学実習室3,  

看護学実習室4 

看護の統合

と実践実習 
看護管理実習・夜勤

実習・在宅療養支援

実習・クリティカル

看護実習・課題学習

日のいずれか 

佐々木 吉子, 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：１・３・４、 

学習方法：見学、シミュレーション、グ

ループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 
40-44 7/14 08:00-17:00 看護学実習室1,  

看護学実習室2,  

看護学実習室3,  

看護学実習室4 

看護の統合

と実践実習 
看護管理実習・夜勤

実習・在宅療養支援

実習・クリティカル

看護実習・課題学習

日のいずれか 

佐々木 吉子, 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：１・３・４、 

学習方法：見学、シミュレーション、グ

ループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 
45-49 7/18 08:00-17:00 看護学実習室1,  

看護学実習室2,  

看護学実習室3,  

看護学実習室4 

看護の統合

と実践実習 
看護管理実習・夜勤

実習・在宅療養支援

実習・クリティカル

看護実習・課題学習

日のいずれか 

佐々木 吉子, 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：１・３・４、 

学習方法：見学、シミュレーション、グ

ループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 
50-54 7/19 08:00-17:00 看護学実習室1,  

看護学実習室2,  

看護学実習室3,  

看護学実習室4 

看護の統合

と実践実習 
看護管理実習・夜勤

実習・在宅療養支援

実習・クリティカル

看護実習・課題学習

日のいずれか 

佐々木 吉子 

,今津 陽子, 

濱舘 陽子 

到達目標：１・３・４、 

学習方法：見学、シミュレーション、グ

ループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 
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55-59 7/20 08:00-17:00 看護学実習室1,  

看護学実習室2,  

看護学実習室3,  

看護学実習室4 

看護の統合

と実践実習 
看護管理実習・夜勤

実習・在宅療養支援

実習・クリティカル

看護実習・課題学習

日のいずれか 

佐々木 吉子, 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：１・３・４、 

学習方法：見学、シミュレーション、グ

ループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 
60-64 7/21 08:00-17:00 看護学実習室1,  

看護学実習室2,  

看護学実習室3,  

看護学実習室4 

看護の統合

と実践実習 
看護管理実習・夜勤

実習・在宅療養支援

実習・クリティカル

看護実習・課題学習

日のいずれか 

佐々木 吉子, 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：１・３・４、 

学習方法：見学、シミュレーション、グ

ループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 
65-69 7/24 08:00-17:00 保健衛生学科講

義室2, 保健衛生

学科講義室3, 保

健衛生学科講義

室1 

看護の統合

と実践実習 
災害看護実習・看護

管理実習・夜勤実

習・在宅療養支援実

習・クリティカル看

護実習・課題学習日

のいずれか 

佐々木 吉子,

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：１・３・４、 

学習方法：見学、シミュレーション、グ

ループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 

70-74 7/25 08:00-17:00 保健衛生学科講

義室2, 保健衛生

学科講義室3, 保

健衛生学科講義

室1 

看護の統合

と実践実習 
災害看護実習・看護

管理実習・夜勤実

習・在宅療養支援実

習・クリティカル看

護実習・課題学習日

のいずれか 

佐々木 吉子 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：１・３・４、 

学習方法：見学、シミュレーション、グ

ループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 

75-79 7/26 08:00-17:00 保健衛生学科講

義室2, 保健衛生

学科講義室3, 保

健衛生学科講義

室1 

看護の統合

と実践実習 
医療安全実習・看護

管理実習・夜勤実

習・在宅療養支援実

習・クリティカル看

護実習・課題学習日

のいずれか 

佐々木 吉子 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：１・３・４、 

学習方法：見学、シミュレーション、グ

ループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 

80-84 7/27 08:00-17:00 遠隔授業（非同期

型） 
看護の統合

と実践実習 
課題学習日 佐々木 吉子 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：５、 

学習方法：グループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 
85-89 7/28 08:00-17:00 遠隔授業（同期

型） 
看護の統合

と実践実習 
実習発表会 佐々木 吉子 

今津 陽子,  

濱舘 陽子 

到達目標：５、 

学習方法：グループディスカッション、 

事前・事後学習：実習に関する目標設

定および事前学習、実習記録用紙 
 

授業方法 

本実習は、以下の内容について、学内および本学大学病院における講義、演習、シミュレーション、現場見学、シャドーイング、グループ

ディスカッションを組み合わせたハイブリッド実習を行う。 

１．チーム医療入門 

２．医療安全実習 

３．看護管理実習 

４. 多重課題実習 

５．夜勤実習 

６．在宅療養支援実習 

７．災害看護実習 

８．クリティカルケア看護実習 

９．実習発表会 

授業内容 

1.チーム医療入門 
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他学部・他学科学生と合同で事例を用いた演習を中心とした学習を行なう。 

2.医療安全実習 

病院組織における医療安全のための行動の理解のために、大学病院の医療安全担当看護師による実践的な講義・演習と病棟における

見学実習を行なう。 

3.看護管理実習 

1) 病棟の特徴と看護師長と日勤帯リーダーのコミュニケーションについてオリエンテーションを受ける。 

2) 日勤帯のリーダーのシャドウイングを行なう。 

4.多重課題実習 

多重課題への対応を安全に効果的に行うために、パートナーシップ・ナーシングなどの看護体制の見学や複数の患者を受け持つスタッフ

ナースのシャドウイングを通して学ぶ。 

5.夜勤実習 

1) 夜勤帯の看護師のシャドウイングを行なう。 

2) 1)のシャドウイングから交代制勤務に従事する上での体調の管理方法を実践・考察する。 

6.在宅療養支援実習 

外来患者が在宅で療養生活を送るうえで必要な支援について、外来看護師や中央診療部門看護師のシャドウイングを通して学ぶ。 

7.クリティカルケア実習（ICU、ER センター、学内シミュレーション） 

クリティカルな状況におけるシミュレーション実習と ICU、ER センターにおける見学実習を行う。 

8.災害看護実習 

災害発生時の看護に関する実践的な講義・演習（シミュレーション教育を含む）と大学病院における見学実習を行なう。 

9.実習報告会 

看護の統合と実践実習における学習内容を学生・教員・実習指導者・看護管理者に対して発表する。 

成績評価の方法 

本科目の評価は、出席状況、事前課題、実習記録、参加姿勢、実習発表会での発表、最終レポ―トにより総合的に評価する。 

最終レポートは、実習での経験を振り返り、病院機能全体における看護職の多様な役割や、現場の看護職に求められる知識・技術・態度

について、自らのキャリア・プランに照らして自身の課題を述べる。レポートには任意のタイトルを設定し、1200 字程度で記載する。2023

年8 月4 日(金)13：00 までに、WebClass より提出する。 

成績評価の基準 

1）出席状況20％（全出席で 20 点満点、1 回欠席するごとに 2 点、遅刻するごとに 1 点減点する） 

2）事前課題10％（全回遅延なく提出で 10 点満点、遅延状況、記載内容＊に応じて減点する） 

3）実習記録30％（全回遅延なく提出で 30 点満点、遅延状況、記載内容＊に応じて減点する） 

4）参加姿勢10％（授業中の態度、発言等の積極性、グループへの貢献などを、10 点満点で評価する） 

5) 実習発表会10％（発表内容、積極性、グループへの貢献などを、10 点満点で評価する） 

6）最終レポート 20％（遅延なく提出で 20 点満点、遅延状況、記載内容＊に応じて減点する） 

＊事前課題、実習記録、最終レポートの記載内容の評価は以下の基準に照らして行う。 

A（100％）：実習内容を発展させ、課題に対して期待を超える記述ができている。最終レポートについては、課題に応じたテーマが設定さ

れ、明瞭かつ一貫性・論理的が保たれており、文字数など規定に沿っている。 

B（80％）：授業内容を理解し、目標に相応する意見や考察が記載できている。 

C（60％）：課題に対して、容認可能な記述ができている。 

D（40％）：課題に対しての記述ができていない。授業内容と関係が薄いか、不適切な記述となっている。 

E（0％）：未提出 

以上の評価指標に基づき、合計点が 60 点以上の場合に合格とし、この科目の評価とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

看護の統合と実践実習の詳細は 6 月12 日(月)5 限の看護の統合と実践実習オリエンテーション時に、実習要項を用いて説明する。 

試験の受験資格 

6/12(月）5 限のオリエンテーションへの出席を実習参加の要件とする。 

教科書 

授業資料の作成に用いた書籍・資料は参考資料として必要に応じて提示する。 

他科目との関連 

本科目は統合科目として位置づけられており、既習のすべての科目と関連がある。その中でも、看護の統合と実践Ⅱとの関連が深い。 
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時間割番号 012091 

科目名 総合実習Ⅰ 科目 ID MN-492800-E 

担当教員 近藤 暁子, 廣岡 佳代[KONDO AKIKO, HIROOKA Kayo] 

開講時期 2023 年度通年 対象年次 4 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Comprehensive PracticumⅠ 

【科目責任者】近藤暁子 

主な講義場所 

東京医科歯科大学病院 

授業の目的、概要等 

4 年間で学習した知識と技術を統合し、複雑な社会的背景を持ち、様々な病状・病期にある患者、あるいは異文化を持つ複数の患者に対

し、主体的に看護実践できる力を高める。また、看護の統合と実践実習で学習した多職種との連携、医療安全、管理的、国際的な視点を

踏まえ、チーム医療の中での看護師の役割を実践の中で学ぶ。 

授業の到達目標 

１． 病棟看護師が情報を共有して協力し、チームとして看護援助を展開する方法をシャドウイングを通して学ぶ。 

２． 患者を複数受け持ち、患者の健康障害、その治療や看護を理解できる。 

３． 発達段階、心理的、社会的、文化的背景を踏まえ、患者を全人的に理解できる。 

４． 看護過程に沿って情報を系統的に収集、整理し、個別性に応じたケアの方向性を明らかにし、患者の安全・安楽を考慮し看護実践を

行える。 

５． 複数の患者に対し優先順位を考慮し指導看護師とともに対応できる。 

６． 患者・家族を中心とした保健医療福祉チームにおける多職種の連携を理解することができる。 

７． 患者の権利擁護、意思決定を支える重要性を理解し、倫理的な行動がとれる。 

８． シャドウイングによる学びを振り返り、自身のこれからの看護の課題を見いだす。 

授業方法 

詳細については実習要項参照。 

授業内容 

 各病棟において、複数の患者を受け持っている看護師に対しシャドウイングを行い、優先順位を考慮しながら、実践している看護の内容

を学習する。 

 多職種と連携したチームでの医療を学ぶため、専門外来（コンチネンスケア、ストマ）、多職種連携チーム、医療連携支援センターにつ

いての講義を受け、ディスカッションなどを通して理解を深める。 

 緩和ケア実習では、講義、事例検討、ロールプレイにより全人的苦痛を持つ人への向き合い方を学ぶ。国際実習ではペーパーペイシェ

ントを使用した事例検討や留学生とのロールプレイにより、外国人患者への対応方法を学ぶ。 

 演習では、外国人患者の事例、緩和ケアを受ける患者の事例について、情報収集、アセスメント、看護計画の立案、実施、評価まで行

う。 

成績評価の方法 

１）実践内容 緩和ケア演習 5％、国際演習 5％ 事例演習 20% 多職種連携講義 20％ 

            病棟シャドウイング実習 30％ 

２）最終レポート 20％ 

       提出期限に遅れた場合は遅れた日数により減点する。 

成績評価の基準 

4 分の 3 以上の出席を最低限の条件とした上で、上記の成績評価の方法に示す各項目の成績の合計により評価を行う。 

合計点が 90 点以上で A+,80～89 点で A,70～79 点で B,60～69 点で C とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

実習のオリエンテーションを 7 月18 日（火）16 時30 分～17 時30 分に実施する。必ず出席すること。 

試験の受験資格 

1) 単位認定は、原則として実習時間の 4 分の 3 以上の出席を最低限の条件とする。 

(上記条件においては、対象となる実習時間は課題学習日を除いた 8 日間とし、6 日以上の出席が必要である) 

2) 遅刻および早退は、時間の長さにかかわらず原則として 2 回で 1 日の欠席とする。 
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総時間割番号 012092 

科目名 総合実習Ⅱ 科目 ID MN-492900-E 

担当教員 田中 真琴[TANAKA Makoto] 

開講時期 2023 年度通年 対象年次 4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Comprehensive PracticumⅡ 

【科目責任者】看護学専攻主任 田中 真琴 

【担当教員】 看護学専攻全教員 教授・准教授・講師・助教 

主な講義場所 

保健衛生学講義室１（3 号館18 階）、講義室２（3 号館8 階）、看護実習室１・２（3 号館17 階）、医学部附属病院、学外施設等。 

詳細については、別途実習要項が提示される。 

授業の目的、概要等 

目的：配置された各専門分野において、既存の知識・技術を統合し、専門分野における看護実践能力を高める力を培う。 

概要：各専門分野で、卒業論文Ⅱの取り組みと連動させるなどして、実践的・発展的な実習を行う。教員と双方向にコミュニケーションを取

り進めていく。 

授業の到達目標 

配属された各専門分野において、以下のうち一つに該当する実習を行うことで、各自の目標を達成することができる。 

１．実践的な実習：卒業論文Ⅱの取り組みと関連する場等において、これまでの自己の看護実践上の強みや課題を踏まえ、以下の 1）～

5)の能力を高めて統合する臨地実習を行う。 

 １）全人的に対象をとらえる基本的能力を修得する。 

 ２）ヒューマンケアを提供するために必要な基本的能力を修得する。 

 ３）根拠に基づく看護を展開できるために必要な基本的能力を修得する。 

 ４）健康課題に対応した看護を展開できる基本的能力を修得する。 

 ５）環境とチームとの関係の中で看護を実践する能力を修得する。 

２．発展的な実習：各専門分野に特有の場に赴き、看護専門職や、対象者ならびに対象者に関連する人々との相互作用を通して、以下の

1) ～4）の能力や態度を高めて発展させる臨地実習を行う。 

 １）生涯専門職として研鑽を継続していくための基本的態度を錬成する。 

 ２）学生自身がさらに深めていきたいテーマを見出し、自立的に取り組んでいくための基本的能力を修得する。 

 ３）看護専門職の専門性を発展させていくために基盤となる視点をもち、実践力を研鑽していく姿勢を涵養する。 

 ４）実践と研究との関係を見出し、研究的な視点をもって実践を俯瞰する基本的能力を修得する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/10 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
総合実習Ⅱ オリエンテーション 田中 真琴 詳細については各研究室より案内 

2-6 6/30 08:50-17:50 各研究室 総合実習Ⅱ 担当教員の指示による 田中 真琴 詳細については各研究室より案内  能

動的・主体的に実習に取り組むこと。 
7-11 9/8 08:50-17:50 各研究室 総合実習Ⅱ 担当教員の指示による 田中 真琴 詳細については各研究室より案内  能

動的・主体的に実習に取り組むこと。 
12-16 10/6 08:50-17:50 各研究室 総合実習Ⅱ 担当教員の指示による 田中 真琴 詳細については各研究室より案内  能

動的・主体的に実習に取り組むこと。 
17-21 10/20 08:50-17:50 各研究室 総合実習Ⅱ 担当教員の指示による 田中 真琴 詳細については各研究室より案内  能

動的・主体的に実習に取り組むこと。 
22-26 11/10 08:50-17:50 各研究室 総合実習Ⅱ 担当教員の指示による 田中 真琴 詳細については各研究室より案内  能

動的・主体的に実習に取り組むこと。 
 

授業方法 

実習期間は、４月～11 月の期間に、各分野が設定した任意の 5 日間とする。指定された場所で臨地実習を通じたアクティブラーニングを

実施する。 

（授業スケジュールは、便宜上の入力にすぎない。各分野のオリエンテーションに従うこと） 
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授業内容 

担当教員の指示による。 

各実習の詳細については、別途実習要項が提示される。 

成績評価の方法 

期間中３／４以上の出席がない場合には、単位認定できない。 

出席の定義は、各分野の指示に従うこと。例えば、Zoom 等遠隔授業の場合は、講義を最初から最後まで参加しているログが確認できた

場合、非同期型の場合は、webclass 等での確認テストが提出された場合を出席とする等。 

成績評価の基準 

実習への参加および実習への取り組み、記録物、レポートなどにより総合的に評価する。 

準備学習等についての具体的な指示 

これまでの講義および実習内容を復習したうえで臨むこと。また、実習施設は医療の場であるため、看護学を学ぶ学生としての節度ある

態度で実習に臨むこと。 

試験の受験資格 

試験は実施しない 

教科書 

各分野の指示に従う。 

参考書 

各分野の指示に従う。 

他科目との関連 

これまでに学んだことを応用するため、全ての科目と関連する。 

履修上の注意事項 

・各実習の詳細については、別途実習要項が提示される。  ・授業日時・内容（順序等）は変更することがある。  ・成績は、各分野におい

て評価し専攻主任が認定する。 

備考 

１）実習中に得た患者の情報は、絶対に電子メールや Web サイト、SNS などでインターネット上に発信しない。 

２）SNS を通じて患者から連絡があった場合はすぐに返信せずに、担当教員へ報告し対応の指示を受ける。 

連絡先（メールアドレス） 

田中 真琴 ： tanaka.cc@tmd.ac.jp 3 号館19Ｆ 

オフィスアワー 

田中 真琴 ：月曜～金曜 AM9:00-PM18:00 

不在時間、対応出来ない時間もあるため、質問や相談時は、事前連絡をすることが望ましい 
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台風等の自然災害や交通機関運休による休講措置（湯島地区） 

台風等の自然災害や交通機関運休に伴う湯島地区で行う授業、試験の休講措置等につ

いて 

 台風等の自然災害や交通機関運休に伴う授業の休講、試験の延長を決定した場合

は、下記により本学のホームページ「学生生活」のお知らせ欄に掲載します。 

○台風などで首都圏に直接災害が予想される場合

・午前の授業を休講、午前の試験を延期とする場合は、午前６時３０分までに  

公示する。 

  ・午後の授業を休講、午後の試験を延期とする場合は、午前１０時までに公示  

する。 

○首都圏における交通機関(JR 及び大手私鉄・地下鉄など）が全面的に運転を休止

している場合  

・午前の授業を休講、午前の試験を延期とする場合は、午前６時３０分までに 

公示する。 

  ・午後の授業を休講、午後の試験を延期とする場合は、午前１０時までに公示 

する。 

URL 

https://www.tmd.ac.jp/faculties/kyukou/ 
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医学部長 事  務  長 副事務長  係    長  起案者

 

  専  

    

 

証 明 書 交 付 願  

 

（西暦）   年   月  日  

     医 学 部 長  殿  

                                       □ 医学部医学科 第  学年  

                                      □ 医学部保健衛生学科 第  学年  

                                           （☑看護学専攻 □検査技術学専攻）  

                                       □   医学部医学科専攻生（      講座・分野） 

                                       □   医学部保健衛生学科専攻生  

                                               （       学専攻）         

                                       学籍番号          

                                      

  氏  名                
                                        

                                       生年月日  （西暦）      年      月      日生  

                                       

 

下記により証明書（和文・英文）の交付をお願いいたします。  

記  

 

証明書の種類  枚 数  ※証明書番号 請求理由及び提出先  

１．成績証明書  

厳封（□希望 □不要）  

 

 

 

 

（請求理由）  

 

 

 

２．卒業見込証明書  

（M6・N4・MT4 のみ発行） 

 

 

 

 

３．在学証明書  

（英文のみ）  

 

 

 

 

（提出先）  

 

 

 

 

 

 

 

４．在学期間証明  

（専攻生のみ）  

 

 

 

 

５．終了証明書  

（専攻生のみ）  

 

 

 

 

６．ＣＢＴ成績表  

 

 

 

 

 

７．  

 

 

 

 

 

（備考）  

 

注 ) １．「※証明書番号」欄は記入しないこと。  

注 ) ２．受取の際本人確認のために学生証（身分証明書）を提示していただきます。  

    代理で受け取る場合は必ず委任状を持参してください。   

注  
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 医学部長   事務長  副事務長 係   長 起案者 

         

    

         

  専   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
改  姓  届 

 

（西暦）     年    月    日 

 

     東京医科歯科大学医学部長  殿 

 

                                        □ 医学部医学科 第  学年 

                                        □ 医学部保健衛生学科 第  学年 

                                        （□看護学専攻 □検査技術学専攻） 

                                  学籍番号         

 

                                       氏  名               

 

                                    

 

このたび，下記のとおり改姓しましたのでお届けいたします。 

 

記 

 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

 

旧  姓 

 (ﾌﾘｶﾞﾅ) 

 

新  姓 

 

 

 

 

 

（改姓理由) 

 

 

 

 

 

 注）戸籍抄本又は謄本を添付すること。 

   

 

教務ｼｽﾃﾑ 債権変更 学籍簿 台帳 名簿 
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 医学部長 事務長 副事務長 係    長 起 案 者  

         

    

         

  専   

 

 

 

 

 

 
 

 

保 証 人 変 更 届 

 

（西暦）    年   月   日 

 

     東京医科歯科大学医学部長  殿 

 

                                  □ 医学部医学科 第  学年 

                                  □ 医学部保健衛生学科 第  学年 

                                 （□看護学専攻 □検査技術学専攻） 

                                 学籍番号         

 

                                  氏  名               ○印 

 

このたび，下記のとおり保証人（正･副）を変更しましたのでお届けいたします。 

 

記 

 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

 

氏  名 

 

 

 

 

 

学生との関係 

 

 

 

                              ○印 

 

       年   月    日生 

 

職    業 

 

 

 

本 籍 地 

 

 

 

 

 

住  所 

 

 

 

〒    －           TEL．                

                            
 

 

 

 

  注）氏名欄に押印してください。 

 

 

債権変更 学籍簿 
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医学部長 学  科  長 専攻主任 事 務 長  副事務長 係    長 起 案 者  
         

  専   

         

         

  専   

         

         

  専   

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授 業 欠 席 届  

 

（西暦）   年  月  日 

     医 学 部 長  殿 

 

                                       □ 医学部医学科 第  学年 

                                       □ 医学部保健衛生学科 第 学年 

                                        （□看護学専攻 □検査技術学専攻）  

 

                                       学籍番号         

 

                                       氏  名              

 

 
                                  欠席し ま す      
      下記のとおり，授業を          のでお届けいたします。 

                  欠席しました 
 

 

記 

 

１．欠席期間   自（西暦）    年   月   日 

 

                  至（西暦）    年   月   日 

 

 

２．欠席理由（病気による場合は，医師の診断書を添付すること。） 

 

                                           

 

                                           

 

                                           

 

                                           
 

                                           

専 専
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 医学部長  学  科  長 専攻主任 事務長  副事務長 係    長  起案者
    

   

   

専 
    

専 
 

専 
 

専 専   

 

 

 

再 試 験 申 請 書  

 

（西暦）    年   月   日  

     医 学 部 長  殿  

 

                                       □ 医学部医学科 第  学年  

                                       □ 医学部保健衛生学科 第  学年  

                                          （□看護学専攻 □検査技術学専攻）  

 

                                       学籍番号          

 

                                       氏  名                

 

 

下記科目について，再試験の申請をしますのでよろしくお願いいたします。  

 

記  

 

申請科目名  担当教員名  申請科目名  担当教員名  

１．  

 

 

 

６．  

 

 

 

２．  

 

 

 

７．  

 

 

 

３．  

 

 

 

８．  

 

 

 

４．  

 

 

 

９．  

 

 

 

５．  

 

 

 

10．  
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再 試 験 欠 席 届  

 

                                                    （西暦）    年   月   日  

 

     医 学 部 長  殿  

 

                                       □ 医学部医学科 第  学年  

                                       □ 医学部保健衛生学科 第  学年  

                                              （        学専攻）  

                                       学籍番号          

 

                                       氏  名                

 

下記のとおり再試験を欠席しましたのでお届けいたします。  

 

記  

 

１．試験科目名 ：                  （教員名：       ）  

         （西暦）    年   月   日施行  

 

２．欠 席 理 由（病気による場合は，医師の診断書を添付すること。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 医学部長  学  科  長 専攻主任 事務長  副事務長  係    長  起案者
         

   

         

         

  専   

         

        

  専   

        

       

専 
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 医学部長 学  科  長 専攻主任 事 務 長 副事務長 係    長 起 案 者
         

   

         

         

  専   

         

       

  専  

        

       

  専  

        

専 

 

専  

 

 

 

 

 

 

 

追 試 験 申 請 書 

 

                                               （西暦）    年   月   日 

 

     医 学 部 長  殿 

 

                                       □ 医学部医学科 第  学年 

                                       □ 医学部保健衛生学科 第  学年 

                                          （□看護学専攻 □検査技術学専攻）  

 

                                       学籍番号         

 

                                       氏  名                

 

 下記のとおり定期試験を欠席しましたので，追試験を施行してくださいますようお願い

いたします。 

記 

 

１．試験科目名 ：                  （教員名：       ） 

         （西暦）    年   月   日施行 

 

２．欠 席 理 由     （病気による場合は，医師の診断書を添付すること。） 
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休 学 願

年  月 日  

  東京医科歯科大学長  殿  教授認印  

医学部  科 第  学年  

（  学専攻）  

学 籍 番 号 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

本 人 氏 名     

保証人氏名  

下記のとおり休学したいので，ご許可くださいますようお願いいたします。 

記  

１．休学理由  

２．休学期間 自  年  月    日  

至  年  月    日 （ ヶ月）  

３．休学中の連絡先  

本  人  〒 －  TEL． 

保  証  人  〒 －  TEL． 

注)１．休学理由は，裏面にできるだけ具体的に記入してください｡ 

   ２．休学理由が，病気を理由とする場合は, 医師の診断書を添付 

してください｡ 

財務管理課収入管理掛照合欄  

前期授業料  後期授業料  
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休  学  期  間  延  長  願

年  月 日  

     東京医科歯科大学長  殿 教授認印 

医学部 科 第  学年 

（ 学専攻） 

学 籍 番 号      

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

本 人 氏 名         

保証人氏名   

下記のとおり休学期間を延長したいので，ご許可くださいますようお願いいたします。 

記 

１．休学期間延長理由 

２．休学延長期間

  年  月  日～  年  月  日までのところ

    年  月  日～  年  月  日まで延長（ ヶ月）  

３．休学中の連絡先 

本  人 〒  －     TEL． 

保  証  人 〒  －     TEL． 

注)１．休学理由は，裏面にできるだけ具体的に記入してくだ

さい｡ 

   ２．休学理由が，病気を理由とする場合は ,医師の診断書  

  を添付してください｡ 

経理課出納掛照合欄 

前期授業料 後期授業料 
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復 学 願

 年  月 日 

     東京医科歯科大学長  殿 教授認印 

医学部 科 第  学年 

（ 学専攻） 

学 籍 番 号       

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

本 人 氏 名     

保証人氏名  

年  月  日付けで復学したいので， 下記のとおり休学しておりましたが，    

ご許可くださいますようお願いいたします。 

記 

１．休学理由 

２．休学許可期間 自   年  月  日 

至    年  月  日 

注)病気を理由として休学した場合は ,医師の診断書を添付してください｡ 
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退 学 願

年  月 日 

     東京医科歯科大学長  殿 教授認印 

医学部 科 第  学年 

（ 学専攻） 

学 籍 番 号      

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

本 人 氏 名         

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

保証人氏名  

下記のとおり退学したいので，ご許可くださいますようお願いいたします。 

記 

１．退学理由 

２．退 学 日     年  月    日付  

 注）退学理由は，裏面にできるだけ具体的に記入してくだ

さい｡ 

経理課出納掛照合欄 

前期授業料 後期授業料 
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講義室一覧
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東京医科歯科大学学則 

 

                                                 平 成 １ ６ 年 ４ 月 １ 日  

                                                 規  程  第  ４  号  

 

第１章 総則 

 

第１条 本学は、医学及び歯学の理論並びに応用を教授研究し、併せて人格の陶冶をなすものであ

る。 

２ 各学科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的については、当該学科にお

いて別に定める。 

 

第２条 本学に、国立大学法人東京医科歯科大学組織運営規程（平成１６年規程第１号。以下「組

織運営規程」という。）の定めるところにより、次の学部及び学科を置く。 

   医 学 部  医学科 

保健衛生学科 

歯 学 部  歯学科 

口腔保健学科 

２ 医学部保健衛生学科に、看護学専攻及び検査技術学専攻を置く。 

３ 歯学部口腔保健学科に、口腔保健衛生学専攻及び口腔保健工学専攻を置く。 

４ 本学に、組織運営規程の定めるところにより、教養部を置く。 

 

第３条 医学部医学科及び歯学部歯学科の修業年限は６年、医学部保健衛生学科及び歯学部口腔保

健学科の修業年限は４年とする。 

 

第４条 学生の入学定員、編入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

学  部 学科・専攻  入学定員 編入学定員 収容定員 

医 学 部 

 

 

 

 

 

歯 学 部 

 

 

医 学 科 

保健衛生学科 

看護学専攻 

検査技術学専攻 

 

 

歯 学 科 

口腔保健学科 

 口腔保健衛生学専攻 

 口腔保健工学専攻 

 人 

８５ 

 

５５ 

３５ 

 

 

５３ 

 

２２ 

１０ 

人 

５（２年次編入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５（２年次編入） 

人 

５３５ 

 

２２０ 

１４０ 

 

 

３１８ 

 

８８ 

５５ 

 

第２章  授業科目 

 

第５条 削除 

 

第６条 本学の授業科目は、全学に共通する教育科目（以下「全学共通科目」という。）と専門に

関する教育科目（以下「専門科目」という。）とする。 
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２ 全学共通科目は教養部において、専門科目は各学部において行う。 

３ 全学共通科目の開設授業科目及び単位数は、別に定める。 

４ 専門科目の開設授業科目及び単位数は、別に定める。 

 

第３章  学年、学期及び休業日 

 

第７条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

第８条 学年を分けて、次の学期とする。 

    前期 ４月１日から９月３０日まで 

    後期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

 

第９条 授業を行わない日（以下「休業日」という。）は次のとおりとする。 

(1) 日曜日及び土曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

(3) 本学創立記念日  １０月１２日 

(4) 春季休業 

(5) 夏季休業 

(6) 冬季休業 

２  前項の規定にかかわらず、教育上必要がある場合には、休業日に授業を行うことができる。 

３ 第１項第４号から第６号の期間は、各学部において別に定める。 

４ 第１項に定めるもののほか、学長は、臨時の休業日を定めることができる。 

 

第４章 入学、休学、転学、留学、退学及び除籍 

 

第１０条 入学の時期は、学年の始期とする。 

 

第１１条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程によりこれに相

当する学校教育を修了した者 

(3) 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学

大臣の指定したもの 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者 

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者 

(6) 文部科学大臣の指定した者（昭和２３年文部省告示第４７号） 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度

認定試験に合格した者（同省令附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和

２６年文部省令第１３号）に定める大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

(8) 学校教育法第９０条第２項の規定により大学に入学した者であって、本学において、大学に

おける教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

(9) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で、１８歳に達したもの 
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第１２条 大学医学部医学科の卒業者で歯学部歯学科に、大学歯学部歯学科の卒業者で医学部医学

科に編入学を希望する者があるときは、欠員がある場合に限り、選考の上、相当の学年に入学の

許可をすることがある。 

 

第１３条 大学医学部医学科の学生で医学部医学科に、大学歯学部歯学科の学生で歯学部歯学科に、

大学（短期大学並びに外国の大学及び短期大学を含む。）の学生で医学部保健衛生学科又は歯学

部口腔保健学科に転入学を希望する者があるときは、欠員がある場合に限り、選考の上、相当の

学年に入学を許可することがある。 

 

第１４条 医学部医学科の２年次に編入学をすることができる者は、次の各号の一に該当する者

で、選考の上、入学を許可する。 

(1) 大学を卒業した者（医学を履修する課程を卒業した者を除く。） 

(2) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与さ

れた者 

(3) 外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者（学校教育における１５年の課

程を修了し、学士の学位に相当する学位を取得したと大学において認めた者を含む。） 

 

第１５条 削除 

 

第１６条 医学部保健衛生学科の２年次に編入学することができる者は、四大学連合憲章に基づく

協定による複合領域コースを履修しており、かつ、協定大学の学部に２年次以上在学した者で、

選考の上、入学を許可する。 

 

第１７条 削除 

 

第１８条 削除 

 

第１８条の２ 歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻の２年次編入学をすることができる者は、次

の各号の一に該当する者で、選考の上、入学を許可する。 

(1) 高等専門学校又は短期大学を卒業した者 

(2) 大学を卒業した者 

(3) 歯科技工士を養成する専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすもの

を修了した者 

 

第１９条 本学学生で退学した者が再び入学を請うときは、欠員がある場合に限り、選考の上、原

学年以下に入学を許可することがある。 

２ 前項に規定するもののほか、第２５条の規定による休学者が退学（休学期間満了のため学部を

退学した者をいう。）し、本学医学部医学科又は歯学部歯学科に再び入学を志願するときは、原

学科の原学年以上に入学を許可する。ただし、懲戒事由等に相当する事由があると認められる志

願者の入学については、選考の上許可するものとする。 

３ 前２項に規定するもののほか、第３１条の２の規定による退学者が本学医学部医学科又は歯学

部歯学科に再び入学を志願するときは、退学時の在籍学科の在籍学年以上に入学を許可する。た

だし、懲戒事由等に相当する事由があると認められる志願者の入学については、選考の上許可す

るものとする。 

 

第２０条 編入学、転入学及び再入学により入学し、その後所定の年限在学した者は、第３条に規

定する年限を在学したものとみなす。 
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第２１条 本学に入学を志願する者は、所定の手続により、学長に願い出なければならない。 

 

第２２条 入学志願者については、学長が当該学部教授会及び教養部教授会の意見を聴いて選考を

行う。 

２ 前項に規定するもののほか、入学者の選考に関し必要な事項は別に定める。 

 

第２３条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、定められた期日までに本学の学生

としての本分を守る旨、誓約書に署名し、その他所定の書類を提出するとともに、入学料を納付

するものとする。ただし、第４５条の規定により入学料の免除又は徴収猶予を申請し受理された

者にあっては、当該免除又は徴収猶予を許可し又は不許可とするまでの間、入学料の徴収を猶予

する。 

２ 学長は、前項の手続を完了した者に入学を許可する。 

３ 学長は、入学（再入学及び転入学等を含む。）を許可した者に対し、学生証を交付するものと

する。 

４ 前項に規定するもののほか、学生証に関し必要な事項は別に定める。 

 

第２４条 学生は、病気、留学その他の事由により引き続き３月以上休学しようとするときは、所

定の手続により、学長に願い出て許可を受けなければならない。この場合、学長は当該学部教授

会に意見を聴いて（全学共通科目を履修している学生については、教養部長から当該学部長への

通知による。）、その可否を決定するものとする。 

 

第２５条 本学医学部医学科又は歯学部歯学科に４年以上在学した者が引き続き大学院医歯学総

合研究科博士課程に在学するために休学しようとするときは、所定の手続により、学長に願い出

て許可を受けなければならない。この場合、学長は当該学部教授会に意見を聴いて、その可否を

決定するものとする。 

 

第２６条 前２条の規定による休学者で、休学期間中にその事由が消滅したときは、所定の手続に

より、復学の許可を学長に願い出ることができる。この場合、学長は当該学部教授会に意見を聴

いて（全学共通科目を履修している学生については、教養部長から当該学部長への通知による。）、

その可否を決定するものとする。 

 

第２７条 休学期間は、通算して２年を超えることはできない。ただし、特別の事由があるときは、

学長は当該学部教授会の意見を聴いて（全学共通科目を履修している学生については、教養部長

から当該学部長への通知による。）、さらに１年以内の休学を許可することがある。 

２ 大学院医歯学総合研究科博士課程に在学する者の第２４条の規定による休学期間及び第２５条

の規定による休学期間は、第１項の規定にかかわらず、通算して３年を超えることができない。

ただし、特別の事由があるときは、学長は当該学部教授会の意見を聴いて（全学共通科目を履修

している学生については、教養部長から当該学部長への通知による。）、さらに１年以内の休学

を許可することができる。 

３ 休学した期間は、修業年限及び在学年限に算入しない。 

 

第２８条 学長は、学生が病気その他の事由により修学が不適当と認められるときは、当該学部教

授会の意見を聴いて（全学共通科目を履修している学生については、教養部長から当該学部長へ

の通知による。）、休学を命ずることがある。 

 

第２９条 学生は、学長の許可なくして、他の大学、本学の他の学科又は専攻に入学を志願するこ
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とはできない。 

 

第３０条 学生が転学しようとするときは、所定の手続により、学長に願い出て許可を受けるもの

とする。この場合、学長は当該学部教授会に意見を聴いて（全学共通科目を履修している学生に

ついては、教養部長から当該学部長への通知による。）、その可否を決定するものとする。 

２ 前項の許可を与えたときは、退学とする。 

 

第３０条の２ 本学の学生が学修のため外国の大学等（外国の学校教育制度に位置づけられた教育

施設で学位授与権を有するもの又はこれに相当する教育研究機関で、かつ本学と学生交流協定を

締結した又は事前の協議をおこなったものをいう。）に留学を願い出たときは、それが教育上有

益と認められた場合において許可することがある。 

２ 前項の規定による許可は、当該学部教授会の意見を聴いて、学長が決定する。 

３ 前項の許可を得て留学する期間は、原則１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合には、

さらに１年を限度として留学期間の延長を認めることがある。 

４ 第３項の許可を受けて留学した期間は、第３条に規定する修業年限及び第３２条に規定する在

学年限に算入する。ただし、第２４条の規定により許可された留学（以下「休学留学」という。）

については、この限りではない。 

５ 留学を許可された学生は、休学留学の場合を除き、留学期間中においても本学の授業料を納付

しなければならない。 

６ 留学を許可された学生において、次の各号の一に該当したときには、本学と外国の大学等との

協議に基づき、教授会等の意見を聴いて学長が留学を取り消すことができる。 

（1）外国の大学等が所在する国の情勢や自然災害等により、学修が困難であると認められるとき。 

（2）留学生として、外国の大学等の規則に違反し、又はその本分に反する行為が認められるとき。 

（3）その他留学の趣旨に反する行為があると認められるとき。 

７ 留学に関する必要な事項は、別に定める。 

 

第３１条 学生が病気その他の事由で退学しようとするときは、所定の手続により、学長に願い出

てその許可を受けるものとする。この場合、学長は当該学部教授会に意見を聴いて（全学共通科

目を履修している学生については、教養部長から当該学部長への通知による。）、その可否を決

定するものとする。 

 

第３１条の２ 四大学連合憲章に基づく協定による複合領域コースを履修している者が協定大学に

編入学するために退学しようとするときは、所定の手続により、学長に願い出て許可を受けなけ

ればならない。この場合、学長は当該学部教授会に意見を聴いて、その可否を決定するものとす

る。 

 

第３２条 医学部医学科及び歯学部歯学科の学生は１０年を、医学部保健衛生学科及び歯学部口腔

保健学科の学生は８年を超えて在学することができない。 

２ 編入学、転入学及び再入学により入学した者の在学年限は、各学部において定める。 

 

第３３条 学長は、学生が次の各号の一に該当するときは、当該学部教授会の意見を聴いて（全学

共通科目を履修している学生については、教養部長から当該学部長への通知による。）、除籍す

る。 

(1) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

(2) その他病気等の事由により、成業の見込みがないと認められる者 

(3) 在学期間が第３２条に定める在学年限を超える場合に退学の意思を示さないと

き。 
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(4) 第２４条、第２５条又は第２８条により休学し、第２７条に定める期間内に復

学又は退学の意思を示さないとき。 

(5) 死亡又は行方不明となったとき。 

(6) 入学料の免除の申請をした者で、免除を許可されなかったもの又は半額免除を

許可されたものが、納付すべき入学料を免除の不許可又は半額免除の許可を告知

した日から起算して１４日以内に納付しないとき。 

(7) 入学料の徴収猶予の申請をした者で、徴収猶予を許可されなかった者が、納付

すべき入学料を徴収猶予の不許可を告知した日から起算して１４日以内に納付し

ないとき。 

(8) 入学料の徴収猶予を許可された者が、納付期限までに入学料を納付しないとき。 

(9) 授業料を所定の期日までに納入しない者で、督促を受け、なおかつ納入を怠る

とき。 

２ 前項第６号は、第４５条第３項の規定により徴収猶予の申請をした者には適用し

ない。 

 

第５章  教育課程、履修方法及び単位等 

 

第３４条 本学は、各学部及び学科の教育上の目的を達成するために必要な授業科目

を自ら開設し、体系的に教育課程を編成するものとする。 

２ 教育課程の編成に当たっては、本学は、学部等の専攻に係る専門の学芸を教授す

るとともに、幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養する

よう適切に配慮するものとする。 

 

第３４条の２ 教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目及び自由科目に分け、

これを各年次に配当して編成するものとする。  

２ 前項の授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれ

らの併用により行うものとする。 

３ 文部科学大臣の別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度

に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

４ 第２項の授業を、外国において履修させることが出来る。また前項の規定により、

多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる

場合についても、同様とする。 

５ 卒業に必要な修得すべき単位数のうち、前２項の規定による方法で履修し修得し

た単位数は、６０単位を超えないものとする。ただし、卒業要件となる単位数が１

２４単位を超える学科にあっては、その超える単位数を６０単位に加えて卒業要件

として認定することができる。 

 

第３４条の３ 本学において必要と認めるときは、学校教育法第１０５条に規定する

本学の学生以外の者を対象とした特別の課程を編成するものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、特別の課程の編成に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第３４条の４ 学生が授業科目を履修し、試験に合格したときは、所定の単位を与える。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究等の授業科目については、その学修の成果を評

価して試験によらずに単位を与えることができる。 

 

第３５条 前条に定める他、履修及び学習の評価方法については、各学部及び教養部の教授会の意

見を聴いて学長が定める。 
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第３６条 １単位の授業科目を、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準と

し、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学習等を考慮して、１単

位当たりの授業時間を次の基準により、各学部及び教養部の教授会の意見を聴いて学長が定め

る。 

(1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間の範囲 

(2) 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間の範囲 

 

第３６条の２ 一年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、三十五週にわ

たることを原則とする。 

 

第３６条の３ 各授業科目の授業は、十週又は十五週にわたる期間を単位として行う

ものとする。ただし、教育上必要があり、かつ、十分な教育効果をあげることがで

きると認められる場合には、この限りでない。 

 

第３６条の４ 本学は、学生に対して、授業の方法及び内容並びに一年間の授業の計

画をあらかじめ明示するものとする。 

２ 本学は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性

を確保するため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準

にしたがって適切に行うものとする。 

 

第３６条の５ 各授業科目の評価は、A＋、A、B、C、D、F に分け、A＋、A、B、C を合

格とし、D、F を不合格とする。 

２  学修の評価に関し必要な事項は別に定める。 

３ 学生は、学修の評価に対し不服があるときは、所定の手続により異議を申し立て

ることができる。 

 

第３６条の６ 本学大学院に進学を志望する学生に対し、所属する学部の長が教育上

有益と認めるときは、学生が進学する研究科の長の許可を得て、当該研究科の授業

を履修することができる。 

２ 前項に定めるもののほか、本学大学院の授業科目の履修に関し必要な事項は、別

に定める。 

 

第３７条 本学の教育上有益と認めるときは、本学に入学（編入学、転入学等を除く。）する前の

大学（短期大学を含む。）において修得した単位（大学設置基準（昭和３１年文部省令第２８号）

第３１条第１項及び第２項の規定する科目等履修生及び特別の課程（履修証明プログラム）履修

生として修得した単位を含む。）は合計３０単位を限度として、本学における授業科目の履修に

より修得したものとみなすことができる。ただし、第３条に定める修業年限を短縮することはで

きない。 

２ 前項に係る手続等については、各学部及び教養部において定める。 

 

第３８条 本学の教育上有益と認めるときは、学生が本学の定めるところにより他の大学において

履修した授業科目について修得した単位を、本学における授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる。 

２ 前項の規定により修得したとみなすことのできる単位数は、前条第１項及び同条

第４項の規定により修得したものとみなす単位数と合わせて３０単位を限度とす

る。 
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３ 第１項に係る手続等については、各学部及び教養部において定める。 

４ 第１項の規定は、第３０条の２により学生が外国の大学等に留学する場合、休学留学の場合、

外国の大学等が行なう通信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び学生が外国

の大学等の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置づけられた教育施

設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が国におい

て履修する場合においても準用する。 

 

第６章 卒業及び学位 

 

第３９条 卒業の認定は、第３条に定める年限を在学し、かつ、第６条第３項及び第４項に定める

授業科目を、医学部医学科においては２１９単位以上、歯学部歯学科においては１９９単位以上、

医学部保健衛生学科看護学専攻においては１３０．５単位以上、医学部保健衛生学科検査技術学

専攻においては１４２単位以上、歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻においては１２８単位

以上、歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻においては１２９単位以上を修得した者に対し、当

該学部教授会の意見を聴いて学長が行う。 

 

第４０条  前条による卒業者には、次の区分により学士の学位を授与する。 

学  部 学科・専攻 学 位       

医 学 部 

 

 

 

 

 

 

 

歯 学 部 

 

医学科 

 

保健衛生学科 

 

 看護学専攻 

 

 検査技術学専攻 

 

歯学科 

 

口腔保健学科 

学士（医 学      ） 

 

 

 

学士（看 護 学      ） 

 

学士（保 健 学      ） 

 

学士（歯 学      ） 

 

学士（口腔保健学      ） 

 

第７章  検定料、入学料及び授業料 

 

第４１条 授業料、入学料及び検定料の額については、別に定める。 

 

第４２条 入学志願者は、出願と同時に検定料を納付しなければならない。 

 

第４３条  授業料の額は、別に定めるところによるものとし、年額の２分の１ずつを次の２期に分

けて納付しなければならない。 

    前期             ５月３１日まで 

    後期             １１月３０日まで 

２ 前項の規定にかかわらず、学生の申出があったときは、前期に係る授業料を徴収するときに、

当該年度の後期に係る授業料を併せて徴収するものとする。 

３ 入学年度の前期又は前期及び後期に係る授業料については、第１項の規定にかかわらず、入学

を許可される者の申出があったときは、入学を許可するときに徴収するものとする。 
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第４４条 既納料金は、如何なる理由があっても返還しない。 

２ 第４２条の規定に基づき徴収した検定料について、第１段階目の選抜で不合格となった者から

返還の申出があったときは、前項の規定にかかわらず、第２段階目の選抜に係る額に相当する額

を返還する。 

３ 前条第３項の規定に基づき授業料を納付した者が、入学年度の前年度の３月３１日までに入学

を辞退した場合には、第１項の規定にかかわらず、納付した者の申出により当該授業料に相当す

る額を返還する。 

４ 前条第２項及び第３項の規定に基づき授業料を納付した者が、後期分授業料の徴収時期以前に

休学又は退学した場合には、第１項の規定にかかわらず、後期分の授業料に相当する額を返還す

る。 

５ 学生又は学生の学資を主として負担している者（以下「学資負担者」という。）が風水害等の

災害を受ける等やむを得ない事情があると学長が認めた場合には、授業料、入学料及び検定料に

ついて、第１項の規定にかかわらず、返還することができる。 

 

第４５条 本学に入学前１年以内において、入学する者の学資負担者が死亡し、又は入学する者若

しくは学資負担者が風水害等の災害を受け、入学料の納付が著しく困難であると認められる者及

び当該者に準ずる者であって、学長が相当と認める事由がある者については、本人の申請により、

入学料の全額又は半額を免除することがある。 

２ 本学に入学する者であって、経済的理由によって納付期限までに入学料の納付が 困難であり、

かつ、学業優秀と認められる者、入学前１年以内において学資負担者が死亡し、又は入学する者

若しくは学資負担者が風水害等の災害を受け、納付期限までに入学料の納付が困難であると認め

られる者及びその他やむを得ない事情があると認められる者については、本人の申請により、入

学料の徴収猶予をすることがある。 

３ 入学料の免除の申請をした者で、免除を許可されなかつた者又は半額免除を許可された者のう

ち、前項該当する者は、免除の不許可又は半額免除の許可を告知した日から起算して１４日以内

に徴収猶予の申請をすることができる。 

４ 前３項の取扱いについては、別に定める。 

 

第４６条 停学に処せられた者の授業料は徴収するものとする。 

 

第４７条 行方不明、その他やむを得ない事情がある者の授業料は、所定の手続により徴収を猶予

することがある。 

 

第４８条 死亡又は行方不明、あるいは授業料の未納を理由として除籍を命ぜられた者の未納の授

業料は全額を免除することがある。 

 

第４９条 授業料の納付期限以前に休学又は退学の許可を受けた者の授業料の全額又はその一部を

免除することがある。 

２ 前項の取扱については別に定める。 

３ 各学期の中途で復学する者のその期の授業料は、復学当月から当該学期末までの月割計算によ

り復学の際徴収する。 

 

第５０条 経済的理由によって授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる者及び学

生又は学生の学資負担者が風水害等の災害を受け、授業料の納付が困難と認められる者について

は、本人の申請により授業料の全額若しくはその一部を免除又は徴収猶予することがある。 

２ 前項の取扱いについては別に定める。 
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第５１条 削除 

 

第５２条 削除 

 

第８章  大学院 

 

第５３条 本学に、組織運営規程の定めるところにより、大学院を置く。 

２ 大学院の学則は、別に定める。 

 

第９章  外国人留学生 

 

第５４条 外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願する者が

あるときは、本学の教育研究に支障のない場合に限り、選考の上、外国人留学生として入学を許

可することがある。 

２ 外国人留学生については、別に定める。 

 

第１０章  科目等履修生、聴講生、特別聴講学生及び短期交流学生 

 

第５５条 本学の学生以外の者で、本学が開設する一又は複数の授業科目を履修することを志願す

る者があるときは、選考の上、科目等履修生として入学を許可することがある。 

２ 前項により入学した者には、第３４条の規定を準用し、単位を与える。 

３ その他科目等履修生については、別に定める。 

 

第５６条 特定の授業科目について聴講を志願する者があるときは、選考の上、聴講生として入学

を許可することがある。 

２ 聴講生については、別に定める。 

 

第５７条 他の大学の学部学生で、当該大学との協定に基づき、本学が開設する一又は複数の授業

科目の履修を志願する者があるときは、選考の上、特別聴講学生として入学を許可する。 

２ 特別聴講学生については、別に定める。 

 

第５７条の２ 本学以外の国内外の教育施設に学生として在学中である者で、本学の教員から特定

の事項について、指導又は助言を受け本学で研究又は研修等を行うことを志願するものがあると

きは、短期交流学生として受入を許可することがある。 

２ 短期交流学生に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第１１章  懲  戒 

 

第５８条 学長は、学生が本学の諸規則に違反し、その他学生の本分に反する行為をしたときは、

当該学部教授会の意見を聴いて（全学共通科目を履修している学生については、教養部長から当

該学部長への通知による。）、これを懲戒する。 

２ 懲戒は、退学、停学、訓告とする。 

３ 前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(2) 学内の秩序を著しく乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

４ 懲戒に関し必要な事項は、別に定める。 
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第１２章  寄 宿 舎        

 

第５９条 本学に寄宿舎を置く。 

２ 寄宿舎に関する規定は、別に定める。 

 

附 則  

１ この学則は、平成１６年４月１日から施行する。 

２ 第４条の規定にかかわらず、歯学部口腔保健学科の平成１６年度から平成１８年度までの 

３年次編入学員及び収容定員は、次のとおりとする。 

年度 

区 分 

平 成 

16年度 

平 成 

17年度 

平 成 

18年度 

３年次編入学定員        － － １０ 

収容定員 ２５ ５０ ８５ 

３ 国立大学法人の成立前の東京医科歯科大学に平成１６年３月３１日に在学し、引き続き本学の

在学者となった者（以下「在学者」という。）及び平成１６年４月１日以後在学者の属する学年

に再入学、転入学び編入学する者の教育課程の履修については、この学則の規定にかかわらず、

なお従前の例による。 

４ この学則の施行前に廃止前の東京医科歯科大学学則（昭和２７年学規第１号）の規定によりな

された手続その他の行為は、この学則の相当規定によりなされた手続その他の行為とみなす。  

附 則（平成１７年３月２３日規程第２号）  

１  この学則は、平成１７年４月１日から施行する。 

２  平成１７年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成１

７年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の

別表（２）の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成１８年３月２８日規程第１号） 

１ この学則は平成１８年４月１日から施行する。 

２ 平成１８年３月３１日において現に本学に在学する者（以下在学者という。）及び平成１８年

４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の第３

９条、別表（１）及び別表（２）の規定にかかわらず、なお従前の例による 

附 則（平成１９年３月２９日規程第３号）      

１ この学則は、平成１９年４月１日から施行する。     

２ 平成１９年３月３１日において現に本学に在学する者（平成１８年度に入学した者を除く。以

下「在学者」という。）及び平成１９年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は

編入学する者については、改正後の別表（２）の規定にかかわらず、なお従前の例による。

  

附 則（平成２０年１月１６日規程第１号）  

１  この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２  改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部保健衛生学科及び歯学部口腔保健学科の平成２０

年度から平成２２年度までの収容定員は、次のとおりとする。 

学部・学科・専攻 
収 容 定 員 

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

医学部保健衛生学科    

看護学専攻 ２１５ ２１０ ２１５ 

検査技術学専攻 １３５ １３０ １３５ 

歯学部口腔保健学科 １１８ １１６ １１８ 

附 則（平成２０年３月２６日規程第５号） 
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１ この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 平成２０年４月１日において現に本学に在学する者（平成１８年度に入学した者を除く。以下

「在学者」という。）及び２０年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学

する者については、改正後の別表（１）及び別表（２）の規定にかかわらず、なお従前の例によ

る。  

附 則（平成２１年１月８日規程第１号） 

１ この学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ この学則改正前に、本学に４年以上在学し、引き続き大学院医歯学総合研究科博士課程に入学

するため、平成２１年４月１日より休学を願い出ている者については、改正後の東京医科歯科大

学学則第２５条の２の規程を適用する 

３ この学則の施行の際限に本学に４年以上在学し、引き続き大学院医歯学総合研究科博士課程に

入学するため、退学した者が再び入学を志願する場合の取扱いは、なお従前の例による。 

４ 平成２１年３月３１日において現に本学に在学する者（以下｢在学者｣という。）及び平成２１

年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学する者については、改正後の別表（２）の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２１年３月１９日規程第３号）  

１  この学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２  改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の平成２１年度から平成２５年度までの収

容定員は、次のとおりとする。 

学部・学科 
収 容 定 員 

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

医学部医学科 ４８０ ４９０ ５００ ５１０ ５２０ 

 

３  平成２１年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

１年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の

別表（１）及び別表（２）の規定にかかわらず、なお従前の例による。ただし、平成２１年４月

１日以降に歯学部口腔保健学科に３年次編入学する者については、改正後の別表（２）の規定を

適用する。 

附 則（平成２１年１２月１８日規程第９号） 

 この規程は、平成２２年１月１日から施行する。 

附 則（平成２２年３月３０日規程第３号） 

１ この学則は，平成２２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の平成２２年度から平成２６年度までの収

容定員は、次のとおりとする。 

学部・学科 
収 容 定 員 

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

医学部医学科 ５００ ５２０ ５４０ ５６０ ５８０ 

３ 平成２２年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

２年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２３年３月４日規程第１号） 

１ この学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の平成２３年度から平成２７年度までの収

容定員は、次のとおりとする。 

年度 

区分 

収 容 定 員 

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 
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収容定員 ５２５ ５５０ ５７５ ６００ ６１５ 

３ 改正後の第４条の規定にかかわらず、歯学部歯学科の平成２３年度から平成２７年度までの収

容定員は、次のとおりとする。 

年度 

区分 

収 容 定 員 

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

収容定員 ３５８ ３４６ ３３４ ３２２ ３２０ 

４ 改正後の第４条の規定にかかわらず、歯学部口腔保健学科の平成２３年度から平成２５年度まで

の収容定員は、次のとおりとする。 

         年度 

区分 
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

口腔保健衛生学専攻 収容定員 １１５ １１０ １０５ 

口腔保健工学専攻 
２年次編入定員  ５ ５ 

収容定員 １０ ２５ ４０ 

   附 則（平成２３年６月３０日規程第６号） 

この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２４年３月３０日規程第３号） 

１ この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の平成２４年度から平成２７年度までの編

入学定員等は、次のとおりとする。 

年度 

区分 
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

編入学定員 
５（２年次編入） 

５（３年次編入） 
５（２年次編入） ５（２年次編入） ５（２年次編入） 

収容定員 ５５５ ５８０ ６０５ ６２０ 

３ 平成２４年度においては、改正後の第１４条の「２年次」は「３年次及び２年次」と読み替え

るものとする。 

附 則（平成２４年９月２８日規程第８号） 

この学則は、平成２４年１０月１日から施行する。 

附 則（平成２５年３月１２日規程第２号） 

１ この学則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の平成２５年度から平成２９年度までの収

容定員は、次のとおりとする。 

附 則（平成２７年３月３０日規則第５１号） 

この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年３月３１日規程第４号） 

 この内規は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年５月１１日規程第７号） 

この学則は、平成２８年５月１１日から施行し、平成２８年５月１日から適用する。 

附 則（平成２８年１２月１２日規程第１１号） 

この学則は、平成２８年１２月１２日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。 

附 則（平成２９年３月３１日規程第１号） 

年度 

区分 
平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

収容定員 ５８１ ６０７ ６２３ ６２９ ６３０ 
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この学則は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年５月１日規程第１号） 

この学則は、平成３０年５月１日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 

  附 則（令和２年３月３１日規程第２号） 

１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の令和２年度から令和８年度までの入学

定員等は、「地域の医師確保等の観点からの令和２年度医学部入学定員の増加について 

 （令和元年９月２日付け元文科高第３９１号・医政医発０９０２第３号文部科学省高等教育局

長・厚生労働省医政局長通知）」に基づき、次のとおりとする。 

年度 

区分 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

入学定員 １００ １００ ８５ ８５ ８５ 

編入学定員 
５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

収容定員 ６３０ ６２９ ６１３ ５９７ ５８１ 

 

年度 

区分 
令和７年度 令和８年度 

入学定員 ８５ ８５ 

編入学定員 
５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

収容定員 ５６５ ５５０ 

  附 則（令和２年１１月１０日規程第９号） 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻の令和３年度の

収容定員は、次のとおりとする。 

年度 

区分 
令和３年度 

収容定員 ９４ 

   附 則（令和３年３月２４日規程第６号） 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 令和年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和３年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の規定

にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和３年１２月２１日規程第１０号） 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和４年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の規

定にかかわらず、なお従前の例による。 
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附 則（令和４年１月１７日規程第１号） 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和４年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年４月１日以

降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の規定にかかわら

ず、なお従前の例による。 

３ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の令和４年度から令和９年度までの入学定

員等は、「地域の医師確保等の観点からの令和４年度医学部入学定員の増加について（令和３年

８月１６日付け３文科高第５０１号・医政発０８１６第９号文部科学省高等教育局長・厚生労働

省医政局長通知）」に基づき、次のとおりとする。 

年度 

区分 
令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

入学定員 １００ ８５ ８５ ８５ ８５ ８５ 

編入学定員 
５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

収容定員 ６２８ ６１２ ５９６ ５８０ ５６５ ５５０ 

附 則（令和４年３月２８日規程第６号） 

この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

 

  附 則（令和４年１０月１１日規程第１２号） 

１ この学則は令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５ 

 年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後 

の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 

附 則（令和５年１月１１日規則第１号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別

表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
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2023 年度入学者適用 

東京医科歯科大学学部専門科目履修規則 
 

平成２２年３月３０日  

規 則 第 ４ １ 号  
 

（趣旨） 

第１条 東京医科歯科大学における専門に関する教育科目（以下「専門科目」という。）の履修に関して

は、東京医科歯科大学学則(平成１６年規程第４号。以下「学則」という。)定めるもののほか、この

規則の定めるところによる。 
 

（専門科目の単位数及び履修学年） 

第２条 専門科目の単位数及び履修学年については、別表１に定めるとおりとする。 

２ 前項の単位数及び履修学年は、医学部教授会又は歯学部教授会の意見を聴いて学長が定めるものと

する。 
 

（授業） 

第３条 専門科目の授業は、講義、演習若しくは実習により行い、必修科目、選択科目又は自由科目と

する。 
 

（授業時間） 

第４条 学則第３６条に定める１単位当たりの授業時間は、次のとおりとする。 

 (1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間 

 (2) 実習については、３０時間から４５時間 

２ 前項の授業時間の設定においては、次の事項に配慮しなければならない。 

(1) 学習目標を十分に満たすこと 

(2) 履修時間及び自主的学修時間の確保 

３ 第１項の規定にかかわらず、医学部保健衛生学科検査技術学専攻の講義実習の１単位当たりの授業

時間は２５時間とし、講義１０時間・実習１５時間の割合で構成する。 

 

（編入学者、転入学者の単位認定） 

第５条 学則第１２条から第１８条の２までの規定により編入学及び転入学の許可をするときは、既修

得単位を全学共通科目及び専門科目に相当する単位として、一部又は全部を認定するものとする。 

２ 前項の認定は、全学共通科目に相当する科目については教養部において、専門科目に相当する科目

については、当該学生が在籍する学部（以下「在籍学部」という。）において行うものとする。 

３ 在籍学部は、入学を許可する学年及び履修方法等について、教養部と協議するものとする。 

 

（再入学の単位認定） 

第６条 学則第１９条の規定により再入学を許可された者の当該学部における既修得単位は、全学共通

科目及び当該学部専門科目の単位として、一部または全部を認定する。 

 

（編入学者、転入学者、再入学者の在学年限） 

第７条 学則第１２条から第１９条の規定により、編入学、転入学及び再入学を許可された者の在学年

限は、学則第３２条第１項に定める在学年限から入学を許可されたまでの経過学年数を減じた年数と

する。 

 

（試験及び単位） 

第８条 履修した授業科目については、試験を行う。ただし、試験を行うことが困難な授業科目等につ

いては、試験によらず、学修の成果をもって、又は指定した課題についての報告をもって試験に替え

ることがある。 

２ 前項の試験に合格したときは、所定の単位を与える。 

３ 実習を伴わない授業科目については、試験に合格したときは所定の単位を与える。ただし、一授業

科目の試験を分割して実施する科目については、そのすべての試験に合格しなければ単位を修得する

ことができない。 
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４ 実習を伴う授業科目については、試験に合格し、かつ、その授業科目の実習修了の認定が行われな

ければ所定の単位を修得することができない。 

５ 学習の評価は、別表２のとおりとする。 

６ 単位の認定は、医学部教授会又は歯学部教授会の議を経て当該学部長がこれを行う。 

７ 試験の方法に関しては別に定める。 

 

（進級等要件） 

第９条 学生は、別表３に示す要件を満たさなければ、進級又は所定の授業科目の履修又は単位を修得

することができない。 

２ 休学期間を除き、同一学年の在籍は２年までとし、２年を超える学生は、特別に考慮すべき事由の

ない限り、学則第３３条第１項第１号に規定する「成業の見込みがない」者として、同条により除籍

する。 

３ 前項の場合において、大学は、教授会等における審議を行う前に、除籍の対象となる学生に対し、

書面又は口頭による弁明の機会を与えなければならない。ただし、当該学生が、弁明の機会を与えら

れたにもかかわらず、正当な理由なく欠席し、又は文書を提出しなかった場合は、この権利を放棄し

たものとみなす。 

４ 第２項の場合において、教授会等における審議の後、当該学生から不服が申立てられた場合で、学

部長が再審議の必要性があると判断したときは、学部長は、教育委員会等に再度審議を行わせるもの

とする。 

 

（卒業認定） 

第１０条 学生の卒業認定は、学則第３９条により行うものとする。 

 

（補足） 

第１１条 この規則に定めるもののほか履修に関し必要な事項は各学部教授会の議を経て別に定める。 

 

   附 則 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 東京医科歯科大学医学部履修規則（平成１６年規則第２０１号）は、廃止する。 

３ 東京医科歯科大学歯学部履修規則（平成１６年規則第２１３号）は、廃止する。 

４ 平成２２年３月３１日において現に医学部に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２２年

４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学するものについては，改正後の別表の規程にかか

わらず，なお従前の東京医科歯科大学医学部履修規則の例による。 

５ 平成２２年３月３１日において現に歯学部に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２２年

４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学する者については，改正後の別表の規程にかかわ

らず，なお従前の東京医科歯科大学歯学部履修規則の例による。 

附 則（平成２３年３月４日規則第１５号） 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 平成２３年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２３年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年２月３日規則第１９号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２４年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年３月３０日規則第６０号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２４年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２５年３月２９日規則第５６号） 

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 
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２ 平成２５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２５年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表１

（３）の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２５年５月３０日規則第７３号） 

この規則は、平成２５年５月３０日から施行し、平成２５年４月１７日から適用する。 

附 則（平成２６年３月２５日規則第８号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２５年１０月１日の在学者については、平成２５年度に医学部又は歯学部１年次に入学した

者にのみ改正後の別表１（７）を適用する。 

 （平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者に関する経過措置） 

３ 前項の規定にかかわらず、平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者の改正後の別表１

（７）は、次のとおりとし、平成２５年１０月１日から適用する。 

全学科共通選択科目 

授業科目 
単位 

数 

履修対象学年 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

選
択
科
目 

医療リーダーシッ 

プ特論１ 
1 ○ ○     

医療リーダーシッ 

プ特論２ 
1  ○     

医療リーダーシッ 

プ特論３ 
1  ○     

医療リーダーシッ 

プ特論４ 
1   ○ ○ 

（※２） 
  

医療リーダーシッ 

プ特論５ 
1   ○ 

（※１） 
   

国際教養特論１ 
1 ○ ○     

国際教養特論２ 1  ○ ○ ○ 
（※２）   

国際教養特論３ 1  ○ ○ ○ 
（※２）   

計 8       

※１ 医学部医学科及び歯学部歯学科に在籍する学生に限り履修することができる。 

※２ 医学部保健衛生学科及び歯学部口腔保健学科に在籍する学生に限り履修することができる。 

※３ 医療リーダーシップ特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３

を、３を履修しなければ４を、４を履修しなければ５を履修することができない。 

※４ 国際教養特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３を履修するこ

とができない。 

附 則（平成２７年３月１０日規則第１６号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後

の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年３月１０日規則第１７号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後

の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年６月１日規則第１４０号） 

 （施行期日等） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 
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 （在学する者等に関する経過措置） 

２ 前項の規定にかかわらず、平成２３年度から平成２６年度までに入学した者のうち、平成２６年

１２月１日において、現に本学に在学する者（以下「平成２３年度以降に入学した在学者」とい

う。）及び平成２７年４月１日以降に平成２３年度以降に入学した在学者の属する学年に再入

学、転入学又は編入学する者の別表１（４）の 

「 

包括臨床実習 41           ○ ○ ○ 

」は、 

「 

包括臨床実習 43           ○ ○ ○ 

」と、 

「 

長寿口腔健康科学 

コース 
2    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 168 
1～

6 
            

」は、 

「 

長寿口腔健康科学 

コース 
 2   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 168 
1～

8 
            

 」と読み替え、平成２６年１２月１日から適用する。 

３ 平成２２年度以前に入学した者のうち、平成２６年１２月１日において、現に本学に在学する者

（以下「平成２２年度以前に入学した在学者」という。）及び平成２７年４月１日以降に平成２２

年度以前に入学した在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の

別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。ただし、歯学科専門科目学科課程表については、

次のとおりとし、平成２６年１２月１日から適用する。 

授業科目 ３年 ４年 ５年 ６年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

人体の構造と機能 ○ ○             

生命の分子的基盤と 

細胞の機能 

○               

病理   ○             

感染と生体防御   ○             

生体材料   ○             

歯科放射線基礎   ○             

歯科医療入門 ○               

歯科医療基礎     ○           

咬合育成・発達       ○         

う蝕と歯髄疾患       ○ ○       

歯周病         ○       

咬合回復       ○ ○       

顎口腔医療         ○ ○     

全身と歯科医療         ○ ○     

臨床体験実習 ○ ○   ○         

学年混合選択セミナー ○   ○   ○       

課題統合セミナー   ○   ○ ○       

総合課題演習 ○ ○             
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研究体験実習     ○           

臨床情報処理           ○     

包括臨床実習           ○ ○ ○ 

デンタルエクスターン 

シップ（選択科目）※ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

長寿口腔健康科学コ 

ース（選択科目） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

※所定のプログラムを修了した学生に対し、１プログラムにつき１単位を認定する。 

  但し、同一年次・年度に認定できる単位は、１単位を上限とする。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７０号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８

年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別

表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、別表１（２）の「 
Learning  Medical English    ○ ○ ○ 

 

 」は、平成２８年４月１日から適用する。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７１号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７３号） 
（施行期日等） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 
（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（２）

及び（３）のうち次に掲げる科目並びに（７）及び（８）を除いて、改正後の別表の規定にかかわら

ず、なお従前の例による。 

  別表１（２） 国際保健福祉Ⅰ、国際保健福祉Ⅱ及び国際保健福祉Ⅲ 

  別表１（３） アドバンスド生理機能検査学、短期海外研修（Ⅰ）、短期海外研修（Ⅱ）、短期海外

研修（Ⅲ）及び Learning Medical English 

３ 平成２８年３月３１日において現に本学に在学する者が履修した科目の学習の評価については、次

のとおり読み替えるものとする。 

評価区分 評価 

秀 Ａ＋ 

優 Ａ 

良 Ｂ 

可 Ｃ 

不可 Ｄ 

附則（平成２８年１１月７日規則第１５９号）    

１ この規則は、平成２９ 年４月１日から施行する。     

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及 び平成２９

年４月１日以降に 在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別

表の規定にかかわらず、なお従前の例による。   

３ 前項の規定にかかわらず、別表１（２）の｢ 

実践看護英語             〇   

｣は、平成２９年４月１日から適用する。 

    附 則（平成２９年３月３０日規則第５０号） 

344



 

１ この規則は、平成２９ 年４月１日から施行する。 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に 在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表 1 の（２）

のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

別表１（２）実践看護英語Ⅰ、実践看護英語Ⅱ及び実践看護英語Ⅲ 

附 則（平成２９年３月３１日規則第５４号） 

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

  附 則（平成２９年６月１日規則第６８号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２９年６月１日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

 （在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（１）

のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 別表１（１） 研究実践プログラムⅠ、研究実践プログラムⅡ、研究実践プログラムⅢ、 

        研究実践プログラムⅣ及び研究実践プログラムⅤ 

附 則（平成２９年７月６日規則第１０１号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２９年７月６日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表３（１）医

学科（７）及び注３を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   附 則（平成２９年１２月２７日規則第１３７号） 

 この規則は、平成２９年１２月２７日から施行し、平成２９年４月１日から適用する 

   附 則（平成３０年５月８日規則第３２号） 

１ この規則は、平成３０年５月８日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 

２ 平成３０年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成３０年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（２）及

び（３）のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

別表１（２） 国際保健福祉Ａ、国際保健福祉Ｂ、国際保健福祉Ｃ、国際保健福祉Ｄ   

別表１（３） 短期海外研修（Ａ）、短期海外研修（Ｂ）、短期海外研修（Ｃ）、短期海外研修（Ｄ） 

 生体医工学の科目については、平成２８年度入学者から適用する。 

附 則（平成３０年９月２６日規則第１３０号） 

１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ 平成３１年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成３１

年４月１日以降に、在学者の属する学年に再入学、転入学、転入学又は編入学する者については、改

正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。  

附 則（平成３０年１０月２４日規則第１３１号） 

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年１２月２０日規則第１１９号） 

１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。     

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２７年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和元年５月８日規則第５５号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、令和元年５月８日から施行し、平成３１年４月１日から適用する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成３１年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成３１年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（１）

の次に掲げる科目及び別表３（１）医学科（８）及び注４を除いて、改正後の別表の規定にかかわら
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ず、なお従前の例による。 

 別表１（１）臨床実習Ⅰ、臨床実習Ⅱ 

附 則（令和元年５月８日規則第５６号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、令和元年５月８日から施行し、平成３１年４月１日から適用する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成３１年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成３１年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（１）

及び（４）並びに別表３（１）及び（３）のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にか

かわらず、なお従前の例による。 

 別表１（１） 総合診療・地域医療 

 別表１（４） 総合診療・地域医療 

 別表３（１） 総合診療・地域医療 

 別表３（３） 総合診療・地域医療 

附 則（令和２年３月１１日規則第４９号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 令和２年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和２年４月

１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（１）、（３）

及び（４）の次に掲げる科目並びに別表３（１）の（５）、注１及び別表３（３）の（４）、注を除い

て、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 別表１（１） 医歯学基盤教育（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ）、社会医学及び行動科学 

 別表１（３） 神経科学、心電図判読、Learning Medical English 

 別表１（４） 医歯学基盤教育（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ） 

３ 前項の規定にかかわらず、Learning Medical English については、平成３１年４月１日に入学した

者のみ改正後の別表１（３）を適用する。 

附 則（令和３年１月１５日 規則第３号）    

１ この規則は、令和３年１月１５日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 

２ 令和２年３月３１日において、現に本学に在学する者については、改正後の別表の規定にかかわら

ず、なお従前の例による。 
附 則（令和３年２月３日 規則第１６号） 

（施行期日等） 
１ この規則は、令和３年２月３日より施行し、令和２年４月１日から適用する。 
（在学する者等に関する経過措置） 

２ 令和２年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和２年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（７）及び

別表２のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

別表１（７）及び別表２ オンライン異文化交流 

附 則（令和３年３月３１日規則第４０号） 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。ただし、第９条、別表１（４）及び別表３（１）は、

令和２年４月１日から適用する。 
（施行期日等） 

附 則（令和４年１月１７日規則第６号） 
１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 
２ 令和４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年４
月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（２）及
び別表１（３）のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例
（別表１（３）電子顕微鏡学を除く。）による。 

 別表１（２）インディペンデントスタディＡ 
 別表１（２）インディペンデントスタディＢ 
別表１（２）インディペンデントスタディＣ 

別表１（３）生命理工学概論 
附 則（令和４年１月３１日規則第１０号） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 
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２ 令和４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年４月
１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（７）のうち
次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
別表１（７）ポストコロナ社会における感染症対策 

附 則（令和４年２月１５日規則第１５号） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 令和４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び 

令和４年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正前の

別表１（７）のうち次に掲げる科目は、令和５年３月３１日までの間は存続するものとする。 

   別表１（７） Introduction to Medical Anthropology 

   別表１（７） Decision-making in the Health Sciences 

   別表１（７） Health in Contemporary Japanese Society 

附 則（令和４年３月１日規則第１６号） 

１ この規則は、令和４年４月１日より施行する。 

２ 令和４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年４月

１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（６）のうち

次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

別表１ （６） 口腔保健工学エクスターンシップ 

附 則（令和４年３月２２日規則第４４号）  

（施行期日等） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

 （在学する者等に関する経過措置） 

２ 令和４年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）のうち、令和２

年度までに入学した者、及び令和４年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編

入学する者（以下「再入学等者」という。）のうち、令和２年度までに入学した者の属する学年に

再入学、転入学又は編入学する者への改正後の別表の適用は、次に掲げる科目を除いて、なお従前

の例による。 

 別表１（７）医療とAI・ビッグデータ応用、AI実践演習 

３ 在学者のうち令和３年度に入学した者、及び再入学等者のうち令和３年度に入学した者の属する

学年に再入学、転入学または編入学する者への改正後の別表の適用は、次に掲げる科目を除いて、

なお従前の例による。 

別表１（１）及び（４）医療とAI・ビッグデータ応用 

 別表１（７）医療とAI・ビッグデータ応用、AI実践演習 

   附 則（令和４年１０月１１日規則第１３２号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和５年１月１１日規則第４号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、次に掲げる科目

を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 別表１（３）及び（７）医療と AI・ビッグデータ応用 

附 則（令和５年２月９日規則第９号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（７）の

うち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 別表１（７）疫学基礎 
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 別表１（７）生物統計学基礎 

別表１（７）生物統計学応用 I 

別表１（７）生物統計学応用 II 

別表１（７）臨床試験方法論基礎 

別表１（７）臨床試験方法論応用 

別表１（７）口腔疫学基礎 

別表１（７）疫学応用 
附 則（令和５年３月６日規則第２６号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 
２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年４月
１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の規定
にかかわらず、なお従前の例による。 
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（２）保健衛生学科（看護学専攻）教育課程 

授業科目 

 単位数     履修学年 備 考 

必修 

 

選択 

 

 

自由 

  

   

 

１年 

 

  

２年 

  

３年 

  

４年 
 

専
門
基
礎
分
野 

解剖学 3   ○        

生理学 3     ○      

生化学 2   ○        

薬理学Ⅰ 1     ○      

薬理学Ⅱ 1     ○      

病理学 1   ○        

微生物学 1   ○       

栄養学 1   ○       

疫学 1       ○    

病態学 5     ○      

憲法   2 ○ ○ ○ ○ ※3 

英語Ⅱ   1～4  ○ ○ ○ 
※3 

※4 

System-based medical 

terminology Ⅰ 
1     ○   

Nurse-Patient 

Communication 
1      ○  

IMRAD Format 

Presentation in English 
  1   ○ ○ ※3 

Diagnostic Procedures in 

English 
  1    ○  

アカデミック・リテラシー 1   ○     

専
門
共
通
分
野 

AI・データサイエンスのための

数学 
2   ○     

医療と AI・ビッグデータ入門 2   ○     

国際保健看護学Ⅰ 1   ○     

国際保健看護学Ⅱ 1      ○  

産業保健学 1      ○  

保健医療福祉制度論 2    ○    

看護制度論 1   ○     

健康教育学演習 1    ○    

卒業論文Ⅰ 1     ○   

卒業論文Ⅱ 2     ○ ○  

実践看護英語Ⅰ   1  ○    

実践看護英語Ⅱ   1   ○   

別表１ 

（１） 医学科教育課程 省略 
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実践看護英語Ⅲ   1    ○  

国際保健福祉Ａ   1 ○     

国際保健福祉Ｂ   1  ○    

国際保健福祉Ｃ   １   ○   

国際保健福祉Ｄ   1    ○  

インディペンデントスタディＡ   1  ○    

インディペンデントスタディＢ   1   ○   

インディペンデントスタディＣ   1    ○  

専
門
領
域
別
分
野 

基
礎
看
護
学 

人間の健康と看護 1   ○     

基盤看護学Ⅰ 1    ○    

基盤看護学Ⅱ 1    ○    

基盤看護学演習Ⅰ 2    ○    

基盤看護学演習Ⅱ 1    ○    

基盤看護学実習Ⅰ 1   ○     

基盤看護学実習Ⅱ 2    ○    

フィジカルアセスメント 1    ○    

成
人
看
護
学 

成人の健康と看護 2    ○    

成人看護学 2    ○    

クリティカルケア看護学 1     ○   

成人看護学演習 1      ○    

成人・老年看護学実習Ⅰ 3     ○   

緩和ケア看護学 1     ○   

精
神
看
護
学 

心の健康と看護Ⅰ 2    ○    

心の健康と看護Ⅱ 1    ○    

精神看護学演習 1     ○   

精神看護学実習 2     ○   

小
児
看
護
学 

小児の健康と看護 1    ○    

小児看護学Ⅰ 1    ○    

小児看護学Ⅱ 1     ○   

小児看護学演習 1     ○   

小児看護学実習 2     ○   

母
性
看
護
学 

性と生殖と健康と看護 1     ○   

周産看護学Ⅰ 1     ○   

周産看護学Ⅱ 1     ○   

周産看護学演習 1     ○   

周産看護学実習 2     ○   

老
年
看
護
学 

高齢者の健康と看護 1     ○   

老年看護学 2     ○   

老年看護学演習 1     ○   
リハビリテーション看護学※

２ 
 1    ○   

成人・老年看護学実習Ⅱ 3     ○   
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公
衆
衛
生
看
護

公衆衛生看護学Ⅰ 1    ○    

公衆衛生看護学Ⅱ 1     ○   
公衆衛生看護学Ⅲ※１  2     ○  
公衆衛生看護学演習※１  3     ○  
公衆衛生看護学実習※１  4     ○  

在
宅
看
護
学 

在宅看護学Ⅰ 2    ○    
在宅看護学Ⅱ 2     ○   
在宅看護学演習 1     ○   
在宅看護学実習 2     ○   

看
護
の
統
合
と
実
践 

看護の統合と実践 1   ○        

多職種連携Ⅰ 0.5   ○       

多職種連携Ⅱ 0.5    ○    

看護の統合と実践実習 3      ○  

災害看護学 1    ○    
クリティカルシンキング・ク

リエイティブシンキング 
1      ○  

看護マネジメント学 1      ○  

成人・老年看護学実習Ⅲ※２  2     ○  

総合看護学実習※２  1     ○  

計 98 13 15～18        

・保健師国家試験受験資格取得を選択する者は、※１の３科目を選択すること。保健師国家試験受験資

格取得を選択しない者は、※２の３科目を選択すること。 

・※３ 履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができ

る。 

・※４ 英語Ⅱ（A）・（B）・（C）・（D）各１単位 
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（３）保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程 

区 分 授業科目 
単位数 履修学年（履修対象学年） 備考 

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年  

形態・病態制御学系 人体構造学講義 3   ○        

人体構造学実習 1     ○      

病理検査学講義（Ⅰ） 1   ○       

病理検査学講義（Ⅱ） 3    ○    

病理検査学実習 2     ○      

血液検査学講義 2     ○     

血液検査学実習 2       ○    

物質・代謝学系 生化学講義（Ⅰ） 2   ○       

生化学講義（Ⅱ） 1    ○    

生化学実習 1     ○      

薬理学 2    ○    

分析化学検査学Ⅰ 2   ○      講義・実習 

分析化学検査学Ⅱ 4     ○    講義・実習 

分析化学検査学Ⅲ 3       ○   講義・実習 

機能調節・制御学系 医用システム情報学講義

(Ⅰ) 
1   ○      

 

医用システム情報学講義

(Ⅱ) 
1       ○   

 

医用システム情報学実習

(Ⅰ) 
1     ○     

 

医用システム情報学実習

(Ⅱ) 
1       ○   

 

生理学講義 3     ○      

臨床生理検査学講義(Ⅰ) 2     ○      

臨床生理検査学講義(Ⅱ) 2       ○    

生理学実習 1    ○    

臨床生理検査学実習(Ⅰ) 3     ○      

臨床生理検査学実習(Ⅱ) 2       ○    

病因・病態学系 病原体検査学講義(Ⅰ) 1    ○       

病原体検査学講義(Ⅱ) 3       ○    

病原体検査学実習(Ⅰ) 1     ○      

病原体検査学実習(Ⅱ) 2       ○    

免疫検査学講義 3     ○     

免疫検査学実習 2       ○    

遺伝子・染色体検査学講義 2     ○      

遺伝子検査学実習 1       ○    

検査管理・社会医学系臨床検査総合管理学 1.5   ○       

医学情報処理演習(Ⅰ) 1     ○      

医学情報処理演習(Ⅱ) 1         ○  

公衆衛生学講義 2        ○  

公衆衛生学実習 1        ○  

医療概論・関係法規 1        ○  

総合分野 臨床病態学（Ⅰ） 2     ○      

臨床病態学（Ⅱ） 2         ○  

多職種連携Ⅰ 0.5   ○    全学共通 

多職種連携Ⅱ 0.5    ○   全学共通 

多職種連携Ⅲ 1      ○ 全学共通 

総合講義 2         ○  
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臨地実習 12       ○   

卒業研究（Ⅰ） 1     ○   

卒業研究（Ⅱ） 6         ○  

遺伝学（※１）  1   ○ ○ ○  

生命理工学概論（※１）  1   ○ ○   

生体医工学  2    ○   

分子生物学（※１）  1   ○ ○ ○  

心臓生理学（※１）  1   ○ ○ ○  
アドバンスド生理機能検

査学（※１） 
 1    ○ ○ 

 

心電図判読（※１）  1    ○ ○  
AI 実践演習（※１）  1   ○  ○  

四大学連合複合領域コー

ス開講科目（※１） 
    ○ ○ ○ 

 

短期海外研修Ａ   1 ○     

短期海外研修Ｂ   1  ○    

短期海外研修Ｃ   1   ○   

短期海外研修Ｄ   1    ○  

AI・データサイエンスのた

めの数学 
2   ○    全学共通 

医療と AI・ビッグデータ入

門 
2   ○    全学共通 

医療と AI・ビッグデータ応

用（※１） 
 1   ○ ○ ○ 全学共通 

アカデミック・リテラシー 1   ○    全学共通 

外国語 Learning Medical English

（※１） 
 1   ○ ○ ○  

英語Ⅱ（※１）（※２）  1～4   ○ ○ ○ 全学共通 

System-based medical 

terminology Ⅰ 
1     ○  全学共通 

Diagnostic Procedures 

in English 
1      ○ 全学共通 

IMRAD Format 

Presentation in English 

（※１） 

  1   ○ ○ 全学共通 

計 102.5 12～15 5      

 

（選択科目の履修）                                           

１ 卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。第４学年ではそのうち 

２単位以上を修得しなければならない。 

２ 選択科目６単位のうち２単位以上は外国語科目を修得しなければならない。                

３ 四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は 

 一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場合，４単位を上限として単位を修得したものとみ

なすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース 履修の手引き」を確認すること。 

 （自由科目の履修）                                         

４ 自由科目は卒業要件には含まれない。 

※１ 履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができ

る。 

※２ 英語Ⅱ（Ａ）・（Ｂ）・（Ｃ）・（Ｄ）各１単位 

 

（４）歯学科教育課程～（６）口腔保健学科（口腔保健工学専攻）教育課程 省略 
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（７）全学科共通自由科目 

授業科目 
単位 

数 

履修対象学年 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

Moral and Political  

Philosophy for Medicine 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Biosocial Research 

Topics 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Problem-solving in the  

Health Sciences 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Applied Critical Thinking  

for Health Sciences 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Fundamentals of Global  

Health 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Leadership 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Negotiation 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Design Thinking 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

オンライン異文化交流 

(※１) 
0.5～3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ポストコロナ社会における感染症 

対策 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

医療とAI・ビッグデータ応用（※２ 

）（※３） 
1  ○ ○ ○ ○ ○ 

AI実践演習（※３） 1  ○ ○ ○ ○ ○ 

アントレプレナー教育 1  ○ ○ ○ ○ ○ 

疫学基礎 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
生物統計学基礎 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
生物統計学応用I 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
生物統計学応用II 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
臨床試験方法論基礎 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
臨床試験方法論応用 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
口腔疫学基礎 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
疫学応用 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 20.5～

23 

      

※１ 所定のプログラムを修了した学生に対し、0.5 単位を認定する。但し、同一年次・年度に認定で
きる単位は、0.5 単位を上限とする。 

※２  別表１（１）及び（４）のうち医療と AI・ビッグデータ応用を必修科目として履修する学生又は
履修して単位を付与された学生を除く。 

※３  別表１（３）のうち医療と AI・ビッグデータ応用及び AI 実践演習を選択科目として履修する学
生又は履修して単位を付与された学生を除く。 

 
（８）医学科地域特別枠推薦入試入学者必修科目 省略 
 

別表２ 

評価基準 評価 単位認定 

当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した Ａ＋ 

合格 
当該科目の到達目標を全て達成した Ａ 

当該科目の到達目標を概ね達成した Ｂ 

当該科目の到達目標のうち最低限を達成した Ｃ 

当該科目の到達目標を達成していない Ｄ 
不合格 

到達目標の達成度を評価できない Ｆ 
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※全学科共通自由科目のうち、「オンライン異文化交流」の評価は、以下のとおりとする。 

 

評価基準 評価 単位認定 

当該科目の到達目標を達成している 合格 合格 

当該科目の到達目標を達成していない 不合格 不合格 

 

別表３ 

（１）医学科 省略 

 

（２）保健衛生学科（看護学専攻及び検査技術学専攻） 

（１） 

（看護学専攻）第１学年の必修科目に未履修科目があるとき、または不合格科目が２科目

以上あるときは、第２学年に進級することができない。 

（検査技術学専攻）第１学年の専門科目のうち、講義実習科目に未履修科目があるとき、

または不合格科目が２科目以上あるときは、第２学年に進級することができない。 

 

（２） 

（看護学専攻）第１学年の必修科目及び第２学年の必修科目に未履修科目または不合格科

目があるときは、第３学年に進級することができない。 

（検査技術学専攻）第１学年の専門科目に不合格科目があるときは、第３学年に進級する

ことができない。また、第２学年の必修科目に未履修科目があるとき、または不合格

科目が２科目以上あるときは、第３学年に進級することはできない。 

 
（３） 
（看護学専攻）第３学年の必修科目に未履修科目または不合格科目があるときは、第４学

年に進級することはできない。 
（検査技術学専攻）第３学年の必修科目に未履修科目または不合格科目があるときは、第

４学年に進級することはできない。 

 

備考 

未履修科目：授業科目を３分の２以上（実習科目の場合は４分の３以上）履修しなかった科目、又は

授業科目を３分の２以上（実習科目の場合は４分の３以上）履修したにも関わらず試験

等を放棄し、単位認定できない科目。再履修を要する。 

不合格科目：授業科目を３分の２以上履修し、試験等を経て不合格の認定となった科目。 

 

 

（３）歯学科～（５）口腔保健学科（口腔保健工学専攻） 省略 
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東京医科歯科大学医学部保健衛生学科履修内規 

 

平成２３年 ２月１６日 

医学部保健衛生学科長制定 

 

（趣旨） 

第１条 この内規は、東京医科歯科大学学部専門科目履修規則（平成２２年規則第４１号。以下「履

修規則」という。）第１１条に基づき、医学部保健衛生学科における専門に関する教育科目の履修に

関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

（学習の評価） 

第２条 科目試験の成績については、授業科目ごとに担当教員が採点し、履修規則別表２のとおり学

習の評価を行う。 

２ 正当な理由がなく試験を受験しなかった場合の評価は、Ｆとする。 

３ 第１項及び前項の学習の評価に、平常の学修の成果を加味することができる。 

４ 合否判定の結果について異議がある学生は、掲示後１週間以内に別に定める「成績評価異議申し

立て書」を医学部事務部保健衛生教務係に提出することができる。 

 

 （仮進級） 

第３条 進級要件を満たさない者については、特別な事情がある場合に限り、保健衛生学科教育委員

会において協議し、仮進級を認めることができる。 

２ 仮進級者は、翌年度に実施される不合格科目の定期試験を受験し、合格しなければならない。 

 

 （ＧＰ） 

第４条 評価とＧＰとの対応は次のとおりとする。 

 

評価 Ａ＋ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｆ 

GP 4.0 3.5 3.0 2.0 1.0 0.0 

 

２ 卒業要件に含まない科目のうち、単位を認定されなかった科目については、未履修科目とし、ＧＰ

Ａ（Grade Point Average）の計算式には算入しない。 

３ 選択科目及び自由科目のうち、卒業要件に含まない単位のＧＰについては、学生の申請があれば、

ＧＰＡの計算式に算入しないものとする。 

４ 前項の申請時期は、第４学年の後期履修登録時とし、以降の変更は原則として認めない。 

 

附 則 

１ この内規は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 国立大学法人の成立前の東京医科歯科大学医学部に平成２３年３月３１日に在学し、引き続き本 

 学部の在学者となったもの（以下「在学者」という。）及び平成２３年４月１日以降在学者の属する 

 学年に再入学、転入学及び編入学する者については、この内規の規定にかかわらず、なお従前の例 

 による。 

附 則（平成２８年３月３１日制定） 

１ この内規は、平成２８年４月１日から施行する。 
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２ 平成２８年３月３１日において現に本学に在学する者が履修した科目の学習の評価については、次

のとおり読み替えるものとする。 

評価区分 評価 

秀 Ａ＋ 

優 Ａ 

良 Ｂ 

可 Ｃ 

不可 Ｄ 

   附 則（平成２８年１０月１２日制定） 

 この内規は、平成２８年１１月１日から施行する。 
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（第２条関係） 
    平成  年  月  日 

 
成績評価異議申し立て書 

 
学部                

 
学科・専攻             

 
学籍番号              

 
氏名                

 

授 業 科 目 名  担 当 教 員  

（問い合わせ内容） 

 
 
 

担 当 教 員 へ の 連 絡      年   月   日に          にて連絡 

（教員の回答）     年    月    日 

学 生 へ の 連 絡      年    月    日 に連絡 

担 当 教 員 か ら 
教 務 係 へ の 連 絡 

成績訂正：有（訂正後の成績            ）・無 
     年    月    日  氏名           

教 務 係 確 認 欄      年    月    日 
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2023年度入学者(1年生）
  備　　考

必修 選択 自由 1年 ２年 ３年 ４年 (旧カリ対応科目等）
解剖学 3 ○
生理学 3 ○
生化学 2 ○
薬理学Ⅰ 1 ○
薬理学Ⅱ 1 ○
病理学 1 ○
微生物学 1 ○
栄養学 1 ○
疫学 1 ○
病態学 5 ○
憲法 2 ○ ○ ○ ○ ※３
英語Ⅱ 1～4 ○ ○ ○ ※３　※４
System-based medical terminology Ⅰ 1 ○
Nurse-Patient Communication 1 ○
IMRAD Format Presentation in English 1 ○ ○ ※３
Diagnostic Procedures in English 1 ○
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾘﾃﾗｼｰ 1 ○
AI・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽのための数学 2 ○
医療とAI・ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ入門 2 ○
国際保健看護学Ⅰ 1 ○
国際保健看護学Ⅱ 1 ○
産業保健学 1 ○
保健医療福祉制度論 2 ○
看護制度論 1 ○
健康教育学演習 1 ○
卒業論文Ⅰ 1 ○
卒業論文Ⅱ 2 ○ ○
実践看護英語Ⅰ 1 ○
実践看護英語Ⅱ 1 ○
実践看護英語Ⅲ 1 ○
国際保健福祉Ａ 1 ○
国際保健福祉Ｂ 1 ○
国際保健福祉Ｃ 1 ○
国際保健福祉Ｄ 1 ○
インディペンデントスタディＡ 1 ○
インディペンデントスタディＢ 1 ○
インディペンデントスタディＣ 1 ○
人間の健康と看護 1 ○
基盤看護学Ⅰ 1 ○
基盤看護学Ⅱ 1 ○
基盤看護学演習Ⅰ 2 ○
基盤看護学演習Ⅱ 1 ○
基盤看護学実習Ⅰ 1 ○
基盤看護学実習Ⅱ 2 ○
フィジカルアセスメント 1 ○
成人の健康と看護 2 ○
成人看護学 2 ○
クリティカルケア看護学 1 ○
成人看護学演習 1 ○
成人・老年看護学実習Ⅰ 3 ○
緩和ケア看護学 1 ○
心の健康と看護Ⅰ 2 ○
心の健康と看護Ⅱ 1 ○
精神看護学演習 1 ○
精神看護学実習 2 ○
小児の健康と看護 1 ○
小児看護学Ⅰ 1 ○
小児看護学Ⅱ 1 ○
小児看護学演習 1 ○
小児看護学実習 2 ○
性と生殖と健康と看護 1 ○
周産看護学Ⅰ 1 ○
周産看護学Ⅱ 1 ○
周産看護学演習 1 ○
周産看護学実習 2 ○
高齢者の健康と看護 1 ○
老年看護学 2 ○
老年看護学演習 1 ○
リハビリテーション看護学※２ 1 ○ ※２
成人・老年看護学実習Ⅱ 3 ○
公衆衛生看護学Ⅰ 1 ○
公衆衛生看護学Ⅱ 1 ○
公衆衛生看護学Ⅲ※１ 2 ○ ※１
公衆衛生看護学演習※１ 3 ○ ※１
公衆衛生看護学実習※１ 4 ○ ※１
在宅看護学Ⅰ 2 ○
在宅看護学Ⅱ 2 ○
在宅看護学演習 1 ○
在宅看護学実習 2 ○
看護の統合と実践 1 ○
多職種連携Ⅰ 0.5 ○
多職種連携Ⅱ 0.5 ○
災害看護学 1 ○
クリティカルシンキング・クリエイティブシンキング 1 ○
看護マネジメント学 1 ○
看護の統合と実践実習 3 ○
成人・老年看護学実習Ⅲ※２ 2 ○ ※２
総合看護学実習※２ 1 ○ ※２

計 98 13 15～18
・保健師国家試験受験資格取得を選択する者は，※１の３科目を選択すること。

保健師国家試験受験資格取得を選択しない者は，※２の３科目を選択すること。
・※３　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
・※４　英語Ⅱ（A）・（B）・（C）・（D）各１単位

保健衛生学科(看護学専攻)教育課程

授業科目
単位数 履 修 学 年

専
門
基
礎
分
野

専
門
共
通
分
野

専

門

領

域

別

分

野

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

精
神

看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

老
年
看
護
学

公
衆
衛
生

看
護
学

在
宅

看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

359



2022年度入学者(主に2年生）
  備　　考

必修 選択 自由 1年 ２年 ３年 ４年 (旧カリ対応科目等）
解剖学 3 ○
生理学 3 ○
生化学 2 ○
薬理学Ⅰ 1 ○
薬理学Ⅱ 1 ○
病理学 1 ○
微生物学 1 ○
栄養学 1 ○
疫学 1 ○
病態学 5 ○
Global Nursing CommunicationⅠ 1 ○
Global Nursing CommunicationⅡ 1 ○
専門基礎合同演習 1 ○
保健統計学 1 ○
医療情報学 1 ○
国際保健看護学Ⅰ 1 ○
国際保健看護学Ⅱ 1 ○
産業保健学 1 ○
保健医療福祉制度論 2 ○
看護制度論 1 ○
健康教育学演習 1 ○
卒業論文Ⅰ 1 ○
卒業論文Ⅱ 2 ○
癒しのケア論 1 ○
AI 実践演習※５ 1 ○ ○ ※５
Lｅａｒｎｉｎｇ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｅｎｇｌｉｓｈ※５ 1 ○ ○ ○ ※５
実践看護英語Ⅰ 1 ○
実践看護英語Ⅱ 1 ○
実践看護英語Ⅲ 1 ○
国際保健福祉Ａ 1 ○
国際保健福祉Ｂ 1 ○
国際保健福祉Ｃ 1 ○
国際保健福祉Ｄ 1 ○
インディペンデントスタディＡ 1 ○
インディペンデントスタディＢ 1 ○
インディペンデントスタディＣ 1 ○
人間の健康と看護 1 ○
基盤看護学Ⅰ 1 ○
基盤看護学Ⅱ 1 ○
基盤看護学演習Ⅰ 2 ○
基盤看護学演習Ⅱ 1 ○
基盤看護学実習Ⅰ 1 ○
基盤看護学実習Ⅱ 2 ○
フィジカルアセスメント 1 ○
成人の健康と看護 2 ○
成人看護学 2 ○
クリティカルケア看護学 1 ○
成人看護学演習 1 ○
成人・老年看護学実習Ⅰ 3 ○
緩和ケア看護学Ⅰ 1 ○
緩和ケア看護学Ⅱ※３ 1 ○ ※３
心の健康と看護Ⅰ 2 ○
心の健康と看護Ⅱ 1 ○
精神看護学演習 1 ○
精神看護学実習 2 ○
小児の健康と看護 1 ○
小児看護学Ⅰ 1 ○
小児看護学Ⅱ 1 ○
小児看護学演習 1 ○
小児看護学実習 2 ○
性と生殖と健康と看護 1 ○
周産看護学Ⅰ 1 ○
周産看護学Ⅱ 1 ○
周産看護学演習 1 ○
周産看護学実習 2 ○
高齢者の健康と看護 1 ○
老年看護学 2 ○
老年看護学演習 1 ○
リハビリテーション看護学※３ 1 ○ ※３
成人・老年看護学実習Ⅱ 3 ○
地域保健看護学Ⅰ 1 ○
地域保健看護学Ⅱ 1 ○
地域保健看護学Ⅲ※1 2 ○ ※１
地域保健看護学演習Ⅰ※１ 2 ○ ※１
地域保健看護学演習Ⅱ※１ 1 ○ ※１
地域保健看護学実習※1 4 ○ ※１
在宅看護学Ⅰ 2 ○
在宅看護学Ⅱ 2 ○
在宅看護学演習 1 ○
在宅看護学実習 2 ○
看護の統合と実践Ⅰ 1 ○
看護の統合と実践Ⅱ 1 ○
災害看護学 1 ○
クリティカルシンキング・クリエイティブ
シンキング

1 ○

看護マネジメント学 1 ○
看護の統合と実践実習 3 ○
成人・老年看護学実習Ⅲ※２ 2 ○ ※２
緩和ケア看護学実習※４ 1 ○ ※４
国際看護学実習※４ 1 ○ ※４

計 97 15 12
・保健師国家試験受験資格取得を選択する者は，※１の４科目を選択すること。
　保健師国家試験受験資格取得を選択しない者は，※２の科目を選択し，※３の２科目の中から１科目、
　※４の２科目の中から１科目選択すること。
・※５　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
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2021年度入学者(主に3年生）
  備　　考

必修 選択 自由 1年 ２年 ３年 ４年 (旧カリ対応科目等）
解剖学 3 ○
生理学 3 ○
生化学 2 ○
薬理学Ⅰ 1 ○
薬理学Ⅱ 1 ○
病理学 1 ○
微生物学 1 ○
栄養学 1 ○
疫学 1 ○
病態学 5 ○
Global Nursing CommunicationⅠ 1 ○
Global Nursing CommunicationⅡ 1 ○
専門基礎合同演習 1 ○
保健統計学 1 ○
医療情報学 1 ○
国際保健看護学 2 ○
産業保健学 1 ○
保健医療福祉制度論 2 ○
健康教育学演習 1 ○
卒業論文Ⅰ 1 ○
卒業論文Ⅱ 2 ○
AI 実践演習 1 ○ ○ ※４
Lｅａｒｎｉｎｇ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｅｎｇｌｉｓｈ 1 ○ ○ ○ ※４
実践看護英語Ⅰ 1 ○
実践看護英語Ⅱ 1 ○
実践看護英語Ⅲ 1 ○
国際保健福祉Ａ 1 ○
国際保健福祉Ｂ 1 ○
国際保健福祉Ｃ 1 ○
国際保健福祉Ｄ 1 ○
インディペンデントスタディＡ 1 ○ 2022年度より開講
インディペンデントスタディＢ 1 ○ 2022年度より開講
インディペンデントスタディＣ 1 ○ 2022年度より開講
基礎看護学Ⅰ 1 ○
基礎看護学Ⅱ 1 ○
基礎看護学Ⅲ 1 ○
基礎看護学演習Ⅰ 2 ○
基礎看護学演習Ⅱ 1 ○
基礎看護学実習Ⅰ 1 ○
基礎看護学実習Ⅱ 2 ○
成人看護学Ⅰ 2 ○
成人看護学Ⅱ 2 ○
成人看護学Ⅲ 1 ○
成人看護学演習 1 ○
成人看護学実習 3 ○
精神看護学 2 ○
地域精神看護学 1 ○
精神看護学演習 1 ○
精神看護学実習 2 ○
看護心理学※3 1 ○ ○ ※４
小児看護学Ⅰ 1 ○
小児看護学Ⅱ 1 ○
小児看護学演習Ⅰ 1 ○
小児看護学演習Ⅱ 1 ○
小児看護学実習 2 ○
母性看護学Ⅰ 1 ○
母性看護学Ⅱ 1 ○
母性看護学Ⅲ 1 ○
母性看護学演習 1 ○
母性看護学実習 2 ○
老年看護学 3 ○
老年看護学演習 1 ○
リハビリテーション看護学※3 1 ○
老年看護学実習 3 ○
地域保健看護学Ⅰ 1 ○
地域保健看護学Ⅱ 1 ○
地域保健看護学Ⅲ※1 2 ○
地域保健看護学演習※1 1 ○
地域保健看護学実習※1 3 ○
在宅看護学Ⅰ 1 ○
在宅看護学Ⅱ 1 ○
在宅看護学演習 1 ○
緩和ケア看護学Ⅰ 1 ○
緩和ケア看護学Ⅱ※3 1 ○
在宅看護学実習 2 ○
看護の統合と実践Ⅰ 2 ○
看護の統合と実践Ⅱ 2 ○
看護の統合と実践実習 3 ○
総合実習Ⅰ※2 2 〇
総合実習Ⅱ※2 1 〇

計 91 12 12
・保健師国家試験受験資格取得を選択する者は，※１の３科目を選択すること。
　保健師国家試験受験資格取得を選択しない者は，※２の２科目を選択し，※３の３科目の中から１科目選択すること。
・※４　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
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2020年度入学者(主に4年生）
  備　　考

必修 選択 自由 1年 ２年 ３年 ４年 (旧カリ対応科目等）
解剖学 3 ○
生理学 3 ○
生化学 2 ○
薬理学Ⅰ 1 ○
薬理学Ⅱ 1 ○
病理学 1 ○
微生物学 1 ○
栄養学 1 ○
疫学 1 ○
病態学 5 ○
Global Nursing CommunicationⅠ 1 ○
Global Nursing CommunicationⅡ 1 ○
専門基礎合同演習 1 ○
保健統計学 1 ○
医療情報学 1 ○
国際保健看護学 2 ○
産業保健学 1 ○
保健医療福祉制度論 2 ○
健康教育学演習 1 ○
卒業論文Ⅰ 1 ○
卒業論文Ⅱ 2 ○
AI 実践演習 1 ○ ○ ※４
Lｅａｒｎｉｎｇ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｅｎｇｌｉｓｈ 1 ○ ○ ○ ※４
実践看護英語Ⅰ 1 ○
実践看護英語Ⅱ 1 ○
実践看護英語Ⅲ 1 ○
国際保健福祉Ａ 1 ○
国際保健福祉Ｂ 1 ○
国際保健福祉Ｃ 1 ○
国際保健福祉Ｄ 1 ○
インディペンデントスタディＢ 1 ○ 2022年度より開講
インディペンデントスタディＣ 1 ○ 2022年度より開講
基礎看護学Ⅰ 1 ○
基礎看護学Ⅱ 1 ○
基礎看護学Ⅲ 1 ○
基礎看護学演習Ⅰ 2 ○
基礎看護学演習Ⅱ 1 ○
基礎看護学実習Ⅰ 1 ○
基礎看護学実習Ⅱ 2 ○
成人看護学Ⅰ 2 ○
成人看護学Ⅱ 2 ○
成人看護学Ⅲ 1 ○
成人看護学演習 1 ○
成人看護学実習 3 ○
精神看護学 2 ○
地域精神看護学 1 ○
精神看護学演習 1 ○
精神看護学実習 2 ○
看護心理学※3 1 ○ ○ ※４
小児看護学Ⅰ 1 ○
小児看護学Ⅱ 1 ○
小児看護学演習Ⅰ 1 ○
小児看護学演習Ⅱ 1 ○
小児看護学実習 2 ○
母性看護学Ⅰ 1 ○
母性看護学Ⅱ 1 ○
母性看護学Ⅲ 1 ○
母性看護学演習 1 ○
母性看護学実習 2 ○
老年看護学 3 ○
老年看護学演習 1 ○
リハビリテーション看護学※3 1 ○
老年看護学実習 3 ○
地域保健看護学Ⅰ 1 ○
地域保健看護学Ⅱ 1 ○
地域保健看護学Ⅲ※1 2 ○
地域保健看護学演習※1 1 ○
地域保健看護学実習※1 3 ○
在宅看護学Ⅰ 1 ○
在宅看護学Ⅱ 1 ○
在宅看護学演習 1 ○
緩和ケア看護学Ⅰ 1 ○
緩和ケア看護学Ⅱ※3 1 ○
在宅看護学実習 2 ○
看護の統合と実践Ⅰ 2 ○
看護の統合と実践Ⅱ 2 ○
看護の統合と実践実習 3 ○
総合実習Ⅰ※2 2 〇
総合実習Ⅱ※2 1 〇

計 91 12 11
・保健師国家試験受験資格取得を選択する者は，※１の３科目を選択すること。
　保健師国家試験受験資格取得を選択しない者は，※２の２科目を選択し，※３の３科目の中から１科目選択すること。
・※４　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
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平成31(2019)年度入学者
  備　　考

必修 選択 自由 1年 ２年 ３年 ４年 (旧カリ対応科目等）
解剖学 3 ○
生理学 3 ○
生化学 2 ○
薬理学Ⅰ 1 ○
薬理学Ⅱ 1 ○
病理学 1 ○
微生物学 1 ○
栄養学 1 ○
疫学 1 ○
病態学 5 ○
Global Nursing CommunicationⅠ 1 ○
Global Nursing CommunicationⅡ 1 ○
専門基礎合同演習 1 ○
保健統計学 1 ○
医療情報学 1 ○
国際保健看護学 2 ○
産業保健学 1 ○
保健医療福祉制度論 2 ○
健康教育学演習 1 ○
卒業論文Ⅰ 1 ○
卒業論文Ⅱ 2 ○
AI 実践演習 1 ○ ○ ※４
Lｅａｒｎｉｎｇ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｅｎｇｌｉｓｈ 1 ○ ○ ○ ※４
実践看護英語Ⅰ 1 ○
実践看護英語Ⅱ 1 ○
実践看護英語Ⅲ 1 ○
国際保健福祉Ａ 1 ○
国際保健福祉Ｂ 1 ○
国際保健福祉Ｃ 1 ○
国際保健福祉Ｄ 1 ○
インディペンデントスタディC 1 ○ 2022年度より開講
基礎看護学Ⅰ 1 ○
基礎看護学Ⅱ 1 ○
基礎看護学Ⅲ 1 ○
基礎看護学演習Ⅰ 2 ○
基礎看護学演習Ⅱ 1 ○
基礎看護学実習Ⅰ 1 ○
基礎看護学実習Ⅱ 2 ○
成人看護学Ⅰ 2 ○
成人看護学Ⅱ 2 ○
成人看護学Ⅲ 1 ○
成人看護学演習 1 ○
成人看護学実習 3 ○
精神看護学 2 ○
地域精神看護学 1 ○
精神看護学演習 1 ○
精神看護学実習 2 ○
看護心理学※3 1 ○ ○ ※４
小児看護学Ⅰ 1 ○
小児看護学Ⅱ 1 ○
小児看護学演習Ⅰ 1 ○
小児看護学演習Ⅱ 1 ○
小児看護学実習 2 ○
母性看護学Ⅰ 1 ○
母性看護学Ⅱ 1 ○
母性看護学Ⅲ 1 ○
母性看護学演習 1 ○
母性看護学実習 2 ○
老年看護学 3 ○
老年看護学演習 1 ○
リハビリテーション看護学※3 1 ○
老年看護学実習 3 ○
地域保健看護学Ⅰ 1 ○
地域保健看護学Ⅱ 1 ○
地域保健看護学Ⅲ※1 2 ○
地域保健看護学演習※1 1 ○
地域保健看護学実習※1 3 ○
在宅看護学Ⅰ 1 ○
在宅看護学Ⅱ 1 ○
在宅看護学演習 1 ○
緩和ケア看護学Ⅰ 1 ○
緩和ケア看護学Ⅱ※3 1 ○
在宅看護学実習 2 ○
看護の統合と実践Ⅰ 2 ○
看護の統合と実践Ⅱ 2 ○
看護の統合と実践実習 3 ○
総合実習Ⅰ※2 2 〇
総合実習Ⅱ※2 1 〇

91 12 10

・※４　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
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平成30(2018)年度入学者
  備　　考

必修 選択 自由 1年 ２年 ３年 ４年 (旧カリ対応科目等）
解剖学Ⅰ 2 ○
解剖学Ⅱ 1 ○
生理学 3 ○
生化学 2 ○
薬理学Ⅰ 1 ○
薬理学Ⅱ 1 ○
病理学 1 ○
微生物学 1 ○
栄養学 1 ○
疫学 1 ○
病態学 5 ○
Global Nursing CommunicationⅠ 1 ○ 旧：英文講読Ⅰ
Global Nursing CommunicationⅡ 1 ○ 旧：英文講読Ⅱ
専門基礎合同演習 1 ○
保健統計学 1 ○
医療情報学 1 ○
国際保健看護学 2 ○
産業保健学 1 ○
保健医療福祉制度論 2 ○
健康教育学演習 1 ○
卒業論文Ⅰ 1 ○
卒業論文Ⅱ 2 〇
AI 実践演習 1 〇 ○ ※４
Lｅａｒｎｉｎｇ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｅｎｇｌｉｓｈ 1 〇 〇 ○ ※４
実践看護英語Ⅰ 1 〇
実践看護英語Ⅱ 1 〇
実践看護英語Ⅲ 1 〇
国際保健福祉Ａ 1 〇
国際保健福祉Ｂ 1 〇
国際保健福祉Ｃ 1 〇
国際保健福祉Ｄ 1 〇
インディペンデントスタディＢ 1 ○ 2022年度より開講
インディペンデントスタディＣ 1 ○ 2022年度より開講
基礎看護学Ⅰ 1 ○
基礎看護学Ⅱ 1 ○
基礎看護学Ⅲ 1 ○
基礎看護学演習Ⅰ 2 ○
基礎看護学演習Ⅱ 1 ○
基礎看護学実習Ⅰ 1 ○
基礎看護学実習Ⅱ 2 ○
成人看護学Ⅰ 2 ○
成人看護学Ⅱ 2 ○
成人看護学Ⅲ 1 ○
成人看護学演習 1 ○
成人看護学実習 3 ○
精神看護学 2 ○
地域精神看護学 1 ○
精神看護学演習 1 ○
精神看護学実習 2 ○
看護心理学※3 1 ○ 〇 ※４
小児看護学Ⅰ 1 ○
小児看護学Ⅱ 1 ○
小児看護学演習Ⅰ 1 ○
小児看護学演習Ⅱ 1 ○
小児看護学実習 2 ○
母性看護学Ⅰ 1 ○
母性看護学Ⅱ 1 ○
母性看護学Ⅲ 1 ○
母性看護学演習 1 ○
母性看護学実習 2 ○
老年看護学 3 ○
老年看護学演習 1 ○
リハビリテーション看護学※3 1 ○
老年看護学実習 3 ○
地域保健看護学Ⅰ 1 〇
地域保健看護学Ⅱ 1 ○
地域保健看護学Ⅲ※1 2 ○
地域保健看護学演習※1 1 ○
地域保健看護学実習※1 3 ○
在宅看護学Ⅰ 1 ○
在宅看護学Ⅱ 1 ○
在宅看護学演習 1 ○
緩和ケア看護学Ⅰ 1 ○
緩和ケア看護学Ⅱ※3 1 〇
在宅看護学実習 2 ○
看護の統合と実践Ⅰ 2 ○
看護の統合と実践Ⅱ 2 ○
看護の統合と実践実習 3 ○
総合実習Ⅰ※2 2 〇
総合実習Ⅱ※2 1 〇

91 12 11

・※４　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
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平成29(2017)年度入学者
  備　　考

必修 選択 自由 1年 ２年 ３年 ４年 (旧カリ対応科目等）
解剖学Ⅰ 2 ○
解剖学Ⅱ 1 ○
生理学 3 ○
生化学 2 ○
薬理学Ⅰ 1 ○
薬理学Ⅱ 1 ○
病理学 1 ○
微生物学 1 ○
栄養学 1 ○
疫学 1 ○
病態学 5 ○
Global Nursing CommunicationⅠ 1 ○ 旧：英文講読Ⅰ
Global Nursing CommunicationⅡ 1 ○ 旧：英文講読Ⅱ
専門基礎合同演習 1 ○
保健統計学 1 ○
医療情報学 1 ○
国際保健看護学 2 ○
産業保健学 1 ○
保健医療福祉制度論 2 ○
健康教育学演習 1 ○
卒業論文Ⅰ 1 ○
卒業論文Ⅱ 2 〇
AI 実践演習 1 〇 ○ ※４
Lｅａｒｎｉｎｇ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｅｎｇｌｉｓｈ 1 〇 〇 ○ ※４
実践看護英語Ⅰ 1 〇
実践看護英語Ⅱ 1 〇
実践看護英語Ⅲ 1 〇
国際保健福祉Ｂ 1 〇 旧：国際保健福祉Ⅰ
国際保健福祉Ｃ 1 〇 旧：国際保健福祉Ⅱ
国際保健福祉Ｄ 1 〇 旧：国際保健福祉Ⅲ
インディペンデントスタディＢ 1 ○ 2022年度より開講
インディペンデントスタディＣ 1 ○ 2022年度より開講
基礎看護学Ⅰ 1 ○
基礎看護学Ⅱ 1 ○
基礎看護学Ⅲ 1 ○
基礎看護学演習Ⅰ 2 ○
基礎看護学演習Ⅱ 1 ○
基礎看護学実習Ⅰ 1 ○
基礎看護学実習Ⅱ 2 ○
成人看護学Ⅰ 2 ○
成人看護学Ⅱ 2 ○
成人看護学Ⅲ 1 ○
成人看護学演習 1 ○
成人看護学実習 3 ○
精神看護学 2 ○
地域精神看護学 1 ○
精神看護学演習 1 ○
精神看護学実習 2 ○
看護心理学※3 1 ○ 〇 ※４
小児看護学Ⅰ 1 ○
小児看護学Ⅱ 1 ○
小児看護学演習Ⅰ 1 ○
小児看護学演習Ⅱ 1 ○
小児看護学実習 2 ○
母性看護学Ⅰ 1 ○
母性看護学Ⅱ 1 ○
母性看護学Ⅲ 1 ○
母性看護学演習 1 ○
母性看護学実習 2 ○
老年看護学 3 ○
老年看護学演習 1 ○
リハビリテーション看護学※3 1 ○
老年看護学実習 3 ○
地域保健看護学Ⅰ 1 〇
地域保健看護学Ⅱ 1 ○
地域保健看護学Ⅲ※1 2 ○
地域保健看護学演習※1 1 ○
地域保健看護学実習※1 3 ○
在宅看護学Ⅰ 1 ○
在宅看護学Ⅱ 1 ○
在宅看護学演習 1 ○
緩和ケア看護学Ⅰ 1 ○
緩和ケア看護学Ⅱ※3 1 〇
在宅看護学実習 2 ○
看護の統合と実践Ⅰ 2 ○
看護の統合と実践Ⅱ 2 ○
看護の統合と実践実習 3 ○
総合実習Ⅰ※2 2 〇
総合実習Ⅱ※2 1 〇

91 12 10

・※４　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
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東京医科歯科大学試験規則 

 

平 成 ２ ３ 年 ４ 月 １ 日 

規 則 第 １ 号 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、東京医科歯科大学における全学に共通する教育科目及び専門

に関する教育科目（以下「授業科目」という。）の試験に関して、東京医科歯科大

学学則（平成１６年規程第４号。以下「学則」という。）、東京医科歯科大学全学

共通科目履修規則（平成１６年規則第２１７号。）及び東京医科歯科大学学部専門

科目履修規則（平成２２年規則第４１号。）に定めるもののほか、必要な事項を定

める。 

 

（試験の種類） 

第２条 試験は、本試験、追試験及び再試験とする。 

 

（試験の方法） 

第３条 試験は、筆答試験、コンピュータ活用試験、口答試験及び実地試験のいず

れかによって行う。 

 

 （本試験） 

第４条 本試験は、定期試験及び共用試験をいう。 

２ 共用試験は、医学部医学科及び歯学部歯学科において行う。 

 

（定期試験） 

第５条 定期試験とは、履修した授業科目について行う試験をいう。 

２ 定期試験の実施日時は、試験実施日の２週間前までに公示する。 

３ 定期試験を受験することのできる者は原則として次のとおりとする。 

(1) 講義及び演習  当該授業科目の授業時間数の３分の２以上履修した者 

(2) 実習  当該授業科目の授業時間数の４分の３以上履修した者 

４ 定期試験の結果は、公示する。 

５ 第３項に定めるもののほか、定期試験の受験資格に関し必要な事項は、医学部、

歯学部又は教養部（以下「部局」という。）において別に定めることができる。 

 

（共用試験） 

第６条 共用試験とは、知識・問題解決能力を主として評価する多肢選択形式のコ

ンピュータ活用試験（ＣＢＴ）及び技能・態度を主として評価する客観的臨床能

力試験（ＯＳＣＥ）をいう。 

２ 共用試験の実施日時は、試験実施日の２週間前までに公示する。 

３ 共用試験を受験することのできる者は医学部医学科及び歯学部歯学科において

366



別に定める。 

４ 共用試験の結果は、公示する。 

 

（追試験） 

第７条 追試験とは、病気、その他止むを得ない理由により本試験を受験できなか

った者に対して行う試験をいう。ただし、追試験は原則として１回限りとする。 

２ 追試験を受験しようとする者（以下「追試験申請者」という。）は、所定の受験

申請書に医師の診断書等の証明書類を添えて、本試験終了後原則として５日以内

に医学部長、歯学部長又は教養部長（以下「学部長等」という。）に願い出て、許

可を受けなければならない。 

３ 学部長等は、前項の申請について、教育委員会又は教務委員会と協議のうえ、

その可否を決定し、追試験申請者に通知するものとする。 

４ 追試験受験決定が否の場合は、本試験を不合格とする。 

５ 試験の結果は、公示する。 

６ 第２項に定めるもののほか、追試験の申請に関し必要な事項は、部局において

別に定めることができる。 

 

（再試験） 

第８条 再試験とは、本試験又は追試験を受験し、不合格となった者に対し行う試

験をいう。ただし、再試験は、原則として１回限りとする。 

２ 再試験の実施日時は、指定の期日までに公示する。 

３ 再試験は当該学部長等の判断により、受験を許可しないことがある。 

４ 再試験受験決定が否の場合は、当該授業科目を不合格とする。 

５ 試験の結果は、公示する。 

６ 第３項に定めるもののほか、再試験の許可に関し必要な事項は、部局において

別に定めることができる。 

 

（試験の成績） 

第９条 本試験、追試験及び再試験による成績については、科目責任者が１００点満

点で採点し、６０点以上を「当該科目の到達目標のうち最低限を達成した」もの

として合格とする。 

２ 共用試験の成績については、前項の規定にかかわらず、医学部医学科及び歯学部

歯学科において別に定める。 

 

（成績の報告） 

第１０条 科目責任者は、本試験、追試験及び再試験について所定の用紙に採点結

果を記入し、指定の期日までに当該学部長等に報告しなければならない。 

２ 医学科教育委員会委員長又は歯学科教育委員会委員長は、共用試験について所

定の用紙に採点結果を記入し、指定の期日までに当該学部長に報告しなければな

らない。 
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（罰則） 

第１１条 試験において不正行為があったときは、学則第５８条の規定による懲戒

の手続きをとるものとする。  

 

（補則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、試験に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 東京医科歯科大学医学部試験規則（平成１６年規則２０２号）は廃止する。 

３ 東京医科歯科大学歯学部試験規則（平成１６年規則２１４号）は廃止する。 

４ この規則は、平成２３年３月３１日において現に医学部または歯学部に在学する者（以

下「在学者」という。）及び平成２３年４月１日以降在学者が所属する学年に再入 学、転

入学するものについては、改正後の規則にかかわらず、なお従前の東京医科 歯科大学

医学部試験規則または東京医科歯科大学歯学部試験規則の例による。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７４号） 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 
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東京医科歯科大学医学部保健衛生学科試験内規 

 

平 成 ２ ３ 年  ２ 月 １ ６ 日 

     医 学 部 保 健 衛 生 学 科 長 制 定 

 

（趣旨） 

第１条 この内規は、東京医科歯科大学試験規則（平成２３年４月１日規則第１号。以下「試験規則」

という。）第７条第６項及び第８条第６項並びに第１２条に基づき、医学部保健衛生学科に

おける専門に関する教育科目の試験に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

 （追試験） 

第２条 追試験の時期は、原則として各期の期間内に実施するものとする。 

 

（再試験） 

第３条 再試験の時期は、原則として各期の期間内に予め設定した再試験期間内に実施するものとす

る。ただし、第４学年で履修した科目の再試験は、第４学年の年度末とする。 

２ 再試験の実施日時は、試験実施日２週間前までに公示する。 

３ 再試験を受験しようとする者は、所定の申請書により、原則として試験期日３日前までに医学部

長に願い出なければならない。 

 
附 則 

１ この内規は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 東京医科歯科大学医学部に平成２３年３月３１日に在学し、引き続き本学部の在学者となったも

の（以下「在学者」という。）及び平成２３年４月１日以後在学者の属する学年に再入学、転入学

及び編入学する者に係る試験については、この内規の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 附 則 

１ この内規は令和５年４月１日から施行する。 
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東京医科歯科大学学部教育におけるＧＰＡ制度 
取り扱いに関する要項 

 

平成２８年３月３１日 

制        定 

 

（目的） 

第１条 東京医科歯科大学の学部教育におけるＧＰＡ (Grade Point Average) 制度の運

用については、東京医科歯科大学全学共通科目履修規則（平成１６年制定）、東京医科

歯科大学医学部医学科専門科目履修内規（平成２３年制定）、東京医科歯科大学医学部

保健衛生学科履修内規（平成２３年制定）、東京医科歯科大学歯学部歯学科専門科目履

修内規（平成２３年制定）、東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科専門科目履修内規

（平成２３年制定）に定めるほか、この要項の定めるところによる。 

 

（定義） 

第２条 この要項において、ＧＰＡとは、個々の学生の学習到達度をはかる数値で、履修登

録した科目毎の評価（Ａ＋,Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｆ）を４から０までの点数に置き換えて単位数

を掛け、その総和を履修登録単位数の合計で割った平均点とする。 

２ ＧＰＡ対象授業科目は、次の各号を除く授業科目とする。 

(1) Ａ＋,Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｆによる学習の評価を行わない科目  

(2) 他大学等で単位を修得し、本学として学習の評価を行わず「認定」とした科目 

(3) 卒業要件に含まない科目のうち学生が申請して学科等が認めた科目（成績表ではＧＰ

Ａ除外科目として明示される） 

(4) ＧＰＡへの算入が適当でないと学科等が認めた科目（シラバスおよび成績表ではＧＰ

Ａ除外科目として明示される） 

 

（学習の評価及びＧＰ） 

第３条 学習の評価及び Grade Point（ＧＰ）は、次のとおりとする。 

評 価 ＧＰ 評価基準 

Ａ＋ ４．０ 当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した 

Ａ ３．５ 当該科目の到達目標を全て達成した 

Ｂ ３．０ 当該科目の到達目標を概ね達成した 

Ｃ ２．０ 当該科目の到達目標のうち最低限を達成した 

Ｄ １．０ 当該科目の到達目標を達成していない 

Ｆ ０．０ 到達目標の達成度を評価できない 

（ＧＰＡの種類及び計算方法） 

第４条 ＧＰＡは、当該学年に履修した第２条第２項に定めるＧＰＡ対象授業科目につい
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て、「当該年度のＧＰＡ」、「累積ＧＰＡ」に区分し、各区分は次に定める方法により計算

するものとする。 

 

＊ ＧＰＡの計算式 

（ ４×Ａ＋取得単位数＋３．５×Ａ取得単位数＋３×Ｂ取得単位数 

当該年度の  ＋２×Ｃ取得単位数＋１×Ｄ取得単位数＋０×Ｆ取得単位数） 

ＧＰＡ＝                     当該年度の総履修登録単位数 

 

（４×Ａ＋取得単位数＋３．５×Ａ取得単位数＋３×Ｂ取得単位数 

累 積    ＋２×Ｃ取得単位数＋１×Ｄ取得単位数＋０×Ｆ取得単位数） 

ＧＰＡ＝                        総履修登録単位数 

 

２ 前項の計算式において、総履修登録単位数には不可となった科目の単位を含むが、履修

取消とした科目の単位は含まない。 

３ 計算値は四捨五入して小数第２位まで求めるものとする。 

 

（ＧＰＡ計算期日） 

第５条 ＧＰＡの計算は、学年ごとに所定の期日までに確定した成績に基づいて行う。 

 

（成績証明書への記載） 

第６条 成績証明書への記載は、累積ＧＰＡを使用する。 

 

（その他） 

第７条 この要項に定めるもののほか、ＧＰＡ制度の実施に関して必要な事項は、各学科等

において、別に定める。 

 

   附 則 

１ この要項は、平成２８年４月１日から施行し、平成 28 年度入学者から適用する。 

  平成 27 年度以前入学者についても、GPA を計算する場合は、秀を A+、優を A、良を

B、可を C、不可を D、評価なしを Fとみなし、適用する。 

   附 則（平成３０年９月６日制定） 

この要項は、平成３０年９月６日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 
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国立大学法人東京医科歯科大学における授業欠席に関する取扱要項 
 

 
令和２年１１月３０日 

制 定 

 
（趣旨） 

第１条 この要項は、国立大学法人東京医科歯科大学（以下「本学」という。）における授業欠

席に関する取扱いについて必要な事項を定める。 

 

（公欠及びその要件） 

第２条 この要項において、公欠とは、本学が認める一定の事由によりやむを得ず正課を欠席し

た場合、これを出席として取扱うことをいう。 

２ 本学の学生が、次の各号の事由によりやむを得ず正課を欠席する場合は、これを公欠として

取扱う。 

(1) 感染症に罹患した場合 

(2) 親族が死亡した場合 

(3) 裁判員制度による裁判員又は裁判員候補者に選任された場合 

(4) その他学長が必要と認める場合 

 

（公欠の手続及び様式） 

第３条 前条第２項各号による公欠の具体的な基準及び手続については、別表のとおりとする。 

２ 前条第２項第３号又は第４号により公欠が認められた場合は、欠席届の写を回付する等の方

法により授業担当教員にその旨通知することとする。 

 

（公欠とされた学生への配慮義務） 

第４条 授業担当教員は、公欠とされた学生に対し、履修上不利とならないよう配慮するものと

する。 

 

（公欠期間中の試験の取扱い） 

第５条 公欠期間中の試験に関する追試験等の取扱いについては、当該授業科目を開講する学部

長又は研究科長の定めるところによる。 

 

（公欠以外の欠席） 

第６条 公欠以外の理由により１週間以上欠席する場合は、欠席届を速やかに各学科又は各専攻

の教務係へ提出することとする。 

 

附 則 

 この要項は、令和２年１１月３０日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 
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別表（第３条関連） 

公欠事由 条件 公欠として認め

られる期間 

手続等 

感染症に罹患した場

合 
学校保健安全法施行

規則（昭和３３年６

月１３日文部省令第

１８号）第１８条 

に規定する感染症に

罹患した場合、又は

感染しているおそれ

がある場合 

学校保健安全法施行

規則（昭和３３年６

月１３日文部省令第

１８号）第１９条 

に規定する期間 

欠席届と証拠となる

書類（診断書等）を

添付し、担当係へ提

出すること。 

親族が死亡した場合 配偶者及び１親等、

２親等の親族の死亡

に伴い必要と認めら

れる葬儀、服喪その

他の行事のため授業

に出席できなかった

場合 

親族に応じ次に掲げ

る連続する暦日数

（葬儀のため遠隔の

地に赴く場合にあっ

ては、往復に要する 

日数を加えた日数）

の期間 

欠席届と証拠となる

書類（会葬礼状等）

を添付し、担当係へ

提出すること。 

配偶者及び１親等の

親族の場合（父母・

子）は、死亡した日

から起算して連続７

日（休日を含む。） 

２親等（祖父母、兄

弟姉妹等）の場合

は、死亡した日から

起算して連続３日

（休日を含む。） 

裁判員制度による裁

判員又は裁判員候補

者に選任された場合 

裁判員又は裁判員候

補者としての任務を

果たす場合 

裁判所へ出頭する日 欠席届と証拠となる

書類（裁判所からの

通知書等）を添付

し、担当係へ提出す

ること。 

その他学長が必要と

認める場合 

学長が必要と認める

場合 

学長が必要と認めた

期間 

欠席届と証拠となる

書類（学長が必要と

認めたことがわかる 

書類）を添付し、担

当係へ提出するこ

と。 

 

373



 平成 23 年度以降入学者に適用 
 

 

看護学専攻第３学年における臨地実習履修要件 

 

平成１２年１１月 ７日 

保健衛生学科教育委員会 

平成１７年 ３月１５日改正 

保健衛生学科教育委員会 

平成２０年１２月２４日改正 

保健衛生学科教育委員会 

平成２３年 １月 ５日改正 

保健衛生学科教育委員会 

令和 ５年 １月 ４日改正 

保健衛生学科教育委員会 

 

 

 

  臨地実習のうち、別表に掲げるものは、病院等において実際の患者に接して行なわれるものであ

り、あらかじめ、それぞれの実習を行うに十分な基礎知識を持つことが必要であることから、当該

臨地実習に関連する講義･演習の試験に合格したものでなければ、これを履修することができない。 
 
(別表)  

臨地実習名 関連する講義･演習科目名 

基礎看護学実習Ⅱ 基礎看護学Ⅰ･Ⅱ、基礎看護学演習Ⅰ、基礎看護学実習Ⅰ 

成人看護学実習 成人看護学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、成人看護学演習 

精神看護学実習 精神看護学、地域精神看護学、精神看護学演習 

小児看護学実習 小児看護学Ⅰ・Ⅱ、小児看護学演習Ⅰ・Ⅱ 

母性看護学実習 母性看護学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、母性看護学演習 

老年看護学実習 老年看護学、老年看護学演習 

在宅看護学実習 在宅看護学Ⅰ・Ⅱ、在宅看護学演習 

 
 
 この要件は令和３年度入学者までの適用とし、令和４年度入学者からの要件は別途定める。 
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     令和４年度以降入学者に適用 
 

 

看護学専攻における臨地実習履修要件 
 

令和 ５年 １月 ４日 

保健衛生学科教育委員会 

 

 

 

  臨地実習のうち、別表に掲げるものは、病院等において実際の患者に接して行なわれるものであ

り、あらかじめ、それぞれの実習を行うに十分な基礎知識を持つことが必要であることから、当該

臨地実習に関連する講義･演習の試験に合格したものでなければ、これを履修することができない。 
 
(別表)  

臨地実習名 関連する講義･演習・実習科目名 

基盤看護学実習Ⅱ 人間の健康と看護、基盤看護学Ⅰ、基盤看護学演習Ⅰ、基盤看護学実

習Ⅰ 

成人・老年看護学実習Ⅰ 成人の健康と看護、成人看護学、クリティカルケア看護学、成人看護

学演習 

精神看護学実習 心の健康と看護Ⅰ・Ⅱ、精神看護学演習 

小児看護学実習 小児の健康と看護、小児看護学Ⅰ・Ⅱ、小児看護学演習 

周産看護学実習 性と生殖と健康と看護、周産看護学Ⅰ・Ⅱ、周産看護学演習 

成人・老年看護学実習Ⅱ 高齢者の健康と看護、老年看護学、老年看護学演習 

在宅看護学実習 在宅看護学Ⅰ・Ⅱ、在宅看護学演習 
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医学部保健衛生学科看護学専攻卒業論文実施要項 

 

平成１１年 ７月１４日承認 

平成１２年１２月１３日改正 

保健衛生学科教育委員会 

平成１４年 ２月１３日改正 

保 健 衛 生 学 科 運 営 会 議 

平成２７年 ３月１１日改正 

保 健 衛 生 学 科 運 営 会 議 

平成２９年 ２月 ８日改正 

保 健 衛 生 学 科 運 営 会 議 

 

 

（趣 旨） 

１ 東京医科歯科大学医学部保健衛生学科看護学専攻（以下「看護学専攻」という。）における「卒業論文

Ⅰ・Ⅱ」の実施については，この要項に定めるところによる。 

（授業目的） 

２ 看護・保健に関する研究を実践することにより，論文の読み方，研究の進め方，論文のまとめ方，口

頭発表の仕方の基本を修得させることを目的とする。 

（指導教員） 

３ 指導は，看護先進科学専攻の教授，准教授、講師、及び助教以上（以下「指導教員」という。）が行う。 

４ 一人の指導教員が指導を行う学生数の上限は，原則として次のとおりとする。 

(1) 教授一人に対し 学生４名 

(2) 准教授一人に対し学生３名 

(3) 講師一人に対し 学生２名 

５ 看護学専攻卒業論文小委員会（以下「委員会」という。）は，学生より提出された研究テーマ等を考慮

し，指導教員を決定する。 

（卒業論文） 

６ 卒業論文は，別紙により６ページ以内で作成し，提出期限までに指定された場所に提出しなければな

らない。 

（卒業論文発表会） 

７ 口頭発表の場として卒業論文発表会（以下「発表会」という。）を行う。 

８ 発表会は委員会が主催し，卒業論文委員（学生より選出）が開催する。 

９ 発表会の開催日時は，毎年６月末日までに掲示により連絡する。 

10 発表時間は，１人５分間とし，質疑応答は２分間とする。なお，発表開始から４分経過時及び５分経

過時に合図し，発表時間超過者については質疑応答時間で調整する。 

11 発表会用にスライドを作成する場合は，１枚あたり１０行未満の文章で，見やすく作成する。 

（評価及び単位認定） 

12 「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」の評価及び単位認定は次のとおりとする。 

(1) 「卒業論文 Ⅰ」 

指導教員が講義により評価し，科目の責任者が単位認定を行う。 

(2) 「卒業論文Ⅱ」 

指導教員が論文及び発表を８：２の比率で評価し，看護学専攻主任が単位認定を行う。 

13 「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」の単位は，次に該当する者には認定しない。 

(1) 「卒業論文Ⅰ」の出席が３分の２に満たない者 

(2) 期限提出までに論文を提出できない者 

(3) その他，卒論単位認定に支障があると判定された者 

（評価基準） 

14 論文の評価基準は，次のとおりとする。 

(1) 論文に取り組む姿勢 

(2) 論文内容 
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① 研究目的 

② 研究方法 

③ 論文内容の論理性と明確性 

④ 考察の論理性と明確性 

（実施） 

15 この要項は，平成２７年度３年次在学者より実施する。 

 

附 則 

この要項は平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は平成２９年４月１日から施行する。 
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（別 紙） 

                                             卒 業 論 文 フ ォ ー ム 

 
１ 卒業論文のフォーム 

卒業論文のフォームは,以下のとおりとする。 
 
(1) はじめに 
(2) 方法 ※ 倫理的配慮あるいは倫理的手続きに関する記述を含む 
(3) 結果 
(4) 考察 
(5) 引用文献（参考文献と分けて記載する） 

 
２ 引用文献の書き方 

書式は,「バンクーバー方式」または「APA方式」に準ずる。 
 
＜バンクーバー方式＞ 

① 文献については、本文中に文献リスト番号（上付き：例1））をつけ,表示する。 

② 文献リストは本文中に引用された順に列記する。 

③ 文献リストの記述方法 

1)  田村園子. 諸外国の看護教育の動向. 国際看護学研究. 2012; 90(9):1456-61. 

2)  Smidt AC, Lai JS, Cella D, Patel S, Mancini AJ, Chamlin SL. Development and validation 

of nursing care for adolescents with skin disease. Archives of Dermatology Nursing. 2010; 

146(8): 865-9. 

④ 文中引用例 

ケアの有用性は証明されていないが10)-12)、実施している対象者は多かった。 

＜APA方式＞ 

① 文献については,本文中に著者名,発行年次を括弧表示する。 

② 文献リストは著者名のアルファベット順に列記する。但し,共著者は３名まで表記する。 

③ 文献リストの記述方法 

1)  田村園子（2012）：諸外国の看護教育の動向, 国際看護学研究, 90(9), 1456-1461. 

2)  Voos K., Ross G., Ward M.., et al. (2011): Effects of implementing family-centered 

rounds (FCRs) in a neonatal intensive care unit (NICU), J. Matern. Fetal Neonatal Med., 

24(11), 1-4. 

④ 文中引用例 

ケアの有用性は証明されていないが（田村, 2012: Smidt et al., 2010）、実施している対象者

は多かった。                                              

 
３ 卒業論文の書式 

 
 A4用紙に6ページ以内とし,片面に印字する。 
 字の大きさ及びフォントは,10～11ポイントで明朝体とする。ページ設定は2段組とし, 

文字数：全角46,行数：38,字送り：10.5ポイント,行送り：18ポイントとする。 
 提出後の差し替え（誤字・脱字を含む）は一切認めない。 
 全ページ余白は上2.5cm,下3cm,左右それぞれ2cmとする。 
 ただし,1ページ目は上2.5cmからタイトル,その下余白に氏名・指導者名を記載する。 
 本文は7cm下から書き始める。 
 指導教員には大学院生は含まない。  
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４ 卒業論文抄録の書式 
 

 A4用紙に1枚とする。 
 字の大きさ,フォントおよびページ設定は卒業論文に準ずる。 
 タイトル,氏名,指導教員名を上7cmの余白部分に書き,以下目的,方法,結果,考察を記載する。 
 提出後の差し替え（誤字・脱字を含む）は一切認めない。 
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